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本
文
訳

孟
子
は
言
う
。

り
ろ
う

離
婁
の
よ
う
に
目
が
よ
く
見
え
て
も
、
公
輸
子
の
よ
う
に
細
工
に
巧
み
で

も
、
円
や
四
角
を
つ
く
る
道
具
を
使
わ
な
け
れ
ば
、
円
や
四
角
を
つ
く
る
こ
と

し
こ
う

は
で
き
な
い
。
師
曠
の
よ
う
に
耳
が
よ
く
て
も
、
竹
管
を
使
わ
な
い
と
音
の
調

は
っ
と

律
は
で
き
な
い
。
堯
舜
の
道
は
法
度
を
用
い
て
天
下
を
治
め
る
。
今
、
仁
の
心
、

仁
の
評
判
が
あ
る
の
に
、
民
は
恩
沢
を
受
け
て
い
な
い
し
、
後
世
の
範
と
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
先
王
の
道
を
行
な
わ
な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
言
う
。
善
の

心
だ
け
で
は
政
を
す
る
の
に
不
足
で
あ
る
。
法
だ
け
で
も
政
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
詩
経
に
言
う
。「
過
ち
が
な
い
。
欠
け
て
い
る
所
も
な
い
。
古
い
法

あ
や
ま

典
に
因
り
、
古
い
法
典
に
従
っ
て
い
る
。」
先
王
の
法
に
従
い
過
っ
た
こ
と
は

今
ま
で
一
度
も
な
い
。
聖
人
は
目
の
働
き
を
尽
し
て
、
さ
ら
に
定
規
、
コ
ン
パ

ス
、
水
準
器
を
作
り
、
直
線
、
四
角
、
円
、
水
平
を
つ
く
る
よ
う
に
し
た
。
そ

れ
で
い
く
ら
で
も
直
線
、
四
角
、
円
、
水
平
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
耳
の

働
き
を
尽
し
、
さ
ら
に
調
律
器
で
音
を
正
し
た
。
そ
れ
で
い
く
ら
で
も
音
を
正

す
こ
と
が
で
き
る
。
心
を
尽
し
、
さ
ら
に
人
を
そ
こ
な
う
の
が
忍
べ
な
い
法
度

を
つ
く
っ
た
。
そ
れ
で
仁
は
天
下
を
お
お
う
。
だ
か
ら
言
う
。
高
い
も
の
を
作

る
に
は
、
丘
陵
の
上
に
作
る
。
低
い
も
の
を
作
る
に
は
川
や
沢
の
あ
る
低
い
所

に
作
る
。
政
を
す
る
の
に
先
王
の
道
に
よ
ら
な
い
と
、
智
と
言
え
よ
う
か
。

仁
者
だ
け
が
高
位
に
お
る
べ
き
で
あ
る
。
不
仁
な
者
が
高
位
に
お
れ
ば
、
悪

を
衆
に
ま
く
こ
と
に
な
る
。
上
は
義
と
理
を
考
え
る
こ
と
が
な
い
。
下
は
法
を

守
る
こ
と
が
な
い
。
朝
廷
に
い
る
者
は
道
を
信
じ
て
い
な
い
。
民
は
法
を
信
じ

て
い
な
い
。
高
位
の
者
は
義
を
犯
し
、
民
は
法
を
犯
す
。
こ
れ
で
国
が
滅
び
な

い
の
は
幸
運
で
あ
る
。
だ
か
ら
言
う
。
城
壁
が
完
備
し
て
い
な
い
、
武
器
が
多

く
な
い
こ
と
は
、
国
の
災
い
で
な
い
。
田
野
が
開
発
さ
れ
て
い
な
い
、
財
貨
が

集
ま
ら
な
い
の
は
、
国
を
害
す
る
も
の
で
な
い
。
上
の
者
に
道
理
が
な
く
、
下

の
者
が
道
理
を
学
ぶ
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
賊
民
が
起
こ
る
。
滅
ぶ
の
に
日
を
待

た
な
い
。

え
い
え
い

詩
経
に
言
う
。「
天
は
ま
さ
に
国
を
く
つ
が
え
そ
う
と
し
て
い
る
。
泄
泄
と

え
い
え
い

と
う
と
う

怠
慢
し
悦
従
す
る
こ
と
無
か
れ
。」
泄
泄
は
沓
沓
の
よ
う
な
も
の
で
怠
慢
し
悦

従
す
る
さ
ま
で
あ
る
。
君
に
仕
え
て
義
が
な
い
、
進
退
に
礼
が
な
い
、
言
え
ば

先
王
の
道
を
謗
る
の
は
、
詩
経
の
言
う
怠
慢
、
悦
従
の
よ
う
な
も
の
だ
。
だ
か

ら
言
う
。
人
が
君
に
言
い
に
く
い
こ
と
を
言
っ
て
君
を
正
す
の
は
、
恭
と
言
う
。

善
を
言
っ
て
君
の
邪
心
を
防
ぐ
の
は
敬
と
言
う
。
自
分
の
君
は
で
き
な
い
と
言

う
の
は
賊
と
言
う
。
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本

文
1
孟
子
曰
、
2
離
婁
之
明
、
3
公
輸
子
之
巧
、
4
不
以
規

矩
、
5
不
能
成
方
員
、
6
師
曠
之
聰
、
7
不
以
六
律
、
8

不
能
正
五
音
、
9
堯
舜
之
道
、
10
不
以
仁
政
、
11
不
能
平

治
天
下
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
lí
lóu
zhī
m
íng,

3
gōng

shū
zı ^

zhī
qia ^o,4

bù
yı ^

guī
ju

�,
5
bù
néng

chéng
fāng

yuán,
6
shī

kuàng
zhī
cōng,

7
bù
yı ^

liù
lǜ,
8
bù
néng

zhèng
w
u

�

yīn,
9
yaó

shùn
zhī

daò,
10
bù
yı ^

rén
zhèng,

11
bù

néng
píng

zhì
tiān

xià,

り
ろ
う

き

く

え
ん

孟
子
曰
く
、
離
婁
の
⑴明

、
公
輸
子
の
巧
、⑵規
矩
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
⑶方
⑷

員
を

し
こ
う

そ
う

ご
い
ん

成
す
こ
と
能
わ
ず
、
師
曠
の⑸

聡
、
⑹六

律
以
て
せ
ざ
れ
ば
、⑺五
音
を
正
す
こ
と

能
わ
ず
、
堯
舜
の
道
は
、
仁
政
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
天
下
を
⑻平

治
す
る
こ
と
能

わ
ず

⑴
明：

よ
く
見
え
る

見
人
所
不
見
、
謂
之
明
（
人
の
見
ざ
る
所
を
見
る
、
之

を
明
と
謂
う
）

通
し
番
号
6
6
8‐

17
朱
注
に
「
有
物
必
有
法
、
如
有
耳

目
、
則
有
聰
明
之
德
、
有
父
子
、
則
有
慈
孝
之
心
（
物
有
れ
ば
必
ず
法
有

り
、
耳
目
有
れ
ば
、
則
ち
聡
明
の
徳
有
り
、
父
子
有
れ
ば
、
則
ち
慈
孝
の

心
有
る
が
如
し
）」
と
あ
る
。

き

く

⑵
規
矩：

円
や
四
角
を
つ
く
る
道
具
（
朱
注
）

通
し
番
号
3
9
1‐

2
に
「
規

え
ん

矩
、
方
員
之
至
也
（
規
矩
は
、
方
員
の
至
り
な
り
）」
と
あ
る
。

く

⑶
方：

四
角

正
方
形

正
曰
方
（
正
は
方
と
曰
う
）

方
者
中
矩
（
方
は
矩

あ
た

に
中
る
）
通
し
番
号
3
0
0‐

39
朱
注
に「
買
田
一
方（
田
一
方
を
買
う
）」

と
あ
る
。

え
ん

⑷
員：

円

員
、
通
圓
（
員
、
円
に
通
ず
）

通
し
番
号
3
8
2‐

2
に
「
繼

つ

じ
ょ
う

之
以
規
矩
準
繩
、
以
爲
方
員
平
直
（
之
に
継
ぐ
に
規
矩
準
縄
を
以
て
、
以

え
ん

つ
く

て
方
員
平
直
を
爲
る
）」
と
あ
る
。

そ
う

と
お

⑸
聡：

耳
が
さ
と
い

耳
徹
爲
聰
（
耳
徹
る
は
聡
と
爲
す
）

⑹
六
律：

竹
を
切
っ
て
作
っ
た
竹
管

五
音
の
音
程
を
調
節
す
る
（
朱
注
）

正

確
に
は
六
律
は
陽
の
六
音
を
調
節
す
る
も
の
で
、
陰
の
六
音
を
調
節
す
る

り
く
り
ょ

の
は
、
六
呂
と
言
う
。
六
律
と
六
呂
の
竹
管
の
長
さ
が
違
う
た
め
、
6
つ

こ
う
し
ょ
う

た
い
そ
う

ず
つ
穴
を
あ
け
て
、
12
の
音
程
の
調
節
が
で
き
る
。
六
律
は
黄
鍾
、
太
蔟
、

こ
せ
ん

す
い
ひ
ん

い
そ
く

ぶ
え
き

り
く
り
ょ

た
い
り
ょ

姑
洗
、

賓
、
夷
則
、
無
射
の
六
つ
の
音
程
が
あ
り
、
六
呂
に
は
、
大
呂
、

き
ょ
う
し
ょ
う

ち
ゅ
う
り
ょ

り
ん
し
ょ
う

な
ん
り
ょ

お
う
し
ょ
う

夾
鍾
、
仲
呂
、
林
鍾
、
南
呂
、
応
鍾
の
六
つ
の
音
程
が
あ
る
。

ご
い
ん

か
く

ち

⑺
五
音：

音
を
清
濁
高
下
に
よ
り
分
類
し
た
も
の
。
宮
、
商
、
角
、
徴
、
羽
を
五

音
と
言
う
。（
朱
注
）

⑻
平
治：

治
め
る

平
に
も
「
治
め
る
」
の
意
味
が
あ
る

平
、
治
也
（
平
、

お
さ

治
な
り
）
通
し
番
号
4
7
0‐

1
に「
君
子
平
其
政（
君
子
其
政
を
平
む
）」

そ
れ

と
あ
る
。

通
し
番
号
2
6
7‐

1
に
「
夫
天
未
欲
平
治
天
下
也
（
夫
天
未

だ
天
下
を
平
治
す
る
を
欲
せ
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
離
婁
、
2
古
之
明
目
者
、
3
公
輸
子
、
4
名
班
、
5
魯
之
巧
人
也
、
6
規
、

7
所
以
爲
員
之
器
也
、
8
矩
、
9
所
以
爲
方
之
器
也
、
10
師
曠
、
11
晉
之
樂

師
、
12
知
音
者
也
、
13
六
律
、
14
截
竹
爲
筩
、
15
陰
陽
各
六
、
16
以
節
五
音

之
上
下
、
17
黄
鍾
、
18
太
蔟
、
19
姑
洗
、
20

賓
、
21
夷
則
、
22
無
射
、
23

爲
陽
、
24
大
呂
、
25
夾
鍾
、
26
仲
呂
、
27
林
鍾
、
28
南
呂
、
29
應
鍾
、
30
爲

陰
也
、
31
五
音
、
32
宮
、
33
商
、
34
角
、
35
徵
、
36
羽
也
、
37
范
氏
曰
、
38

此
言
治
天
下
不
可
無
法
度
、
39
仁
政
者
、
40
治
天
下
之
法
度
也
、

1
lí
lóu,

2
gu

�zhī
m
íng
m
ù
zhe ^,

3
gōng

shū
zı ^,
4
m
íng

bān,5
lu ^
zhī
qia ^o

rén
ye

�,
6
guī,

7
suo ^

yı ^

w
éi
yuán

zhī
qì
ye

�,
8
ju

�,
9
suo ^

yı ^

w
éi
fāng

zhī
qì
ye

�,
10
shī
kuàng,

11
jìn
zhī
yuè

shī,
12
zhī
yīn

zhe ^

ye

�,
13
liù
lǜ,
14
jié

zhú
w
éi
to

�ng,
15
yīn
yáng

ge ^

liù,
16
yı ^

jié
w
u

�yīn
zhī

shàng
xià,17

huáng
zhōng,18

tài
cù,19

gū
xia ^n,20

ruí
bīn,

21
yí
zé,
22
w
ú
shè,

23
w
éi
yáng,

24
dà
lü ^

,
25
jiā

zhōng,
26
zhòng

lü ^

,
27
lín
zhōng,

28
nán

lü ^

,
29
yīng

zhōng,
30
w
éi
yīn

ye

�,
31
w
u

�

yīn,
32
gōng,

33
shāng,

34
jia ^o,

35
zhēng,

36
yu

�ye

�,
37
fàn
zhī
yuē,

38
cı ^

yán
zhì
tiān

xià
bù
ke

�w
ú
fa ^

dù,
39
rén

zhèng
zhe ^,

40
zhì

tiān
xià
zhī
fa ^

dù
ye

�,

離
婁
、
古
の
明
目
な
る
者
な
り
、
公
輸
子
、
名
は
班
、
魯
の
⑴巧

人
な
り
、
規
、

え
ん

つ
く

つ
く

し
こ
う

以
て
員
を
爲
る
所
の
⑵器

な
り
、
矩
、
以
て
方
を
爲
る
所
の
器
な
り
、
師
曠
、

が
く
し

き

と
う

つ
く

晋
の⑶

楽
師
な
り
、
音
を
知
る
者
な
り
、
六
律
、
竹
を⑷截
り⑸

筩
を
爲
る
、
陰
陽

お
の
お
の

こ
う
し
ょ
う

た
い
そ
う

こ
せ
ん

す
い
ひ
ん

い
そ
く

各
六
、
以
て
五
音
の
上
下
を
節
す
、
黄
鍾
、
太
蔟
、
姑
洗
、

賓
、
夷
則
、

ぶ
え
き

た
い
り
ょ

き
ょ
う
し
ょ
う

ち
ゅ
う
り
ょ

り
ん
し
ょ
う

な
ん
り
ょ

お
う
し
ょ
う

無
射
、
陽
と
爲
し
、
大
呂
、
夾
鍾
、
仲
呂
、
林
鍾
、
南
呂
、
応
鍾
、
陰
と
爲

き
ゅ
う

し
ょ
う

か
く

ち

う

す
な
り
、
五
音
、
宮
、
商
、
角
、
徵
、
羽
な
り
、
范
氏
曰
く
、
此
言
え
ら
く
、

は
っ
と

天
下
を
治
め
る
は
法
度
無
か
る
べ
か
ら
ず
、
仁
政
は
、
天
下
を
治
め
る
の
法

度
な
り
、

⑴
巧
人：

細
工
師

巧
は
「
細
工
」
の
意
味
が
あ
る
。あや

つ

⑵
器：

道
具

器
、
所
以
操
事
（
器
、
以
て
事
を
操
る
所
な
り
）

通
し
番
号

あ
じ
か

6
7
2‐

3
朱
注
に
「

、
草
器
也
（

、
草
の
器
な
り
）」
と
あ
る
。

が
く
し

⑶
楽
師：

音
楽
家

き

せ
つ

⑷
截
る：

切
る

断
つ

截
、
斷
也
（
截
、
断
な
り
）

通
し
番
号
2
7
5‐

せ
つ

5
朱
注
に
「
絶
、
猶
截
也
（
絶
、
猶
截
の
ご
と
き
な
り
）」
と
あ
る
。

と
う

と
う

⑸
筩：

竹
管

筩
、
斷
竹
也
（
筩
、
断
竹
な
り
）

朱
注
訳

離
婁
は
古
の
目
が
よ
く
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
公
輸
子
は
名
は
班
で
あ
り
、

魯
の
細
工
師
で
あ
る
。
規
は
円
を
つ
く
る
道
具
で
あ
る
。
矩
は
四
角
を
つ
く

し
こ
う

る
道
具
で
あ
る
。
師
曠
は
晋
の
音
楽
家
で
あ
り
、
音
が
わ
か
っ
て
い
る
者
で

あ
る
。
六
律
は
竹
を
切
っ
て
竹
管
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
陰
と
陽
の
穴
を
六
つ

こ
う
し
ょ
う

た
い
そ
う

こ
せ
ん

す
い
ひ
ん

ず
つ
つ
く
り
、
五
音
の
上
下
を
調
節
す
る
。
黄
鍾
、
太
蔟
、
姑
洗
、

賓
、

い
そ
く

ぶ
え
き

た
い
り
ょ

き
ょ
う
し
ょ
う

ち
ゅ
う
り
ょ

り
ん
し
ょ
う

な
ん
り
ょ

お
う
し
ょ
う

夷
則
、
無
射
が
陽
で
あ
る
。
大
呂
、
夾
鍾
、
仲
呂
、
林
鍾
、
南
呂
、
応
鍾
が

き
ゅ
う

し
ょ
う

か
く

ち

う

陰
で
あ
る
。
五
音
は
宮
、
商
、
角
、
徵
、
羽
で
あ
る
。
范
氏
は
言
う
。
こ
れ

は
、
天
下
を
治
め
る
の
は
法
度
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
仁
政
は
天
下
を
治

め
る
法
度
で
あ
る
と
言
う
。

通
し
番
号
379

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
2

本

文
1
今
有
仁
心
仁
聞
、
2
而
民
不
被
其
澤
、
3
不
可
法
於
後

世
者
、
4
不
行
先
王
之
道
也
、

1
jīn
you ^

rén
xīn
rén

w
én,2

ér
m
ín
bù
bèi
qí
zé,3

bù
ke

�fa ^

yú
hòu

shì
zhe ^,4

bù
xíng

xiān
w
àng

zhī
daò

ye

�,
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こ
う
む

今
⑴仁

心
⑵仁

聞
有
り
、
而
る
に
民
其
⑶沢

を
被
ら
ず
、
後
世
に
於
て
法
と
す
べ
か

ら
ざ
る
は
、
先
王
の
道
を
行
わ
ざ
る
な
り
、

⑴
仁
心：

人
を
愛
す
る
心
（
朱
注
）

⑵
仁
聞：

人
を
愛
し
て
い
る
と
い
う
評
判
（
朱
注
）

⑶
沢：
恩
沢

澤
、
恩
澤
也
（
沢
、
恩
沢
な
り
）（
通
し
番
号
2
5
6‐

7
朱
注
）

通
し
番
号
5
6
6‐

6
に
「
施
澤
於
民
久
（
沢
を
民
に
施
す
こ
と
久
し
）」

と
あ
る
。

朱

注
1
聞
、
2
去
聲
、
3
�
仁
心
、
4
愛
人
之
心
也
、
5
仁
聞
者
、
6
有
愛
人
之

聲
、
7
聞
於
人
也
、
8
先
王
之
道
、
9
仁
政
是
也
、
10
范
氏
曰
、
11
齊
宣
王

不
忍
一
牛
之
死
、
12
以
羊
易
之
、
13
可
謂
有
仁
心
、
14
梁
武
帝
終
日
一
食
蔬

素
、
15
宗
廟
以
麪
爲
犧
牲
、
16
斷
死
刑
必
爲
之
涕
泣
、
17
天
下
知
其
慈
仁
、

18
可
謂
有
仁
聞
、
19
然
而
宣
王
之
時
、
20
齊
國
不
治
、
21
武
帝
之
末
、
22
江

南
大
亂
、
23
其
故
何
哉
、
24
有
仁
心
仁
聞
而
不
行
先
王
之
道
故
也
、

1
w
én,
2
qù
shēng,

3

�rén
xīn,

4
ài
rén

zhī
xīn

ye

�,
5
rén

w
én
zhe ^,

6
you ^

ài
rén

zhī
shēng,

7
w
én
yú
rén

ye

�,8
xiān

w
àng

zhī
daò,9

rén
zhèng

shì
ye

�,10
fàn
zhī

yuē,11
qí
xuān

w
áng

bù
re

�n
yī
niú
zhī
sı ^,
12
yı ^

yáng
yì
zhī,

13
ke

�w
èi
you ^

rén
xīn,

14
liáng

w
u

�dì
zhōng

rì
yī
shí

shū
sù,
15
zōng

m
iaò

yı ^

m
iàn

w
éi
xī
shēng,

16
duàn

sı ^

xíng
bì
w
èi
zhī
tì
qì,
17
tiān

xià
zhī
qí
cí

rén,
18
ke

�w
èi
you ^

rén
w
én,
19
rán

ér
xuān

w
áng

zhī
shí,20

qí
guó

bù
zhì,21

w
u

�dì
zhī
m
ò,22

jiāng
nán

dà

luàn,
23
qí
gù
hé
zāi,

24
you ^

rén
xīn

rén
w
én
ér
bù

xíng
xiān

w
àng

zhī
daò

gù
ye

�,

⑴聞
、
去
声
、
�
仁
心
、
人
を
愛
す
る
の
心
な
り
、
仁
聞
は
、
人
を
愛
す
る
の
⑵声

有
り
て
、
人
に
聞
こ
え
る
な
り
、
先
王
の
道
、
仁
政
是
れ
な
り
、
范
氏
曰
く
、

斉
の
宣
王
一
牛
の
死
を
忍
び
ず
、
羊
以
て
之
に
⑶易

う
、
仁
心
有
り
と
謂
う
べ

そ

そ

め
ん

し
、
梁
の
武
帝
⑷終

日
に
一
た
び⑸蔬
素
を
食
す
、
宗
廟⑹

麪
以
て
犧
牲
と
爲
す
、

て
い
き
ゅ
う

死
刑
を
⑺断

じ
て
必
ず
之
が
爲
に⑻

涕
泣
す
、
天
下
其
慈
仁
を
知
る
、
仁
聞
有
る

と
謂
う
べ
し
、
然
り
而
し
て
宣
王
の
時
、
斉
国
治
ま
ら
ず
、
武
帝
の
末
、
江

南
大
い
に
乱
る
、
其
故
何
ぞ
や
、
仁
心
仁
聞
有
り
て
先
王
の
道
を
行
わ
ざ
る

故
な
り
、

⑴
聞
、
去
声：

現
代
中
国
語
で
は
第
二
声
に
発
音
す
る
た
め
、
第
二
声
で
ピ
ン
イ

ン
を
つ
け
る
。

⑵
声：

名

誉
れ

聲
、
名
也
（
声
、
名
な
り
）

通
し
番
号
9
5
6‐

19
朱

て
ん
ぜ
つ

注
に
「
雖
不
能
殄
絶
其
慍
怒
、
亦
不
自
墜
其
聲
問
之
美
（
其
慍
怒
を
殄
絶

お

す
る
こ
と
能
わ
ず
と
雖
も
、
亦
自
ず
か
ら
其
声
問
の
美
を
墜
と
さ
ず
）」
と

あ
る
。

か
⑶
易
う：

換
え
る

交
換
す
る

換
、
易
也（
換
、
易
な
り
）
通
し
番
号
8
7
3

か

‐

2
に
「
柳
下
惠
不
以
三
公
易
其
介
（
柳
下
恵
は
三
公
以
て
其
介
を
易
え

ず
）」
と
あ
る
。

⑷
終
日：

一
日

日
を
終
え
る
ま
で

通
し
番
号
3
2
7‐

2
に
「
終
日
而

え

不
獲
一
禽
（
終
日
に
し
て
一
禽
を
獲
ず
）」
と
あ
る
。

そ

そ

⑸
蔬
素：

野
菜
の
質
素
な
も
の

凡
草
菜
可
食
者
、
通
名
爲
蔬
（
凡
そ
草
菜
食

す
べ
き
も
の
、
通
名
は
蔬
と
爲
す
）

凡
物
無
飾
曰
素
（
凡
そ
物
飾
り
無

し
は
素
と
曰
う
）

め
ん

め
ん

せ
つ
ま
つ

⑹
麪：

麦
粉

麪
、
麥
屑
末
也
（
麪
、
麦
の
屑
末
な
り
）

⑺
断
ず：
決
め
る

断
定
す
る

斷
、
猶
決
也
（
断
、
猶
決
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番
号
5
0
2‐

11
朱
注
に
「
蓋
言
斷
之
在
己
（
蓋
し
之
を
断
ず
る
は
己

に
在
る
を
言
う
）」
と
あ
る
。

て
い
き
ゅ
う

⑻
涕
泣：

涙
を
流
し
て
泣
く

涕
、
涙
也
（
涕
、
涙
な
り
）
通
し
番
号
4
0
6

‐

17
朱
注
に
「
故
涕
泣
而
以
女
與
之
（
故
に
涕
泣
し
て
女
以
て
之
に
与
う
）」

と
あ
る
。

朱
注
訳

聞
は
去
声
で
あ
る
。
仁
心
は
人
を
愛
す
る
心
で
あ
る
。
仁
聞
は
人
を
愛
す
る

と
い
う
評
判
が
人
の
間
で
聞
こ
え
る
。
先
王
の
道
は
仁
政
で
あ
る
。
范
氏
は

言
う
。
斉
の
宣
王
は
一
頭
の
牛
を
殺
す
こ
と
が
忍
べ
ず
、
羊
に
換
え
た
。
仁

心
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
梁
の
武
帝
は
一
日
に
一
食
で
野
菜
の
粗

末
な
も
の
を
食
べ
た
。
宗
廟
に
犠
牲
の
か
わ
り
に
麦
粉
を
さ
さ
げ
た
。
死
刑

を
決
め
る
と
そ
の
者
の
た
め
に
泣
い
た
。天
下
は
そ
の
慈
愛
を
知
っ
て
い
た
。

仁
聞
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
宣
王
の
時
斉
は
治
ま
ら
な

か
っ
た
し
、
武
帝
の
末
に
は
江
南
は
大
い
に
乱
れ
た
。
ど
う
し
て
か
。
仁
心
、

仁
聞
が
あ
っ
て
先
王
の
道
を
行
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

通
し
番
号
380

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
3

本

文
1
故
曰
、
2
徒
善
不
足
以
爲
政
、
3
徒
法
不
能
以
自
行
、

1
gù
yuē,

2
tú
shàn

bù
zú
yı ^

w
éi
zhèng,

3
tú
fa ^

bù
néng

yı ^

zì
xíng,

と
ぜ
ん

故
に
曰
く
、⑴徒
善
は
以
て
政
を
爲
す
に
足
ら
ず
、
⑵徒

法
は
以
て
自
ず
か
ら
行

う
こ
と
能
わ
ず
、

と
ぜ
ん

⑴
徒
善：

心
が
あ
っ
て
政
が
な
い
（
朱
注
）

⑵
徒
法：

政
が
あ
っ
て
心
が
な
い
（
朱
注
）

朱

注
1
徒
、
2
猶
空
也
、
3
有
其
心
、
4
無
其
政
、
5
是
謂
徒
善
、
6
有
其
政
、

7
無
其
心
、
8
是
謂
徒
法
、
9
程
子
嘗
言
、
10
爲
政
須
要
有
綱
紀
文
章
、
11

謹
權
、
12
審
量
、
13
讀
法
、
14
平
價
、
15
皆
不
可
闕
、
16
而
又
曰
、
17
必
有

關
雎
、
18
麟
趾
之
意
、
19
然
後
可
以
行
周
官
之
法
度
、
20
正
謂
此
也
、

1
tú,2

yóu
kòng

ye

�,3
you ^

qí
xīn,4

w
ú
qí
zhèng,5

shì
w
èi
tú
shàn,

6
you ^

qí
zhèng,

7
w
ú
qí
xīn,

8
shì
w
èi
tú

fa ^,
9
chéng

zı ^

cháng
yán,

10
w
éi
zhèng

xū
yaò

you ^

gāng
jì
w
én
zhāng,11

jı ^n
quán,12

she

�n
liàng,13

dú
fa ^,

14
píng

jià,
15
jiē
bù
ke

�quē,
16
ér
yoù

yuē,
17
bì
you ^

guān
jū,
18
lín
zhı ^

zhī
yì,
19
rán

hòu
ke

�yı ^

xíng
zhoū

guān
zhī
fa ^

dù,20
zhèng

w
èi
cı ^

ye

�,

徒
、
猶
空
の
ご
と
き
な
り
、
其
心
有
り
て
、
其
政
無
し
、
是
れ
徒
善
と
謂
う
、

其
政
有
り
て
、
其
心
無
し
、
是
れ
徒
法
と
謂
う
、
程
子
嘗
て
言
え
ら
く
、
政

す
べ
か
ら

つ
ま
び

を
爲
す
は
須
く
⑴綱

紀
⑵文

章
有
る
こ
と
を
要
す
べ
し
、
⑶権

を
謹
み
、
⑷量

を⑸

審
ら

た
だ

か

か
に
し
、
法
を
⑹読

み
、
価
を⑺

平
す
、
皆⑻闕
く
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
又
曰
く
、

か
ん
し
ょ

り
ん
し

必
ず⑼

関
雎
、⑽

麟
趾
の
意
有
り
、
然
る
後
以
て
⑾周

官
の
法
度
を
行
な
う
べ
し
、

正
に
此
を
謂
う
な
り
、

も
う
こ

⑴
綱
紀：

大
綱
と
細
則

如
網
罟
、
大
繩
其
綱
也
、
網
目
其
紀
也
（
網
罟
の
如

し
、
大
縄
其
綱
な
り
、
網
目
其
紀
な
り

網
罟：

あ
み
）
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か
ん
こ

⑵
文
章：

礼
楽
法
度

『
論
語
』
泰
伯
19
に
「
煥
乎
、
其
有
文
章
（
煥
乎
と
し

て
、
其
文
章
有
り
）」
と
あ
り
、
朱
子
は
「
文
章
、
禮
樂
法
度
也
（
文
章
、

礼
楽
法
度
な
り
）」
と
注
す
。

⑶
権：

手
段
が
常
道
に
反
し
て
結
果
が
道
に
合
う

權
者
、
反
經
而
善
也
（
権

は
、
経
に
反
し
て
善
き
な
り
）

通
し
番
号
4
5
8‐

13
朱
注
に
「
天
下
之

道
、
有
正
有
權
、
正
者
萬
世
之
常
、
權
者
一
時
之
用
（
天
下
の
道
は
、
正

有
り
権
有
り
、
正
は
万
世
の
常
、
権
は
一
時
の
用
な
り
）」
と
あ
る
。

⑷
量：

制
度

量
、
度
也
（
量
、
度
な
り
）

つ
ま
び

⑸
審
ら
か
に
す
る：
つ
ま
び
ら
か
に
す
る

知
り
尽
す

審
、
悉
也
（
審
、
悉

な
り
）

通
し
番
号
4
1
5‐

3
朱
注
に
「
心
存
、
則
有
以
審
夫
得
失
之
幾

そ
の

き

つ
ま
び

（
心
存
す
れ
ば
、
則
ち
以
て
夫
得
失
の
幾
を
審
ら
か
に
す
る
こ
と
有
り
）」

と
あ
る
。

⑹
読
む：

文
章
語
句
の
意
味
を
く
み
と
る
。

抽
繹
其
義
、
蘊
至
於
無
窮
、
是
之

う
ん

謂
讀
（
其
義
を
抽
繹
し
、
蘊
は
無
窮
に
至
る
、
是
を
之
読
と
謂
う

蘊：

奥
）

た
だ

⑺
平
す：

正
す

平
、
正
也
（
平
、
正
な
り
）

か

け
つ

⑻
闕
く：

欠
け
る

闕
、
缺
也
（
闕
、
欠
な
り
）

通
し
番
号
6
0
7‐

4
朱

注
に
「
王
公
下
、
諸
本
多
無
之
字
、
疑
闕
文
也
（
王
公
の
下
、
諸
本
多
く

け
つ

之
の
字
無
し
、
疑
う
ら
く
は
闕
文
な
り
）」
と
あ
る
。

か
ん
し
ょ

⑼
関
雎：

詩
経
の
周
南
の
最
初
の
編
名
。
周
南
は
詩
経
の
最
初
に
あ
り
周
王
朝
の

初
め
の
時
代
の
盛
治
の
時
を
歌
っ
て
い
る
。
周
南
に
は
序
が
あ
り
、
そ
れ

に
次
の
一
文
が
あ
る
。

是
以
關
雎
樂
得
淑
女
以
配
君
子
、
愛
在
進
賢
、

不
淫
其
色
、
哀
窈
窕
、
思
賢
才
、
而
無
傷
善
之
心
焉
、
是
關
雎
之
義
也（
是

を
以
て
関
雎
は
淑
女
を
得
て
以
て
君
子
に
配
す
る
を
楽
し
み
、
愛
は
賢
を

み
だ
ら

よ
う
と
う

い
つ
く
し

進
め
る
こ
と
に
在
り
、
其
色
に
淫
な
ら
ず
、
窈
窕
を
哀
み
、
賢
才
を
思
う
、

而
し
て
善
を
傷
つ
け
る
の
心
無
し
、
是
れ
関
雎
の
義
な
り

窈
窕：

心
、

容
貌
と
も
に
美
し
い
女
性
）

り
ん
し

⑽
麟
趾：

詩
経
の
周
南
の
最
後
に
麟
之
趾
と
い
う
編
名
が
あ
る
。

詩
経
、
周
南

に
は
序
が
あ
り
、
そ
れ
に
次
の
一
文
が
あ
る
。「
然
則
關
雎
麟
趾
之
化
、
王

か
ん
し
ょ
り
ん
し

者
之
風
、
繋
之
周
公
（
然
ら
ば
則
ち
関
雎
麟
趾
の
化
、
王
者
の
風
な
り
、

つ
な

之
を
周
公
に
繋
ぐ
）」
と
あ
る
。

し
ゅ
ら
い

ぎ
ら
い

⑾
周
官：

周
礼
の
こ
と
。
十
三
経
の
一
つ
で
あ
り
、『
儀
礼
』『
礼
記
』『
周
礼
』
を

三
礼
と
す
る
。
周
公
旦
が
書
き
残
し
た
も
の
と
さ
れ
、
官
制
と
そ
の
職
掌

を
細
か
く
記
述
し
て
い
る
。

朱
注
訳

徒
は
空
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
心
が
あ
っ
て
そ
の
政
が
な
い
の
を
徒

善
と
言
う
。
そ
の
政
が
あ
っ
て
そ
の
心
が
な
い
の
を
徒
法
と
言
う
。
程
子
は

か
つ
て
言
う
。
政
は
綱
紀
、
礼
楽
、
法
度
が
必
要
で
あ
る
。
常
道
に
反
す
る

こ
と
は
注
意
深
く
す
る
、
制
度
を
詳
ら
か
に
す
る
、
先
王
の
法
の
意
味
を
よ

く
く
み
取
る
、
値
段
を
正
す
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

か
ん
し
ょ

り
ん
し

必
ず
詩
経
の
関
雎
、
麟
趾
の
心
を
持
っ
て
後
に
、
周
礼
に
書
か
れ
て
い
る
法

度
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

現
代
日
本
は
法
治
国
家
で
あ
る
。法
律
で
国
を
治
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
法
だ
け
で
は
国
は
治
ま
ら
な
い
。
法
律
的
に
正
し
く
て
も
仁
愛
の

心
が
な
い
と
国
は
治
ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
一
個
人
と
接
す
る
場
合
も
同
じ

で
あ
る
。
法
律
的
に
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
も
、
仁
愛
の
心
で
相
手
に
接

し
な
い
と
相
手
は
服
さ
な
い
。
孟
子
の
言
う
よ
う
に
「
徒
法
は
以
て
自
ず

か
ら
行
う
こ
と
能
わ
ず
」
で
あ
る
。

通
し
番
号
381

章
内
番
号
4

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
4

本

文
1
詩
云
、
2
不
愆
不
忘
、
3
率
由
舊
章
、
4
遵
先
王
之
法

而
過
者
、
5
未
之
有
也
、

1
shī

yún,
2
bù
qiān

bù
w
àng,

3
lǜ
yóu

jiù
zhāng,

4
zūn

xiān
w
àng

zhī
fa ^

ér
guò

zhe ^,5
w
èi
zhī
you ^

ye

�,

あ
や
ま

し
た
が

よ

し
た
が

あ
や
ま

詩
に
云
う
、⑴

愆
ら
ず
⑵忘

れ
ず
、
旧
⑶章

に⑷

率
い
由
る
、
先
王
の
法
に⑸

遵
い
て
過

つ
者
は
、
未
だ
之
有
ら
ざ
る
な
り
、

あ
や
ま

⑴
愆
る：

誤
る
（
朱
注
）

通
し
番
号
7
3
7‐

11
朱
注
に
「
是
以
小
弁
之
怨
、

あ
や
ま

未
足
爲
愆
也
（
是
を
以
て
小
弁
の
怨
は
、
未
だ
愆
ち
と
爲
す
に
足
ら
ざ
る

な
り
）」
と
あ
る
。

⑵
忘
れ
る：

落
ち
て
い
る

欠
け
て
い
る

「
不
愆
不
忘
」
を
鄭
玄
は
「
成
王
之

令
德
不
過
誤
不
遺
失
、
循
用
舊
典
之
文
章
（
成
王
の
令
徳
は
過
誤
せ
ず
遺

失
せ
ず
、
旧
典
の
文
章
を
循
用
す
）」と
し
て
お
り
、
忘
は
遺
失
に
あ
た
り
、

遺
失
は
「
落
と
す
」
で
あ
る
。

⑶
章：

典
法
（
朱
注
）

し
た
が

⑷
率
う：

従
う

通
し
番
号
9
5
1‐

11
朱
注
に
「
中
庸
所
謂
率
性
之
謂
道
、

し
た
が

是
也
（
中
庸
謂
う
所
の
性
に
率
う
之
道
と
謂
う
、
是
れ
な
り
）」
と
あ
る
。

し
た
が

じ
ゅ
ん

じ
ゅ
ん

⑸
遵
う：

従
う

遵
、
循
也
（
遵
、
循
な
り
）

朱

注
1
詩
、
2
大
雅
假
樂
之
篇
、
3
愆
、
4
過
也
、
5
率
、
6
循
也
、
7
章
、
8

典
法
也
、
9
所
行
不
過
差
不
遺
忘
者
、
10
以
其
循
用
舊
典
故
也
、

1
shī,

2
dà
ya ^

jia ^

lè
zhī
piān,

3
qiān,

4
guò

ye

�,
5
lǜ,

6
xún

ye

�,7
zhāng,8

dia ^n
fa ^

ye

�,9
suo ^

xíng
bù
guò

chà
bù
yí
w
àng

zhe ^,10
yı ^

qí
xún

yòng
jiù
dia ^n

gù
ye

�,

詩
、
大
雅
仮
楽
の
篇
、
愆
、
過
な
り
、
率
、
⑴循

な
り
、
章
、
典
法
な
り
、
行

う
所
⑵過

差
せ
ず
⑶遺

忘
せ
ざ
る
は
、
其
旧
典
を
循
用
す
る
を
以
て
の
故
な
り
、

⑴
循：

従
う

循
、
順
也
（
循
、
順
な
り
）

通
し
番
号
5
1
2‐

19
朱
注
に

「
事
物
之
理
、
莫
非
自
然
、
順
而
循
之
、
則
爲
大
智
（
事
物
の
理
、
自
然

し
た
が

に
非
ざ
る
莫
し
、
順
に
し
て
之
に
循
え
ば
、
則
ち
大
智
と
爲
る
）」と
あ
る
。

⑵
過
差：

過
失

差
、
失
也
（
差
、
失
な
り
）

⑶
遺
忘：

落
と
す

遺
、
忘
也
（
遺
、
忘
な
り
）

忘
、
失
也
（
忘
、
失
な
り
）

朱
注
訳

あ
や
ま

詩
は
大
雅
の
仮
楽
の
篇
で
あ
る
。
愆
は
過
ち
で
あ
る
。
率
は
循
で
あ
る
。
章

は
典
法
で
あ
る
。
行
な
う
所
に
過
ち
が
な
く
、
落
ち
て
い
る
所
が
な
い
の
は
、

古
の
法
に
従
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

通
し
番
号
382

章
内
番
号
5

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
5

本

文
1
聖
人
旣
竭
目
力
焉
、
2
繼
之
以
規
矩
準
繩
、
3
以
爲
方

員
平
直
、
4
不
可
勝
用
也
、
5
旣
竭
耳
力
焉
、
6
繼
之
以

六
律
、
7
正
五
音
、
8
不
可
勝
用
也
、
9
旣
竭
心
思
焉
、

10
繼
之
以
不
忍
人
之
政
、
11
而
仁
覆
天
下
矣
、
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1
shèng

rén
jì
jié
m
ù
lì
yān,

2
jì
zhī
yı ^

guī
ju

�

zhu

�n
shéng,

3
yı ^

w
éi
fāng

yuán
píng

zhí,
4
bù
ke

�

shèng
yòng

ye

�,
5
jì
jié
e

�r
lì
yān,

6
jì
zhī
yı ^

liù
lǜ,
7
zhèng

w
u

�yīn,8
bù
ke

�shèng
yòng

ye

�,9
jì
jié
xīn
sī
yān,10

jì
zhī
yı ^

bù
re

�n
rén

zhī
zhèng,11

ér
rén

fù
tiān

xià
yı ^,

つ
く

つ

じ
ょ
う

え
ん

聖
人
既
に
目
力
を⑴

竭
し
、
之
に
継
ぐ
に
規
矩
⑵準
⑶

縄
を
以
て
、
以
て
方
員
平
⑷直

つ
く

あ

つ
く

つ

を
爲
れ
ば
、⑸勝
げ
て
用
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
既
に
耳
力
を
竭
し
、
之
に
継

あ

ぐ
に
六
律
を
以
て
、
五
音
を
正
せ
ば
、
勝
げ
て
用
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
既

つ
く

つ

し
の

に
⑹心

思
を
竭
し
、
之
に
継
ぐ
に
人
に
忍
び
ざ
る
の
政
を
以
て
す
、
而
し
て
仁

お
お

天
下
を
覆
う
、

つ
く

け
つ

⑴
竭
す：

つ
く
す

竭
、
盡
也
（
竭
、
尽
な
り
）

通
し
番
号
1
2
1‐

26
朱

た
だ

注
に
「
人
君
但
當
竭
力
於
其
所
當
爲
（
人
君
但
当
に
力
を
其
の
当
に
爲
す

つ
く

べ
き
所
に
竭
す
べ
し
）」
と
あ
る
。

⑵
準：

水
平
を
つ
く
る
も
の
（
朱
注
）

じ
ょ
う

⑶
縄：

直
線
を
つ
く
る
も
の
（
朱
注
）

⑷
直：

ま
っ
す
ぐ
で
あ
る

直
、
不
曲
也
（
直
、
曲
が
ら
ざ
る
な
り
）

通
し

番
号
6
3
5‐

9
に
「
其
直
如
矢
（
其
直
は
矢
の
如
し
）」
と
あ
る
。

あ
⑸
勝
げ
て：

あ
げ
て

こ
と
ご
と
く

重
物
不
可
擧
者
、
謂
之
不
勝
、
用
之
不

あ

あ

可
盡
者
、
亦
言
不
勝
（
重
き
物
挙
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
は
、
之
を
勝
が
ら
ず
と

あ

謂
う
、
之
を
用
い
尽
き
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
亦
勝
が
ら
ず
と
言
う
）

通

し
番
号
2
4
4‐

19
朱
注
に
「
使
其
臣
有
能
因
是
心
而
將
順
之
、
則
義
不
可

勝
用
矣
（
其
臣
を
し
て
能
く
是
心
に
因
り
て
将
に
之
に
順
わ
ん
と
す
る
こ

あ

と
有
ら
し
べ
ば
、
則
ち
義
勝
げ
て
用
う
べ
か
ら
ず
）」
と
あ
る
。

⑹
心
思：

目
力
、
耳
力
と
あ
り
、
こ
の
力
は
「
は
た
ら
き
」
の
意
味
で
あ
る
。
心

も
心
力
と
し
て
も
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
心
は
思
う
も
の
で
あ
り
、
思

う
の
が
心
の
は
た
ら
き
だ
か
ら
心
思
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

朱

注
1
勝
、
2
平
聲
、
3
�
準
、
4
所
以
爲
平
、
5
繩
、
6
所
以
爲
直
、
7
覆
、

8
被
也
、
9
此
言
古
之
聖
人
、
10
旣
竭
耳
目
心
思
之
力
、
11
然
猶
以
爲
未
足

以
徧
天
下
、
12
及
後
世
、
13
故
制
爲
法
度
、
14
以
繼
續
之
、
15
則
其
用
不
窮
、

16
而
仁
之
所
被
者
廣
矣
、

1
shèng,

2
píng

shēng,
3

�

zhu

�n,
4
suo ^

yı ^

w
éi
píng,

5
shéng,

6
suo ^

yı ^

w
éi
zhí,

7
fù,
8
bèi
ye

�,
9
cı ^

yán
gu

�

zhī
shèng

rén,
10
jì
jié
e

�r
m
ù
xīn
sī
zhī
lì,
11
rán

yóu
yı ^

w
éi
w
èi
zú
yı ^

biàn
tiān

xià,12
jí
hòu

shì,13
gù
zhì

w
éi
fa ^

dù,
14
yı ^

jì
xù
zhī,

15
zé
qí
yòng

bù
qióng,

16
ér
rén

zhī
suo ^

bèi
zhe ^

gua ^ng
yı ^,

つ
く

つ
く

⑴勝
、
平
声
、
�
準
、
以
て
⑵平

を
爲
る
所
な
り
、
縄
、
以
て
直
を
爲
る
所
な
り
、

つ
く

覆
、
被
な
り
、
此
言
え
ら
く
、
古
の
聖
人
、
既
に
耳
目
心
思
の
力
を
竭
す
、

あ
ま
ね

然
れ
ど
も
猶
以
て
、
未
だ
以
て
天
下
に
徧
く
し
、
後
世
に
及
ぶ
に
足
ら
ず
と

せ
い
い

爲
す
、
故
に
法
度
を⑶

制
爲
し
、
以
て
之
に
継
続
す
、
則
ち
其
用
窮
ま
ら
ず
、

お
お

而
し
て
仁
の⑷

被
う
所
の
も
の
広
し
、

⑴
勝
、
平
声：

「
耐
え
る
」
の
意
味
で
は
昔
は
第
一
声
に
発
音
し
て
い
た
が
、
現

在
で
は
第
四
声
の
た
め
、
第
四
声
で
ピ
ン
イ
ン
を
つ
け
る
。

よ
り

⑵
平：

水
平

天
下
莫
平
於
水
、
水
平
謂
之
準
（
天
下
水
於
平
か
な
る
こ
と
莫

し
、
水
平
之
を
準
と
謂
う
）

せ
い
い

⑶
制
爲：

つ
く
る

お
お

⑷
被
う：

お
お
う

通
し
番
号
5
2
9‐

2
に
「
被
髮
纓
冠
而
往
救
之
、
則
惑

え
い

と
め

ま
ど

也（
被
髮
に
冠
を
纓
し
て
往
き
て
之
を
救
れ
ば
、
則
ち
惑
い
な
り

被
髮：

髮
が
お
お
う
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

勝
は
平
声
で
あ
る
。
準
は
水
平
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
繩
は
直
線
を
つ
く
る

も
の
で
あ
る
。
覆
は
お
お
う
。
次
の
よ
う
に
言
う
。
古
の
聖
人
は
目
、
耳
、

心
の
働
き
を
尽
し
た
が
、
天
下
に
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
り
、
後
世
に
及
ぶ
の

に
は
ま
だ
不
足
で
あ
る
と
考
え
た
。
だ
か
ら
法
度
を
つ
く
っ
た
。
そ
れ
で
用

い
て
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、
仁
の
お
お
う
所
は
広
く
な
っ
た
。

通
し
番
号
383

章
内
番
号
6

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
6

本

文
1
故
曰
、
2
爲
高
必
因
丘
陵
、
3
爲
下
必
因
川
澤
、
4
爲

政
不
因
先
王
之
道
、
5
可
謂
智
乎
、

1
gù
yuē,

2
w
éi
gaō

bì
yīn

qiū
líng,

3
w
éi
xià
bì
yīn

chuān
zé,
4
w
éi
zhèng

bù
yīn
xiān

w
àng

zhī
daò,

5
ke

�

w
èi
zhì
hū,

つ
く

ひ
く

つ
く

故
に
曰
く
、
高
き
を
爲
る
は
必
ず
丘
陵
に
因
る
、
下
き
を
爲
る
は
必
ず
川
沢

に
因
る
、
政
を
爲
す
に
先
王
の
道
に
因
ら
ざ
れ
ば
、
智
と
謂
う
べ
け
ん
や

⑴（
乎
）、⑴

乎：

反
語
を
示
す

朱

注
1
丘
陵
本
高
、
2
川
澤
本
下
、
3
爲
高
下
者
因
之
、
4
則
用
力
少
而
成
功
多

矣
、
5
鄒
氏
曰
、
6
自
章
首
至
此
、
7
論
以
仁
心
仁
聞
行
先
王
之
道
、

1
qiū
líng

be

�n
gaō,

2
chuān

zé
be

�n
xià,

3
w
éi
gaō

xià
zhe ^

yīn
zhī,

4
zé
yòng

lì
sha ^o

ér
chéng

gōng
duō

yı ^,
5
zoū

zhī
yuē,6

zì
zhāng

shou ^

zhì
cı ^,7

lùn
yı ^

rén
xīn

rén
w
én
xíng

xiān
w
àng

zhī
daò,

ひ
く

つ
く

丘
陵
本
よ
り
高
し
、
川
沢
本
よ
り
下
し
、
高
下
を
爲
る
者
之
に
因
れ
ば
、
則

ち
力
を
用
い
る
こ
と
少
な
く
し
て
功
を
成
す
こ
と
多
し
、
鄒
氏
曰
く
、
章
首

よ自
り
此
に
至
る
は
、
仁
心
仁
聞
以
て
先
王
の
道
を
行
う
こ
と
を
論
ず
、

朱
注
訳

丘
陵
は
も
と
よ
り
高
く
、
川
沢
は
も
と
よ
り
低
い
。
高
い
も
の
、
低
い
も
の

を
作
る
に
は
、
丘
陵
や
川
沢
に
よ
る
と
、
力
を
用
い
る
こ
と
が
少
な
く
て
、

功
を
な
す
こ
と
は
多
く
な
る
。
鄒
氏
は
言
う
。
こ
の
章
の
始
め
か
ら
こ
こ
ま

で
は
、
仁
の
心
、
仁
の
名
が
あ
っ
て
、
先
王
の
道
を
行
な
う
こ
と
を
論
じ
る
。

人
間
は
社
会
の
産
物
で
あ
り
、
社
会
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
人
間
は

い
な
い
。
人
間
は
言
葉
を
話
す
が
、
そ
の
人
の
生
ま
れ
育
っ
た
母
国
の
言

葉
、
母
国
語
を
話
す
。
も
の
を
考
え
る
時
も
母
国
語
を
用
い
て
考
え
る
。

母
国
語
は
ま
る
で
自
分
が
生
来
持
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

が
、
そ
う
で
は
な
く
環
境
が
得
さ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
優
れ
た
人
の
言

に
親
し
む
と
、
知
ら
ず
に
優
れ
た
人
の
言
葉
を
話
し
、
優
れ
た
人
の
言
葉

で
も
の
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
優
れ
た
人
に
親
し
む
環
境
が
そ
う
さ
せ

る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
高
い
丘
の
上
に
も
の
を
建
て
る
こ
と
に
な
る
。
当

然
低
い
土
地
に
も
の
を
建
て
る
人
よ
り
高
い
も
の
を
建
て
る
こ
と
が
容
易
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で
あ
る
。
常
に
優
れ
た
人
に
親
し
む
こ
と
が
大
事
で
あ
る
所
以
で
あ
る
。

通
し
番
号
384

章
内
番
号
7

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
7

本

文
1
是
以
惟
仁
者
宜
在
高
位
、
2
不
仁
而
在
高
位
、
3
是
播

其
惡
於
衆
也
、

1
shì
yı ^

w
éi
rén

zhe ^

yí
zaì
gaō

w
èi,
2
bù
rén

ér
zaì

gaō
w
èi,3

shì
bō
qí
è
yú
zhòng

ye

�,

た
だ

よ
ろ

是
を
以
て
惟
仁
者
宜
し
く
高
位
に
在
る
べ
し
、不
仁
に
し
て
高
位
に
在
る
は
、

ま

是
れ
其
悪
を
衆
に⑴播
く
な
り
、

ま
⑴
播
く：

ま
く

播
、
猶
種
也（
播
、
猶
種
の
ご
と
き
な
り
）
通
し
番
号
6
7
0

ま

お
お

‐

2
に
「
播
種
而

之
（
種
を
播
き
て
之
を

う
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
仁
者
、
2
有
仁
心
仁
聞
而
能
擴
而
充
之
、
3
以
行
先
王
之
道
者
也
、
4
播

惡
於
衆
、
5
謂
貽
患
於
下
也
、

1
rén

zhe ^,
2
you ^

rén
xīn

rén
w
én
ér
néng

kuò
ér

chōng
zhī,3

yı ^

xíng
xiān

w
àng

zhī
daò

zhe ^

ye

�,
4
bō
è

yú
zhòng,5

w
èi
yí
huàn

yú
xià
ye

�,

ひ
ろ

み
た

仁
者
は
、
仁
心
仁
聞
有
り
て
能
く⑴

拡
め
て
之
を
充
し
、
以
て
先
王
の
道
を
行

ま

お
く

な
う
者
な
り
、
惡
を
衆
に
播
く
は
、
患
を
下
に⑵

貽
る
を
謂
う
な
り
、

ひ
ろ

⑴
拡
む：

広
め
る

擴
、
張
小
使
大
也
（
拡
、
小
を
張
り
大
な
ら
し
め
る
な
り
）

通
し
番
号
1
6
8‐

22
朱
注
に
「
孟
子
此
章
、
擴
前
聖
所
未
發
（
孟
子
の
此

ひ
ろ

章
、
前
聖
未
だ
発
さ
ざ
る
所
を
拡
む
）」
と
あ
る
。

お
く

い

⑵
貽
る：

贈
る

貽
、
贈
遺
也
（
貽
、
贈
遺
な
り
）

朱
注
訳

仁
者
は
仁
の
心
、
仁
の
名
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
広
め
満
た
し
、
先
王
の
道
を

ま

行
な
う
者
で
あ
る
。
悪
を
衆
に
播
く
は
、
災
い
を
下
に
贈
る
こ
と
を
言
う
。

通
し
番
号
385

章
内
番
号
8

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
8

本

文
1
上
無
道
揆
也
、
2
下
無
法
守
也
、
3
朝
不
信
道
、
4
工

不
信
度
、
5
君
子
犯
義
、
6
小
人
犯
刑
、
7
國
之
所
存
者

幸
也
、

1
shàng

w
ú
daò

kuí
ye

�,2
xià
w
ú
fa ^

shou ^

ye

�,3
zhāo

bù
xìn
daò,

4
gōng

bù
xìn
dù,
5
jūn

zı ^

fàn
yì,
6
xiao ^

rén
fàn
xíng,7

guó
zhī
suo ^

cún
zhe ^

xìng
ye

�,

き

⑴上
は
⑵道

揆
無
き
な
り
、
下
は
⑶法

守
無
き
な
り
、
⑷朝

は
道
を
信
ぜ
ず
、
⑸工

は
⑹度

を
信
ぜ
ず
、
君
子
は
義
を
犯
し
、
小
人
は
⑺刑

を
犯
し
て
、
国
の
存
す
る
所
は

幸
い
な
り
、

き

⑴
こ
こ
は
「
上
は
道
揆
無
き
な
り
」
が
上
の
「
不
仁
に
し
て
高
位
に
在
る
」
に
よ
っ

て
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
。
不
仁
者
が
上
に
い
る
か
ら
、
義
理
で
事
物
を
は

か
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。「
下
は
法
守
無
き
な
り
」
は
「
其
悪
を
衆
に

ま播
く
な
り
」
で
起
こ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
悪
を
下
に
ま
き
、
下
は
法

き

を
守
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。「
朝
は
道
を
信
ぜ
ず
」
は
「
上
は
道
揆
無

き

き
な
り
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。「
上
は
道
揆
無
き
な
り
」
と
は
上
が
義
と

理
で
考
え
る
こ
と
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
朝
は
朝
廷
に
い
る
人
で
、
上
に

あ
た
る
。「
工
は
度
を
信
ぜ
ず
」
は
「
下
は
法
守
無
き
な
り
」
を
言
い
換
え

て
い
る
。「
下
は
法
守
無
き
な
り
」
と
は
百
工
つ
ま
り
民
が
法
を
信
じ
な
い

こ
と
で
あ
る
。「
君
子
は
義
を
犯
し
、
小
人
は
刑
を
犯
し
て
、
国
の
存
す
る

所
は
幸
い
な
り
」
は
一
つ
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
。「
朝
は
道
を
信
ぜ
ず
」
か

ら
、「
君
子
は
義
を
犯
す
」
が
起
こ
り
、「
工
は
度
を
信
ぜ
ず
」
か
ら
「
小

人
は
刑
を
犯
す
」
が
起
こ
る
。
君
子
は
義
を
犯
し
小
人
は
刑
を
犯
し
て
国

の
存
す
る
所
は
幸
い
で
あ
る
と
す
る
。
朱
子
は「
此
六
な
る
も
の
有
れ
ば
、

ほ
ろ

ほ
ろ

ぎ
ょ
う
こ
う

其
国
必
ず
亡
ぶ
、
其
亡
び
ざ
る
も
の
は
僥
倖
の
み
」
と
す
る
が
、「
幸
い
な

り
」に
か
か
る
の
は
、
後
の
二
つ
、
あ
る
い
は
後
の
四
つ
だ
け
で
あ
る
。「
上

無
道
揆
也
、
下
無
法
守
也
」
と
最
初
の
二
つ
に
は
「
也
」
が
つ
い
て
お
り
、

こ
こ
で
切
れ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
、
前
の
二
つ
も
「
國
之
所
存

者
幸
也
」
に
か
か
る
と
考
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

き

⑵
道
揆：

義
と
理
で
事
物
を
は
か
り
よ
い
よ
う
に
す
る
（
朱
注
）

朱
子
は
揆
は

度
で
あ
る
と
し
、「
は
か
る
」
の
意
味
が
あ
る
。

通
し
番
号
4
6
6‐

1

き

に
「
先
聖
後
聖
、
其
揆
一
也
（
先
聖
後
聖
、
其
揆
一
な
り
）」
と
あ
る
。

⑶
法
守：

自
ら
法
度
を
守
る
（
朱
注
）

⑷
朝：

朝
廷
に
い
る
人

趙
注
は
「
朝
廷
之
士
、
不
信
道
德
（
朝
廷
の
士
、
道
徳

を
信
ぜ
ず
）」
と
し
て
い
る
。

通
し
番
号
2
4
6‐

3
に
「
得
侍
同
朝
甚

ち
ょ
う

喜
（
侍
す
る
を
得
て
同
朝
甚
だ
喜
ぶ
）」
と
あ
る
。

⑸
工：

も
ろ
も
ろ
の
職
人

民
の
代
表
と
し
て
も
ろ
も
ろ
の
職
人
を
あ
げ
て
い
る

だ
け
で
、
民
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味

工
、
百
工
也
（
伊
藤
仁
斎
）

⑹
度：

法
（
朱
注
）

通
し
番
号
81‐

15
に
「
一
遊
一
豫
、
爲
諸
侯
度
（
一
遊
一

予
、
諸
侯
の
度
と
爲
る
）」
と
あ
る
。

⑺
刑：

法

刑
、
法
也
（
刑
、
法
な
り
）

通
し
番
号
45‐

7
に
「
刑
于
寡
妻

（
寡
妻
に
刑
と
な
る
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
朝
、
2
音
潮
、
3
�
此
言
不
仁
而
在
高
位
之
禍
也
、
4
道
、
5
義
理
也
、

6
揆
、
7
度
也
、
8
法
、
9
制
度
也
、
10
道
揆
、
11
謂
以
義
理
度
量
事
物
而

制
其
宜
、
12
法
守
、
13
謂
以
法
度
自
守
、
14
工
、
15
官
也
、
16
度
、
17
卽
法

也
、
18
君
子
小
人
、
19
以
位
而
言
也
、
20
由
上
無
道
揆
、
21
故
下
無
法
守
、

22
無
道
揆
、
23
則
朝
不
信
道
、
24
而
君
子
犯
義
、
25
無
法
守
、
26
則
工
不
信

度
、
27
而
小
人
犯
刑
、
28
有
此
六
者
、
29
其
國
必
亡
、
30
其
不
亡
者
僥
倖
而

已
、1

zhāo,
2
yīn
cháo,

3

�cı ^

yán
bù
rén

ér
zaì
gaō

w
èi

zhī
huò

ye

�,4
daò,5

yì
lı ^

ye

�,6
kuí,7

dù
ye

�,8
fa ^,9

zhì
dù
ye

�,
10
daò

kuí,
11
w
èi
yı ^

yì
lı ^

dù
liáng

shì
w
ù
ér

zhì
qí
yí,
12
fa ^

shou ^,
13
w
èi
yı ^

fa ^

dù
zì
shou ^,

14
gōng,

15
guān

ye

�,16
dù,17

jí
fa ^

ye

�,18
jūn
zı ^

xiao ^

rén,19
yı ^

w
èi
ér
yán

ye

�,20
yóu

shàng
w
ú
daò

kuí,21
gù
xià
w
ú

fa ^

shou ^,
22
w
ú
daò

kuí,
23
zé
zhāo

bù
xìn

daò,
24
ér

jūn
zı ^

fàn
yì,
25
w
ú
fa ^

shou ^,
26
zé
gōng

bù
xìn

dù,
27
ér
xiao ^

rén
fàn
xíng,28

you ^

cı ^

liù
zhe ^,29

qí
guó

bì
w
áng,30

qí
bù
w
áng

zhe ^

jia ^o
xìng

ér
yı ^,

朝
、
音
は
潮
、
�
此
は
不
仁
に
し
て
高
位
に
在
る
の
禍
を
言
う
な
り
、
道
、

義
理
な
り
、
揆
、
度
な
り
、
法
、
制
度
な
り
、
道
揆
は
、
義
理
以
て
事
物
を

度
量
し
て
其
宜
を
制
す
る
を
謂
う
、
法
守
、
法
度
以
て
自
ら
守
る
を
謂
う
、

工
、
官
な
り
、
度
、
即
ち
法
な
り
、
君
子
小
人
、
位
以
て
し
て
言
う
な
り
、

上
は
道
揆
無
き
に
由
る
、
故
に
下
は
法
守
無
し
、
道
揆
無
け
れ
ば
、
則
ち
朝

は
道
を
信
ぜ
ず
、
而
し
て
君
子
は
義
を
犯
す
、
法
守
無
け
れ
ば
、
則
ち
工
は
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度
を
信
ぜ
ず
、
而
し
て
小
人
は
刑
を
犯
す
、
此
六
な
る
も
の
有
れ
ば
、
其
国

ほ
ろ

ほ
ろ

ぎ
ょ
う
こ
う

必
ず
亡
ぶ
、
其
亡
び
ざ
る
も
の
は⑴

僥
倖
の
み
、

ぎ
ょ
う
こ
う

⑴
僥
倖：

思
い
も
か
け
ぬ
幸
せ

通
し
番
号
1
1
8‐

13
朱
注
に
「
不
可
僥
倖

ぎ
ょ
う
こ
う

か
り
そ
め

而
苟
免
（
僥
倖
に
し
て
苟
に
免
れ
る
べ
か
ら
ず
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

朝
は
音
は
潮
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
仁
な
者
が
高
位
に
い
る
禍
を
言
う
。
道
は

義
理
で
あ
る
。
揆
は
度
で
あ
る
。
法
は
制
度
で
あ
る
。
道
揆
は
、
義
と
理
で

も
の
を
考
慮
し
、
よ
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
法
守
は
法
度
を
自
ら
守

る
こ
と
を
言
う
。工
は
官
で
あ
る
。度
は
法
で
あ
る
。君
子
小
人
は
位
で
言
っ

て
い
る
。
上
は
義
と
理
を
考
え
る
こ
と
を
し
な
い
。
そ
れ
で
下
に
い
る
者
は

法
を
守
ら
な
い
。
義
と
理
を
考
え
な
い
と
、
朝
廷
に
い
る
者
は
道
を
信
じ
ず
、

位
の
高
い
者
は
義
を
犯
す
。
法
を
自
ら
守
ら
な
い
と
、
官
吏
は
法
を
信
じ
ず
、

民
は
法
を
犯
す
。
こ
の
六
つ
が
あ
れ
ば
、
国
は
必
ず
滅
ぶ
。
滅
ば
な
い
の
は

幸
運
な
だ
け
で
あ
る
。

通
し
番
号
386

章
内
番
号
9

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
9

本

文
1
故
曰
、
2
城
郭
不
完
、
3
兵
甲
不
多
、
4
非
國
之
災
也
、

5
田
野
不
辟
、
6
貨
財
不
聚
、
7
非
國
之
害
也
、
8
上
無

禮
、
9
下
無
學
、
10
賊
民
興
、
11
喪
無
日
矣
、

1
gù
yuē,2

chéng
guō

bù
w
án,3

bīng
jia ^

bù
duō,4

feī
guó

zhī
zāi
ye

�,
5
tián

ye

�bù
pì,
6
huò

caí
bù
jù,
7
feī

guó
zhī
hài
ye

�,8
shàng

w
ú
lı ^,9

xià
w
ú
xué,10

zeí
m
ín

xìng,11
sàng

w
ú
rì
yı ^,

じ
ょ
う
か
く
ま
っ
た

わ
ざ
わ
い

故
に
曰
く
、⑴

城
郭
完
か
ら
ず
、
⑵兵

甲
多
か
ら
ざ
る
は
、
国
の
災
に
非
ざ
る
な

ひ
ら

あ
つ

り
、
田
野⑶

辟
け
ず
、
貨
財⑷

聚
ま
ら
ざ
る
は
、
国
の
害
に
非
ざ
る
な
り
、
⑸上

は

ほ
ろ

礼
が
無
く
、
下
は
学
ぶ
こ
と
が
無
け
れ
ば
、
賊
民
興
り
、
喪
ぶ
こ
と
日
無
し
、

じ
ょ
う
か
く

⑴
城
郭：

城
壁

内
側
を
城
、
外
側
を
郭
と
言
う
。

内
曰
城
、
外
曰
郭
（
内
は

城
と
曰
い
、
外
は
郭
と
曰
う
）

通
し
番
号
7
7
5‐

2
に
「
夫
貉
、
五
穀

そ
れ

不
生
、
惟
黍
生
之
、
無
城
郭
宮
室
、
宗
廟
祭
祀
之
禮
（
夫
貉
は
、
五
穀
生

き
び

ぜ
ず
、
惟
黍
之
に
生
ず
、
城
郭
宮
室
、
宗
廟
祭
祀
の
礼
無
し
）」
と
あ
る
。

よ
ろ
い

⑵
兵
甲：

兵
は
「
武
器
」、
甲
は
「
革
」
の
意
味
。
兵
甲
は
人
を
傷
つ
け
る
兵
（
武

よ
ろ
い

器
）と
人
を
守
る
革
を
並
べ
て
戦
闘
の
道
具
を
示
し
て
い
る
。

兵
、
戈
、

ほ
こ

ほ
こ

戟
、
劍
、
矢
也
（
兵
は
、
戈
、
戟
、
剣
、
矢
な
り
）
ほ
こ
は
長
い
柄
の
先

に
刀
を
つ
け
た
武
器
で
あ
る
。
戈
と
戟
の
違
い
は
、
先
に
つ
い
て
い
る
刀

が
一
つ
の
も
の
が
戈
で
、
二
つ
の
も
の
が
戟
で
あ
る
。

甲
、
鎧
（
甲
、

鎧
な
り
）

兵
甲
は
兵
革
と
も
言
う
。
通
し
番
号
2
0
5‐

3
に
「
兵
革
非

不
堅
利
也
（
兵
革
堅
利
な
ら
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
。

ひ
ら

へ
き

へ
き

⑶
辟
く：

ひ
ら
く

辟
、
叚
借
爲
闢
（
辟
、
叚
借
し
て
闢
と
爲
す
）

闢
、
開

也
（
闢
、
開
な
り
）

通
し
番
号
1
3
7‐

9
に
「
地
不
改
辟
矣
（
地
改
め

ひ
ら辟
か
ず
）」
と
あ
る
。

あ
つ

し
ゅ
う

⑷
聚
ま
る：

集
ま
る

集
、
聚
也
（
集
、
聚
な
り
）

通
し
番
号
13‐

21
朱
注

わ

か

あ
つ

に「

下
之
地
、
水
所
聚
也（

下
の
地
、
水
聚
ま
る
所
な
り
）」と
あ
る
。

⑸
上
が
礼
無
し：

物
の
道
理
を
考
え
な
い

上
無
礼
は
無
道
揆
に
応
ず
、
礼
は

即
道
の
節
文
な
り
（
中
村
惕
斎
）
節
文
は
「
ほ
ど
よ
く
切
り
盛
り
す
る
」

朱

注
1
辟
、
2
與
闢
同
、
3
喪
、
4
去
聲
、
5
�
上
不
知
禮
、
6
則
無
以
敎
民
、

7
下
不
知
學
、
8
則
易
與
爲
亂
、
9
鄒
氏
曰
、
10
自
是
以
惟
仁
者
至
此
、
11

所
以
責
其
君
、

1
pì,
2
yu

�pì
tóng,

3
sàng,

4
qù
shēng,

5

�shàng
bù

zhī
lı ^,
6
zé
w
ú
yı ^

jiāo
m
ín,
7
xià
bù
zhī
xué,

8
zé
yì

yu

�

w
éi
luàn,

9
zoū

zhī
yuē,

10
zì
shì
yı ^

w
éi
rén

zhe ^

zhì
cı ^,11

suo ^

yı ^

zé
qí
jūn,

辟
、
闢
と
同
じ
、
喪
、
去
声
、
�
上
が
礼
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
民
に
⑴教

く
み

や
す

え
る
こ
と
無
し
、
下
が
学
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
乱
を
爲
す
こ
と
に
与
し
易

よ

し
、
鄒
氏
曰
く
、
是
以
惟
仁
者
自
り
此
に
至
る
、
以
て
其
君
を
責
む
る
所
な

り
、

⑴
教
え
る：

善
に
導
く

敎
也
者
、
長
善
而
救
其
失
也
（
教
な
る
も
の
は
、
善

す
す

を
長
め
て
其
失
を
救
う
な
り
）

朱
注
訳

辟
、
闢
と
同
じ
。
喪
は
去
声
で
あ
る
。
上
が
礼
を
知
ら
な
い
と
民
に
教
え
る

こ
と
が
な
い
。
下
が
学
ぶ
こ
と
を
し
な
い
と
乱
を
な
し
や
す
い
。
鄒
氏
は
言

う
。
是
以
惟
仁
者
か
ら
こ
こ
ま
で
は
、
君
を
責
め
て
い
る
。

国
家
の
安
全
保
障
を
考
え
る
時
は
、
ま
ず
軍
備
の
拡
張
を
考
え
る
。
仮

想
敵
国
が
核
武
装
す
る
と
、
自
国
も
核
武
装
し
な
け
れ
ば
自
国
の
安
全
保

障
が
脅
か
さ
れ
る
と
考
え
る
。そ
れ
で
核
武
装
に
邁
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
孟
子
は
国
家
に
強
大
な
武
力
が
な
い
の
は
、
国
の
災
い
で
な
い

と
言
う
。
上
の
者
が
道
理
を
考
え
ず
、
下
の
者
が
道
理
を
考
え
な
い
と
国

家
は
日
な
ら
ず
し
て
滅
ぶ
と
言
う
。
こ
の
こ
と
は
仮
想
敵
国
を
滅
ぼ
す
の

に
、
武
力
は
必
要
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
仮
想
敵
国
の
上
の
者
が
道

理
を
考
え
ず
、
下
の
者
が
道
理
を
学
ば
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
仮
想
敵
国

は
日
な
ら
ず
し
て
滅
ぶ
の
で
あ
る
。

通
し
番
号
387

章
内
番
号
10

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
10

本

文
1
詩
曰
、
2
天
之
方
蹶
、
3
無
然
泄
泄
、

1
shī
yuē,2

tiān
zhī
fāng

jué,3
w
ú
rán

xiè
xiè,

ま
さ

く
つ
が
え

し
か

え
い
え
い

詩
に
曰
う
、
天
の⑴

方
に⑵

蹶
ら
ん
と
す
、⑶

然
く⑷

泄
泄
と
す
る
こ
と
無
か
れ
、

ま
さ

⑴
方
に：

ま
さ
に
〜
す
る

方
、
叚
借
爲
當
爲
將
（
方
、
叚
借
し
て
当
と
爲
し

将
と
爲
す
）

通
し
番
号
7
4
0‐

3
朱
注
に
「
時
宋

方
欲
見
楚
王
（
時

そ
う
こ
う
ま
さ

ま
み

に
宋

方
に
楚
王
に
見
え
ん
と
欲
す
）」
と
あ
る
。

く
つ
が
え

⑵
蹶
る：

く
つ
が
え
る
（
朱
注
）

通
し
番
号
1
5
0‐

10
に
「
今
夫
蹶
者
趨
者
、

そ
れ
つ
ま
ず

は
し

是
氣
也
（
今
夫
蹶
く
者
趨
る
者
は
、
是
れ
気
な
り
）」
と
あ
る
。

し
か

あ
ら
わ

⑶
然
く：

形
容
の
辞

然
、
狀
事
之
詞
也
（
然
、
事
を
状
す
の
詞
な
り
）

え
い
え
い

⑷
泄
泄：

怠
慢
し
喜
び
従
う
さ
ま
（
朱
注
）

朱

注
1
蹶
、
2
居
衛
反
、
3
泄
、
4
弋
制
反
、
5
�
詩
、
6
大
雅
板
之
篇
、
7
蹶
、

１９２

７ 離婁章句上 通し番号３８５～３８６７ 離婁章句上 通し番号３８６～３８７

１９３



8
顚
覆
之
意
、
9
泄
泄
、
10
怠
緩
悅
從
之
貌
、
11
言
天
欲
顚
覆
周
室
、
12
群

臣
無
得
泄
泄
然
、
13
不
急
救
正
之
、

1
jué,2

jū
w
èi
fa ^n,3

xiè,4
yì
zhì
fa ^n,5

�shī,6
dà
ya ^

ba ^n
zhī
piān,

7
jué,

8
diān

fù
zhī
yì,
9
xiè
xiè,

10
dài

hua ^n
yuè

cóng
zhī
m
aò,
11
yán

tiān
yù
diān

fù
zhoū

shì,
12
qún

chén
w
ú
dé
xiè
xiè
rán,

13
bù
jí
jiù
zhèng

zhī,

け
つ

て
ん
ぷ
く

蹶
、
居
衛
反
、
泄
、
弋
制
反
、
�
詩
、
大
雅
の
板
の
篇
、
蹶
、⑴

顚
覆
の
意
、

え
い
え
い

泄
泄
、
⑵怠

緩
⑶悦

従
の
貌
、
言
え
ら
く
、
天
は
周
室
を
顚
覆
せ
ん
と
欲
す
、
群

え
い
え
い

臣
泄
泄
然
と
し
て
、
急
ぎ
之
を
救
正
せ
ざ
る
を
得
る
こ
と
無
か
れ
、

て
ん
ぷ
く

⑴
顚
覆：

く
つ
が
え
る
こ
と

顚
覆
、
言
反
倒
（
顚
覆
、
反
倒
を
言
う
）

ゆ
る

⑵
怠
緩：

怠
り
緩
む

怠
慢

⑶
悦
従：

喜
び
従
う

朱
注
訳

蹶
は
居
衛
反
で
あ
る
。
泄
は
弋
制
反
で
あ
る
。
詩
は
大
雅
の
板
の
篇
で
あ
る
。

け
つ

え
い
え
い

蹶
は
く
つ
が
え
る
こ
と
で
あ
る
。
泄
泄
は
怠
慢
で
喜
び
従
う
さ
ま
で
あ
る
。

天
は
周
室
を
く
つ
が
え
そ
う
と
し
て
い
る
。
群
臣
は
怠
慢
で
君
の
意
に
喜
ん

で
従
う
だ
け
で
急
い
で
救
い
正
そ
う
と
し
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

通
し
番
号
388

章
内
番
号
11

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
11

本

文
1
泄
泄
、
2
猶
沓
沓
也
、

1
xiè
xiè,2

yóu
tà
tà
ye

�,

え
い
え
い

と
う
と
う

泄
泄
、
猶
沓
沓
の
ご
と
き
な
り
、

朱

注
1
沓
、
2
徒
合
反
、
3
�
沓
沓
、
4
卽
泄
泄
之
意
、
5
蓋
孟
子
時
人
語
如
此
、

1
tà,
2
tú
hé
fa ^n,

3

�tà
tà,
4
jí
xiè
xiè
zhī
yì,
5
gaì

m
èng

zı ^

shí
rén

yu

�rú
cı ^,

と
う
と
う

え
い
え
い

沓
、
徒
合
反
、
�
沓
沓
、
即
ち
泄
泄
の
意
な
り
、
蓋
し
孟
子
の
時
人
の
語
此

如
し
、

朱
注
訳

と
う
と
う

え
い
え
い

沓
は
徒
合
反
で
あ
る
。
沓
沓
は
泄
泄
の
意
味
で
あ
る
。
孟
子
の
時
の
言
葉
は

こ
の
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

通
し
番
号
389

章
内
番
号
12

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
12

本

文
1
事
君
無
義
、
2
進
退
無
禮
、
3
言
則
非
先
王
之
道
者
、

4
猶
沓
沓
也
、

1
shì
jūn
w
ú
yì,2

jìn
tuì
w
ú
lı ^,3

yán
zé
feī
xiān

w
àng

zhī
daò

zhe ^,4
yóu

tà
tà
ye

�,

つ
か

そ
し

君
に
事
え
義
無
し
、
進
退
礼
無
し
、
言
え
ば
則
ち
先
王
の
道
を⑴

非
る
者
は
、

と
う
と
う

猶
沓
沓
の
ご
と
き
な
り
、

そ
し

⑴
非
る：

そ
し
る

非
者
、
譏
也
（
非
は
、
譏
な
り
）

通
し
番
号
1
0
0
7

そ
し

‐

2
に
「
非
之
無
舉
也
（
之
を
非
る
に
挙
げ
る
こ
と
無
き
な
り
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
非
、
2
詆
毀
也
、

1
feī,2

dı ^

huı ^

ye

�,

て
い
き

非
、⑴

詆
毀
な
り
、

て
い
き

て
い

き

て
い

⑴
詆
毀：

そ
し
る

詆
に
も
毀
に
も「
そ
し
る
」意
味
が
あ
る
。

詆
、
呰
也（
詆
、

し

ぼ
う

呰
な
り
）

呰
、
口
毀
也
（
呰
、
口
毀
な
り
）

毀
、
謗
也
（
毀
、
謗
な

り
）

朱
注
訳

非
は
そ
し
る
。

通
し
番
号
390

章
内
番
号
13

章
通
し
番
号
62

識
別
番
号
7
・
1
・
13

本

文
1
故
曰
、
2
責
難
於
君
、
3
謂
之
恭
、
4
陳
善
閉
邪
、
5

謂
之
敬
、
6
吾
君
不
能
、
7
謂
之
賊
、

1
gù
yuē,2

zé
nán

yú
jūn,3

w
èi
zhī
gōng,4

chén
shàn

bì
xié,5

w
èi
zhī
jìng,6

w
ú
jūn
bù
néng,7

w
èi
zhī
zeí,

の

故
に
曰
く
、
⑴難

を
君
に
責
め
る
は
、
之
を
恭
と
謂
う
、
善
を⑵陳
べ
邪
を
閉
ず

る
は
、
之
を
敬
と
謂
う
、
吾
君
能
わ
ず
と
い
う
は
、
之
を
賊
と
謂
う
、

⑴
難：

人
が
言
う
の
を
は
ば
か
る
こ
と

難
、
憚
也
、
人
所
忌
憚
也
（
難
は
憚

な
り
、
人
が
忌
憚
す
る
所
な
り
）

こ
こ
は
「
行
い
難
い
先
王
の
道
」
と

も
と

取
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
通
し
番
号
44‐

14
に
「
故
よ
り
王
の
王
た
ら
ざ

さ
し
は
さ

る
は
、
太
山
を
挾
み
以
て
北
海
を
超
ゆ
の
類
に
非
ざ
る
な
り
、
王
の
王
た

ら
ざ
る
は
、
是
れ
枝
を
折
る
の
類
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
先
王
の
道
は

決
し
て
難
し
い
も
の
で
な
い
。
た
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
を
「
行
い

難
い
先
王
の
道
」
と
読
ん
だ
の
で
は
、
通
し
番
号
44‐

14
と
の
統
一
が
取
れ

な
い
。
こ
こ
は
「
人
が
難
し
と
す
る
こ
と
」
つ
ま
り
「
臣
下
が
君
に
言
う

の
を
は
ば
か
る
こ
と
」
と
取
る
べ
き
で
あ
る
。
臣
下
は
君
に
媚
び
る
者
が

多
く
、
君
の
過
ち
を
言
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

の
⑵
陳
ぶ：

の
べ
る

述
、
陳
也
（
述
、
陳
な
り
）（
通
し
番
号
81‐

5
朱
注
）

通
し
番
号
57‐

7
朱
注
に
「
此
王
政
之
本
、
常
生
之
道
、
故
孟
子
爲
齊
梁
之

君
各
陳
之
也
（
此
は
王
政
の
本
、
常
の
生
の
道
な
り
、
故
に
孟
子
斉
梁
の

お
の
お
の

の

君
の
爲
に
各
之
を
陳
べ
る
な
り
）」
と
あ
る
。
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朱

注
1
范
氏
曰
、
2
人
臣
以
難
事
責
於
君
、
3
使
其
君
爲
堯
舜
之
君
者
、
4
尊
君

之
大
也
、
5
開
陳
善
道
、
6
以
禁
閉
君
之
邪
心
、
7
惟
恐
其
君
或
陷
於
有
過

之
地
者
、
8
敬
君
之
至
也
、
9
謂
其
君
不
能
行
善
道
、
10
而
不
以
告
者
、
11

賊
害
其
君
之
甚
也
、
12
鄒
氏
曰
、
13
自
詩
云
天
之
方
蹶
至
此
、
14
所
以
責
其

臣
、
15
�
鄒
氏
曰
、
16
此
章
言
、
17
爲
治
者
、
18
當
有
仁
心
仁
聞
以
行
先
王

之
政
、
19
而
君
臣
又
當
各
任
其
責
也
、

1
fàn
zhī
yuē,

2
rén

chén
yı ^

nán
shì
zé
yú
jūn,

3
shı ^

qí
jūn

w
éi
yaó

shùn
zhī
jūn

zhe ^,
4
zūn

jūn
zhī
dà
ye

�,
5
kaī
chén

shàn
daò,

6
yı ^

jìn
bì
jūn

zhī
xié
xīn,

7
w
éi

ko

�ng
qí
jūn
huò

xiàn
yú
you ^

guò
zhī
dì
zhe ^,8

jìng
jūn

zhī
zhì
ye

�,
9
w
èi
qí
jūn

bù
néng

xíng
shàn

daò,
10
ér

bù
yı ^

gaò
zhe ^,11

zeí
hài
qí
jūn
zhī
shèn

ye

�,12
zoū

zhī
yuē,13

zì
shī
yún

tiān
zhī
fāng

jué
zhì
cı ^,14

suo ^

yı ^

zé
qí
chén,15

�zoū
zhī
yuē,16

cı ^

zhāng
yán,17

w
éi
zhì

zhe ^,
18
dāng

you ^

rén
xīn

rén
w
én
yı ^

xíng
xiān

w
àng

zhī
zhèng,19

ér
jūn
chén

yoù
dāng

ge ^

rèn
qí
zé
ye

�,

た
だ

范
氏
曰
く
、
人
臣
が
難
事
以
て
君
を
責
し
、
其
君
を
し
て
堯
舜
の
君
爲
ら
し

め
る
は
、
君
を
尊
ぶ
こ
と
の
大
な
り
、
善
道
を
⑴開

陳
し
、
以
て
君
の
邪
心
を

た
だ

あ

禁
閉
し
、
惟
其
君
過
ち
有
る
の
地
に
陥
る
こ
と⑵或
る
を
恐
れ
る
は
、
君
を
敬

す
る
こ
と
の
至
り
な
り
、
其
君
善
道
を
行
な
う
こ
と
能
わ
ざ
る
と
謂
い
て
、

そ
こ
な

以
て
告
げ
ざ
る
者
は
、
其
君
を⑶

賊
い
害
す
る
の
甚
だ
し
き
な
り
、
鄒
氏
曰
く
、

よ

詩
云
天
之
方
蹶
自
り
此
に
至
る
は
、
以
て
其
臣
を
責
む
る
所
な
り
、
�
鄒
氏

曰
く
、
此
章
言
え
ら
く
、
治
を
爲
す
者
、
当
に
仁
心
仁
聞
有
り
て
以
て
先
王

お
の
お
の

の
政
を
行
う
べ
く
し
て
君
臣
又
当
に
各
其
責
を
任
ず
べ
き
な
り
、

⑴
開
陳：

開
き
の
べ
る

あ
⑵
或
り：

有
り

或
、
叚
借
爲
有
（
或
、
叚
借
し
て
有
と
爲
す
）

通
し
番
号

も
し

9
2
5‐

5
朱
注
に
「
苟
執
於
辭
、
則
時
或
有
害
於
義
（
苟
辞
に
執
す
れ
ば
、

あ

則
ち
時
に
義
に
害
有
る
こ
と
或
り
）」
と
あ
る
。

そ
こ
な

⑶
賊
う：

そ
こ
な
う

賊
、
害
也
（
賊
、
害
な
り
）（
通
し
番
号
1
0
3‐

1
朱

そ
こ
な
う

注
）

通
し
番
号
1
0
3‐

2
に
「
賊
仁
者
謂
之
賊
（
仁
を
賊
者
之
を
賊

と
謂
う
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

范
氏
は
言
う
。
臣
は
人
が
言
う
の
を
は
ば
か
る
こ
と
を
君
に
言
っ
て
君
を
正

し
、
君
を
堯
舜
の
よ
う
な
君
に
す
る
の
は
、
君
を
尊
ぶ
こ
と
が
大
き
い
こ
と

で
あ
る
。
善
道
を
言
い
君
の
邪
心
を
閉
じ
て
、
た
だ
君
が
過
ち
に
陥
る
こ
と

を
恐
れ
る
の
は
、
君
を
非
常
に
敬
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
君
が
善
道
を
行

な
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
っ
て
、
君
に
告
げ
な
い
の
は
、
君
を
害
す
る
こ

ま
さ

く
つ
が
え

と
が
甚
だ
し
い
。
鄒
氏
は
言
う
。「
詩
に
曰
う
、
天
の
方
に
蹶
ら
ん
と
す
」

よ
り
こ
こ
ま
で
は
、
臣
を
責
め
て
い
る
。
こ
の
章
は
、
治
政
を
す
る
者
は
、

仁
の
心
、
仁
の
名
が
あ
り
、
さ
ら
に
先
王
の
政
を
す
べ
き
で
あ
り
、
君
と
臣

は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
責
務
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

章
番
号
2

章
通
し
番
号
63

通
し
番
号
391
〜
395

章
内
番
号
1
〜
5

本
文
訳

孟
子
が
言
う
。
定
規
、
コ
ン
パ
ス
は
四
角
や
円
を
つ
く
る
こ
と
を
極
め
て
い

る
。
聖
人
は
人
倫
を
極
め
て
い
る
。
君
に
ふ
さ
わ
し
い
者
に
な
ろ
う
と
す
れ
ば
、

君
の
道
を
尽
す
。
臣
に
ふ
さ
わ
し
い
者
に
な
ろ
う
と
す
れ
ば
、
臣
の
道
を
尽
す
。

君
の
道
、
臣
の
道
は
堯
舜
に
則
る
だ
け
だ
。
舜
が
堯
に
仕
え
る
よ
う
に
君
に
仕

え
な
い
の
は
、
君
を
敬
さ
な
い
こ
と
だ
。
堯
が
民
を
治
め
る
よ
う
に
民
を
治
め

な
い
の
は
、
民
を
害
す
る
こ
と
だ
。
孔
子
は
言
う
。「
道
は
仁
と
不
仁
の
二
つ

だ
け
で
あ
る
。」
民
を
虐
げ
る
こ
と
が
非
常
に
ひ
ど
い
と
、
身
は
殺
さ
れ
国
は

滅
ぶ
。
民
を
虐
げ
る
こ
と
が
ひ
ど
い
と
、
身
は
危
う
く
国
は
侵
略
さ
れ
る
。
そ

ゆ
う

れ
い

お
く
り
な

の
王
は
幽
、
厲
と
い
う
諡
を
つ
け
ら
れ
る
。
孝
行
で
慈
愛
の
あ
る
子
孫
で
も
そ

の
諡
を
改
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
詩
経
に
言
う
。「
殷
王
朝
の
鏡
と
す
べ
き

も
の
は
遠
く
に
な
い
。
近
い
夏
王
朝
に
あ
る
。」
こ
れ
は
こ
の
こ
と
を
言
っ
て

い
る
。

通
し
番
号
391

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
63

識
別
番
号
7
・
2
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
規
矩
、
3
方
員
之
至
也
、
4
聖
人
、
5
人

倫
之
至
也
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
guī

ju

�,
3
fāng

yuán
zhī

zhì
ye

�,
4
shèng

rén,5
rén

lún
zhī
zhì
ye

�,

え
ん

孟
子
曰
く
、
規
矩
は
、
方
員
の
至
り
な
り
、
聖
人
は
、
人
倫
の
至
り
な
り
、

朱

注
1
至
、
2
極
也
、
3
人
倫
說
見
前
篇
、
4
規
矩
盡
所
以
爲
方
員
之
理
、
5
猶

聖
人
盡
所
以
爲
人
之
道
、

1
zhì,2

jí
ye

�,3
rén

lún
shuō

jiàn
qián

piān,4
guī
ju

�jìn
suo ^

yı ^

w
éi
fāng

yuán
zhī
lı ^,
5
yóu

shèng
rén

jìn
suo ^

yı ^

w
éi
rén

zhī
daò,

た

至
、
極
な
り
、
人
倫
の
⑴説
⑵前

篇
に
見
ゆ
、
規
矩
以
て
方
員
爲
る
所
の
理
を
尽

た

す
は
、
猶
聖
人
以
て
人
爲
る
所
の
道
を
尽
す
が
ご
と
し
、

⑴
説：

言
論

說
、
謂
論
說
（
説
、
論
説
を
謂
う
）

通
し
番
号
2
8
0‐

21

朱
注
に
「
文
公
見
孟
子
而
聞
性
善
堯
舜
之
說
、
則
固
有
以
啓
發
其
良
心
矣

あ

（
文
公
孟
子
に
見
い
性
善
堯
舜
の
説
を
聞
き
、
則
ち
固
よ
り
以
て
其
良
心

を
啓
発
す
る
こ
と
有
り
）」
と
あ
る
。

⑵
前
篇：

滕
文
公
章
句
上

通
し
番
号
3
0
8‐

11
に
「
敎
以
人
倫
、
父
子
有

親
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、
朋
友
有
信
（
教
え
る
に
人
倫

を
以
て
す
、
父
子
親
有
り
、
君
臣
義
有
り
、
夫
婦
別
有
り
、
長
幼
序
有
り
、

朋
友
信
有
り
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

至
は
極
で
あ
る
。
人
倫
の
こ
と
は
前
篇
に
あ
る
。
定
規
や
コ
ン
パ
ス
は
四
角

や
円
の
形
を
つ
く
る
の
を
極
め
て
い
る
。
聖
人
が
人
の
道
を
極
め
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

１９６
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通
し
番
号
392

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
63

識
別
番
号
7
・
2
・
2

本

文
1
欲
爲
君
盡
君
道
、
2
欲
爲
臣
盡
臣
道
、
3
二
者
皆
法
堯

舜
而
已
矣
、
4
不
以
舜
之
所
以
事
堯
事
君
、
5
不
敬
其
君

者
也
、
6
不
以
堯
之
所
以
治
民
治
民
、
7
賊
其
民
者
也
、

1
yù
w
éi
jūn

jìn
jūn

daò,
2
yù
w
éi
chén

jìn
chén

daò,
3
èr
zhe ^

jiē
fa ^

yaó
shùn

ér
yı ^

yı ^,
4
bù
yı ^

shùn
zhī

suo ^

yı ^

shì
yaó

shì
jūn,5

bù
jìng

qí
jūn
zhe ^

ye

�,6
bù
yı ^

yaó
zhī
suo ^

yı ^

zhì
m
ín
zhì
m
ín,7

zeí
qí
m
ín
zhe ^

ye

�,

た

た

君
爲
る
を
欲
せ
ば
君
の
道
を
尽
す
、
臣
爲
る
を
欲
せ
ば
臣
の
道
を
尽
す
、
二

の
っ
と

つ
か

な
る
も
の
は
皆
堯
舜
に
法
る
の
み
、
舜
の
以
て
堯
に
事
え
る
所
を
以
て
君
に

つ
か事
え
ざ
る
は
、
其
君
を
敬
せ
ざ
る
者
な
り
、
堯
の
以
て
民
を
治
め
る
所
を
以

そ
こ
な

て
民
を
治
め
ざ
る
は
、
其
民
を
賊
う
者
な
り
、

朱

注
1
法
堯
舜
以
盡
君
臣
之
道
、
2
猶
用
規
矩
以
盡
方
員
之
極
、
3
此
孟
子
所
以

道
性
善
、
4
而
稱
堯
舜
也
、

1
fa ^

yaó
shùn

yı ^

jìn
jūn

chén
zhī
daò,

2
yóu

yòng
guī

ju

�

yı ^

jìn
fāng

yuán
zhī
jí,
3
cı ^

m
èng

zı ^

suo ^
yı ^
daò

xìng
shàn,4

ér
chēng

yaó
shùn

ye

�,

の
っ
と

え
ん

堯
舜
に
法
り
以
て
君
臣
の
道
を
尽
す
は
、
猶
規
矩
を
用
い
て
以
て
方
員
の
極

い

を
尽
す
が
ご
と
し
、
此
孟
子
以
て
性
善
を⑴道
い
、
而
し
て
堯
舜
を
称
す
る
所

な
り
、

い
⑴
道
う：

言
う

道
、
言
也
（
道
、
言
な
り
）（
通
し
番
号
35‐

1
朱
注
）

通
い

し
番
号
1
3
0‐

41
朱
注
に
「
故
不
道
管
仲
之
事
（
故
に
管
仲
の
事
を
道
わ

ず
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

堯
舜
に
則
っ
て
君
臣
の
道
を
尽
す
の
は
、
定
規
、
コ
ン
パ
ス
を
用
い
て
四
角

と
円
の
極
み
を
致
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
た
め
に
孟
子
は
性
善
を

言
い
堯
舜
を
賞
賛
す
る
。

通
し
番
号
393

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
63

識
別
番
号
7
・
2
・
3

本

文
1
孔
子
曰
、
2
道
二
、
3
仁
與
不
仁
而
已
矣
、

1
ko

�ng
zı ^

yuē,2
daò

èr,3
rén

yu

�bù
rén

ér
yı ^

yı ^,

孔
子
曰
く
、
道
は
二
、
仁
と
不
仁
の
み
、

朱

注
1
法
堯
舜
、
2
則
盡
君
臣
之
道
而
仁
矣
、
3
不
法
堯
舜
、
4
則
慢
君
賊
民
而

不
仁
矣
、
5
二
端
之
外
、
6
更
無
他
道
、
7
出
乎
此
、
8
則
入
乎
彼
矣
、
9

可
不
謹
哉
、

1
fa ^

yaó
shùn,

2
zé
jìn
jūn

chén
zhī

daò
ér
rén

yı ^,
3
bù
fa ^

yaó
shùn,

4
zé
m
àn
jūn

zeí
m
ín
ér
bù
rén

yı ^,

5
èr
duān

zhī
w
aì,6

gēng
w
ú
tā
daò,7

chū
hū
cı ^,8

zé
rù
hū
bı ^
yı ^,9

ke

�bù
jı ^n
zāi,

の
っ
と

の
っ
と

堯
舜
に
法
れ
ば
、
則
ち
君
臣
の
道
を
尽
し
て
仁
な
り
、
堯
舜
に
法
ら
ざ
れ
ば
、

お
こ
た

そ
こ
な

さ
ら

則
ち
君
に⑴

慢
り
民
を
賊
い
て
不
仁
な
り
、
二
端
の
外
、⑵

更
に
他
の
道
無
し
、

此
を
出
ず
れ
ば
、
則
ち
彼
に
入
る
、
謹
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
、

お
こ
た

⑴
慢
る：

怠
る

慢
、
怠
惰
也
（
慢
、
怠
惰
な
り
）

通
し
番
号
1
1
5‐

9

お
こ
た

そ
こ
な

に
「
是
上
慢
而
殘
下
也
（
是
れ
上
慢
り
て
下
を
残
う
な
り
）」
と
あ
る
。

さ
ら

⑵
更
に：

さ
ら
に

更
、
再
也
、
復
也
（
更
、
再
な
り
、
復
な
り
）

通
し
番

さ
ら

号
1
4
9‐

15
朱
注
に
「
而
不
必
更
求
其
助
於
氣
（
必
ず
し
も
更
に
其
助
を

気
に
求
め
ず
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

堯
舜
に
則
る
と
、
君
臣
の
道
を
尽
し
て
仁
で
あ
る
。
堯
舜
に
則
ら
な
い
と
、

君
に
怠
り
、
民
を
害
す
。
こ
の
二
つ
の
他
に
道
は
な
い
。
一
方
を
出
る
と
他

方
に
入
る
。
謹
ま
な
い
で
お
れ
よ
う
か
。

通
し
番
号
394

章
内
番
号
4

章
通
し
番
号
63

識
別
番
号
7
・
2
・
4

本

文
1
暴
其
民
甚
、
2
則
身
弑
國
亡
、
3
不
甚
、
4
則
身
危
國

削
、
5
名
之
曰
幽
厲
、
6
雖
孝
子
慈
孫
、
7
百
世
不
能
改

也
、1

bào
qí
m
ín
shèn,2

zé
shēn

shì
guó

w
áng,

3
bù
shèn,

4
zé
shēn

w
eī
guó

xiāo,
5
m
íng

zhī
yuē

yoū
lì,
6
suī

xiào
zı ^

cí
sūn,7

ba ^i
shì
bù
néng

gaı ^

ye
�,

そ
こ
な

し
い

其
民
を⑴

暴
う
こ
と
甚
し
け
れ
ば
、
則
ち
身⑵

弑
せ
ら
れ
国
亡
ぶ
、
甚
し
か
ら
ざ

け
ず

ゆ
う
れ
い

れ
ば
、
則
ち
身
危
う
く
国
削
ら
る
、
之
を
名
づ
け
て
幽
厲
と
曰
う
、
孝
子
⑶慈

孫
と
雖
も
、
百
世
改
め
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
、

そ
こ
な

⑴
暴
う：

そ
こ
な
う

し
い
た
げ
る

暴
、
虐
也
（
暴
、
虐
な
り
）

通
し

そ
こ
な

と
も

番
号
4
2
2‐

2
に
「
自
暴
者
、
不
可
與
有
言
也
（
自
ら
暴
う
者
、
与
に
言

う
こ
と
有
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
。

し
い

し

⑵
弑
す：

殺
す

弑
、
下
殺
上
也
（
弑
は
、
下
が
上
を
殺
す
な
り
）（
通
し
番

号
4‐

28
朱
注
）

通
し
番
号
3
6
4‐

3
に
「
臣
弑
其
君
者
有
之
、
子
弑

し
い

其
父
者
有
之
（
臣
其
君
を
弑
す
る
者
之
有
り
、
子
其
父
を
弑
す
る
者
之
有

り
）」
と
あ
る
。

⑶
慈
孫：

仁
愛
の
心
の
あ
る
孫

慈
、
謂
愛
之
深
也
（
慈
、
愛
の
深
き
を
謂
う

な
り
）

朱

注
1
幽
、
2
暗
、
3
厲
、
4
虐
、
5
皆
惡
諡
也
、
6
苟
得
其
實
、
7
則
雖
有
孝

子
慈
孫
、
8
愛
其
祖
考
之
甚
者
、
9
亦
不
得
廢
公
義
而
改
之
、
10
言
不
仁
之

禍
必
至
於
此
、
11
可
懼
之
甚
也
、

1
yoū,2

àn,3
lì,
4
nüè,

5
jiē
è
shì
ye

�,
6
gou ^

dé
qí
shí,

7
zé
suī
you ^

xiào
zı ^

cí
sūn,

8
ài
qí
zu ^

kao ^

zhī
shèn

zhe ^,
9
yì
bù
dé
fèi
gōng

yì
ér
gaı ^

zhī,
10
yán

bù
rén

zhī
huò

bì
zhì
yú
cı ^,11

ke

�jù
zhī
shèn

ye

�,

あ
し

お
く
り
な

も
し

幽
は
、
暗
、
厲
は
、
虐
、
皆
悪
き⑴

諡
な
り
、⑵

苟
其
実
を
得
れ
ば
、
則
ち
孝
子

慈
孫
、
其
⑶祖

考
を
愛
す
る
の
甚
し
き
者
有
り
と
雖
も
、
亦
⑷公

義
を
廢
し
て
之

お
そ

を
改
め
る
こ
と
を
得
ず
、
不
仁
の
禍
必
ず
此
に
至
り
、
懼
る
べ
き
の
甚
だ
し
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き
を
言
う
な
り
、

お
く
り
な

⑴
諡：

そ
の
業
績
に
よ
っ
て
死
後
に
つ
け
る
名

諡
、
行
之
迹
也
（
諡
、
行
の

あ
と迹
な
り
）

も
し

⑵
苟：

も
し

苟
、
猶
若
也
（
苟
、
猶
若
の
ご
と
き
な
り
）
通
し
番
号
3
7
1

‐

1
朱
注
に
「
言
苟
有
能
爲
此
距
楊
墨
之
說
者
、
則
其
所
趨
正
矣
（
言
え
ら

も
し

ふ
せ

お
も
む

く
、
苟
能
く
此
楊
墨
を
距
ぐ
の
説
を
爲
す
者
有
れ
ば
、
則
ち
其
趨
く
所
正

し
）」
と
あ
る
。

⑶
祖
考：

亡
祖
父
と
亡
父

祖
、
父
之
父
也
（
祖
、
父
の
父
な
り
）

父
死
稱

い

考
（
父
死
す
れ
ば
考
と
称
う
）

通
し
番
号
6
5
9‐

6
朱
注
に
「
然
敬
之

當
如
祖
考
也（
然
れ
ば
之
を
敬
す
る
は
当
に
祖
考
の
如
き
な
り
）」と
あ
る
。

⑷
公
義：

私
の
な
い
道
理

無
私
爲
公
（
私
無
し
を
公
と
爲
す
）

義
、
道
也

（
義
、
道
な
り
）

義
者
、
理
也
（
義
は
、
理
な
り
）
通
し
番
号
5
0
7

‐

34
朱
注
に
「
庾
斯
雖
全
私
恩
、
亦
廢
公
義
（
庾
斯
私
恩
を
全
く
す
る
と
雖

も
、
亦
公
義
を
廢
す
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

お
く
り
な

幽
は
暗
で
あ
る
。
厲
は
虐
で
あ
る
。
み
な
悪
い
諡
で
あ
る
。
そ
の
実
が
あ
る

な
ら
、
孝
行
な
子
、
慈
愛
の
あ
る
孫
が
い
て
、
父
と
祖
父
を
と
て
も
愛
し
て

も
、
公
の
道
理
を
廃
し
て
諡
を
改
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
不
仁
の
禍
は
必

ず
こ
の
よ
う
に
な
り
、
非
常
に
恐
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。

通
し
番
号
395

章
内
番
号
5

章
通
し
番
号
63

識
別
番
号
7
・
2
・
5

本

文
1
詩
云
、
2
殷
鑒
不
遠
、
3
在
夏
后
之
世
、
4
此
之
謂
也
、

1
shī
yún,

2
yīn

jiàn
bù
yua ^n,

3
zaì
xià

hòu
zhī

shì,
4
cı ^

zhī
w
èi
ye

�,

か
ん

詩
に
云
う
、
殷⑴

鑒
遠
か
ら
ず
、
⑵夏

后
の
世
に
在
り
、
此
を
之
謂
う
な
り
、

か
ん

⑴
鑒：

鏡

鑑
、
或
書
作
鑒
（
鑑
、
或
い
は
書
い
て
鑒
に
作
る
）

鑑
、
叚
借

爲
鏡
（
鑑
、
叚
借
し
て
鏡
と
爲
す
）

⑵
夏
后：

禹
の
国
名
。
夏
と
も
、
夏
后
氏
と
も
言
う
。
禹
は
舜
か
ら
譲
ら
れ
て
天

子
と
な
っ
た
。
后
は
君
の
意
味
で
、
譲
ら
れ
た
天
子
と
な
っ
た
の
を
ほ
め

て
呼
ぶ
意
味
が
あ
る
。

通
し
番
号
1
3
7‐

1
に「
夏
后
、
殷
、
周
之
盛
、

す
ぐ

地
未
有
過
千
里
者
也
（
夏
后
、
殷
、
周
の
盛
、
地
未
だ
千
里
を
過
る
も
の

有
ら
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
詩
、
2
大
雅
蕩
之
篇
、
3
言
商
紂
之
所
當
鑒
者
、
4
近
在
夏
桀
之
世
、
5

而
孟
子
引
之
、
6
又
欲
後
人
以
幽
厲
爲
鑒
也
、

1
shī,2

dà
ya ^
dàng

zhī
piān,3

yán
shāng

zhòu
zhī
suo ^

dāng
jiàn

zhe ^,
4
jìn
zaì
xià
jié
zhī
shì,

5
ér
m
èng

zı ^

yı ^n
zhī,6

yoù
yù
hòu

rén
yı ^

yoū
lì
w
éi
jiàn

ye

�,

か
ん
が
み

詩
、
大
雅
蕩
の
篇
、
言
え
ら
く
、
商
の
紂
の
当
に⑴

鑒
る
べ
き
所
の
も
の
は
、かがみ

近
く
夏
の
桀
の
世
に
在
り
、
而
し
て
孟
子
之
を
引
き
、
又
後
人
幽
厲
以
て
鑒

と
爲
す
こ
と
を
欲
す
る
な
り
、

か
ん
が
み

⑴
鑒
る：

か
ん
が
み
る

鑑
、
或
書
作
鑒
（
鑑
、
或
い
は
書
い
て
鑒
に
作
る
）

鑑
者
、
所
以
能
見
也
（
鑑
は
、
以
て
能
く
見
る
所
な
り
）

朱
注
訳

詩
は
大
雅
の
蕩
の
篇
で
あ
る
。
商
（
殷
）
の
紂
が
見
る
べ
き
所
は
近
い
夏
の

桀
に
あ
る
こ
と
を
言
う
。
孟
子
は
こ
れ
を
引
用
し
て
、
後
世
の
人
が
幽
厲
を

鏡
と
す
る
こ
と
を
願
う
。

章
番
号
3

章
通
し
番
号
64

通
し
番
号
396
〜
399

章
内
番
号
1
〜
4

本
文
訳

孟
子
が
言
う
。
夏
、
殷
、
周
の
三
代
が
天
下
を
得
た
の
は
、
仁
に
よ
っ
て
で

あ
る
。
天
下
を
失
っ
た
の
は
不
仁
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
国
の
存
亡
興
廃
も
ま
た

そ
う
で
あ
る
。
天
子
が
不
仁
で
あ
る
と
、
天
下
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
諸

侯
が
不
仁
で
あ
る
と
、
国
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
卿
大
夫
が
不
仁
で
あ
る

と
、
家
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
士
や
民
が
不
仁
で
あ
る
と
、
身
を
保
つ
こ

と
が
で
き
な
い
。
死
ぬ
こ
と
、
滅
ぶ
こ
と
を
嫌
う
の
に
、
不
仁
を
楽
し
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
酔
う
の
を
嫌
う
の
に
、
酒
を
強
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

通
し
番
号
396

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
64

識
別
番
号
7
・
3
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
三
代
之
得
天
下
也
、
3
以
仁
、
4
其
失
天

下
也
、
5
以
不
仁
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
sān

dài
zhī
dé
tiān

xià
ye

�,
3
yı ^

rén,
4
qí
shī
tiān

xià
ye

�,5
yı ^

bù
rén,

孟
子
曰
く
、
三
代
の
天
下
を
得
る
や
、
仁
を
以
て
す
、
其
天
下
を
失
う
や
、

不
仁
を
以
て
す
、

朱

注
1
三
代
、
2
謂
夏
、
3
商
、
4
周
也
、
5
禹
、
6
湯
、
7
文
、
8
武
、
9
以

仁
得
之
、
10
桀
、
11
紂
、
12
幽
、
13
厲
、
14
以
不
仁
失
之
、

1
sān

dài,
2
w
èi
xià,

3
shāng,

4
zhoū

ye

�,
5
yu

�,
6
tāng,

7
w
én,
8
w
u

�,
9
yı ^

rén
dé
zhī,

10
jié,
11
zhòu,

12
yoū,

13
lì,14

yı ^

bù
rén

shī
zhī,

三
代
は
、
夏
、
商
、
周
を
謂
う
な
り
、
禹
、
湯
、
文
、
武
は
、
仁
を
以
て
之

を
得
る
、
桀
、
紂
、
⑴幽

、
⑵厲

は
、
不
仁
を
以
て
之
を
失
な
う
、

き
き
ゅ
う
で
つ

ほ
う
じ

⑴
幽：

周
の
第
12
代
の
王
、
姫
宮
涅
の
こ
と
。
虐
政
を
行
っ
た
。
ま
た
褒
姒
を
寵

愛
し
、
正
室
の
申
后
、
太
子
の
宜
臼
を
廃
し
て
、
褒
姒
を
正
室
と
し
、
そ

の
子
の
伯
服
を
太
子
に
し
た
。
そ
れ
で
申
后
の
父
、
申
侯
が
怒
り
、
蛮
族

の
犬
戎
と
連
合
し
反
乱
を
起
こ
し
た
。
戦
乱
で
都
は
破
壊
さ
れ
た
。

⑵
厲：

周
の
第
10
代
の
王

暴
虐
を
極
め
た
。
暴
動
が
発
生
し
、
厲
王
は
都
か
ら

逃
げ
た
。

朱
注
訳

三
代
は
夏
、
商
、
周
を
言
う
。
禹
、
湯
、
文
、
武
は
仁
で
天
下
を
得
た
。
桀
、

紂
、
幽
、
厲
は
不
仁
で
天
下
を
失
っ
た
。

２００
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通
し
番
号
397

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
64

識
別
番
号
7
・
3
・
2

本

文
1
國
之
所
以
廢
興
存
亡
者
亦
然
、

1
guó

zhī
suo ^

yı ^

fèi
xìng

cún
w
áng

zhe ^

yì
rán,

国
の
廃
興
存
亡
す
る
所
以
の
も
の
亦
然
り
、

朱

注
1
國
、
2
謂
諸
侯
之
國
、

1
guó,2

w
èi
zhū

hoú
zhī
guó,

國
は
、
諸
侯
の
国
を
謂
う
、

朱
注
訳

国
は
諸
侯
の
国
を
言
う
。

通
し
番
号
398

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
64

識
別
番
号
7
・
3
・
3

本

文
1
天
子
不
仁
、
2
不
保
四
海
、
3
諸
侯
不
仁
、
4
不
保
社

稷
、
5
卿
大
夫
不
仁
、
6
不
保
宗
廟
、
7
士
庶
人
不
仁
、

8
不
保
四
體
、

1
tiān

zı ^

bù
rén,

2
bù
bao ^

sì
haı ^,

3
zhū

hoú
bù
rén,

4
bù
bao ^

shè
jì,
5
qīng

dà
fū
bù
rén,

6
bù
bao ^

zōng
m
iaò,7

shì
shù

rén
bù
rén,8

bù
bao ^

sì
tı ^,

天
子
不
仁
な
れ
ば
、
⑴四

海
を
保
た
ず
、
諸
侯
不
仁
な
れ
ば
、
⑵社

稷
を
保
た
ず
、

卿
大
夫
不
仁
な
れ
ば
、
⑶宗

廟
を
保
た
ず
、
士
⑷庶

人
不
仁
な
れ
ば
、
⑸四

体
を
保

た
ず
、⑴

四
海：

天
下

四
方
に
あ
る
海
の
内
の
意
味
で
天
下
に
な
る
。

通
し
番
号

あ
つ
み
つ

5
5
3‐

26
に
「
三
年
四
海
遏
密
八
音
（
三
年
四
海
は
八
音
を
遏
密
す
）」

と
あ
る
。

し
ょ
く

こ
う
り
ゅ
う

⑵
社
稷：

国
家

社
は
土
地
の
神
、
稷
は
五
穀
の
神
。
社
に
は
地
の
神
の
句
龍
を

祭
り
、
稷
に
は
農
業
の
神
の
后
稷
を
祭
る
。
君
主
が
居
城
を
建
て
る
時
は

こ
の
二
神
を
王
宮
の
右
に
祭
り
、
宗
廟
を
左
に
祭
る
。
君
を
社
稷
の
主
と

し
、
国
家
存
す
れ
ば
社
稷
の
祭
が
行
わ
れ
、
亡
べ
ば
廃
せ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
転
じ
て
国
家
の
こ
と
も
言
う
。

句
龍
能
平
水
土
、
祀
之
以
爲
社
、

お
さ

ま
つ

后
稷
能
殖
百
穀
、
祀
以
爲
稷
（
句
龍
能
く
水
土
を
平
む
、
之
を
祀
り
て
以

そ
だ

ま
つ

て
社
と
爲
す
、
后
稷
能
く
百
穀
を
殖
て
る
、
祀
り
て
以
て
稷
と
爲
す
）

通
し
番
号
8
4
3‐

1
に
「
有
安
社
稷
臣
者
、
以
安
社
稷
爲
悅
者
也
（
社
稷

を
安
ん
ず
る
臣
な
る
者
有
り
、
社
稷
を
安
ん
ず
る
を
以
て
悦
と
爲
す
者
な

り
）」
と
あ
る
。

⑶
宗
廟：

祖
先
を
祭
る
所
「
宗
廟
を
保
た
ず
」と
言
う
の
は
家
が
滅
び
る
か
ら
、

祖
先
を
祭
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
宗
に
は
「
一
族
」
の
意

味
が
あ
り
、
廟
に
は
「
祭
る
所
」
の
意
味
が
あ
る
。
日
本
で
は
墓
で
先
祖

の
遺
骨
を
祭
り
、
仏
壇
で
先
祖
の
位
牌
を
祭
る
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

同
祖
曰
宗
（
祖
を
同
じ
く
す
る
を
宗
と
曰
う
）

廟
、
貌
也
、

先
祖
形
貌
所
在
也
（
廟
、
貌
な
り
、
先
祖
の
形
貌
在
る
所
な
り
）

通
し

番
号
1
1
2‐

7
に
「
若
殺
其
父
兄
、
係
累
其
子
弟
、
毀
其
宗
廟
、
遷
其
重

器
、
如
之
何
其
可
也
（
若
し
其
父
兄
を
殺
し
、
其
子
弟
を
係
累
し
、
其
宗

び
ょ
う

こ
ぼ

う
つ

い
か
ん

廟
を
毀
ち
、
其
重
器
を
遷
せ
ば
、
之
を
如
何
ぞ
其
可
な
ら
ん
）」
と
あ
る
。

⑷
庶
人：
一
般
の
人
々

通
し
番
号
2
3
5‐

5
に
「
自
天
子
達
於
庶
人
（
天
子

よ自
り
庶
人
に
達
る
）」
と
あ
る
。

⑸
四
体：

両
手
両
足

体
は
現
代
の
意
味
と
孟
子
の
頃
の
意
味
で
ず
れ
が
あ
る
。

体
全
体
で
な
く
体
の
一
部
を
体
と
言
う
。

身
之
支
分
、
謂
之
體
、
手
足

頭
目
鼻
口
、
皆
體
也（
身
の
支
分
、
之
を
体
と
謂
う
、
手
足
頭
目
鼻
口
は
、

皆
体
な
り

支
分：

分
け
た
も
の
）（
中
井
履
軒
）

朱

注
1
言
必
死
亡
、

1
yán

bì
sı ^

w
áng,

必
ず
死
亡
す
る
を
言
う
、

朱
注
訳

必
ず
死
に
滅
ぶ
こ
と
を
言
う
。

通
し
番
号
399

章
内
番
号
4

章
通
し
番
号
64

識
別
番
号
7
・
3
・
4

本

文
1
今
惡
死
亡
而
樂
不
仁
、
2
是
猶
惡
醉
而
強
酒
、

1
jīn
è
sı ^

w
áng

ér
lè
bù
rén,

2
shì
yóu

è
zuì
ér
qia ^ng

jiu

�,

に
く

に
く

⑴今
死
亡
を
悪
み
て
不
仁
を
楽
し
む
、
是
れ
猶
醉
を
悪
み
て
酒
を
強
い
る
が
ご

と
し
、⑴

今：

こ
れ

こ
こ
に

今
、
指
事
之
詞
也
（
今
、
指
事
の
詞
な
り
）

通
しとど

番
号
6
1
3‐

2
に
「
今
有
禦
人
於
國
門
之
外
者
（
今
人
を
国
門
の
外
に
禦

め
る
者
有
り
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
惡
、
2
去
聲
、
3
樂
、
4
音
洛
、
5
強
、
6
上
聲
、
7
�
此
承
上
章
之
意
、

8
而
推
言
之
也
、

1
è,2

qù
shēng,3

lè,4
yīn
luò,5

qia ^ng,6
shàng

shēng,
7

�cı ^

chéng
shàng

zhāng
zhī
yì,8

ér
tuī
yán

zhī
ye

�,

悪
、
去
声
、
楽
、
音
は
洛
、
強
、
上
声
、
�
此
は
上
章
の
意
を
承
け
て
、
推

し
て
之
を
言
う
な
り
、

朱
注
訳

悪
は
去
声
で
あ
る
。
楽
は
音
は
洛
で
あ
る
。
強
は
上
声
で
あ
る
。
こ
れ
は
前

の
章
の
意
を
受
け
て
、
そ
れ
を
推
し
て
言
う
。

章
番
号
4

章
通
し
番
号
65

通
し
番
号
400
〜
402

章
内
番
号
1
〜
3

本
文
訳

孟
子
が
言
う
。
私
は
人
を
愛
し
て
い
る
の
に
、
人
が
私
を
愛
さ
な
い
な
ら
、

自
分
の
仁
に
反
る
。
私
が
人
を
治
め
て
治
ま
ら
な
い
な
ら
、
自
分
の
智
に
反
る
。

私
は
人
を
礼
し
て
い
る
の
に
、
人
が
答
え
な
い
な
ら
、
自
分
の
敬
に
反
る
。
何

か
を
し
て
望
む
こ
と
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、み
な
自
分
に
反
り
求
め
る
。

自
分
の
身
が
正
し
け
れ
ば
、
天
下
が
自
分
に
帰
す
る
。
詩
経
に
言
う
。「
長
く

考
え
正
理
に
合
い
、
自
ら
多
福
を
求
め
る
。」

２０２

７ 離婁章句上 通し番号３９７～３９８７ 離婁章句上 通し番号３９８～４００
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通
し
番
号
400

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
65

識
別
番
号
7
・
4
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
愛
人
不
親
、
3
反
其
仁
、
4
治
人
不
治
、

5
反
其
智
、
6
禮
人
不
答
、
7
反
其
敬
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
ài
rén

bù
qìng,

3
fa ^n

qí
rén,

4
zhì

rén
bù
zhì,5

fa ^n
qí
zhì,6

lı ^

rén
bù
dá,7

fa ^n
qí
jìng,

あ
い

か
え

孟
子
曰
く
、
人
を
愛
し
て⑴

親
さ
ざ
れ
ば
、
其
仁
に
反
る
、
人
を
治
め
て
治
ま

ら
ざ
れ
ば
、
其
智
に
反
る
、
人
を
礼
し
て
答
え
ざ
れ
ば
、
其
敬
に
反
る
、

あ
い

⑴
親
す：

愛
す

親
、
愛
也
（
親
、
愛
な
り
）
通
し
番
号
3
2
1‐

10
に
「
夫

か
の

夷
子
信
以
爲
人
之
親
其
兄
之
子
、
爲
若
親
其
鄰
之
赤
子
乎
（
夫
夷
子
信
に

あ
い

と
な
り

あ
い

お
も

人
の
其
兄
の
子
を
親
す
る
こ
と
、其
鄰
の
赤
子
を
親
す
る
若
く
爲
す
と
以
爲

え
る
か
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
治
人
之
治
、
2
平
聲
、
3
不
治
之
治
、
4
去
聲
、
5
�
我
愛
人
而
人
不
親

我
、
6
則
反
求
諸
己
、
7
恐
我
之
仁
未
至
也
、
8
智
、
9
敬
放
此
、

1
zhì
rén

zhī
zhì,

2
píng

shēng,
3
bù
zhì
zhī
zhì,

4
qù

shēng,
5

�w
o ^

ài
rén

ér
rén

bù
qìng

w
o ^,
6
zé
fa ^n
qiú

zhū
jı ^,7

ko

�ng
w
o ^

zhī
rén

w
èi
zhì
ye

�,8
zhì,9

jìng
fàng

cı ^,

あ
い

⑴治
人
の
治
、
平
声
、
不
治
の
治
、
去
声
、
�
我
が
人
を
愛
し
て
人
が
我
を
親

さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
諸
を
己
に
反
り
求
む
、
我
の
仁
未
だ
至
ら
ざ
る
を
恐
れ
る

な
ら

な
り
、
智
、
敬
此
に
放
う
、

⑴
治
人
の
治
、
平
声
、
不
治
の
治
、
去
声：

朱
子
の
注
釈
に
よ
る
と
、
治
は
他
動

詞
に
使
う
場
合
と
自
動
詞
で
使
う
場
合
で
昔
は
声
調
が
異
な
っ
た
の
で
あ

る
。
今
は
両
方
と
も
第
四
声
で
発
音
す
る
た
め
、
第
四
声
で
ピ
ン
イ
ン
を

つ
け
る
。

朱
注
訳

治
人
の
治
は
平
声
で
あ
る
。
不
治
の
治
は
去
声
で
あ
る
。
私
は
人
を
愛
し
て

い
る
の
に
、
人
が
私
を
愛
さ
な
い
な
ら
、
こ
れ
を
己
に
反
っ
て
求
め
る
。
自

分
の
仁
が
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
。
智
、
敬
も
こ
れ
に
な
ら
う
。

通
し
番
号
401

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
65

識
別
番
号
7
・
4
・
2

本

文
1
行
有
不
得
者
、
2
皆
反
求
諸
己
、
3
其
身
正
而
天
下
歸

之
、1

xíng
you ^

bù
dé
zhe ^,

2
jiē
fa ^n
qiú

zhū
jı ^,
3
qí
shēn

zhèng
ér
tiān

xià
guī
zhī,こ

れ

行
い
て
得
ざ
る
も
の
有
れ
ば
、
皆⑴

諸
を
己
に
反
り
求
む
、
其
身
正
し
く
し
て

天
下
之
に
帰
す
、

こ
れ

⑴
諸：

こ
れ

諸
、
之
也
（
諸
、
之
な
り
）

通
し
番
号
2
4
3‐

6
に
「
使

管
叔
監
殷
、
管
叔
以
殷
畔
也
、
有
諸
（
管
叔
を
し
て
殷
を
監
さ
し
む
、
管

そ
む

こ
れ

叔
殷
以
て
畔
く
な
り
、
諸
有
り
や
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
不
得
、
2
謂
不
得
其
所
欲
、
3
如
不
親
、
4
不
治
、
5
不
答
、
6
是
也
、

7
反
求
諸
己
、
8
謂
反
其
仁
、
9
反
其
智
、
10
反
其
敬
也
、
11
如
此
、
12
則

其
自
治
益
詳
、
13
而
身
無
不
正
矣
、
14
天
下
歸
之
、
15
極
言
其
效
也
、

1
bù
dé,2

w
èi
bù
dé
qí
suo ^

yù,3
rú
bù
qìng,4

bù
zhì,

5
bù
dá,
6
shì
ye

�,
7
fa ^n
qiú

zhū
jı ^,
8
w
èi
fa ^n

qí
rén,

9
fa ^n
qí
zhì,10

fa ^n
qí
jìng

ye

�,11
rú
cı ^,12

zé
qí
zì
zhì

yì
xiáng,

13
ér
shēn

w
ú
bù
zhèng

yı ^,
14
tiān

xià
guī

zhī,15
jí
yán

qí
xiào

ye

�,

得
ざ
る
は
、
其
欲
す
る
所
を
得
ざ
る
を
謂
う
、
親
ま
ず
、
治
ま
ら
ず
、
答
え

ざ
る
が
如
き
、
是
な
り
、
諸
を
己
に
反
り
求
む
は
、
其
仁
に
反
り
、
其
智
に

反
り
、
其
敬
に
反
る
を
謂
う
な
り
、
此
如
け
れ
ば
、
則
ち
其
自
ら
治
め
る
こ

ま
す
ま
す

つ
く

き
わ

と
益
⑴

詳
し
て
、
身
正
し
か
ら
ざ
る
無
し
、
天
下
之
に
帰
す
は
、
其
效
を⑵

極

め
て
言
う
な
り
、

つ
く

⑴
詳
す：

尽
す

詳
、
謂
悉
盡
也
（
詳
、
悉
尽
を
謂
う
な
り
）

き
わ

⑵
極
め
て：

き
わ
め
て

甚
だ

朱
注
訳

得
ざ
る
は
、
望
む
こ
と
を
得
な
い
こ
と
を
言
う
。
愛
さ
ず
、
治
ま
ら
ず
、
答

こ
れ

え
ず
の
よ
う
な
も
の
が
こ
れ
に
な
る
。
諸
を
己
に
反
り
求
む
は
、
仁
に
反
り
、

智
に
反
り
、
敬
に
反
る
こ
と
を
言
う
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
自
分
を
治
め
る

こ
と
を
さ
ら
に
尽
す
こ
と
に
な
り
、
身
が
正
し
く
な
い
こ
と
が
な
く
な
る
。

天
下
之
に
帰
す
は
、
そ
の
効
果
を
極
言
し
て
い
る
。

儒
学
は
天
下
を
治
め
よ
う
と
せ
ず
、
自
分
の
身
を
正
し
く
し
よ
う
と
す

る
。
自
分
の
身
が
正
し
け
れ
ば
天
下
は
自
ず
と
治
ま
る
と
考
え
る
。
だ
か

ら
修
身
に
う
る
さ
い
。
資
本
主
義
社
会
で
修
身
を
う
る
さ
く
言
う
と
、
多

く
の
人
が
寡
欲
に
な
る
。
寡
欲
に
な
る
と
物
を
買
お
う
と
し
な
い
。
多
く

の
人
が
物
を
買
お
う
と
し
な
い
か
ら
物
が
売
れ
な
い
。
生
産
し
て
も
在
庫

が
た
ま
る
だ
け
で
あ
る
。
人
が
皆
修
身
に
努
め
れ
ば
不
況
に
な
り
経
済
は

成
長
し
な
い
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
社
会
で
は
修
身
は
害
悪
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
。
だ
か
ら
資
本
主
義
社
会
で
は
修
身
は
重
ん
じ
ら
れ
な
い
。

政
治
家
も
修
身
を
し
よ
う
と
せ
ず
、権
謀
術
数
で
政
治
を
し
よ
う
と
す
る
。

き
れ
い
な
こ
と
を
言
っ
て
も
す
る
こ
と
が
違
っ
て
い
る
政
治
家
を
見
て
国

民
は
政
治
家
を
信
用
し
な
く
な
る
。
だ
か
ら
国
は
治
ま
ら
な
い
。

通
し
番
号
402

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
65

識
別
番
号
7
・
4
・
3

本

文
1
詩
云
、
2
永
言
配
命
、
3
自
求
多
福
、

1
shī
yún,2

yo

�ng
yán

pèi
m
ìng,3

zì
qiú
duō

fú,

な
が

お
も

あ

⑴詩
に
云
う
、⑵

永
く⑶

言
い
⑷命

に⑸配
う
、
自
ら
多
福
を
求
む
、

⑴
詩：

大
雅
文
王
の
篇
、

な
が

⑵
永
し：

長
い

永
、
長
也
（
永
、
長
な
り
）（
通
し
番
号
1
7
6‐

5
朱
注
）

お
も

⑶
言
う：

思
う

言
、
猶
念
也（
言
、
猶
念
の
ご
と
き
な
り
）（
通
し
番
号
1
7
6

‐

7
朱
注
）

⑷
命：

正
理

命
字
意
輕
、
猶
言
天
意
也
、
正
理
之
謂
矣（
命
の
字
は
意
軽
し
、

２０４
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猶
天
意
と
言
う
が
ご
と
き
な
り
、
正
理
の
謂
な
り
）（
中
井
履
軒
）

あ
⑸
配
う：

合
う

配
、
合
也
（
配
、
合
な
り
）（
通
し
番
号
1
7
6‐

9
朱
注
）

朱

注
1
解
見
前
篇
、
2
�
亦
承
上
章
而
言
、

1
jie ^

jiàn
qián

piān,2

�yì
chéng

shàng
zhāng

ér
yán,

解
⑴前

篇
に
見
ゆ
、
�
亦
上
章
を
承
け
て
言
う
、

⑴
前
篇：

公
孫
丑
章
句
上

通
し
番
号
1
7
6

朱
注
訳

解
説
は
前
篇
に
あ
る
。
ま
た
前
の
章
を
受
け
て
言
う
。

君
子
は
た
だ
正
理
に
合
う
こ
と
を
長
く
考
え
行
動
す
る
の
で
あ
る
。
私

た
ち
は
何
を
長
く
考
え
行
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
政
治
家
は
人
々
の

支
持
を
得
る
こ
と
を
長
く
考
え
行
動
す
る
。
商
売
人
は
利
益
が
上
る
こ
と

を
長
く
考
え
行
動
す
る
。
テ
レ
ビ
関
係
の
人
は
視
聴
率
を
上
げ
る
こ
と
を

長
く
考
え
行
動
す
る
。
学
者
は
自
分
の
論
文
が
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
を

長
く
考
え
行
動
す
る
。
人
々
の
支
持
、
利
益
、
視
聴
率
、
評
価
を
得
る
こ

と
を
長
く
考
え
行
動
す
る
か
ら
正
理
は
後
に
追
い
や
ら
れ
る
。
そ
の
結
果

し
ば
し
ば
正
理
に
合
わ
な
い
行
動
を
す
る
。
そ
れ
で
自
ら
災
い
を
求
め
る

こ
と
に
な
る
。

章
番
号
5

章
通
し
番
号
66

通
し
番
号
403

章
内
番
号
1

本
文
訳

孟
子
が
言
う
。
人
は
常
に
言
う
こ
と
が
あ
る
。
み
な
天
下
国
家
の
こ
と
を
言

う
。
天
下
の
本
は
国
に
あ
る
。
国
の
本
は
家
に
あ
る
。
家
の
本
は
自
分
の
身
に

あ
る
。

通
し
番
号
403

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
66

識
別
番
号
7
・
5
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
人
有
恆
言
、
3
皆
曰
、
4
天
下
國
家
、
5

天
下
之
本
在
國
、
6
國
之
本
在
家
、
7
家
之
本
在
身
、

1
m
èng

zı ^
yuē,

2
rén

you ^

héng
yán,

3
jiē
yuē,

4
tiān

xià
guó

jiā,
5
tiān

xià
zhī
be

�n
zaì
guó,

6
guó

zhī
be

�n
zaì
jiā,7

jiā
zhī
be

�n
zaì
shēn,

つ
ね

孟
子
曰
く
、
人
恆
の
言
有
り
、
皆
曰
う
、
天
下
国
家
、
天
下
の
本
は
国
に
在

り
、
国
の
本
は
家
に
在
り
、
家
の
本
は
身
に
在
り
、

朱

注
1
恆
、
2
胡
登
反
、
3
�
恆
、
4
常
也
、
5
雖
常
言
之
、
6
而
未
必
知
其
言

之
有
序
也
、
7
故
推
言
之
、
8
而
又
以
家
本
乎
身
也
、
9
此
亦
承
上
章
而
言

之
、
10
大
學
所
謂
自
天
子
至
於
庶
人
、
11
壹
是
皆
以
脩
身
爲
本
、
12
爲
是
故

也
、1

héng,
2
hú
dēng

fa ^n,
3

�

héng,
4
cháng

ye

�,
5
suī

cháng
yán

zhī,
6
ér
w
èi
bì
zhī
qí
yán

zhī
you ^

xù
ye

�,
7
gù
tuī
yán

zhī,8
ér
yoù

yı ^

jiā
be

�n
hū
shēn

ye

�,
9
cı ^

yì
chéng

shàng
zhāng

ér
yán

zhī,10
dà
xué

suo ^

w
èi
zì

tiān
zı ^

zhì
yú
shù

rén,
11
yī
shì
jiē
yı ^

xiū
shēn

w
éi

be

�n,12
w
èi
shì
gù
ye

�,

恆
、
胡
登
反
、
�
恆
、
常
な
り
、
常
に
之
を
言
う
と
雖
も
、
未
だ
必
ず
し
も

其
言
の
序
有
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
、
故
に
推
し
て
之
を
言
う
、
而
し
て
又
家

以
て
身
を
本
と
す
る
な
り
、
此
は
亦
上
章
を
承
け
て
之
を
言
う
、
大
学
謂
う

よ

い
つ
し

所
の
天
子
自
り
庶
人
に
至
る
、⑴

壹
是
に
皆
身
を
脩
め
る
を
以
て
本
と
爲
す
、

こ
の
た
め

是
爲
の
故
な
り
、

い
つ
し

⑴
壹
是：

す
べ
て
一
切

壹
是
、
一
切
也
（
壹
是
、
一
切
な
り
）（『
大
学
』
の

朱
注
）

朱
注
訳

恆
は
胡
登
反
で
あ
る
。
恆
は
常
で
あ
る
。
常
に
言
う
け
れ
ど
、
そ
の
言
に
順

番
が
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
知
ら
な
い
。
だ
か
ら
推
し
て
こ
れ
を
言
う
。
家

は
身
を
本
と
す
る
。
こ
れ
は
ま
た
前
の
章
を
受
け
て
言
っ
て
い
る
。
天
子
か

ら
庶
民
ま
で
す
べ
て
身
を
修
め
る
こ
と
を
本
と
す
る
と
大
学
が
言
う
の
は
こ

の
た
め
で
あ
る
。

章
番
号
6

章
通
し
番
号
67

通
し
番
号
404

章
内
番
号
1

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
人
君
が
政
を
す
る
の
は
、
難
し
い
こ
と
で
な
い
。
代
々
の
家

臣
に
怨
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
代
々
の
家
臣
が
服
す
る
人
君
に
は
、
一
国
の

人
々
も
服
す
る
。
一
国
の
人
々
が
服
す
る
人
君
に
は
、
天
下
の
人
々
が
服
す
る
。

そ
の
恩
恵
と
命
令
は
天
下
に
あ
ふ
れ
る
。

通
し
番
号
404

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
67

識
別
番
号
7
・
6
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
爲
政
不
難
、
3
不
得
罪
於
巨
室
、
4
巨
室

之
所
慕
、
5
一
國
慕
之
、
6
一
國
之
所
慕
、
7
天
下
慕
之
、

8
故
沛
然
德
敎
溢
乎
四
海
、

1
m
èng

zı ^

yuē,2
w
éi
zhèng

bù
nán,3

bù
dé
zuì
yú
jù

shì,4
jù
shì
zhī
suo ^

m
ù,
5
yī
guó

m
ù
zhī,

6
yī
guó

zhī
suo ^

m
ù,7

tiān
xià
m
ù
zhī,8

gù
pèi
rán

dé
jiaò

yì
hū
sì

haı ^,

む
か

孟
子
曰
く
、
政
を
爲
す
は
難
か
ら
ず
、
罪
を
⑴巨

室
に
得
ず
、
巨
室
の⑵

慕
う
所
、

む
か

む
か

む
か

は
い
ぜ
ん

一
国
之
に
慕
う
、
一
国
の
慕
う
所
、
天
下
之
に
慕
う
、
故
に
沛
然
と
し
て
⑶徳

あ
ふ

教
四
海
に
溢
る
、
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⑴
巨
室：

代
々
国
に
功
の
あ
る
家
臣
や
富
貴
な
家
（
朱
注
）

む
か

⑵
慕
う：

向
か
う
（
朱
注
）

通
し
番
号
9
3
5‐

24
朱
注
に
「
言
聖
人
之
心
、

不
以
貧
賤
而
有
慕
於
外
（
言
え
ら
く
、
聖
人
の
心
は
、
貧
賎
以
て
し
て
外

む
か

に
慕
う
こ
と
有
ら
ず
）」
と
あ
る
。

⑶
徳
教：

恩
恵
と
命
令

徳
教
は
政
を
云
う
（
中
村
惕
斎
）
德
、
謂
恩
施
也
（
徳

は
恩
施
を
謂
う
な
り
）
敎
、
上
所
施
、
下
所
効
也
（
教
は
上
が
施
す
所
、

の
っ
と

下
が
効
る
所
な
り
）

通
し
番
号
4
7
2‐

15
朱
注
に
「
國
人
、
猶
言
路

人
、
言
無
怨
無
德
也
（
国
人
、
猶
路
人
と
言
う
が
ご
と
し
、
怨
み
無
く
徳

無
き
を
言
う
な
り
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
巨
室
、
2
世
臣
大
家
也
、
3
得
罪
、
4
謂
身
不
正
而
取
怨
怒
也
、
5
麥
丘

邑
人
祝
齊
桓
公
曰
、
6
願
主
君
無
得
罪
於
羣
臣
百
姓
、
7
意
蓋
如
此
、
8
慕
、

9
向
也
、
10
心
悅
誠
服
之
謂
也
、
11
沛
然
、
12
盛
大
流
行
之
貌
、
13
溢
、
14

充
滿
也
、
15
蓋
巨
室
之
心
、
16
難
以
力
服
、
17
而
國
人
素
所
取
信
、
18
今
旣

悅
服
、
19
則
國
人
皆
服
、
20
而
吾
德
敎
之
所
施
、
21
可
以
無
遠
而
不
至
矣
、

22
此
亦
承
上
章
而
言
、
23
蓋
君
子
不
患
人
心
之
不
服
、
24
而
患
吾
身
之
不
脩
、

25
吾
身
旣
脩
、
26
則
人
心
之
難
服
者
先
服
、
27
而
無
一
人
之
不
服
矣
、
28
�

林
氏
曰
、
29
戰
國
之
世
、
30
諸
侯
失
德
、
31
巨
室
擅
權
、
32
爲
患
甚
矣
、
33

然
或
者
不
脩
其
本
、
34
而
遽
欲
勝
之
、
35
則
未
必
能
勝
、
36
而
適
以
取
禍
、

37
故
孟
子
推
本
而
言
、
38
惟
務
脩
德
以
服
其
心
、
39
彼
旣
悅
服
、
40
則
吾
之

德
敎
無
所
留
礙
、
41
可
以
及
乎
天
下
矣
、
42
裴
度
所
謂
韓
弘
輿
疾
討
賊
、
43

承
宗
斂
手
削
地
、
44
非
朝
廷
之
力
能
制
其
死
命
、
45
特
以
處
置
得
宜
、
46
能

服
其
心
故
爾
、
47
正
此
類
也
、

1
jù
shì,

2
shì
chén

dà
jiā
ye

�,
3
dé
zuì,

4
w
èi
shēn

bù
zhèng

ér
qu

�yuàn
nù
ye

�,5
m
ài
qiū
yì
rén

zhù
qí
huán

gōng
yuē,

6
yuàn

zhu ^

jūn
w
ú
dé
zuì
yú
qún

chén
ba ^i

xìng,
7
yì
gaì

rú
cı ^,
8
m
ù,
9
xiàng

ye

�,
10
xīn

yuè
chéng

fù
zhī
w
èi
ye

�,
11
pèi
rán,

12
chéng

dà
liú
xíng

zhī
m
aò,
13
yì,
14
chōng

m
a ^n
ye

�,
15
gaì
jù
shì
zhī
xīn,

16
nán

yı ^

lì
fù,
17
ér
guó

rén
sù
suo ^

qu

�xìn,
18
jīn
jì

yuè
fù,
19
zé
guó

rén
jiē
fù,
20
ér
w
ú
dé
jiaò

zhī
suo ^

shī,
21
ke

�

yı ^

w
ú
yua ^n

ér
bù
zhì
yı ^,
22
cı ^

yì
chéng

shàng
zhāng

ér
yán,23

gaì
jūn
zı ^

bù
huàn

rén
xīn
zhī

bù
fù,
24
ér
huàn

w
ú
shēn

zhī
bù
xiū,

25
w
ú
shēn

jì
xiū,

26
zé
rén

xīn
zhī
nán

fù
zhe ^

xiān
fù,
27
ér
w
ú
yī

rén
zhī
bù
fù
yı ^,28

�lín
zhī
yuē,29

zhàn
guó

zhī
shì,

30
zhū

hoú
shī
dé,
31
jù
shì
shàn

quán,
32
w
éi
huàn

shèn
yı ^,
33
rán

huò
zhe ^

bù
xiū

qí
be

�n,
34
ér
jù
yù

shèng
zhī,

35
zé
w
èi
bì
néng

shèng,
36
ér
shì
yı ^

qu

�

huò,
37
gù
m
èng

zı ^

tuī
be

�n
ér
yán,

38
w
éi
w
ù
xiū
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fù
qí
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40
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w
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�yı ^

jí
hū
tiān

xià
yı ^,42

péi
dù
suo ^
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�r,47
zhèng
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巨
室
は
、
⑴世

臣
の
⑵大

家
な
り
、
罪
を
得
る
は
、
身
正
し
か
ら
ず
し
て
怨
怒
を

ゆ
う

い
の

取
る
を
謂
う
な
り
、
⑶麦

丘
の⑷

邑
人
斉
の
桓
公
に⑸

祝
り
て
曰
く
、
願
わ
く
ば
主

君
罪
を
⑹羣

臣
百
姓
に
得
る
こ
と
無
か
れ
、
意
蓋
し
此
如
し
、
慕
、
向
な
り
、

よ
ろ
こ

い
い

心
悦
び
誠
に
服
す
る
の
謂
な
り
、
沛
然
は
、
盛
大
⑺流

行
の
貌
、
溢
は
、
充
満

も
と

な
り
、
蓋
し
巨
室
之
心
、
力
以
て
服
し
難
し
、
而
し
て
国
人⑻

素
よ
り
信
を
取

ゆ
き
わ
た

る
所
な
り
、
今
既
に
悦
服
す
、
則
ち
国
人
皆
服
し
て
、
吾
徳
教
の⑼

施
る
所
は
、

う

以
て
遠
く
し
て
至
ら
ざ
る
こ
と
無
か
る
べ
し
、
此
亦
上
章
を
承
け
て
言
う
、

蓋
し
君
子
人
心
の
服
さ
ざ
る
を
患
え
ず
、而
し
て
吾
身
の
脩
ら
ざ
る
を
患
う
、

吾
身
既
に
脩
ま
れ
ば
、
則
ち
人
心
の
服
し
難
き
者
先
ず
服
す
、
而
し
て
一
人

の
服
さ
ざ
る
こ
と
無
し
、
�
林
氏
曰
く
、
戦
国
の
世
、
諸
侯
徳
を
失
な
い
、

ほ
し
い
ま
ま

あ
る
い
は

巨
室
権
を⑽

擅
に
し
、
患
を
爲
す
こ
と
甚
だ
し
、
然
れ
ど
も⑾

或
者
其
本
を
脩
め

に
わ
か

ず
し
て
、⑿

遽
に
之
に
勝
た
ん
と
欲
せ
ば
、
則
ち
未
だ
必
ず
し
も
勝
つ
こ
と
能

ま
さ

わ
ず
し
て
、⒀

適
に
以
て
禍
を
取
ら
ん
と
す
、
故
に
孟
子
本
を
推
し
て
言
う
、

た
だ惟
徳
を
脩
め
る
を
務
め
以
て
其
心
を
服
す
、
彼
既
に
悦
び
て
服
せ
ば
、
則
ち

ぎ

は
い
ど

吾
の
徳
教
⒁留

礙
す
る
所
無
く
、
以
て
天
下
に
及
ぶ
べ
し
、⒂

裴
度
謂
う
所
の
⒃韓

よ

し
ょ
う
そ
う

お
さ

弘
は
⒄疾

を
輿
し
て
賊
を
討
つ
、⒅

承
宗
⒆手

を
斂
め
て
地
を
削
る
、
朝
廷
の
力
能

た
だ

く
其
死
命
を
制
す
る
に
非
ず
、⒇

特
処
置
宜
を
得
る
を
以
て
、
能
く
其
心
を
服

す
る
の
み
、
正
に
此
類
な
り
、

⑴
世
臣：

代
々
国
に
功
の
あ
る
家
臣

世
臣
、
累
世
勳
舊
之
臣
、
與
國
同
休
戚

く
ん

者
也（
世
臣
は
、
累
世
勳
旧
の
臣
、
国
と
休
戚
を
同
じ
く
す
る
者
な
り
）（
通

し
番
号
95‐

1
朱
注
）

通
し
番
号
95‐

2
に
「
所
謂
故
國
者
、
非
謂
有
喬

き
ょ
う

い
い

木
之
謂
也
、
有
世
臣
之
謂
也
（
謂
う
所
の
故
国
は
、
喬
木
有
る
の
謂
を
謂

い
い

う
に
非
ざ
る
な
り
、
世
臣
有
る
の
謂
な
り
）」
と
あ
る
。

⑵
大
家：

富
貴
な
家

大
家
、
謂
富
貴
廣
大
之
家
（
大
家
、
富
貴
広
大
の
家
を

謂
う
）

⑶
麦
丘：

地
名

⑷
邑：

村
、
里

邑
、
猶
里
也（
邑
、
猶
里
の
ご
と
き
な
り
）
通
し
番
号
2
2
6

‐

7
朱
注
に
「
邑
有
先
君
之
廟
曰
都
（
邑
が
先
君
の
廟
を
有
す
る
を
都
と
曰

う
）」
と
あ
る
。

い
の

⑸
祝
る：

祈
る

⑹
羣：

群

羣
俗
作
群
（
羣
俗
に
群
と
作
る
）

通
し
番
号
1
0
1
3‐

19
朱
注

に
「
歴
序
羣
聖
之
統
（
羣
聖
の
統
を
歴
序
す
）」
と
あ
る
。

た
ん

⑺
流
行：

ゆ
き
わ
た
る

流
、
覃
也
（
流
、
覃
な
り
）
覃
、
叚
借
爲
延
（
覃
、

叚
借
し
て
延
と
爲
す
）

行
者
、
移
也
（
行
は
、
移
な
り
）

通
し
番
号

1
3
9‐

2
に
「
德
之
流
行
、
速
於
置
郵
而
傳
命
（
徳
の
流
行
、
置
郵
し
て

す
み
や

命
を
伝
え
る
よ
り
速
か
な
り
）」
と
あ
る
。

も
と

⑻
素
よ
り：

も
と
よ
り

素
、
本
也
（
素
、
本
な
り
）

通
し
番
号
8
2
4‐

も
と

4
朱
注
に
「
言
人
素
望
其
興
道
致
治
、
而
今
果
如
所
望
也
（
人
素
よ
り
其

道
を
興
し
治
を
致
す
を
望
み
て
、
今
果
た
し
て
望
む
所
の
如
し
を
言
う
な

り
）」
と
あ
る
。

ゆ
き
わ
た

⑼
施
る：

ゆ
き
わ
た
る

施
、
延
也
（
施
、
延
な
り
）

通
し
番
号
9
8
6‐

ゆ
き
わ
た

4
に
「
守
約
而
施
博
者
、
善
道
也
（
守
り
約
に
し
て
施
る
こ
と
博
き
は
、

善
道
な
り
）」
と
あ
る
。

ほ
し
い
ま
ま

せ
ん

⑽
擅
に
す
る：

ほ
し
い
ま
ま
に
す
る

擅
、
專
也
（
擅
、
専
な
り
）

通
し
番

号
7
5
8‐

15
朱
注
に「
已
立
世
子
、
不
得
擅
易（
已
に
世
子
を
立
て
れ
ば
、

ほ
し
い
ま
ま

擅
に
易
え
る
こ
と
を
得
ず
）」
と
あ
る
。

あ
る
い
は

⑾
或
者：

あ
る
い
は

お
そ
ら
く
は

或
者
、
疑
辭
（
或
者
は
、
疑
辞
な
り
）

（
通
し
番
号
2
0
9‐

5
朱
注
）

通
し
番
号
2
0
9‐

3
に
「
昔
者
辭
以

き
の
う

病
、
今
日
弔
、
或
者
不
可
乎（
昔
者
辞
す
る
に
病
を
以
て
し
、
今
日
弔
す
、

あ
る
い
は

或
者
可
な
ら
ざ
る
か
）」
と
あ
る
。

に
わ
か

き
ょ

⑿
遽
に：

に
わ
か
に

遽
、
疾
（
遽
、
疾
な
り
）

通
し
番
号
4
5
0‐

12
朱にわか

注
に
「
脩
己
者
、
不
可
以
是
遽
爲
憂
喜
（
己
を
脩
め
る
は
、
是
を
以
て
遽

に
憂
喜
を
爲
す
べ
か
ら
ず
）」
と
あ
る
。

ま
さ

⒀
適
に：

ま
さ
に

ま
さ
し
く

適
、
猶
正
也
（
適
、
猶
正
な
る
が
ご
と
き
な

ま
さ

り
）

通
し
番
号
9
0
1‐

8
朱
注
に
「
時
又
適
有
此
事
（
時
に
又
適
に
此

事
有
り
）」
と
あ
る
。

ぎ

⒁
留
礙：

と
ど
め
る

礙
、
止
也
（
礙
、
止
な
り
）

２０８
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は
い
ど

⒂
裴
度：

唐
の
人

⒃
韓
弘：

唐
の
人

よ

⒄
疾
を
輿
す：

病
気
で
車
に
乗
る

し
ょ
う
そ
う

し

⒅
承
宗：

三
国
時
代
の
蜀
の
人
、
王
嗣
の
字

お
さ

れ
ん

⒆
手
を
斂
め
る：

手
を
出
さ
な
い

斂
、
藏
之
也
（
斂
、
之
を
蔵
す
る
な
り
）

た
だ

⒇
特：
た
だ

特
、
但
也
（
特
、
但
な
り
）

通
し
番
号
5
3
4‐

22
朱
注
に

た
だ

あ
わ

「
特
哀
其
志
而
不
與
之
絶
耳
（
特
其
志
を
哀
れ
み
て
之
と
絶
た
ざ
る
の

み
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

巨
室
は
代
々
の
家
臣
で
あ
る
。
罪
を
得
る
は
身
が
正
し
く
な
く
怨
み
や
怒
り

を
受
け
る
こ
と
を
言
う
。
麦
丘
の
村
の
人
が
祈
っ
て
斉
の
桓
公
に
言
う
。「
主

君
が
群
臣
や
百
姓
に
罪
を
得
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。」
こ
れ
は
こ
の
よ
う

な
意
味
だ
ろ
う
。
慕
は
向
で
あ
る
。
心
か
ら
喜
び
、
ま
こ
と
に
服
す
る
こ
と

を
言
う
。
沛
然
は
盛
大
で
ゆ
き
わ
た
る
こ
と
を
言
う
。
溢
は
充
満
で
あ
る
。

代
々
の
家
臣
の
心
は
力
で
服
し
難
い
。
国
民
は
も
と
よ
り
代
々
の
家
臣
を
信

用
す
る
。
今
、
代
々
の
家
臣
が
よ
ろ
こ
ん
で
服
す
る
な
ら
国
民
も
み
な
服
す

る
。
自
分
の
恩
恵
と
命
令
は
遠
く
ま
で
及
び
至
ら
な
い
所
が
な
い
。
こ
れ
は

ま
た
前
の
章
を
受
け
て
言
う
。
君
子
は
人
が
服
さ
な
い
こ
と
を
憂
う
こ
と
は

な
い
。
自
分
の
身
が
修
ま
ら
な
い
こ
と
を
憂
う
。
自
分
の
身
が
修
ま
れ
ば
服

し
に
く
い
者
が
ま
ず
服
す
。
そ
し
て
服
さ
な
い
者
は
一
人
も
い
な
く
な
る
。

林
氏
は
言
う
。
戦
国
の
世
は
諸
侯
に
徳
が
な
か
っ
た
。
代
々
の
家
臣
が
権
力

を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
諸
侯
の
大
き
な
憂
い
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
本
を

修
め
ず
に
代
々
の
家
臣
に
勝
と
う
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
に
わ
か
に
勝
つ
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
災
い
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
孟

子
は
本
を
推
す
こ
と
を
言
う
。
た
だ
徳
を
修
め
る
こ
と
に
務
め
、
代
々
の
家

臣
の
心
を
服
す
る
。
代
々
の
家
臣
が
喜
ん
で
服
せ
ば
、
自
分
の
恩
恵
と
命
令

は
い
ど

を
止
め
る
も
の
は
な
く
、
天
下
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
裴
度
は
言
う
。
韓

弘
は
病
身
で
出
陣
し
て
も
賊
を
平
ら
げ
た
。
承
宗
は
手
を
出
さ
ず
に
他
国
の

領
土
を
得
た
。
朝
廷
の
力
が
死
命
を
制
す
る
の
で
な
く
、
理
に
か
な
う
こ
と

を
す
れ
ば
人
の
心
を
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
こ
の
類
で
あ
る
。

「
不
得
罪
於
巨
室
」
を
「
巨
室
に
罪
を
得
ざ
れ
」
と
読
み
、「
代
々
の

家
臣
に
怨
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ろ
」
と
解
釈
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
そ
う
読
む
と
、「
代
々
の
家
臣
に
怨
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
代
々
の

家
臣
が
気
に
入
る
よ
う
な
政
治
を
し
ろ
」
と
解
釈
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

滕
の
文
公
が
三
年
の
喪
を
し
よ
う
と
し
た
時
、
代
々
の
家
臣
は
皆
反
対
し

た
。
代
々
の
家
臣
が
気
に
入
る
よ
う
に
す
る
の
が
政
治
な
ら
、
滕
の
文
公

は
三
年
の
喪
を
し
な
い
の
が
正
し
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ

の「
不
得
罪
於
巨
室
」の
意
味
は
人
君
の
身
を
修
め
る
こ
と
で
自
ず
と「
不

得
罪
於
巨
室
」
に
な
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
章
で
家
の
本
は
自

分
の
身
に
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
家
は
こ
こ
の
巨
室
に
な
る
。
つ

ま
り
代
々
の
家
臣
を
治
め
る
本
は
人
君
の
身
に
あ
る
。
人
君
の
身
が
修
ま

れ
ば
代
々
の
家
臣
は
自
ず
と
服
す
。
代
々
の
家
臣
が
服
す
れ
ば
国
も
服
す

る
し
天
下
も
服
す
る
。
し
か
し
代
々
の
家
臣
が
服
す
る
よ
う
に
と
政
治
を

す
る
の
で
な
い
。た
だ
人
君
の
身
を
修
め
る
。人
君
の
身
が
修
ま
れ
ば
代
々

の
家
臣
は
自
ず
と
服
す
る
の
で
あ
る
。

章
番
号
7

章
通
し
番
号
68

通
し
番
号
405
〜
410

章
内
番
号
1
〜
6

本
文
訳

孟
子
が
言
う
。
天
下
に
道
が
あ
れ
ば
、
徳
が
乏
し
い
者
は
徳
の
豊
か
な
者
に

使
わ
れ
、
智
が
乏
し
い
者
は
智
が
豊
か
な
者
に
使
わ
れ
る
。
天
下
に
道
が
な
い

と
、
小
さ
い
者
は
大
き
い
者
に
使
わ
れ
弱
い
者
は
強
い
者
に
使
わ
れ
る
。
こ
の

二
つ
は
自
然
の
理
で
あ
る
。
自
然
の
理
に
従
う
者
は
生
き
延
び
、
自
然
の
理
に

逆
ら
う
者
は
滅
ぶ
。
斉
の
景
公
は
言
う
、「
私
は
命
令
を
出
し
て
呉
を
使
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
呉
の
言
う
こ
と
を
受
け
な
い
と
呉
と
国
交
を
絶
つ
こ
と
に
な

る
。」
涙
を
流
し
て
娘
を
呉
に
嫁
が
せ
た
。
今
で
は
小
国
は
大
国
を
師
と
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
大
国
の
命
令
を
受
け
る
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
弟
子

が
師
の
命
令
を
受
け
る
こ
と
を
恥
じ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
れ
を
恥
じ
る
な
ら

文
王
を
師
と
す
る
の
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。
文
王
を
師
と
す
れ
ば
、
大
国
は
五

年
、
小
国
は
七
年
で
政
を
天
下
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
詩
経
に
言
う
。「
殷

の
子
孫
は
そ
の
数
は
十
万
を
下
ら
な
い
。
上
帝
は
す
で
に
命
令
を
出
し
、
殷
の

子
孫
は
周
に
服
し
た
。
天
命
は
常
が
な
い
。
殷
の
臣
の
才
徳
が
優
れ
敏
達
な
者

か
ん

は
都
で

献
の
礼
を
助
け
た
。」
孔
子
は
言
う
。「
仁
に
は
衆
を
な
す
こ
と
は
で

き
な
い
。」
国
君
が
仁
を
好
め
ば
天
下
に
敵
は
な
い
。
天
下
に
敵
が
な
い
こ
と

を
望
む
の
に
、
仁
を
な
そ
う
と
し
な
い
。
こ
れ
は
熱
い
物
を
持
つ
前
に
手
を
ぬ

ら
さ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
詩
経
に
言
う
。「
熱
い
物
を
持
つ
の
に
、
手

を
ぬ
ら
さ
な
い
で
持
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」

通
し
番
号
405

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
68

識
別
番
号
7
・
7
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
天
下
有
道
、
3
小
德
役
大
德
、
4
小
賢
役

大
賢
、
5
天
下
無
道
、
6
小
役
大
、
7
弱
役
強
、
8
斯
二

者
天
也
、
9
順
天
者
存
、
10
逆
天
者
亡
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
tiān

xià
you ^

daò,
3
xiao ^

dé
yì
dà
dé,

4
xiao ^

xián
yì
dà
xián,

5
tiān

xià
w
ú
daò,

6
xiao ^

yì
dà,

7
ruò

yì
qiáng,8

sī
èr
zhe ^

tiān
ye

�,9
shùn

tiān
zhe ^

cún,
10
nì
tiān

zhe ^

w
áng,

え
き

孟
子
曰
く
、
天
下
道
れ
ば
、
小
徳
は
大
徳
に⑴

役
し
、
小
賢
は
大
賢
に
役
す
る
、

天
下
道
無
け
れ
ば
、
⑵小

は
大
に
役
し
、
弱
は
強
に
役
す
、
斯
二
な
る
も
の
は

天
な
り
、
天
に
順
う
者
は
存
し
、
天
に
逆
ら
う
者
は
亡
ぶ
、

⑴
役
す：

使
わ
れ
る

仕
え
る

こ
こ
は
「
小
徳
は
大
徳
に
役
せ
ら
る
」
と
受

身
に
読
む
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
受
身
の
形
で
な
く
、
そ

の
ま
ま
読
め
ば
「
小
徳
は
大
徳
に
役
す
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
役
す
の

意
味
は
「
仕
え
る

使
わ
れ
る
」
で
あ
る
。
役
す
の
意
味
の
中
に
「
使
わ

れ
る
」と
い
う
受
身
の
意
味
が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

役
、
助
也（
役
、

助
な
り
）

役
す
と
は
つ
か
わ
る
る
ぞ
（
中
村
惕
斎
）

⑵
小
は
大
に
役
し
、
弱
は
強
に
役
す：

こ
こ
の
小
、
大
、
弱
、
強
を
国
に
か
け
、

小
国
、
大
国
、
弱
国
、
強
国
の
こ
と
取
る
の
が
多
い
。
し
か
し
こ
こ
は
、「
天

下
有
道
」
と
「
天
下
無
道
」
が
対
に
な
っ
て
い
る
。
天
下
有
道
に
続
く
、

小
徳
、
大
徳
、
小
賢
、
大
賢
は
個
人
と
国
を
と
も
に
含
ん
で
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
う
な
ら
ば
対
に
な
っ
て
い
る
小
、
大
、
弱
、
強
も
国
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
個
人
も
含
む
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

２１０
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朱

注
1
有
道
之
世
、
2
人
皆
脩
德
、
3
而
位
必
稱
其
德
之
大
小
、
4
天
下
無
道
、

5
人
不
脩
德
、
6
則
但
以
力
相
役
而
已
、
7
天
者
、
8
理
勢
之
當
然
也
、

1
you ^

daò
zhī
shì,

2
rén

jiē
xiū
dé,
3
ér
w
èi
bì
chēng

qí
dé
zhī
dà
xiao ^,

4
tiān

xià
w
ú
daò,

5
rén

bù
xiū
dé,

6
zé
dàn

yı ^

lì
xiàng

yì
ér
yı ^,
7
tiān

zhe ^,
8
lı ^

shì
zhī

dāng
rán

ye
�,

か
な

道
有
る
の
世
は
、
人
皆
徳
を
脩
む
、
而
し
て
位
は
必
ず
其
徳
の
大
小
に⑴

称
う
、

た
だ

あ
い
つ
か

天
下
道
無
け
れ
ば
、
人
徳
を
脩
め
ず
、
則
ち
但
力
以
て
相
役
う
の
み
、
天
は
、

理
勢
の
当
然
な
り
、

か
な

か
な

⑴
称
う：

合
う

稱
、
適
物
之
宜
（
称
、
物
の
宜
に
適
う
）
通
し
番
号
2
3
5

か
く

か
な

‐

3
に
「
中
古
棺
七
寸
、
槨
稱
之
（
中
古
棺
七
寸
、
槨
之
に
称
う
）」
と
あ

る
。

朱
注
訳

道
が
あ
る
世
は
人
は
み
な
徳
を
修
め
る
。
位
は
必
ず
そ
の
徳
の
大
き
さ
に
合

う
。
天
下
に
道
が
な
い
と
、
人
は
徳
を
修
め
ず
、
た
だ
力
で
人
を
使
お
う
と

す
る
だ
け
で
あ
る
。
天
は
理
と
勢
か
ら
当
然
の
こ
と
を
言
う
。

通
し
番
号
406

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
68

識
別
番
号
7
・
7
・
2

本

文
1
齊
景
公
曰
、
2
旣
不
能

、
3
又
不
受
命
、
4
是
絶
物

也
、
5
涕
出
而
女
於
吳
、

1
qí
jı ^ng

gōng
yuē,

2
jì
bù
néng

lìng,
3
yoù

bù
shòu

m
ìng,4

shì
jué
w
ù
ye

�,5
tì
chū

ér
nǜ
yú
w
ú,

斉
景
公
曰
く
、
既
に
令
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
又
⑴命

を
受
け
ざ
る
は
、
是
れ
物

な
み
だ

め
あ
わ

を
絶
つ
な
り
、
涕
出
て
呉
に⑵

女
す
、

⑴
命：

言
い
つ
け
る
こ
と

命
、
告
也
（
命
は
、
告
な
り
）

め
あ
わ

⑵
女
す：

め
あ
わ
す

嫁
入
り
さ
せ
る

以
女
妻
人
曰
女
（
女
以
て
人
に
妻
と

す
る
を
女
と
曰
う
）

通
し
番
号
6
2
7‐

1
に
「
堯
之
於
舜
也
、
使
其
子

九
男
事
之
、
二
女
女
焉
（
堯
の
舜
に
於
る
や
、
其
子
九
男
は
之
に
事
え
し

こ
れ

め
あ
わ

め
、
二
女
は
焉
に
女
す
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
女
、
2
去
聲
、
3
�
引
此
以
言
小
役
大
、
4
弱
役
強
之
事
也
、
5
令
、
6

出
令
以
使
人
也
、
7
受
命
、
8
聽
命
於
人
也
、
9
物
、
10
猶
人
也
、
11
女
、

12
以
女
與
人
也
、
13
吳
、
14
蠻
夷
之
國
也
、
15
景
公
羞
與
爲
昏
、
16
而
畏
其

強
、
17
故
涕
泣
而
以
女
與
之
、

1
nǜ,2

qù
shēng,3

�yı ^n
cı ^

yı ^

yán
xiao ^

yì
dà,4

ruò
yì
qiáng

zhī
shì
ye

�,
5
lìng,

6
chū

lìng
yı ^

shı ^

rén
ye

�,
7
shòu

m
ìng,

8
tīng

m
ìng
yú
rén

ye

�,
9
w
ù,
10
yóu

rén
ye

�,
11
nǜ,
12
yı ^

nü ^

yu

�

rén
ye

�,
13
w
ú,
14
m
án
yí
zhī

guó
ye

�,
15
jı ^ng

gōng
xiū

yu

�

w
éi
hūn,

16
ér
w
èi
qí

qiáng,17
gù
tì
qì
ér
yı ^

nü ^

yu

�zhī,
⑴女

、
去
声
、
�
此
を
引
き
以
て
小
は
大
に
役
し
、
弱
は
強
に
役
す
る
事
を
言

う
な
り
、
令
は
、
令
を
出
し
以
て
人
を
使
う
な
り
、
命
を
受
け
る
は
、
命
を

人
に
聴
く
な
り
、
物
は
、
猶
人
の
ご
と
き
な
り
、
女
は
、
⑵女

以
て
人
に
与
え

と
も

は

る
な
り
、
呉
は
、
⑶蛮

夷
の
国
な
り
、
景
公
与
に
⑷昏

を
爲
す
こ
と
を
羞
ず
、
而

る
に
其
強
を
畏
る
、
故
に
⑸涕

泣
し
て
女
以
て
之
に
与
う
、

⑴
女
、
去
声：

「
お
ん
な
」
の
意
味
の
時
は
第
三
声
だ
が
、「
嫁
入
り
さ
せ
る
」

の
意
味
に
な
る
時
は
第
四
声
だ
と
す
る
。

⑵
女：

娘

ま
だ
嫁
い
で
い
な
い
女
性

處
子
曰
女
、
適
人
曰
婦
（
処
子
は
女

と
つ

と
曰
う
、
人
に
適
ぐ
を
婦
と
曰
う
）

處
子
、
處
女
也
（
処
子
、
処
女
な

り
）

適
、
謂
往
嫁
也
（
適
は
往
き
て
嫁
す
を
謂
う
な
り
）

⑶
蛮
夷：

野
蛮
人

四
夷
（
東
夷
、
西
戎
、
南
蛮
、
北
狄
）
の
こ
と

通
し
番

号
7
3
4‐

11
朱
注
に
「
越
、
蠻
夷
國
名
（
越
、
蛮
夷
の
国
名
な
り
）」
と

あ
る
。

⑷
昏：

婚
姻

昏
、
叚
借
爲
婚
（
昏
は
、
叚
借
し
て
婚
と
爲
す
）

士
娶
妻
之めと

禮
、
以
昏
爲
期
、
因
以
名
焉
、
必
以
昏
者
、
陽
往
而
陰
來
（
士
が
妻
を
娶

る
の
礼
は
、
昏
以
て
期
と
爲
す
、
因
り
て
以
て
名
づ
く
、
必
ず
昏
以
て
す

る
は
、
陽
往
き
て
陰
来
る
な
り

昏：

日
暮
れ

期：

時
）

⑸
涕
泣：

涙
を
流
し
て
泣
く

涕
、
涙
也
（
涕
、
涙
な
り
）
通
し
番
号
3
7
9

て
い
き
ゅ
う

‐

16
朱
注
に
「
斷
死
刑
必
爲
之
涕
泣
（
死
刑
を
断
じ
て
必
ず
之
が
爲
に
涕
泣

す
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

女
は
去
声
で
あ
る
。
こ
れ
を
引
用
し
て
小
国
は
大
国
に
使
わ
れ
、
弱
国
は
強

国
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
言
う
。令
は
命
令
を
出
し
て
人
を
使
う
こ
と
で
あ
る
。

命
を
受
け
る
は
、
人
の
命
令
を
聞
く
。
物
は
人
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
女

は
娘
を
人
に
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
呉
は
蛮
夷
の
国
で
あ
る
。
景
公
は
呉
国

と
婚
姻
を
す
る
こ
と
を
恥
じ
た
が
、
そ
の
力
を
恐
れ
た
。
そ
れ
で
涙
を
流
し

て
娘
を
嫁
が
せ
た
。

通
し
番
号
407

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
68

識
別
番
号
7
・
7
・
3

本

文
1
今
也
小
國
師
大
國
、
2
而
恥
受
命
焉
、
3
是
猶
弟
子
而

恥
受
命
於
先
師
也
、

1
jīn
ye

�xiao ^

guó
shī
dà
guó,

2
ér
chı ^

shòu
m
ìng
yān,

3
shì
yóu

dì
zı ^

ér
chı ^

shòu
m
ìng
yú
xiān

shī
ye

�,

今
や
小
国
は
大
国
を
師
と
す
、
而
し
て
⑴命

を
受
く
る
を
恥
ず
、
是
れ
猶
弟
子

に
し
て
⑵先

師
に
⑶命

を
受
く
る
を
恥
ず
る
が
ご
と
き
な
り
、

⑴
命：

言
い
つ
け
る
こ
と

命
、
告
也
（
命
は
、
告
な
り
）

⑵
先
師：

師

趙
注
は
「
譬
猶
弟
子
不
從
師
也
（
譬
え
ば
猶
弟
子
師
に
従
わ
ざ

る
が
ご
と
き
な
り
）」と
し
て
お
り
、
先
師
を
師
と
し
て
い
る
。
先
に
は「
先

立
つ

導
く
」
の
意
味
が
あ
る
。

先
、
猶
道
也
（
先
は
、
猶
道
の
ご
と

き
な
り
）

道
、
叚
借
爲
導
（
道
は
、
叚
借
し
て
導
と
爲
す
）

⑶
命：

教
え

命
、
猶
敎
也（
命
は
、
猶
教
の
ご
と
き
な
り
）（
通
し
番
号
3
2
3

‐

9
朱
注
）

通
し
番
号
3
2
3‐

2
に
「
夷
子
憮
然
爲
閒
曰
、
命
之
矣
（
夷

ぶ
ぜ
ん

し

お
し

子
憮
然
と
し
て
間
を
爲
し
て
曰
く
、
之
に
命
え
り
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
言
小
國
不
脩
德
以
自
強
、
2
其
般
樂
怠
敖
、
3
皆
若
效
大
國
之
所
爲
者
、

4
而
獨
恥
受
其
敎
命
、
5
不
可
得
也
、

1
yán

xiao ^

guó
bù
xiū
dé
yı ^

zì
qiáng,

2
qí
bān

lè
dài

áo,
3
jiē
ruò

xiào
dà
guó

zhī
suo ^

w
éi
zhe ^,

4
ér
dú
chı ^

shòu
qí
jiaò

m
ìng,5

bù
ke

�dé
ye

�,
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は
ん
ら
く

た
い
ご
う

言
え
ら
く
、
小
国
徳
を
脩
め
て
以
て
自
ら
強
く
せ
ず
、
其
れ⑴

般
楽
⑵

怠
敖
し
、

な
ら

皆
大
国
の
爲
す
所
に⑶

效
う
者
の
若
し
、
而
る
に
独
り
其
⑷教

命
を
受
く
る
こ
と

う

を
恥
ず
る
は
、
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、

は
ん
ら
く

⑴
般
楽：

楽
し
み
に
楽
し
む

般
、
旋
也
、
般
樂
、
樂
而
又
樂
之
意
（
般
は
、

旋
な
り
、
般
楽
は
、
楽
し
み
て
又
楽
し
む
の
意
な
り

旋：

め
ぐ
る
）（
伊

藤
仁
斎
）
通
し
番
号
1
7
4‐

1
に「
今
國
家
閒
暇
、
及
是
時
般
樂
怠
敖
、

は
ん
ら
く
た
い
ご
う

是
自
求
禍
也
（
今
国
家
間
暇
た
り
、
是
時
に
及
び
般
楽
怠
敖
す
れ
ば
、
是

れ
自
ら
禍
を
求
め
る
な
り
）」
と
あ
る
。

た
い
ご
う

⑵
怠
敖：

怠
り
遊
ぶ

敖
、
遊
也
（
敖
、
遊
な
り
）

な
ら

⑶
效
う：

な
ら
う

效
、
象
也
（
效
、
象
な
り
）

⑷
教
命：

言
い
つ
け
る
こ
と

教
、
猶
告
也
（
教
は
、
猶
告
の
ご
と
き
な
り
）

命
、
告
也
（
命
は
、
告
な
り
）

朱
注
訳

次
の
よ
う
に
言
う
。
小
国
が
徳
を
修
め
て
自
ら
を
強
く
し
な
い
。
怠
り
遊
び

楽
し
み
に
楽
し
む
。
こ
れ
は
み
な
大
国
の
し
て
い
る
こ
と
を
真
似
て
い
る
よ

う
だ
。
そ
れ
で
い
て
大
国
の
命
令
を
受
け
る
こ
と
だ
け
は
恥
じ
る
。
し
か
し

そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
大
国
の
命
令
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

通
し
番
号
408

章
内
番
号
4

章
通
し
番
号
68

識
別
番
号
7
・
7
・
4

本

文
1
如
恥
之
、
2
莫
若
師
文
王
、
3
師
文
王
、
4
大
國
五
年
、

5
小
國
七
年
、
6
必
爲
政
於
天
下
矣
、

1
rú
chı ^

zhī,2
m
ò
ruò

shī
w
én
w
áng,3

shī
w
én
w
áng,

4
dà
guó

w
u

�nián,
5
xiao ^

guó
qī
nián,

6
bì
w
éi
zhèng

yú
tiān

xià
yı ^,

し

如
し
之
を
恥
じ
れ
ば
、
文
王
を
師
と
す
る
に⑴若
く
は
莫
し
、
文
王
を
師
と
す

れ
ば
、
大
国
は
五
年
、
小
国
は
七
年
に
し
て
、
必
ず
政
を
天
下
に
爲
す
、

し
⑴
若
く：

し
く

及
ぶ

若
、
如
也
（
若
は
、
如
な
り
）

通
し
番
号
5
7
4

け
ん
ぽ

‐

4
に
「
我
豈
若
處
畎
畝
之
中
、
由
是
以
樂
堯
舜
之
道
哉
（
我
豈
畎
畝
の
中

お
に
処
り
、
是
に
由
り
以
て
堯
舜
の
道
を
楽
し
む
こ
と
に
若
か
ん
や
）」
と
あ

る
。

朱

注
1
此
因
其
愧
恥
之
心
、
2
而
勉
以
脩
德
也
、
3
文
王
之
政
、
4
布
在
方
策
、

5
舉
而
行
之
、
6
所
謂
師
文
王
也
、
7
五
年
七
年
、
8
以
其
所
乘
之
勢
不
同

爲
差
、
9
蓋
天
下
雖
無
道
、
10
然
脩
德
之
至
、
11
則
道
自
我
行
、
12
而
大
國

反
爲
吾
役
矣
、
13
程
子
曰
、
14
五
年
七
年
、
15
聖
人
度
其
時
則
可
矣
、
16
然

凡
此
類
、
17
學
者
皆
當
思
其
作
爲
如
何
、
18
乃
有
益
耳
、

1
cı ^
yīn

qí
kuì

chı ^

zhī
xīn,

2
ér
m
ia ^n
yı ^

xiū
dé
ye

�,
3
w
én
w
áng

zhī
zhèng,

4
bù
zaì
fāng

cè,
5
ju

�ér
xíng

zhī,
6
suo ^

w
èi
shī
w
én
w
áng

ye

�,
7
w
u

�

nián
qī
nián,

8
yı ^

qí
suo ^

chéng
zhī
shì
bù
tóng

w
éi
chà,

9
gaì
tiān

xià
suī
w
ú
daò,

10
rán

xiū
dé
zhī
zhì,

11
zé
daò

zì
w
o ^

xíng,
12
ér
dà
guó

fa ^n
w
éi
w
ú
yì
yı ^,
13
chéng

zı ^

yuē,
14
w
u

�nián
qī
nián,

15
shèng

rén
dù
qí
shí
zé
ke

�yı ^,
16
rán

fán
cı ^

lèi,
17
xué

zhe ^

jiē
dāng

sī
qí
zuò

w
éi
rú

hé,18
na ^i
you ^

yì
e

�r,

き

す
す

此
は
其⑴愧
恥
の
心
に
因
り
て
、⑵

勉
め
る
に
徳
を
脩
め
る
を
以
て
す
る
な
り
、⑶文

つ
ら

王
の
政
は
、⑷

布
ね
て
⑸方

策
に
在
り
、
⑹挙

げ
て
之
を
行
う
は
、
謂
う
所
の
文
王

を
師
と
す
る
な
り
、
五
年
七
年
、
其
乗
る
所
の
勢
同
じ
か
ら
ざ
る
を
以
て
差

と
爲
す
、
蓋
し
天
下
道
無
し
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
徳
を
脩
め
る
の
至
り
は
、

よ

則
ち
道
我
自
り
行
わ
る
、
而
し
て
大
国
反
て
吾
が
⑺役

と
爲
る
、
程
子
曰
く
、

は
か

五
年
七
年
は
、
聖
人
其
時
を
度
れ
ば
則
ち
可
な
り
、
然
れ
ど
も
凡
そ
此
類
、

学
ぶ
者
皆
当
に
其
作
爲
如
何
を
思
う
べ
け
れ
ば
、
乃
ち
益
有
る
の
み
、

き

じ
ょ
く

⑴
愧：

恥

愧
、
猶
辱
也
（
愧
、
猶
辱
の
ご
と
き
な
り
）

辱
、
恥
也
（
辱
、

恥
な
り
）

通
し
番
号
1
9
3‐

1
朱
注
に
「
此
亦
因
人
愧
恥
之
心
、
而
引

き

之
使
志
於
仁
也
（
此
は
亦
人
の
愧
恥
の
心
に
因
り
て
、
之
を
引
き
て
仁
に

こ
こ
ろ
ざ
志
さ
し
め
る
な
り
）」
と
あ
る
。

す
す

⑵
勉
め
る

勧
め
る

勉
、
猶
勸
也
（
勉
、
猶
勧
な
り
）

通
し
番
号
2
4
4か

‐

13
朱
注
に「
責
賈
不
能
勉
其
君
以
遷
善
改
過
、
而
敎
之
以
遂
非
文
過
也（
賈

す
す

う
つ

其
君
に
勉
め
る
に
善
に
遷
り
過
を
改
め
る
こ
と
を
以
て
す
る
こ
と
能
わ
ず
、

す
す

か
ざ

而
し
て
之
に
教
え
る
に
非
を
遂
め
過
を
文
る
を
以
て
す
る
こ
と
を
責
む
る

な
り
）」
と
あ
る
。

つ
ら

⑶
文
王
の
政
は
、
布
ね
て
方
策
に
在
り：

こ
こ
は
『
中
庸
』
を
本
に
し
て
い
る
。

つ
ら

『
中
庸
』
は
「
文
武
之
政
、
布
在
方
策
（
文
武
の
政
は
、
布
ね
て
方
策
に

在
り
）」
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ら

⑷
布
ね
る：

つ
ら
ね
る

言
葉
を
な
ら
べ
る

布
、
列
也
（
布
、
列
な
り
）

⑸
方
策：

文
書

方
は
板
、
策
は
竹
ふ
だ
を
綴
じ
合
わ
し
た
も
の

方
、
板
也

（
方
は
、
板
な
り
）

策
、
篇
簡
也
（
策
は
、
篇
簡
な
り
）

篇
、
謂
書

あ

あ

於
簡
冊
可
編
者
也
（
篇
は
、
簡
冊
に
書
き
て
編
む
べ
き
も
の
を
謂
う

編

む：

綴
じ
連
ね
る
）

⑹
挙
ぐ：

用
い
る

擧
、
猶
用
也
（
挙
、
猶
用
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番
号

も

3
0
0‐

18
朱
注
に
「
如
有
用
我
者
、
舉
而
措
之
耳
（
如
し
我
を
用
い
る
者

お

有
れ
ば
、
挙
げ
て
之
を
措
く
の
み
）」
と
あ
る
。

⑺
役：

使
わ
れ
る
も
の

通
し
番
号
7
0
6‐

49
朱
注
に
「
心
爲
形
役
、
乃
獸

乃
禽
（
心
が
形
の
役
と
爲
れ
ば
、
乃
ち
獣
な
り
乃
ち
禽
な
り
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

こ
れ
は
そ
の
恥
の
心
に
よ
り
て
徳
を
修
め
る
こ
と
を
勧
め
る
。
文
王
の
政
は

文
書
に
の
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
用
い
て
行
う
の
が
文
王
を
師
と
す
る
こ
と
で

あ
る
。
五
年
、
七
年
と
違
う
の
は
、
そ
の
勢
い
が
同
じ
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

天
下
は
無
道
だ
が
、
徳
を
極
限
ま
で
修
め
る
と
、
道
は
我
よ
り
行
わ
れ
て
大

国
が
か
え
っ
て
私
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
程
子
は
言
う
。
五
年
、
七
年

は
、
聖
人
が
そ
の
時
間
を
考
え
る
こ
と
は
可
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
い
う
類

は
学
ぶ
者
は
た
だ
、
何
を
な
す
べ
き
か
を
考
え
れ
ば
益
が
あ
る
。

通
し
番
号
409

章
内
番
号
5

章
通
し
番
号
68

識
別
番
号
7
・
7
・
5

本

文
1
詩
云
、
2
商
之
孫
子
、
3
其
麗
不
億
、
4
上
帝
旣
命
、

5
侯
于
周
服
、
6
侯
服
于
周
、
7
天
命
靡
常
、
8
殷
士
膚

敏
、
9

將
于
京
、
10
孔
子
曰
、
11
仁
不
可
爲
衆
也
、
12

夫
國
君
好
仁
、
13
天
下
無
敵
、

1
shī
yún,2

shāng
zhī
sūn

zı ^,3
qí
lì
bù
yì,
4
shàng

dì
jì
m
ìng,

5
hoú

yú
zhoū

fù,
6
hoú

fù
yú
zhoū,

7
tiān

２１４
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m
ìng
m
ı ^

cháng,8
yīn
shì
fū
m
ı ^n,9

guàn
jiāng

yú
jīng,

10
ko

�ng
zı ^

yuē,
11
rén

bù
ke

�w
éi
zhòng

ye

�,
12
fū
guó

jūn
haò

rén,13
tiān

xià
w
ú
dí,

か
ず

こ
れ

詩
に
云
う
、
商
の
⑴孫

子
、
其⑵

麗
⑶億

の
み
な
ら
ず
、
⑷上

帝
既
に
命
ず
、⑸

侯
周
に

こ
れ

な

ふ

か
ん

服
す
、
侯
周
に
服
す
は
、
天
命
常⑹靡
し
、
⑺殷

士⑻膚
で
⑼敏

な
る
は
、
⑽京

に⑾

し

た
す

そ
れ

て⑿

将
く
、
孔
子
曰
く
、
仁
に
は
衆
を
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
夫
国
君
仁
を

好
め
ば
、
天
下
敵
無
し
、

⑴
孫
子：

子
孫

孫
子
、
子
孫
也
（
孫
子
、
子
孫
な
り
）

通
し
番
号
91‐

7

朱
注
に
「
大
王
、
公
劉
九
世
孫
（
大
王
は
、
公
劉
の
九
世
の
孫
な
り
）」
と

あ
る
。

か
ず

⑵
麗：

数
（
朱
注
）

⑶
億：

十
万
（
朱
注
）

⑷
上
帝：

天
の
神

天
帝

こ
れ

⑸
侯：

発
語
の
辞
（
朱
注
）

な

び

⑹
靡
し：

な
い

打
ち
消
し
の
助
辞

靡
、
一
曰
、
無
也（
靡
は
、
一
に
曰
く
、

の
ち

無
な
り
）

通
し
番
号
5
5
4‐

27
に
「
周
餘
黎
民
、
靡
有
孑
遺
（
周
の
余

れ
い
み
ん

け
つ
い

な

の
黎
民
、
孑
遺
有
る
こ
と
靡
し
）」
と
あ
る
。

⑺
殷：

商
の
こ
と

朱
子
は
商
士
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
湯
王
が
夏
の
桀
を
滅

ば
ん
こ
う

は
く

ぼ
し
て
建
て
た
王
朝
名
は
商
で
あ
る
。
第
19
代
王
で
あ
る
盤
庚
の
時
に
亳

に
遷
都
し
、
王
朝
名
を
殷
に
変
更
し
た
。
紀
元
前
1
1
2
2
年
、
第
30
代

王
の
紂
の
時
に
滅
ん
だ
。
こ
の
王
朝
名
は
商
と
言
っ
た
り
殷
と
言
っ
た
り

す
る
。

ふ
⑻
膚：

大
き
い
（
朱
注
）

中
村
惕
斎
は
才
徳
が
大
き
い
と
し
て
い
る
。
体
格
が

大
き
い
と
取
っ
て
は
意
味
が
通
じ
に
く
い
。

⑼
敏：

達
し
て
い
る
（
朱
注
）

⑽
京：

都
（
朱
注
）

君
子
の
居
城
の
あ
る
土
地

京
と
は
周
の
京
師
を
さ
す

（
中
村
惕
斎
）
京
師
は
都
の
こ
と
で
あ
る

か
ん

う
つ
ち
ょ
う

⑾

：

宗
廟
の
祭
で
鬱
鬯
の
酒
を
地
に
注
ぎ
、
神
を
降
す
（
朱
注
）

た
す

⑿
将
く：

助
け
る
（
朱
注
）

朱

注
1

、
2
音
灌
、
3
夫
、
4
音
扶
、
5
好
、
6
去
聲
、
7
�
詩
、
8
大
雅
文

王
之
篇
、
9
孟
子
引
此
詩
及
孔
子
之
言
、
10
以
言
文
王
之
事
、
11
麗
、
12
數

也
、
13
十
萬
曰
億
、
14
侯
、
15
維
也
、
16
商
士
、
17
商
孫
子
之
臣
也
、
18
膚
、

19
大
也
、
20
敏
、
21
達
也
、
22

、
23
宗
廟
之
祭
、
24
以
鬱
鬯
之
酒
灌
地
而

降
神
也
、
25
將
、
26
助
也
、
27
言
商
之
孫
子
衆
多
、
28
其
數
不
但
十
萬
而
已
、

29
上
帝
旣
命
周
以
天
下
、
30
則
凡
此
商
之
孫
子
、
31
皆
臣
服
于
周
矣
、
32
所

以
然
者
、
33
以
天
命
不
常
、
34
歸
于
有
德
故
也
、
35
是
以
商
士
之
膚
大
而
敏

達
者
、
36
皆
執

獻
之
禮
、
37
助
王
祭
事
于
周
之
京
師
也
、
38
孔
子
因
讀
此

詩
而
言
、
39
有
仁
者
則
雖
有
十
萬
之
衆
、
40
不
能
當
之
、
41
故
國
君
好
仁
、

42
則
必
無
敵
於
天
下
也
、
43
不
可
爲
衆
、
44
猶
所
謂
難
爲
兄
難
爲
弟
云
爾
、

1
guàn,

2
yīn

guàn,
3
fū,
4
yīn

fú,
5
haò,

6
qù
shēng,

7

�shī,8
dà
ya ^

w
én
w
áng

zhī
piān,9

m
èng

zı ^

yı ^n
cı ^

shī
jí
ko

�ng
zı ^

zhī
yán,

10
yı ^

yán
w
én
w
áng

zhī
shì,

11
lì,
12
shù

ye

�,
13
shí
w
àn
yuē

yì,
14
hoú,

15
w
éi
ye

�,
16
shāng

shì,17
shāng

sūn
zı ^

zhī
chén

ye

�,18
fū,19

dà
ye

�,20
m
ı ^n,21

dá
ye

�,22
guàn,23

zōng
m
iaò
zhī
jì,24

yı ^

yù
chàng

zhī
jiu

�

guàn
dì
ér
jiàng

shén
ye

�,
25
jiāng,

26
zhù

ye

�,
27
yán

shāng
zhī
sūn

zı ^

zhòng
duō,

28
qí

shù
bù
dàn

shí
w
àn
ér
yı ^,29

shàng
dì
jì
m
ìng
zhoū

yı ^

tiān
xià,

30
zé
fán
cı ^

shāng
zhī
sūn

zı ^,
31
jiē
chén

fù
yú
zhoū

yı ^,
32
suo ^

yı ^

rán
zhe ^,

33
yı ^

tiān
m
ìng

bù

cháng,34
guī
yú
you ^

dé
gù
ye

�,35
shì
yı ^

shāng
shì
zhī

fū
dà
ér
m
ı ^n
dá
zhe ^,

36
jiē
zhí

guàn
xiàn

zhī
lı ^,

37
zhù

w
áng

jì
shì
yú
zhoū

zhī
jīng

shī
ye

�,
38
ko

�ng
zı ^

yīn
dú
cı ^

shī
ér
yán,

39
you ^

rén
zhe ^

zé
suī
you ^

shí
w
àn
zhī
zhòng,40

bù
néng

dāng
zhī,41

gù
guó

jūn
haò

rén,42
zé
bì
w
ú
dí
yú
tiān

xià
ye

�,43
bù
ke

�w
éi
zhòng,

44
yóu

suo ^

w
èi
nán

w
éi
xiōng

nán
w
éi
dì
yún

e

�r,

、
音
は
灌
、
夫
、
音
は
扶
、
好
、
去
声
、
�
詩
、
大
雅
文
王
の
篇
、
孟
子

此
詩
を
引
き
孔
子
の
言
に
及
び
、
以
て
文
王
の
事
を
言
う
、
麗
は
、
数
な
り
、

十
万
を
億
と
曰
う
、
侯
は
、
⑴維

な
り
、
商
士
は
、
商
の
孫
子
の
臣
な
り
、
膚

か
ん

う
つ
ち
ょ
う

は
、
大
な
り
、
敏
は
、
達
な
り
、

は
、
宗
廟
の
祭
に
、⑵

鬱
鬯
の
酒
以
て
地

そ
そ

に⑶

灌
ぎ
て
神
を
降
す
な
り
、
將
は
、
助
な
り
、
言
え
ら
く
、
商
の
孫
子
衆
多

た
だ

な
り
、
其
数
但
十
万
の
み
な
ら
ず
、
上
帝
既
に
周
に
命
じ
る
に
天
下
以
て
す
、

則
ち
凡
そ
此
商
の
孫
子
、
皆
周
に
臣
服
す
、
以
て
然
る
所
は
、
天
命
常
な
ら

ず
、
有
徳
に
帰
す
る
故
を
以
て
な
り
、
是
を
以
て
商
士
の
膚
大
に
し
て
敏
達

か
ん

と

な
る
者
は
、
皆

献
の
礼
を
執
り
、
王
の
祭
事
を
周
の
⑷京

師
に
助
け
る
な
り
、

孔
子
此
詩
を
読
む
に
因
り
て
言
う
、
仁
有
る
者
な
れ
ば
則
ち
十
万
の
衆
有
る

て
き

と
雖
も
、
之
に⑸

当
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
故
に
国
君
仁
を
好
め
ば
、
則
ち
必
ず

天
下
に
敵
無
き
な
り
、
衆
を
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
は
、
猶
謂
う
所
の
兄
と
爲
り

難
く
弟
と
爲
り
難
し
の
ご
と
し
⑹（

云
爾
）、

⑴
維：

発
語
の
辞

う
つ
ち
ょ
う

う
っ
こ
ん
そ
う

⑵
鬱
鬯：

く
ろ
き
び
を
原
料
に
し
て
つ
く
っ
た
酒
が
鬯
で
あ
る
。
鬱
金
草
と
い
う

に
お
い
の
あ
る
草
を
つ
い
て
煮
た
も
の
が
鬱
で
あ
る
。
鬱
を
鬯
に
加
え
た

の
が
鬱
鬯
で
あ
る
。

醸
黒
黍
爲
酒
曰
鬯
、
築
芳
草
以
煮
曰
鬱
、
以
鬱
合

こ
く
し
ょ

か
も

つ
く

ち
ょ
う

つ

鬯
爲
鬱
鬯
（
黒
黍
を
醸
し
酒
を
爲
る
を
鬯
と
曰
う
、
芳
草
を
築
き
以
て
煮

う
つ

つ
く

る
を
鬱
と
曰
う
、
鬱
以
て
鬯
に
合
わ
せ
鬱
鬯
を
爲
る

築
、
所
以
擣
也（
築

つ

は
、
以
て
擣
く
所
な
り
））

そ
そ

⑶
灌
ぐ：

注
ぐ

注
、
灌
也
（
注
は
、
灌
な
り
）

⑷
京
師：

都

京
、
高
丘
也
、
師
、
衆
也
、
京
師
、
高
山
而
師
居
也
、
董
氏
曰
、

所
謂
京
師
者
、
蓋
起
於
此
、
其
後
、
世
因
以
所
都
爲
京
也
（
京
は
、
高
丘

お
お

と
う

な
り
、
師
は
、
衆
な
り
、
京
師
は
、
高
山
に
し
て
衆
く
居
る
な
り
、
董
氏

曰
く
、
謂
う
所
の
京
師
は
、
蓋
し
此
よ
り
起
こ
り
、
其
後
、
世
因
り
て
都

す
る
所
を
以
て
京
と
爲
す
な
り
）

て
き

⑸
当
す
る：

敵
す
る

当
、
敵
也
（
当
は
敵
な
り
）

⑹
（
云
爾
）：

文
を
収
め
る
辞

通
し
番
号
9
0
0‐

2
に
「
是
猶
或

其
兄

う
で

ね
じ

之
臂
、
子
謂
之
姑
徐
徐
云
爾
（
是
れ
猶
或
る
ひ
と
其
兄
の
臂
を

る
に
、

し
ば
ら

子
之
に
姑
く
徐
徐
に
せ
よ
と
謂
う
が
ご
と
し
（
云
爾
））」
と
あ
る
。

朱
注
訳は

音
は
灌
で
あ
る
。
夫
は
音
は
扶
で
あ
る
。
好
は
去
声
で
あ
る
。
詩
は
大

雅
の
文
王
の
篇
で
あ
る
。
孟
子
は
こ
の
詩
を
引
用
し
て
孔
子
の
言
葉
に
言
及

し
て
、
文
王
の
こ
と
を
言
う
。
麗
は
数
で
あ
る
。
十
万
を
億
と
言
う
。
侯
は

こ
れ維
で
あ
る
。
商
士
は
商
の
子
孫
の
臣
で
あ
る
。
膚
は
大
で
あ
る
。
敏
は
達
で

か
ん

う
つ
ち
ょ
う

あ
る
。

は
宗
廟
の
祭
り
で
鬱
鬯
と
い
う
酒
を
地
に
注
い
で
神
を
降
ろ
す
の

で
あ
る
。
将
は
助
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
言
う
。
商
（
殷
）
の
子
孫
は
多
く

て
そ
の
数
は
十
万
だ
け
で
な
い
。上
帝
は
す
で
に
周
に
天
下
を
命
じ
た
の
で
、

商
（
殷
）
の
子
孫
は
み
な
周
に
臣
と
し
て
服
し
た
。
天
命
は
常
な
く
、
徳
が

あ
る
所
に
帰
す
る
か
ら
で
あ
る
。
商
（
殷
）
の
子
孫
の
才
徳
が
優
れ
敏
達
な

か
ん

者
は
み
な

献
の
礼
を
し
て
、
王
の
祭
事
を
周
の
都
で
助
け
た
。
孔
子
は
こ

の
詩
を
読
ん
で
言
う
。
仁
者
に
は
十
万
の
衆
が
い
て
も
敵
対
す
る
こ
と
が
で
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き
な
い
。
だ
か
ら
国
君
が
仁
を
好
め
ば
必
ず
天
下
に
敵
が
な
い
。
衆
を
爲
す

べ
か
ら
ざ
る
は
、
兄
と
爲
り
難
く
、
弟
と
爲
り
難
い
と
言
う
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

通
し
番
号
410

章
内
番
号
6

章
通
し
番
号
68

識
別
番
号
7
・
7
・
6

本

文
1
今
也
欲
無
敵
於
天
下
、
2
而
不
以
仁
、
3
是
猶
執
熱
而

不
以
濯
也
、
4
詩
云
、
5
誰
能
執
熱
、
6
逝
不
以
濯
、

1
jīn
ye

�yù
w
ú
dí
yú
tiān

xià,
2
ér
bù
yı ^

rén,
3
shì

yóu
zhí
rè
ér
bù
yı ^

zhuó
ye

�,4
shī
yún,5

shéi
néng

zhí
rè,6

shì
bù
yı ^

zhuó,

と

今
や
天
下
に
敵
無
き
を
欲
し
て
、
仁
以
て
せ
ず
、
⑴是

れ
猶
熱
き
を⑵執
る
、
而

あ
ら

る
に
以
て⑶

濯
わ
ざ
る
が
ご
と
き
な
り
、
詩
に
云
う
、
誰
か
能
く
熱
き
を
執
る

こ
こ

あ
ら

に
、⑷

逝
に
以
て
濯
わ
ざ
る
、

と

あ
ら

⑴
是
猶
執
熱
而
不
以
濯
也
（
是
れ
猶
熱
き
を
執
る
、
而
る
に
以
て
濯
わ
ざ
る
が
ご

と
き
な
り
）：

「
熱
い
も
の
を
持
つ
時
に
は
手
を
水
で
洗
う
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
水
で
手
を
洗
っ
て
熱
い
も
の
を
持
て
ば
や
け
ど
し
な
い
。
熱

い
も
の
を
持
っ
た
か
ら
や
け
ど
が
ひ
ど
く
な
ら
な
い
よ
う
に
手
を
水
で
洗

う
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
災
い
が
起
こ
る
前
に
処
置
を
す
る
の
が
賢
人

で
あ
る
。

將
執
熱
物
、
必
先
濯
其
手
、
則
熱
不
能
傷
手
也
（
将
に
熱
い

あ
ら

物
を
執
ら
ん
と
す
れ
ば
、
必
ず
先
其
手
を
濯
う
、
則
ち
熱
が
手
を
傷
つ
け

る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
）（
安
井
息
軒
）

と
⑵
執
る：

と
る

持
つ

執
、
持
也
（
執
は
、
持
な
り
）

通
し
番
号
6
2
8

‐

5
朱
注
に
「
質
者
、
士
執
雉
、
庶
人
執
鶩
、
相
見
以
自
通
者
也
（
質
な
る

き
じ

と

あ
ひ
る

ま
み

も
の
は
、
士
は
雉
を
執
り
、
庶
人
は
鶩
を
執
り
、
相
見
え
以
て
自
ら
を
通

じ
る
も
の
な
り
）」
と
あ
る
。

あ
ら

た
く

⑶
濯
う：

洗
う

洗
、
濯
也
（
洗
、
濯
な
り
）

通
し
番
号
3
1
3‐

20
に
「
江

あ
ら

漢
以
濯
之
（
江
漢
以
て
之
を
濯
う
）」
と
あ
る
。

こ
こ

⑷
逝
に：

語
助
（
朱
注
）

朱

注
1
恥
受
命
於
大
國
、
2
是
欲
無
敵
於
天
下
也
、
3
乃
師
大
國
、
4
而
不
師
文

王
、
5
是
不
以
仁
也
、
6
詩
、
7
大
雅
桑
柔
之
篇
、
8
逝
、
9
語
辭
也
、
10

言
誰
能
執
持
熱
物
、
11
而
不
以
水
自
濯
其
手
乎
、
12
�
此
章
言
不
能
自
強
、

13
則
聽
天
所
命
、
14
脩
德
行
仁
、
15
則
天
命
在
我
、

1
chı ^

shòu
m
ìng
yú
dà
guó,2

shì
yù
w
ú
dí
yú
tiān

xià
ye

�,
3
na ^i
shī
dà
guó,

4
ér
bù
shī
w
én
w
áng,

5
shì
bù

yı ^

rén
ye

�,6
shī,7

dà
ya ^

sāng
róu

zhī
piān,8

shì,9
yu

�

cí
ye

�,10
yán

shéi
néng

zhí
chí
rè
w
ù,11

ér
bù
yı ^

shuı ^

zì
zhuó

qí
shou ^

hū,
12

�

cı ^

zhāng
yán

bù
néng

zì
qiáng,

13
zé
tīng

tiān
suo ^

m
ìng,

14
xiū

dé
xíng

rén,
15
zé
tiān

m
ìng
zaì
w
o ^,

し
か

命
を
大
国
に
受
け
る
を
恥
ず
、
是
れ
天
下
に
敵
無
き
を
欲
す
る
な
り
、⑴

乃
る

に
大
国
を
師
と
し
て
、
文
王
を
師
と
せ
ず
、
是
れ
仁
以
て
せ
ざ
る
な
り
、
詩

は
、
大
雅
桑
柔
の
篇
、
⑵逝

は
、
語
辞
な
り
、
言
え
ら
く
、
誰
か
能
く
熱
き
物

あ
ら

を
執
り
持
つ
、
而
る
に
水
以
て
自
ら
其
手
を
濯
わ
ざ
る
や
、
�
此
章
言
え
ら

く
、
自
ら
強
く
す
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
天
の
命
ず
る
所
を
聴
く
、
徳

を
脩
め
仁
を
行
え
ば
、
則
ち
天
命
我
に
在
り
、

し
か
る

⑴
乃
に：

而
に
同
じ

乃
、
猶
而
也
（
乃
、
猶
而
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番

号
1
4
2‐

9
朱
注
に
「
孟
子
言
告
子
未
爲
知
道
、
乃
能
先
我
不
動
心
、
則

此
亦
未
足
爲
難
也
（
孟
子
言
え
ら
く
、
告
子
未
だ
道
を
知
る
と
爲
さ
ず
、

し
か
る

す

乃
に
能
く
我
に
先
だ
ち
て
心
を
動
か
さ
ず
、
則
ち
此
亦
未
だ
難
と
爲
る
に

足
ら
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る

⑵
逝
は
、
語
辞
な
り：

語
辞
は
語
助
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
。

逝
、
發
語
辭（
逝

は
発
語
の
辞
な
り
）

朱
注
訳

命
令
を
大
国
に
受
け
る
の
を
恥
じ
る
の
は
、
天
下
に
敵
が
な
い
こ
と
を
望
む

の
で
あ
る
。
大
国
を
師
と
し
、
文
王
を
師
と
し
な
い
の
は
不
仁
で
あ
る
。
詩

は
大
雅
の
桑
柔
の
篇
で
あ
る
。
逝
は
語
助
で
あ
る
。
熱
い
物
を
持
つ
の
に
、

水
で
手
を
洗
わ
な
い
者
が
あ
ろ
う
か
と
言
う
。
こ
の
章
は
言
う
。
自
ら
強
く

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
、
天
の
命
ず
る
所
を
聞
く
。
徳
を
修
め
仁
を
行

う
と
天
の
命
は
我
に
あ
る
。

明
治
維
新
の
頃
、
世
界
最
強
の
強
国
、
世
界
最
大
の
大
国
は
イ
ギ
リ
ス

で
あ
っ
た
。
そ
の
富
の
源
泉
は
植
民
地
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

オ
セ
ア
ニ
ア
と
世
界
の
各
地
に
ま
た
が
る
広
大
な
植
民
地
が
そ
の
帝
国
を

支
え
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
は
及
ば
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア

も
強
国
で
あ
っ
た
。
日
本
は
こ
れ
ら
の
列
強
に
な
ら
い
、
国
力
を
高
め
よ

う
と
し
た
。
産
業
を
興
し
軍
備
を
整
え
植
民
地
を
得
よ
う
と
し
た
。
朝
鮮

や
中
国
に
進
出
し
た
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
孟
子
の
言
う
「
小
国
は
大
国
を

師
と
す
る
」
で
あ
る
。
日
清
戦
争
で
遼
東
半
島
を
得
た
。
と
こ
ろ
が
ロ
シ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
三
国
が
口
出
し
し
、
遼
東
半
島
を
清
に
返
さ

せ
た
。
国
民
は
こ
れ
を
屈
辱
と
感
じ
た
。
孟
子
の
言
う
「
小
国
は
大
国
を

師
と
し
て
、
命
を
受
く
る
を
恥
ず
」
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
イ

ギ
リ
ス
の
国
力
は
落
ち
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
植
民
地
が
相
次
い
で
独

立
し
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
は
ま
す
ま
す
国
力
が
落
ち
、
ア
メ
リ
カ
が
最
大

の
大
国
と
な
っ
た
。
そ
の
富
の
源
泉
は
技
術
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
製
品

を
作
り
そ
れ
を
売
り
ま
く
っ
て
莫
大
な
富
を
集
め
た
。
ま
た
そ
の
技
術
で

強
力
な
武
器
を
作
り
そ
れ
で
世
界
を
威
嚇
し
た
。
自
動
車
、
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
化
学
繊
維
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
、
今

ま
で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
製
品
が
次
々
と
出
て
来
た
。
こ
れ
ら
は

ア
メ
リ
カ
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
が
多
い
。
な
ぜ
か
。
ア
メ
リ
カ
は
移
民
の

国
で
あ
り
、
移
民
し
や
す
く
、
ま
た
優
秀
な
人
を
高
給
で
雇
っ
た
。
そ
れ

で
世
界
中
の
優
秀
な
人
が
ア
メ
リ
カ
に
集
ま
っ
た
。
こ
う
い
う
人
た
ち
が

次
々
と
革
新
的
な
製
品
を
作
り
出
し
た
。

日
本
が
明
治
維
新
の
頃
、
当
時
の
大
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド

イ
ツ
、
ロ
シ
ア
に
な
ら
わ
ず
、
文
王
に
な
ら
う
政
治
を
し
て
い
た
ら
ど
う

な
っ
た
だ
ろ
う
か
。
仁
に
務
め
、
軍
備
な
ど
に
は
金
を
使
わ
ず
、
そ
の
金

を
減
税
に
あ
て
、
税
を
収
入
の
十
分
の
一
に
す
る
。
す
る
と
日
本
は
慈
愛

に
あ
ふ
れ
た
国
で
、
犯
罪
も
少
な
く
、
し
か
も
税
金
が
安
い
の
で
実
収
入

が
多
い
と
、
世
界
中
の
優
秀
な
人
が
日
本
に
集
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
す

る
と
日
本
で
次
々
と
技
術
革
新
が
な
さ
れ
、
画
期
的
な
製
品
が
次
々
と
生

み
出
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
売
り
ま
く
る
こ
と
で
莫
大
な
富
が
日
本
に

集
ま
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

２１８
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章
番
号
8

章
通
し
番
号
69

通
し
番
号
411
〜
415

章
内
番
号
1
〜
5

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
不
仁
の
者
と
は
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
危
な
い
も
の

に
安
ん
じ
て
お
り
、
災
い
を
利
と
し
て
い
る
。
不
仁
の
者
と
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
な
ら
、
国
が
滅
亡
し
家
が
没
落
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
子
供
が
歌
う
。

そ
う
ろ
う

そ
う
ろ
う

「
滄
浪
の
水
が
澄
ん
で
い
る
と
、
冠
の
紐
を
洗
う
。
滄
浪
の
水
が
濁
っ
て
い
る

と
足
を
洗
う
。」
孔
子
は
言
う
。「
君
た
ち
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
水
が
澄
ん
で

い
る
と
冠
の
紐
を
洗
い
、
水
が
濁
っ
て
い
る
と
足
を
洗
う
。
自
分
か
ら
す
る
こ

と
だ
。」
人
は
必
ず
ま
ず
自
分
が
人
を
侮
る
。
そ
の
後
に
人
が
こ
ち
ら
を
侮
る
。

家
は
必
ず
ま
ず
自
分
が
こ
わ
す
。
そ
の
後
に
人
が
家
を
こ
わ
す
。
国
は
ま
ず
自

分
が
自
分
の
国
を
攻
撃
す
る
。
そ
の
後
に
人
が
攻
撃
す
る
。
太
甲
に
言
う
。「
天

が
な
す
災
い
は
ま
だ
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
ら
な
す
災
い
は
生
き
の
び
る

こ
と
が
で
き
な
い
。」
こ
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

通
し
番
号
411

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
69

識
別
番
号
7
・
8
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
不
仁
者
、
3
可
與
言
哉
、
4
安
其
危
而
利

其

、
5
樂
其
所
以
亡
者
、
6
不
仁
而
可
與
言
、
7
則
何

亡
國
敗
家
之
有
、

1
m
èng

zı ^

yuē,2
bù
rén

zhe ^,3
ke

�yu

�yán
zāi,4

ān
qí

w
eī
ér
lì
qí
zāi,

5
lè
qí
suo ^

yı ^

w
áng

zhe ^,
6
bù
rén

ér
ke

�yu

�yán,7
zé
hé
w
áng

guó
baì
jiā
zhī
you ^,

と
も

あ
や

わ
ざ
わ

孟
子
曰
く
、
不
仁
者
、
与
に
言
う
べ
き
や
、
其
危
う
き
に
安
ん
じ
て
其⑴

い

と
も

を
利
と
す
、
其
の
以
て
亡
ぶ
所
の
も
の
を
楽
し
む
、
不
仁
に
し
て
与
言
う
べ

け
れ
ば
、
則
ち
⑵何

ぞ
国
を
亡
ぼ
し
家
を
敗
る
こ
と
之
有
ら
ん
、

わ
ざ
わ

⑴

い：

災
い

は
災
と
同
じ
（
朱
注
）

通
し
番
号
3
0
0‐

48
朱
注
に
「
救

し

う
れ

患
（

を
救
い
患
を

う
）」
と
あ
る
。

⑵
何
ぞ
国
を
亡
ぼ
し
家
を
敗
る
こ
と
之
有
ら
ん：

「
何
有
亡
國
敗
家
」
で
「
有
」

の
目
的
語
の
「
亡
國
敗
家
」
を
前
に
出
し
て
強
調
し
た
か
ら
、
之
を
置
い

た
。

朱

注
1

、
2
與
災
同
、
3
樂
、
4
音
洛
、
5
�
安
其
危
利
其

者
、
6
不
知
其

爲
危

、
7
而
反
以
爲
安
利
也
、
8
所
以
亡
者
、
9
謂
荒
淫
暴
虐
、
10
所
以

致
亡
之
道
也
、
11
不
仁
之
人
、
12
私
欲
固
蔽
、
13
失
其
本
心
、
14
故
其
顚
倒

錯
亂
至
於
如
此
、
15
所
以
不
可
告
以
忠
言
、
16
而
卒
至
於
敗
亡
也
、

1
zāi,2

yu

�zāi
tóng,3

lè,4
yīn
luò,5

�ān
qí
w
eī
lì
qí

zāi
zhe ^,

6
bù
zhī
qí
w
éi
w
eī
zāi,

7
ér
fa ^n
yı ^

w
éi
ān
lì

ye

�,
8
suo ^

yı ^

w
áng

zhe ^,
9
w
èi
huāng

yín
bào

nüè,
10
suo ^

yı ^

zhì
w
áng

zhī
daò

ye

�,11
bù
rén

zhī
rén,12

sī
yù
gù
bì,13

shī
qí
be

�n
xīn,14

gù
qí
diān

daò
cuò

luàn
zhì
yú
rú
cı ^,15

suo ^

yı ^

bù
ke

�gaò
yı ^

zhōng
yán,16

ér
zú
zhì
yú
baì
w
áng

ye

�,

し

は
、
災
と
同
じ
、
楽
、
音
は
洛
、
�
其
危
に
安
ん
じ
其

を
利
と
す
る
は
、

し

か
え
っ

其
危

と
爲
る
を
知
ら
ず
し
て
、
反
て
以
て
安
利
と
爲
す
な
り
、
以
て
亡
ぶ

所
は
、
⑴
⑵荒

淫
暴
虐
に
し
て
、
以
て
亡
を
致
す
所
の
道
を
謂
う
な
り
、
不
仁
の

お
お

人
、
私
欲
固
よ
り
蔽
い
、
其
本
心
を
失
う
、
故
に
其
顚
倒
錯
乱
此
如
き
に
至

つ
い

る
、
忠
言
以
て
告
ぐ
べ
か
ら
ず
し
て
、⑶

卒
に
敗
亡
に
至
る
所
以
な
り
、

⑴
荒
淫
暴
虐：

通
し
番
号
1
0
3‐

5
朱
注
に
「
害
仁
者
、
凶
暴
淫
虐
、
滅
絶
天

理
、
故
謂
之
賊
、
害
義
者
、
顚
倒
錯
亂
、
傷
敗
彝
倫
、
故
謂
之
殘
（
仁
を

害
す
る
者
、
凶
暴
淫
虐
、
天
理
を
滅
絶
す
、
故
に
之
を
賊
と
謂
う
、
義
を

て
ん
と
う

い
り
ん

害
す
る
者
、
顚
倒
錯
乱
、
彝
倫
を
傷
敗
す
、
故
に
之
を
残
と
謂
う
）」
と
あ

り
、
凶
暴
淫
虐
で
仁
を
害
す
る
の
が
こ
こ
の
暴
虐
で
、
顚
倒
錯
乱
で
義
を

害
す
る
の
が
、
こ
こ
の
荒
淫
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

⑵
荒
淫：

ま
ど
い
乱
れ
る

荒
に
も
淫
に
も
「
ま
ど
い
乱
れ
る
」の
意
味
が
あ
る
。

荒
、
叚
借
爲
妄
（
荒
、
叚
借
し
て
妄
と
爲
す
）

迷
亂
曰
荒
（
迷
乱
荒
と

曰
う
）

淫
、
亂
也
（
淫
は
、
乱
な
り
）

淫
、
惑
也
（
淫
は
、
惑
な
り
）

つ
い

⑶
卒
に：

つ
い
に

後
に

卒
、
後
也
（
卒
、
後
な
り
）

通
し
番
号
9
6
3

う

つ
い

‐

4
に
「
善
搏
虎
、
卒
爲
善
士
（
善
く
虎
を
搏
つ
、
卒
に
善
士
と
爲
る
）」

と
あ
る
。

朱
注
訳

し

は
、
災
と
同
じ
。
楽
は
音
は
洛
で
あ
る
。
其
危
に
安
ん
じ
其

を
利
と
す

る
は
、
そ
れ
が
危
な
く
災
い
と
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
反
っ
て
安
ら
か
で
利

を
も
た
ら
す
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
亡
ぶ
所
以
は
、
惑
乱
、
暴
虐
を
な

し
て
滅
亡
す
る
道
で
あ
る
。
不
仁
の
人
は
私
欲
が
も
と
よ
り
お
お
い
、
そ
の

本
心
を
失
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
こ
の
よ
う
に
転
倒
錯
乱
し
て
い
る
。
忠
告
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
滅
亡
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

通
し
番
号
412

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
69

識
別
番
号
7
・
8
・
2

本

文
1
有
孺
子
、
2
歌
曰
、
3
滄
浪
之
水
淸
兮
、
4
可
以
濯
我

纓
、
5
滄
浪
之
水
濁
兮
、
6
可
以
濯
我
足
、

1
you ^

rú
zı ^,
2
gē
yuē,

3
cāng

làng
zhī
shuı ^

qīng
xī,

4
ke

�yı ^

zhuó
w
o ^

yīng,
5
cāng

làng
zhī
shuı ^

zhuó
xī,

6
ke

�yı ^

zhuó
w
o ^

zú,

じ
ゅ
し

そ
う
ろ
う

す

え
い

あ
ら

⑴

孺
子
有
り
、
歌
い
て
曰
く
、
滄
浪
の
水
清
め
ば
⑵（

兮
）、
以
て
我⑶

纓
を⑷

濯
う

に
ご

あ
ら

べ
し
、
滄
浪
の
水
濁
ら
ば
、
以
て
我
足
を
濯
う
べ
し
、

じ
ゅ
し

⑴
孺
子：

子
供

趙
注
は
「
孺
子
、
童
子
也
（
孺
子
、
童
子
な
り
）」
と
す
る
。

通
し
番
号
1
8
5‐

2
に
「
今
人
乍
見
孺
子
將
入
於
井
、
皆
有

惕
惻
隱
之

た
ち
ま
ち
じ
ゅ
し

じ
ゅ
つ
て
き
そ
く
い
ん

心
（
今
人
乍
孺
子
の
将
に
井
に
入
ら
ん
と
す
る
を
見
れ
ば
、
皆

惕
惻
隱

の
心
有
り
）」
と
あ
る
。

け
い

と
ど
ま

⑵
兮：

助
辞

一
時
語
勢
を
と
ど
め
る
。

兮
、
語
所
稽
也
（
兮
、
語
の
稽
る
所

な
り
）

え
い

⑶
纓：

冠
の
ひ
も
（
朱
注
）

あ
ら

た
く

⑷
濯
う：

洗
う

洗
、
濯
也
（
洗
、
濯
な
り
）

通
し
番
号
4
1
0‐

5
に
「
誰

こ
こ

あ
ら

能
執
熱
、
逝
不
以
濯
（
誰
か
能
く
熱
き
を
執
る
に
、
逝
に
以
て
濯
わ
ざ
る
」

と
あ
る
。

朱

注
1
浪
、
2
音
郎
、
3
�
滄
浪
、
4
水
名
、
5
纓
、
6
冠
系
也
、

1
làng,2

yīn
láng,3

�cāng
làng,

4
shuı ^

m
íng,

5
yīng,

6
guàn

xì
ye

�,

２２０
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浪
、
音
は
郎
、
�
滄
浪
は
、
⑴水

の
名
、
纓
は
、
冠
の
⑵系

な
り
、

⑴
水：

水
の
流
れ
て
い
る
所
、
水
の
た
ま
っ
て
い
る
所
、
つ
ま
り
、
川
、
池
、
湖
、

海

こ
の
場
合
は
川
の
意
味

⑵
系：

ひ
も

冠
に
つ
な
ぐ
も
の

説
文
解
字
は
「
纓
、
冠
系
也
（
纓
、
冠
系

な
り
）」
と
な
っ
て
お
り
、
段
玉
裁
は
「
冠
系
、
可
以
系
冠
者
也
、
系
者
、つな

係
也
、
以
二
組
係
於
冠
、
巻
結
頤
下
、
是
謂
纓
（
冠
系
は
、
以
て
冠
に
系

つ
な

つ
な

あ
ご

ぐ
べ
き
も
の
な
り
、
系
は
、
係
ぐ
な
り
、
二
組
以
て
冠
に
係
ぎ
、
頤
の
下

に
巻
い
て
結
ぶ
、
是
れ
纓
と
謂
う
）」
と
注
す
。

朱
注
訳

浪
は
音
は
郎
で
あ
る
。
滄
浪
は
河
の
名
前
で
あ
る
。
纓
は
冠
の
紐
で
あ
る
。

通
し
番
号
413

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
69

識
別
番
号
7
・
8
・
3

本

文
1
孔
子
曰
、
2
小
子
聽
之
、
3
淸
斯
濯
纓
、
4
濁
斯
濯
足

矣
、
5
自
取
之
也
、

1
ko

�ng
zı ^

yuē,
2
xiao ^

zı ^

tīng
zhī,

3
qīng

sī
zhuó

yīng,
4
zhuó

sī
zhuó

zú
yı ^,5

zì
qu

�zhī
ye

�,

す

す
な
わ

え
い

あ
ら

す
な
わ

孔
子
曰
く
、
⑴小

子
之
を
聴
け
、
清
め
ば⑵

斯
ち
纓
を
濯
う
、
濁
れ
ば
斯
ち
足
を

濯
う
、
自
ら
之
を
取
る
な
り
、

⑴
小
子：

弟
子

師
が
門
人
を
呼
ぶ
言
葉

趙
注
は
「
小
子
、
孔
子
弟
子
也（
小

子
は
、
孔
子
の
弟
子
な
り
）」
と
す
る
。

す
な
わ

し

⑵
斯
ち：

す
な
わ
ち

こ
こ
に

斯
、
猶
則
也
（
斯
、
猶
則
な
り
）

通
し
番

す
な
わ

号
4
1
6‐

7
に
「
得
其
民
、
斯
得
天
下
矣
（
其
民
を
得
れ
ば
、
斯
ち
天
下

を
得
る
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
言
水
之
淸
濁
、
2
有
以
自
取
之
也
、
3
聖
人
聲
入
心
通
、
4
無
非
至
理
、

5
此
類
可
見
、

1
yán

shuı ^

zhī
qīng

zhuó,
2
you ^

yı ^
zì
qu

�

zhī
ye

�,
3
shèng

rén
shēng

rù
xīn
tōng,4

w
ú
feī
zhì
lı ^,5

cı ^

lèi
ke

�jiàn,

水
の
清
濁
、
以
て
自
ら
之
を
取
る
こ
と
有
る
を
言
う
な
り
、
聖
人
は
声
入
り

て
心
に
通
ず
、
至
理
に
非
ざ
る
無
し
、
此
類
見
る
べ
し
、

朱
注
訳

水
の
淸
濁
に
対
し
、
自
ら
が
取
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
言
う
。
聖
人
は
声
が

入
っ
て
く
る
と
心
に
通
じ
て
至
理
で
な
い
も
の
は
な
い
。
こ
の
類
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

通
し
番
号
414

章
内
番
号
4

章
通
し
番
号
69

識
別
番
号
7
・
8
・
4

本

文
1
夫
人
必
自
侮
、
2
然
後
人
侮
之
、
3
家
必
自
毀
、
4
而

後
人
毀
之
、
5
國
必
自
伐
、
6
而
後
人
伐
之
、

1
fū
rén

bì
zì
w
u

�,
2
rán

hòu
rén

w
u

�

zhī,
3
jiā
bì
zì

huı ^,4
ér
hòu

rén
huı ^

zhī,5
guó

bì
zì
fá,
6
ér
hòu

rén
fá
zhī,

そ
れ

や
ぶ

夫
人
必
ず
自
ら
侮
る
、
然
る
後
人
之
を
侮
る
、
家
必
ず
自
ら⑴

毀
る
、
而
し
て

や
ぶ

う

う

後
人
之
を
毀
る
、
国
必
ず
自
ら
伐
つ
、
而
し
て
後
人
之
を
伐
つ
、

や
ぶ

き

⑴
毀
る：

や
ぶ
る

毀
、
敗
也
（
毀
、
敗
な
り
）

通
し
番
号
3
4
2‐

3
に

や
ぶ

ま
ん

「
毀
瓦
畫

（
瓦
す
る
に
毀
り

す
る
に
画
す
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
夫
、
2
音
扶
、
3
�
所
謂
自
取
之
者
、

1
fū,2

yīn
fú,3

�suo ^

w
èi
zì
qu

�zhī
zhe ^,

夫
、
音
は
扶
、
�
謂
う
所
の
自
ら
之
を
取
る
も
の
な
り
、

朱
注
訳

夫
は
音
は
扶
で
あ
る
。
言
う
所
の
自
ら
こ
れ
を
取
る
で
あ
る
。

通
し
番
号
415

章
内
番
号
5

章
通
し
番
号
69

識
別
番
号
7
・
8
・
5

本

文
1
太
甲
曰
、
2
天
作
孼
、
3
猶
可
違
、
4
自
作
孼
、
5
不

可
活
、
6
此
之
謂
也
、

1
tài
jia ^

yuē,2
tiān

zuò
niè,3

yóu
ke

�w
éi,4

zì
zuò

niè,
5
bù
ke

�huó,6
cı ^

zhī
w
èi
ye

�,

な

わ
ざ
わ
い

な
お

さ

な

わ
ざ
わ
い

い

⑴太
甲
に
曰
く
、
天
の
作
せ
る⑵

孼
は
猶
⑶違

く
べ
し
、
自
ら
作
せ
る
孼
は⑷活
く

い

べ
か
ら
ず
、
此
を
之
謂
う
な
り
、

⑴
太
甲：

書
経
の
商
書
の
篇
名

太
甲
、
商
書
篇
名
（
太
甲
、
商
書
の
篇
名
な

り
）（
通
し
番
号
1
7
6‐

14
朱
注
）

わ
ざ
わ
い

げ
つ

⑵
孼：

災
い

孼
、
禍
也
（
孼
、
禍
な
り
）（
通
し
番
号
1
7
6‐
16
朱
注
）

さ
⑶
違
く：

避
け
る

違
、
避
也
（
違
、
避
な
り
）（
通
し
番
号
1
7
6‐
18
朱
注
）

い
⑷
活
く：

生
き
る

活
、
生
也
（
活
、
生
な
り
）（
通
し
番
号
1
7
6‐

20
朱
注
）

朱

注
1
解
見
前
篇
、
2
�
此
章
言
、
3
心
存
、
4
則
有
以
審
夫
得
失
之
幾
、
5
不

存
、
6
則
無
以
辨
於
存
亡
之
著
、
7
禍
福
之
來
、
8
皆
其
自
取
、

1
jie ^

jiàn
qián

piān,2

�cı ^

zhāng
yán,

3
xīn
cún,

4
zé

you ^

yı ^

she

�n
fū
dé
shī
zhī
jı ^,
5
bù
cún,

6
zé
w
ú
yı ^

biàn
yú
cún

w
áng

zhī
zhù,

7
huò

fú
zhī
laí,
8
jiē
qí
zì

qu

�,

そ
の

き

解
⑴前

篇
に
見
ゆ
、�
此
章
言
え
ら
く
、心
存
す
れ
ば
、則
ち
以
て⑵

夫
得
失
の⑶幾

つ
ま
び

べ
ん

を⑷

審
ら
か
に
す
る
こ
と
有
り
、
存
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
存
亡
の
⑸著

を⑹

弁
ず

る
こ
と
無
し
、
禍
福
の
来
る
、
皆
其
自
ら
取
る
、

⑴
前
篇：

公
孫
丑
章
句
上

通
し
番
号
1
7
6‐

4

そ
の

⑵
夫：

そ
の

夫
、
指
事
之
辭
也
（
夫
、
事
を
指
す
の
辞
な
り
）

通
し
番
号

そ
の

5
0
7‐

21
に
「
夫
尹
公
之
他
端
人
也
（
夫
尹
公
之
他
は
端
人
な
り
）」
と

あ
る
。

き
⑶
幾：

か
す
か

き
ざ
し

幾
者
、
去
无
入
有
、
有
理
而
未
形
、
不
可
以
名
尋
、

む

不
可
以
形
覩
者
也
（
幾
は
、
无
を
去
り
有
に
入
り
、
理
有
り
て
未
だ
形
せ

た
ず

み

ず
、
名
以
て
尋
ね
る
べ
か
ら
ず
、
形
以
て
覩
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り

む无：

無

覩：

見
る
）

通
し
番
号
91‐

61
朱
注
に
「
而
剖
析
於
幾
微
之
際

２２２
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き
（
幾
微
の
際
を
剖
析
す
）」
と
あ
る
。

つ
ま
び

⑷
審
ら
か
に
す
る：

つ
ま
び
ら
か
に
す
る

知
り
尽
す

審
、
悉
也
（
審
、
悉

な
り
）

通
し
番
号
4
8
8‐

9
朱
注
に
「
學
者
於
此
不
可
以
不
審
也
（
学

つ
ま
び

ぶ
者
は
此
に
於
て
以
て
審
ら
か
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
。

⑸
著：

明
ら
か

著
、
明
也
（
著
、
明
な
り
）

べ
ん

⑹
弁
ず：

区
別
す
る

辨
、
別
也
（
辨
、
別
な
り
）

朱
注
訳

解
説
は
前
篇
に
あ
る
。
こ
の
章
は
言
う
。
心
が
存
し
て
い
る
と
、
得
失
の
有

無
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
心
が
存
し
て
い
な
い
と
、
存
亡
が
明

ら
か
な
も
の
で
も
わ
か
ら
な
い
。
禍
福
が
来
る
の
は
み
な
自
分
が
取
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

「
心
が
存
し
て
い
る
と
得
失
の
機
微
を
得
る
、
心
が
存
し
て
い
な
い
と

存
亡
が
明
ら
か
な
も
の
で
も
わ
か
ら
な
い
。」
と
い
う
朱
子
の
言
葉
は
感

銘
深
い
。
欲
や
間
違
っ
た
情
報
で
心
が
乱
さ
れ
る
と
明
ら
か
な
も
の
で
も

わ
か
ら
な
く
な
る
。
国
を
滅
ぼ
す
の
に
武
力
は
い
ら
な
い
。
欲
や
間
違
っ

た
情
報
で
そ
の
心
を
乱
し
、
心
が
存
し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
明
ら
か
に

滅
亡
す
る
道
で
あ
っ
て
も
わ
か
ら
な
く
な
る
。
必
然
の
結
果
と
し
て
滅
亡

す
る
。
こ
れ
は
一
個
人
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

章
番
号
9

章
通
し
番
号
70

通
し
番
号
416
〜
421

章
内
番
号
1
〜
6

本
文
訳

孟
子
が
言
う
。
桀
紂
が
天
下
を
失
っ
た
の
は
、
民
を
失
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

民
を
失
っ
た
の
は
、
民
の
心
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
天
下
を
得
る
に
は
道
が
あ

る
。
民
を
得
れ
ば
天
下
を
得
る
。
民
を
得
る
に
は
道
が
あ
る
。
民
の
心
を
得
れ

ば
民
を
得
る
。
民
の
心
を
得
る
に
は
道
が
あ
る
。
望
む
物
を
与
え
、
望
む
物
が

集
ま
る
よ
う
に
し
、
嫌
が
る
こ
と
は
し
な
い
こ
と
だ
。
民
が
仁
に
帰
す
る
の
は
、

水
が
下
に
流
れ
、
野
獣
が
広
野
を
走
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
深
い
水
に
魚
を

は
や
ぶ
さ

駆
る
の
は
か
わ
う
そ
で
あ
る
。
樹
木
の
茂
っ
た
林
に
す
ず
め
を
駆
る
の
は
隼
で

あ
る
。
湯
王
、
武
王
に
民
を
駆
る
の
は
桀
紂
で
あ
る
。
今
、
天
下
の
君
で
仁
を

好
む
者
が
お
れ
ば
、
諸
侯
は
そ
の
君
の
た
め
に
民
を
駆
る
だ
ろ
う
。
仁
を
好
む

君
な
ら
、
天
下
の
王
に
な
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
も
天
下
の
王
に
な
っ
て
し
ま

う
。
今
の
天
下
の
王
に
な
り
た
い
と
願
う
者
は
、
七
年
も
病
気
を
し
て
い
る
の

も
ぐ
さ

に
、
三
年
も
の
の
艾
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
前
も
っ
て
蓄
え
て
お
か

な
い
か
ら
、
三
年
も
の
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
蓄
え
て
お
か
な
い
と
、
一
生
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
仁
に
志
さ
な
い
と
、
一
生
憂
え
て
辱
め
ら
れ
、
つ
い
に

死
し
滅
ぶ
。
詩
経
に
言
う
。「
ど
う
し
て
よ
か
ろ
う
か
。
と
も
に
溺
れ
て
い
る
。」

こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

通
し
番
号
416

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
70

識
別
番
号
7
・
9
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
桀
紂
之
失
天
下
也
、
3
失
其
民
也
、
4
失

其
民
者
、
5
失
其
心
也
、
6
得
天
下
有
道
、
7
得
其
民
、

8
斯
得
天
下
矣
、
9
得
其
民
有
道
、
10
得
其
心
、
11
斯
得

民
矣
、
12
得
其
心
有
道
、
13
所
欲
與
之
聚
之
、
14
所
惡
勿

施
爾
也
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
jié
zhòu

zhī
shī
tiān

xià
ye

�,
3
shī
qí

m
ín
ye

�,4
shī
qí
m
ín
zhe ^,5

shī
qí
xīn
ye

�,
6
dé
tiān

xià
you ^

daò,
7
dé
qí
m
ín,
8
sī
dé
tiān

xià
yı ^,
9
dé
qí
m
ín

you ^

daò,10
dé
qí
xīn,11

sī
dé
m
ín
yı ^,12

dé
qí
xīn
you ^

daò,13
suo ^

yù
yu

�zhī
jù
zhī,14

suo ^

è
w
ù
shī
e

�r
ye

�,

孟
子
曰
く
、
桀
紂
の
天
下
を
失
な
う
や
、
其
民
を
失
な
う
な
り
、
其
民
を
失すなわ

う
は
、
其
心
を
失
な
う
な
り
、
天
下
を
得
る
に
道
有
り
、
其
民
を
得
れ
ば
、⑴

斯

ち
天
下
を
得
る
、
其
民
を
得
る
に
道
有
り
、
其
心
を
得
れ
ば
、
斯
ち
民
を
得

あ
つ

に
く

る
、
其
心
を
得
る
に
道
有
り
、
欲
す
る
所
は
之
を
与
え
之
を⑵

聚
む
、
悪
む
所

な

の
み

は
施
す
こ
と
勿
き⑶

爾
な
り
、

す
な
わ

し

⑴
斯
ち：

す
な
わ
ち

こ
こ
に

斯
、
猶
則
也
（
斯
、
猶
則
な
り
）

通
し
番
号

15‐

10
に
「
王
無
罪
歳
、
斯
天
下
之
民
至
焉
（
王
歳
を
罪
と
す
る
こ
と
無
け

れ
ば
、
斯
ち
天
下
の
民
至
る
）」
と
あ
る
。

あ
つ

し
ゅ
う

⑵
聚
む：

集
め
る

集
、
聚
也
（
集
、
聚
な
り
）

通
し
番
号
1
3
7‐

10
に

あ
つ

「
民
不
改
聚
矣
（
民
改
め
聚
め
ず
）」
と
あ
る
。

の
み

⑶
爾：

の
み

爾
、
猶
而
已
也
（
爾
、
猶
而
已
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番
号

2
7
2‐

9
朱
注
に
「
堯
舜
則
無
私
欲
之
蔽
、
而
能
充
其
性
爾
（
堯
舜
則
ち

へ
い

み

の
み

私
欲
の
蔽
無
く
て
、
能
く
其
性
を
充
た
す
爾
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
惡
、
2
去
聲
、
3
�
民
之
所
欲
、
4
皆
爲
致
之
、
5
如
聚
斂
然
、
6
民
之

所
惡
、
7
則
勿
施
於
民
、
8

錯
所
謂
人
情
莫
不
欲
壽
、
9
三
王
生
之
而
不

傷
、
10
人
情
莫
不
欲
富
、
11
三
王
厚
之
而
不
困
、
12
人
情
莫
不
欲
安
、
13
三

王
扶
之
而
不
危
、
14
人
情
莫
不
欲
逸
、
15
三
王
節
其
力
而
不
盡
、
16
此
類
之

謂
也
、

1
è,2

qù
shēng,3

�m
ín
zhī
suo ^

yù,4
jiē
w
èi
zhì
zhī,

5
rú
jù
lia ^n

rán,
6
m
ín
zhī
suo ^

è,
7
zé
w
ù
shī
yú
m
ín,

8
cháo

cuò
suo ^

w
èi
rén

qíng
m
ò
bù
yù
shòu,

9
sān

w
áng

shēng
zhī
ér
bù
shāng,10

rén
qíng

m
ò
bù
yù
fù,

11
sān

w
áng

hòu
zhī
ér
bù
kùn,12

rén
qíng

m
ò
bù
yù

ān,
13
sān

w
áng

fú
zhī
ér
bù
w
eī,
14
rén

qíng
m
ò
bù

yù
yì,15

sān
w
áng

jié
qí
lì
ér
bù
jìn,
16
cı ^

lèi
zhī
w
èi

ye

�,

し
ゅ
う
れ
ん

悪
、
去
声
、
�
民
の
欲
す
る
所
は
、
爲
に
皆
之
を
致
す
こ
と
が
、⑴

聚
斂
す
る

な
り

な

ち
ょ
う

そ

が
如
き⑵

然
、
民
の
悪
む
所
は
、
則
ち
民
に
施
す
こ
と
勿
し
、⑶

錯
謂
う
所
は
、

な

人
情
⑷寿

を
欲
さ
ざ
る
莫
し
、
⑸三

王
之
を
生
か
し
て
傷
け
ず
、
人
情
富
を
欲
さ

と
ぼ

ざ
る
莫
し
、
三
王
之
を
⑹厚

く
し
て⑺

困
し
く
せ
ず
、
人
情
安
を
欲
せ
ざ
る
莫
し
、

た
す

い
つ

三
王
之
を
扶
け
て
危
う
く
せ
ず
、人
情⑻

逸
を
欲
せ
ざ
る
莫
し
、三
王
其
力
を
⑼節

い
い

し
尽
さ
ず
、
此
類
の
謂
な
り
、

２２４
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し
ゅ
う
れ
ん

⑴
聚
斂：

集
め
る

聚
に
も
斂
に
も
「
集
め
る
」
の
意
味
が
あ
る
。

斂
、
聚

也
（
斂
、
聚
な
り
）

⑵
然：

な
り

然
、
猶
也
也

決
定
之
詞
（
然
、
猶
也
の
ご
と
き
な
り

決
定

は
な
は

の
詞
な
り
）

通
し
番
号
2
3
4‐

10
に
「
木
若
以
美
然
（
木
以
だ
美
な
る

な
り

が
若
き
然
」
と
あ
る
。

ち
ょ
う

そ

⑶

錯：

前
漢
の
人

法
家
を
学
び
、
御
史
大
夫
（
副
丞
相
）
と
な
っ
た
が
、
呉

楚
七
国
の
乱
が
起
き
処
刑
さ
れ
た
。

い
の
ち

⑷
寿：

命

⑸
三
王：

禹
、
湯
、
文
武
の
こ
と

文
王
、
武
王
を
合
わ
せ
て
一
つ
と
数
え
て
い

る
。

三
王
、
禹
也
、
湯
也
、
文
武
也
（
三
王
は
、
禹
な
り
、
湯
な
り
、

文
武
な
り
）（
通
し
番
号
4
9
9‐

1
朱
注
）
通
し
番
号
4
9
9‐

1
に「
周

公
思
兼
三
王
、
以
施
四
事
（
周
公
は
三
王
を
兼
ね
て
、
以
て
四
事
を
施
す

こ
と
を
思
う
）」
と
あ
る
。

⑹
厚
く
す：

多
く
す
る

増
や
す

厚
、
猶
多
也
（
厚
、
猶
多
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番
号
2
9
7‐

14
朱
注
に
「
又
有
餘
夫
之
田
、
以
厚
野
人
也
（
又
余
夫

の
田
有
り
、
以
て
野
人
を
厚
く
す
る
な
り
）」
と
あ
る
。

と
ぼ

⑺
困
し：

と
ぼ
し
い

貧
し
い

困
、
乏
也
（
困
、
乏
な
り
）

い
つ

ら
く

⑻
逸：

楽

逸
、
樂
也
（
逸
、
楽
な
り
）

通
し
番
号
3
0
8‐

5
に
「
飽
食
、

だ
ん
い

い
っ
き
ょ

煖
衣
、
逸
居
而
無
敎
、
則
近
於
禽
獸
（
飽
食
、
煖
衣
、
逸
居
し
て
教
え
る

こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
禽
獣
に
近
し
）」
と
あ
る
。

⑼
節
す：

制
限
す
る

節
、
謂
限
禁
也
（
節
は
限
禁
を
謂
う
な
り
）

通
し
番

号
9
1
8‐

3
朱
注
に
「
愛
、
謂
取
之
有
時
、
用
之
有
節
（
愛
は
、
之
を
取

る
に
時
有
り
、
之
を
用
い
る
に
節
有
る
を
謂
う
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

悪
は
去
声
で
あ
る
。
民
が
願
う
も
の
は
、
み
な
集
ま
る
よ
う
に
す
る
。
民
が

ち
ょ
う

そ

嫌
う
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

錯
は
言
う
。
命
が
ほ
し
く
な
い
者
は

い
な
い
。
三
王
は
人
を
生
か
し
て
傷
つ
け
な
い
。
富
が
ほ
し
く
な
い
者
は
い

な
い
。
三
王
は
民
の
所
有
物
を
増
や
し
、
物
が
乏
し
く
な
い
よ
う
に
す
る
。

人
は
安
を
願
わ
な
い
者
は
い
な
い
。
三
王
は
人
を
助
け
て
危
う
く
し
な
い
。

人
は
楽
を
願
わ
な
い
者
は
い
な
い
。
三
王
は
民
の
力
を
使
う
の
を
制
限
し
使

い
尽
さ
な
い
。
こ
の
類
を
言
っ
て
い
る
。

通
し
番
号
417

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
70

識
別
番
号
7
・
9
・
2

本

文
1
民
之
歸
仁
也
、
2
猶
水
之
就
下
、
3
獸
之
走
壙
也
、

1
m
ín
zhī
guī
rén

ye

�,2
yóu

shuı ^

zhī
jiù
xià,3

shòu
zhī

zou ^

kuàng
ye

�,

つ

こ
う

民
の
仁
に
帰
す
る
や
、
猶
水
の
下
に
就
き
、
獣
の⑴

壙
を
走
る
が
ご
と
き
な
り
、

こ
う

⑴
壙：

広
野
（
朱
注
）

朱

注
1
走
、
2
音
奏
、
3
�
壙
、
4
廣
野
也
、
5
言
民
之
所
以
歸
乎
此
、
6
以
其

所
欲
之
在
乎
此
也
、

1
zou ^,2

yīn
zoù,3

�kuàng,4
gua ^ng

ye

�ye

�,5
yán

m
ín

zhī
suo ^

yı ^

guī
hū
cı ^,6

yı ^

qí
suo ^

yù
zhī
zaì
hū
cı ^

ye

�,

走
、
音
は
奏
、
�
壙
、
広
野
な
り
、
言
え
ら
く
、
民
の
此
に
帰
す
所
以
は
、

其
欲
す
る
所
の
此
に
在
る
を
以
て
な
り
、

朱
注
訳

走
は
音
は
奏
で
あ
る
。
壙
は
広
野
で
あ
る
。
民
が
こ
こ
に
帰
す
る
の
は
、
民

が
ほ
し
が
る
も
の
が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

通
し
番
号
418

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
70

識
別
番
号
7
・
9
・
3

本

文
1
故
爲
淵

魚
者
、
2
獺
也
、
3
爲
叢

爵
者
、
4

也
、

5
爲
湯
武

民
者
、
6
桀
與
紂
也
、

1
gù
w
èi
yuān

qū
yú
zhe ^,

2
ta ^

ye

�,
3
w
èi
cóng

qū
jué

zhe ^,
4
zhān

ye

�,
5
w
èi
tāng

w
u

�

qū
m
ín
zhe ^,

6
jié
yu

�

zhòu
ye

�,

か

か
わ
う
そ

す
ず
め

故
に
⑴淵

の
爲
に
魚
を⑵

る
も
の
は
、⑶

獺
な
り
、
⑷叢

の
爲
に⑸

爵
を

る
も
の

は
や
ぶ
さ

か

は
、⑹

な
り
、
湯
武
の
爲
に
民
を

る
も
の
は
、
桀
と
紂
な
り
、

⑴
淵：

深
い
水
（
朱
注
）

か
⑵

る：

駆
る

と
駆
は
同
じ
（
朱
注
）

か
わ
う
そ

⑶
獺：

か
わ
う
そ

食
肉
目
イ
タ
チ
科
カ
ワ
ウ
ソ
亜
科
の
動
物
。肉
食
性
で
あ
り
、

ザ
リ
ガ
ニ
、
カ
エ
ル
、
魚
な
ど
を
捕
ま
え
て
食
べ
る
。

⑷
叢：

樹
木
の
茂
っ
た
林
（
朱
注
）

す
ず
め

⑸
爵：

す
す
め

爵
と
雀
は
同
じ
（
朱
注
）

は
や
ぶ
さ

⑹

：

は
や
ぶ
さ

朱

注
1
爲
、
2
去
聲
、
3

、
4
與
驅
同
、
5
獺
、
6
音
闥
、
7
爵
、
8
與
雀
同
、

9

、
10
諸
延
反
、
11
�
淵
、
12
深
水
也
、
13
獺
、
14
食
魚
者
也
、
15
叢
、

16
茂
林
也
、
17

、
18
食
雀
者
也
、
19
言
民
之
所
以
去
此
、
20
以
其
所
欲
在

彼
而
所
畏
在
此
也
、

1
w
èi,
2
qù
shēng,

3
qū,
4
yu

�dàn
tóng,

5
ta ^,
6
yīn
tà,

7
jué,

8
yu

�

qiāo
tóng,

9
zhān,

10
zhū

yán
fa ^n,

11

�yuān,
12
shēn

shuı ^

ye

�,
13
ta ^,
14
shí
yú
zhe ^

ye

�,
15
cóng,

16
m
aò
lín
ye

�,
17
zhān,

18
shí
qiāo

zhe ^

ye

�,
19

yán
m
ín
zhī
suo ^

yı ^

qù
cı ^,
20
yı ^

qí
suo ^

yù
zaì
bı ^

ér
suo ^

w
èi
zaì
cı ^

ye

�,

爲
、
去
声
、

、
駆
と
同
じ
、
獺
、
音
は
闥
、
爵
、
雀
と
同
じ
、

、
諸
延

反
、
�
淵
、
深
水
な
り
、
獺
、
魚
を
食
べ
る
も
の
な
り
、
叢
、
⑴茂

林
な
り
、

、
雀
を
食
う
も
の
な
り
、
言
え
ら
く
、
民
の
此
を
去
る
所
以
は
、
其
欲
す

る
所
は
彼
に
在
り
て
畏
れ
る
所
は
此
に
在
る
を
以
て
な
り
、

⑴
茂
林：

樹
木
の
茂
っ
た
林

朱
注
訳

爲
は
去
声
で
あ
る
。

は
駆
と
同
じ
。
獺
は
音
は
闥
で
あ
る
。
爵
は
雀
と
同

じ
。

は
諸
延
反
で
あ
る
。
淵
は
深
い
水
で
あ
る
。
獺
は
魚
を
食
べ
る
も
の

で
あ
る
。
叢
は
樹
木
の
茂
っ
た
林
で
あ
る
。

は
雀
を
食
う
も
の
で
あ
る
。

次
の
よ
う
に
言
う
。
民
が
こ
こ
を
去
る
の
は
、
望
む
も
の
が
む
こ
う
に
あ
り
、

恐
れ
る
も
の
が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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通
し
番
号
419

章
内
番
号
4

章
通
し
番
号
70

識
別
番
号
7
・
9
・
4

本

文
1
今
天
下
之
君
、
2
有
好
仁
者
、
3
則
諸
侯
皆
爲
之

矣
、

4
雖
欲
無
王
、
5
不
可
得
已
、

1
jīn
tiān

xià
zhī
jūn,2

you ^

haò
rén

zhe ^,
3
zé
zhū

hoú
jiē
w
èi
zhī
qū
yı ^,4

suī
yù
w
ú
w
àng,5

bù
ke

�dé
yı ^,

か

今
天
下
の
君
、
仁
を
好
む
者
有
れ
ば
、
則
ち
諸
侯
皆
之
が
爲
に

る
、
王
た

る
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
得
べ
か
ら
ざ
る
の
み
、

朱

注
1
好
、
2
爲
、
3
王
、
4
並
去
聲
、

1
haò,2

w
èi,3

w
àng,4

bīng
qù
shēng,

み
な

好
、
爲
、
王
、⑴

並
去
声
、

み
な

⑴
並：

み
な

並
、
皆
也
（
並
、
皆
な
り
）

通
し
番
号
2
0
8‐

1
朱
注
に

み
な

「
章
内
朝
、
並
音
潮
（
章
内
の
朝
、
並
音
は
潮
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

好
、
爲
、
王
は
み
な
去
声
で
あ
る
。

通
し
番
号
420

章
内
番
号
5

章
通
し
番
号
70

識
別
番
号
7
・
9
・
5

本

文
1
今
之
欲
王
者
、
2
猶
七
年
之
病
求
三
年
之
艾
也
、
3
苟

爲
不
畜
、
4
終
身
不
得
、
5
苟
不
志
於
仁
、
6
終
身
憂
辱
、

7
以
陷
於
死
亡
、

1
jīn
zhī
yù
w
àng

zhe ^,
2
yóu

qī
nián

zhī
bìng

qiú
sān

nián
zhī
ài
ye

�,
3
gou ^

w
éi
bù
chù,

4
zhōng

shēn
bù
dé,

5
gou ^

bù
zhì
yú
rén,

6
zhōng

shēn
yoū

ru

�,
7
yı ^

xiàn
yú
sı ^

w
áng,

も
ぐ
さ

今
の
王
た
る
を
欲
す
る
者
は
、
⑴猶

七
年
の
病
に
三
年
の
艾
を
求
め
る
が
ご
と

も
し

も

き
な
り
、⑵

苟
畜
え
ざ
る
を
爲
せ
ば
、
終
身
得
ず
、
苟
し
仁
に
志
さ
ざ
れ
ば
、

終
身
憂
辱
し
、
以
て
死
亡
に
陥
る
、

も
ぐ
さ

⑴
猶
七
年
の
病
に
三
年
の
艾
を
求
め
る
が
ご
と
き
な
り：

七
年
間
病
気
を
し
て
い

る
の
に
、
三
年
も
の
の
艾
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
前
も
っ
て
蓄

え
て
お
か
な
い
か
ら
三
年
も
の
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

言
七
年
之
病
、

其
根
已
深
、
而
三
年
之
艾
、
乾
之
未
久
者
、
不
足
以
愈
之
、
今
之
諸
侯
、

以
若
所
爲
、
求
若
所
欲
、
亦
猶
以
三
年
之
艾
、

七
年
病
、
豈
可
得
乎
、

然
以
陳
久
之
艾
、
前
已
不
蓄
、
而
今
亦
不
爲
蓄
、
則
終
艾
不
可
得
、
而
病

亦
不
可
愈
焉
（
言
え
ら
く
、
七
年
の
病
は
、
其
根
已
に
深
し
、
而
し
て
三

い
や

年
の
艾
は
、
乾
の
未
だ
久
し
か
ら
ざ
る
も
の
に
し
て
、
以
て
之
を
愈
す
に

か
く
の
ご
と

か
く
の
ご
と

足
ら
ず
、
今
の
諸
侯
が
、
若
く
爲
す
所
を
以
て
、
若
く
欲
す
る
所
を
求
め

る
は
、
亦
猶
三
年
の
艾
以
て
、
七
年
の
病
を

す
る
が
ご
と
し
、
豈
得
べ

き
か
、
然
れ
ど
も
陳
久
の
艾
、
前
に
已
に
蓄
え
ざ
る
を
以
て
し
て
、
今
亦いえ

蓄
え
る
を
爲
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
終
に
艾
を
得
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
病
亦
愈

る
べ
か
ら
ず

陳
久：

古
く
久
し
い
）（
伊
藤
仁
斎
）

も
し

⑵
苟：

も
し

苟
、
猶
若
也
（
苟
、
猶
若
の
ご
と
き
な
り
）
通
し
番
号
1
8
9

も
し

み

‐

5
に
「
苟
能
充
之
、
足
以
保
四
海
（
苟
能
く
之
を
充
た
せ
ば
、
以
て
四
海

を
保
つ
に
足
る
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
王
、
2
去
聲
、
3
�
艾
、
4
草
名
、
5
所
以

者
、
6
乾
久
益
善
、
7
夫

病
已
深
、
8
而
欲
求
乾
久
之
艾
、
9
固
難
卒
辦
、
10
然
自
今
畜
之
、
11
則
猶

或
可
及
、
12
不
然
、
13
則
病
日
益
深
、
14
死
日
益
迫
、
15
而
艾
終
不
可
得
矣
、

1
w
àng,

2
qù
shēng,

3

�ài,
4
cao ^

m
íng,

5
suo ^

yı ^

jiu

�

zhe ^,
6
qián

jiu

�yì
shàn,

7
fū
bìng

yı ^

shēn,
8
ér
yù
qiú

qián
jiu

�zhī
ài,
9
gù
nán

zú
bàn,

10
rán

zì
jīn
chù

zhī,
11
zé
yóu

huò
ke

�jí,
12
bù
rán,

13
zé
bìng

rì
yì
shēn,

14
sı ^

rì
yì
pò,15

ér
ài
zhōng

bù
ke

�dé
yı ^,

王
、
去
声
、
�
艾
、
草
の
名
、
以
て

す
る
所
の
も
の
な
り
、
乾
く
こ
と
久

ま
す
ま
す

よ

そ
の

も
ぐ
さ

し
け
れ
ば
益
善
し
、
夫
病
已
に
深
し
、
而
し
て
乾
く
こ
と
久
し
き
の
艾
を

に
わ
か

と
と
の

よ

た
く
わ

求
め
ん
と
欲
す
、
固
よ
り⑴

卒
に⑵

辦
え
難
し
、
然
れ
ど
も
今
自
り
之
を
畜
え
ば
、

あ

ま
す
ま
す

則
ち
猶
及
ぶ
べ
き
こ
と⑶或
り
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
病
は
日
に
益
深
く
、

ま
す
ま
す

つ
い

死
は
日
に
益
迫
る
、
而
る
に
艾⑷

終
に
得
べ
か
ら
ず
、

に
わ
か

⑴
卒
に：

に
わ
か
に

卒
、
急
也
（
卒
、
急
な
り
）

と
と
の

べ
ん

⑵
辦
う：

と
と
の
え
る

そ
な
え
る

辦
、
具
也
（
辦
、
具
な
り
）

あ
⑶
或
り：

有
り

或
、
叚
借
爲
有
（
或
、
叚
借
し
て
有
と
爲
す
）

通
し
番
号

そ
れ

あ

2
3
3‐

8
に
「
夫
旣
或
治
之
（
夫
既
に
之
を
治
め
る
こ
と
或
り
）」
と
あ

る
。

つ
い

き
ょ
う

⑷
終
に：

つ
い
に

終
、
竟
也
（
終
、
竟
な
り
）

通
し
番
号
8
7
4‐

15
朱

つ
い

注
に
「
終
未
至
於
天
道
（
終
に
未
だ
天
道
に
至
ら
ず
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

も
ぐ
さ

王
は
去
声
で
あ
る
。
艾
は
草
の
名
で
あ
る
。

に
使
う
。
乾
か
す
の
が
長
い

ほ
ど
質
が
よ
く
な
る
。
病
気
が
す
で
に
重
く
な
っ
て
か
ら
、
久
し
く
乾
か
し

た
艾
を
求
め
て
も
に
わ
か
に
は
手
に
入
れ
難
い
。
し
か
し
今
よ
り
蓄
え
て
お

く
と
間
に
合
う
。
そ
う
し
な
い
と
病
気
は
日
々
重
く
な
り
、
死
は
ま
す
ま
す

迫
る
の
に
、
艾
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

通
し
番
号
421

章
内
番
号
6

章
通
し
番
号
70

識
別
番
号
7
・
9
・
6

本

文
1
詩
云
、
2
其
何
能
淑
、
3
載
胥
及
溺
、
4
此
之
謂
也
、

1
shī
yún,

2
qí
hé
néng

shū,
3
zaì
xū
jí
niào,

4
cı ^

zhī
w
èi
ye

�,

よ

す
な
わ

あ
い

と
も

詩
に
云
う
、
其
何
ぞ
能
く⑴淑
か
ら
ん
、⑵

載
ち⑶

胥
⑷

及
に
溺
る
、
此
を
之
謂
う

な
り
、

よ
⑴
淑
し：

よ
い
（
朱
注
）

通
し
番
号
1
0
1
3‐

36
朱
注
に
「
無
善
治
、
士
猶

得
以
明
夫
善
治
之
道
、
以
淑
諸
人
、
以
傳
諸
後
（
善
治
無
け
れ
ば
、
士
猶

そ
の

よ

以
て
夫
善
治
の
道
を
明
か
に
し
、
以
て
諸
を
人
に
淑
く
し
、
以
て
諸
を
後

に
伝
え
る
こ
と
を
得
る
）」と
あ
る
。
な
お
現
代
日
本
語
で
淑
女
と
言
う
が
、

こ
の
淑
は
「
よ
い
」
の
意
味
で
あ
る
。

す
な
わ

⑵
載
ち：

則
ち
（
朱
注
）

あ
い

あ
い

こ
こ

⑶
胥：

相
（
朱
注
）

通
し
番
号
91‐

12
に
「
爰
及
姜
女
、
聿
來
胥
宇
（
爰
に
姜

２２８
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と

つ
い
に

あ
い
お

女
及
、
聿
来
た
り
て
胥
宇
る
）」
と
あ
る
。

と
も

と

⑷
及
に：

及
、
與
也
（
及
、
与
な
り
）

通
し
番
号
91‐

12
で
は
及
と
読
ん
で
い

こ
こ

と

つ
い

る
。

通
し
番
号
91‐

12
に
「
爰
及
姜
女
、
聿
來
胥
宇
（
爰
に
姜
女
及
、
聿

あ
い
お

に
来
り
胥
宇
る
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
詩
、
2
大
雅
桑
柔
之
篇
、
3
淑
、
4
善
也
、
5
載
、
6
則
也
、
7
胥
、
8

相
也
、
9
言
今
之
所
爲
、
10
其
何
能
善
、
11
則
相
引
以
陷
於
亂
亡
而
已
、

1
shī,

2
dà
ya ^

sāng
róu

zhī
piān,

3
shū,

4
shàn

ye

�,
5
zaì,
6
zé
ye

�,
7
xū,
8
xiàng

ye

�,
9
yán

jīn
zhī
suo ^

w
éi,

10
qí
hé
néng

shàn,
11
zé
xiàng

yı ^n
yı ^

xiàn
yú
luàn

w
áng

ér
yı ^,

詩
、
大
雅
桑
柔
の
篇
、
淑
、
善
な
り
、
載
、
則
な
り
、
胥
、
相
な
り
、
言
え

ら
く
、
今
の
爲
す
所
、
其
何
ぞ
能
く
善
か
ら
ん
、
則
ち
相
引
き
以
て
乱
亡
に

陥
る
の
み
、

朱
注
訳

詩
は
大
雅
の
桑
柔
の
篇
で
あ
る
。
淑
は
善
で
あ
る
。
載
は
則
で
あ
る
。
胥
は

相
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
言
う
。
今
な
し
て
い
る
こ
と
は
、
ど
う
し
て
よ
い

こ
と
か
。
手
を
取
り
合
っ
て
乱
と
滅
亡
に
落
ち
込
む
だ
け
だ
。

章
番
号
10

章
通
し
番
号
71

通
し
番
号
422
〜
424

章
内
番
号
1
〜
3

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
自
暴
の
者
は
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
棄
の
者
は
と

も
に
爲
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
礼
と
義
を
謗
る
こ
と
を
言
う
の
を
自
暴
と
言

う
。
自
分
は
仁
に
お
る
こ
と
が
で
き
ず
、
義
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る

の
を
自
棄
と
言
う
。
仁
は
人
の
安
全
な
家
で
あ
る
。
義
は
人
の
正
道
で
あ
る
。

安
全
な
家
に
い
な
い
。
正
道
を
捨
て
て
正
道
を
行
か
な
い
。
悲
し
む
べ
き
こ
と

で
あ
る
。

通
し
番
号
422

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
71

識
別
番
号
7
・
10
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
自
暴
者
、
3
不
可
與
有
言
也
、
4
自
棄
者
、

5
不
可
與
有
爲
也
、
6
言
非
禮
義
、
7
謂
之
自
暴
也
、
8

吾
身
不
能
居
仁
由
義
、
9
謂
之
自
棄
也
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
zì
bào

zhe ^,
3
bù
ke

�yu

�you ^

yán
ye

�,
4
zì
qì
zhe ^,

5
bù
ke

�

yu

�

you ^

w
éi
ye

�,
6
yán

feī
lı ^

yì,
7
w
èi
zhī
zì
bào

ye

�,
8
w
ú
shēn

bù
néng

jū
rén

yóu
yì,

9
w
èi
zhī
zì
qì
ye

�,

そ
こ
な

と
も

孟
子
曰
く
、
自
ら⑴

暴
う
者
、
与
に
言
う
こ
と
有
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
自
ら

と
も

そ
し

棄
て
る
者
、
与
に
爲
す
こ
と
有
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
言
は
礼
義
を⑵

非
る
、

そ
こ
な

之
を
自
ら
暴
う
と
謂
う
な
り
、吾
が
身
は
仁
に
居
り
義
に
由
る
こ
と
能
わ
ず
、

之
を
自
ら
棄
て
る
と
謂
う
な
り
、

そ
こ
な

⑴
暴
う：

そ
こ
な
う

暴
、
虐
也
（
暴
、
虐
な
り
）

通
し
番
号
6
6
9‐

4
に

そ
こ
な

「
凶
歳
、
子
弟
多
暴
（
凶
歳
は
、
子
弟
暴
う
こ
と
多
し
）」
と
あ
る
。

そ
し

⑵
非
る：

そ
し
る

非
者
、
譏
也
（
非
は
、
譏
な
り
）

通
し
番
号
78‐

1
に

そ
し

「
不
得
而
非
其
上
者
、
非
也
（
得
ず
し
て
其
上
を
非
る
者
は
、
非
な
り
）」

と
あ
る
。

朱

注
1
暴
、
2
猶
害
也
、
3
非
、
4
猶
毀
也
、
5
自
害
其
身
者
、
6
不
知
禮
義
之

爲
美
而
非
毀
之
、
7
雖
與
之
言
、
8
必
不
見
信
也
、
9
自
棄
其
身
者
、
10
猶

知
仁
義
之
爲
美
、
11
但
溺
於
怠
惰
、
12
自
謂
必
不
能
行
、
13
與
之
有
爲
、
14

必
不
能
勉
也
、
15
程
子
曰
、
16
人
苟
以
善
自
治
、
17
則
無
不
可
移
者
、
18
雖

昏
愚
之
至
、
19
皆
可
漸
磨
而
進
也
、
20
惟
自
暴
者
拒
之
以
不
信
、
21
自
棄
者

絶
之
以
不
爲
、
22
雖
聖
人
與
居
、
23
不
能
化
而
入
也
、
24
此
所
謂
下
愚
之
不

移
也
、

1
bào,

2
yóu

hài
ye

�,
3
feī,
4
yóu

huı ^

ye

�,
5
zì
hài
qí

shēn
zhe ^,

6
bù
zhī

lı ^

yì
zhī

w
éi
m
e

�i
ér
feī
huı ^

zhī,
7
suī
yu

�zhī
yán,

8
bì
bù
jiàn

xìn
ye

�,
9
zì
qì
qí
shēn

zhe ^,
10
yóu

zhī
rén

yì
zhī
w
éi
m
e

�i,
11
dàn

niào
yú
dài

duò,
12
zì
w
èi
bì
bù
néng

xíng,
13
yu

�

zhī
you ^

w
éi,

14
bì
bù
néng

m
ia ^n
ye

�,15
chéng

zı ^

yuē,16
rén

gou ^

yı ^

shàn
zì
zhì,

17
zé
w
ú
bù
ke

�yí
zhe ^,

18
suī
hūn

yú
zhī

zhì,
19
jiē
ke

�jiàn
m
ó
ér
jìn
ye

�,
20
w
éi
zì
bào

zhe ^

jù
zhī
yı ^

bù
xìn,

21
zì
qì
zhe ^

jué
zhī
yı ^

bù
w
éi,
22
suī

shèng
rén

yu

�jū,
23
bù
néng

huà
ér
rù
ye

�,
24
cı ^

suo ^

w
èi
xià
yú
zhī
bù
yí
ye

�,

暴
、
猶
害
の
ご
と
き
な
り
、
非
、
猶
毀
の
ご
と
き
な
り
、
自
ら
其
身
を
害
す

ひ

き

る
者
は
、
礼
義
の
美
と
爲
す
を
知
ら
ず
し
て
之
を⑴非
毀
す
、
之
と
言
う
と
雖

な
お

も
、
必
ず
⑵信

を
見
ざ
る
な
り
、
自
ら
其
身
を
棄
て
る
者
は
、
猶
仁
義
の
美
と

た
だ

爲
す
を
知
る
、
但
し
怠
惰
に
溺
る
、
自
ら
必
ず
行
う
こ
と
能
わ
ず
と
謂
う
、

之
と
爲
す
こ
と
有
れ
ば
、
必
ず
勉
め
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
、
程
子
曰
く
、

も
し

人
苟
善
以
て
自
ら
治
め
れ
ば
、
則
ち
移
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
無
し
、
昏
愚
の

し
だ
い

み
が

そ
こ
な

至
り
と
雖
も
、
皆⑶

漸
に⑷

磨
き
て
進
む
こ
と
可
な
り
、
惟
自
ら
暴
う
者
は
之
を

と
も

拒
み
以
て
信
ぜ
ず
、
自
ら
棄
て
る
者
は
之
を
絶
ち
以
て
爲
さ
ず
、
聖
人
与
に

居
る
と
雖
も
、
化
し
て
入
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
、
此
は
謂
う
所
の
⑸下

愚
の

移
ら
ざ
る
な
り
、

ひ

き

ぼ
う

⑴
非
毀
す：

そ
し
る

毀
、
謗
也
（
毀
、
謗
な
り
）

⑵
信：

信
じ
る
こ
と

し
だ
い

⑶
漸
に：

し
だ
い
に

だ
ん
だ
ん

漸
、
次
也
（
漸
、
次
な
り
）

通
し
番
号

4
9
1‐

17
朱
注
に
「
言
水
有
原
本
、
不
已
而
漸
進
、
以
至
於
海
（
言
え

し
だ
い

ら
く
、
水
原
本
有
れ
ば
、
已
ま
ず
し
て
漸
に
進
み
、
以
て
海
に
至
る
）」
と

あ
る
。

み
が

⑷
磨
く：

み
が
く

治
石
、
謂
之
磨
（
石
を
治
め
る
、
之
を
磨
と
謂
う
）

⑸
下
愚
の
移
ら
ざ
る：

『
論
語
』
陽
貨
3
に
「
子
曰
、
唯
上
知
與
下
愚
不
移
（
子

曰
く
、
唯
上
知
と
下
愚
は
移
ら
ず
」
と
あ
る
。

朱
注
訳

暴
は
害
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
非
は
毀
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
自
ら
そ

の
身
を
害
す
る
者
は
、
礼
と
義
が
よ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
ず
に
、

２３０
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礼
と
義
を
謗
る
。
話
を
し
て
も
礼
と
義
を
信
じ
る
こ
と
が
見
ら
れ
な
い
。
自

ら
そ
の
身
を
棄
て
る
者
は
、
仁
と
義
は
よ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
が
、
怠
惰
に
溺
れ
、
自
ら
行
う
こ
と
が
き
っ
と
で
き
な
い
と
言
う
。
そ
の

人
と
事
を
な
し
て
も
、
仁
と
義
に
努
め
る
こ
と
は
必
ず
で
き
な
い
。
程
子
は

言
う
。
人
は
善
で
自
ら
を
治
め
る
と
、
移
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
い
な
い
。

こ
の
上
な
く
昏
愚
な
者
で
も
、
み
な
だ
ん
だ
ん
と
磨
か
れ
進
む
こ
と
が
で
き

る
。
自
暴
の
者
は
拒
ん
で
信
じ
な
い
。
自
棄
の
者
は
絶
っ
て
な
さ
な
い
。
聖

人
と
と
も
に
い
て
も
、
感
化
さ
れ
て
聖
人
の
道
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

言
う
所
の
下
愚
は
移
ら
な
い
で
あ
る
。

通
し
番
号
423

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
71

識
別
番
号
7
・
10
・
2

本

文
1
仁
、
2
人
之
安
宅
也
、
3
義
、
4
人
之
正
路
也
、

1
rén,2

rén
zhī
ān
zhái

ye

�,3
yì,4

rén
zhī
zhèng

lù
ye

�,

仁
は
、
人
の
安
宅
な
り
、
義
は
、
人
の
正
路
な
り
、

朱

注
1
仁
宅
已
見
前
篇
、
2
義
者
、
3
宜
也
、
4
乃
天
理
之
當
行
、
5
無
人
欲
之

邪
曲
、
6
故
曰
正
路
、

1
rén

zhái
yı ^

jiàn
qián

piān,
2
yì
zhe ^,

3
yí
ye

�,
4
na ^i

tiān
lı ^

zhī
dāng

xíng,5
w
ú
rén

yù
zhī
xié
qū,6

gù
yuē

zhèng
lù,

仁
宅
已
に
⑴前

篇
に
見
ゆ
、
義
は
、
宜
な
り
、
乃
ち
天
理
の
当
に
行
く
べ
き
に

し
て
、
人
欲
の
邪
曲
す
る
こ
と
無
し
、
故
に
正
路
と
曰
う
、

⑴
前
篇：

公
孫
丑
章
句
上

通
し
番
号
1
9
1‐

5
に
「
夫
仁
、
天
之
尊
爵
也
、

そ
れ

人
之
安
宅
也
（
夫
仁
は
、
天
の
尊
爵
な
り
、
人
の
安
宅
な
り
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

仁
宅
は
す
で
に
前
篇
に
あ
る
。
義
は
宜
で
あ
る
。
天
理
が
あ
り
人
欲
の
邪
で

曲
が
っ
て
い
る
も
の
が
な
い
。
だ
か
ら
正
路
と
言
う
。

通
し
番
号
424

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
71

識
別
番
号
7
・
10
・
3

本

文
1
曠
安
宅
而
弗
居
、
2
舍
正
路
而
不
由
、
3
哀
哉
、

1
kuàng

ān
zhái

ér
fú
jū,
2
she ^

zhèng
lù
ér
bù
yóu,

3
aī
zāi,

む
な

す

か
な

安
宅
を⑴

曠
し
く
し
て
居
ら
ず
、
正
路
を⑵

舍
て
て
由
ら
ず
、
哀
し
い
か
な
、

む
な

⑴
曠
し
く
す：

む
な
し
く
す
る
（
朱
注
）

す
⑵
舍
て
る：

捨
て
る

舍
、
棄
也
（
舍
、
棄
な
り
）

通
し
番
号
1
1
3‐

25

あ
に

朱
注
に
「
豈
可
謂
吾
君
不
能
、
而
舍
所
學
以
徇
之
哉
（
豈
吾
君
能
わ
ず
と

す

し
た
が

謂
い
て
、
学
ぶ
所
を
舍
て
て
以
て
之
に
徇
う
べ
け
ん
や
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
舍
、
2
上
聲
、
3
�
曠
、
4
空
也
、
5
由
、
6
行
也
、
7
�
此
章
言
道
本

固
有
、
8
而
人
自
絶
之
、
9
是
可
哀
也
、
10
此
聖
賢
之
深
戒
、
11
學
者
所
當

猛
省
也
、

1
she ^,

2
shàng

shēng,
3

�

kuàng,
4
kòng

ye

�,
5
yóu,

6
xíng

ye

�,7

�cı ^

zhāng
yán

daò
be

�n
gù
you ^,8

ér
rén

zì
jué
zhī,9

shì
ke

�aī
ye

�,10
cı ^

shèng
xián

zhī
shēn

jiè,
11
xué

zhe ^

suo ^

dāng
m
e

�ng
she

�ng
ye

�,

も
と

舍
、
上
声
、
�
曠
、
空
な
り
、
由
、
行
な
り
、
�
此
章
言
え
ら
く
、
道
は⑴

本

も
と

か
な

固
よ
り
有
す
、
而
る
に
人
自
ら
之
を
絶
つ
、
是
れ
哀
し
む
べ
き
な
り
、
此
聖

賢
の
深
い
戒
め
な
り
、
学
ぶ
者
当
に
猛
省
す
べ
き
所
な
り
、

も
と

⑴
本：

始
め

本
、
始
也
（
本
、
始
な
り
）

通
し
番
号
2
7
8‐

18
朱
注
に

「
然
志
所
言
、
本
謂
先
王
之
世
舊
俗
所
傳
、
禮
文
小
異
、
而
可
以
通
行
者

も
と

耳
、（
然
れ
ど
も
志
の
言
う
所
は
、
本
は
先
王
の
世
旧
俗
伝
え
る
所
は
、
礼

文
小
異
な
り
、
而
る
に
以
て
通
行
す
べ
き
こ
と
を
謂
う
の
み
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

舍
は
上
声
で
あ
る
。
曠
は
空
で
あ
る
。
由
は
行
で
あ
る
。
こ
の
章
は
言
う
。

人
は
も
と
よ
り
道
を
有
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
自
ら
道
を
絶
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
聖
賢
の
深
い
戒
め
で
あ
り
、
学
ぶ

者
が
猛
省
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

章
番
号
11

章
通
し
番
号
72

通
し
番
号
425

章
内
番
号
1

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
道
は
近
き
に
あ
る
の
に
、
道
を
遠
く
に
求
め
る
。
す
べ
き
こ

と
は
た
や
す
い
所
に
あ
る
の
に
、
難
し
い
所
に
求
め
る
。
人
々
が
親
を
愛
し
年

長
の
者
に
譲
れ
ば
天
下
は
治
ま
る
。

通
し
番
号
425

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
72

識
別
番
号
7
・
11
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
道
在
爾
、
3
而
求
諸
遠
、
4
事
在
易
、
5

而
求
諸
難
、
6
人
人
親
其
親
、
7
長
其
長
、
8
而
天
下
平
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
daò

zaì
e

�r,
3
ér
qiú
zhū

yua ^n,
4
shì

zaì
yì,
5
ér
qiú

zhū
nán,

6
rén

rén
qìng

qí
qìng,

7
zha ^ng

qí
zha ^ng,8

ér
tiān

xià
píng,

ち
か

や
す

孟
子
曰
く
、
道
は⑴

爾
き
に
在
り
、
而
る
に
諸
を
遠
き
に
求
む
、
事
は
易
き
に

あ
い

す
す

在
り
、
而
る
に
諸
を
難
き
に
求
む
、
人
人
其
親
を⑵

親
し
、
其
⑶長

を⑷

長
む
、
而

し
て
天
下
平
か
な
り
、

ち
か

⑴
爾
い：

近
い
（
朱
注
）

あ
い

⑵
親
す：

愛
す

親
、
愛
也
（
親
、
愛
な
り
）

通
し
番
号
3
2
1‐

10
に
「
夫

か
の

夷
子
信
以
爲
人
之
親
其
兄
之
子
、
爲
若
親
其
鄰
之
赤
子
乎
（
夫
夷
子
信
に

あ
い

と
な
り

あ
い

お
も

人
の
其
兄
の
子
を
親
す
る
こ
と
、其
鄰
の
赤
子
を
親
す
る
若
く
爲
す
と
以
爲

え
る
か
）」
と
あ
る
。

⑶
長：

年
上
の
者

長
、
年
長
（
長
、
年
長
な
り
）

長
に
は
年
上
の
者
の
意

味
と
、
責
任
者
の
意
味
が
あ
る
。
善
事
父
母
爲
孝
、
善
事
兄
長
爲
悌
（
善

く
父
母
に
事
え
る
孝
と
爲
す
、
善
く
兄
長
に
事
え
る
悌
と
爲
す
）（
通
し
番

号
14‐

42
朱
注
）

長
幼
有
序
（
長
幼
序
有
り
）（
通
し
番
号
2
9
0‐

14
朱

さ
し
は
さ

さ
し
は
さ

注
）
不
挾
長
、
不
挾
貴（
長
を
挾
ま
ず
、
貴
を
挾
ま
ず
）（
通
し
番
号
6
0
4

‐

4
）
は
年
上
の
意
味
で
あ
る
。
諸
侯
、
謂
附
庸
之
國
、
縣
邑
之
長
（
諸
侯

は
、
附
庸
の
国
、
県
邑
の
長
を
謂
う
）（
通
し
番
号
82‐

30
朱
注
）
工
師
、

２３２
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匠
人
之
長
（
工
師
は
匠
人
の
長
な
り
）（
通
し
番
号
1
0
4‐

12
朱
注
）

す
な
わ

斯
民
親
其
上
、
死
其
長
矣
（
斯
ち
民
は
其
上
に
親
し
み
、
其
長
に
死
せ
ん
）

り
く
け
い

（
通
し
番
号
1
1
6‐

2
）

冢
宰
、
六
卿
之
長
也
（
冢
宰
は
六
卿
の
長
な

り
）（
通
し
番
号
2
7
9‐

14
朱
注
）
は
責
任
者
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
場

合
孟
子
は
「
道
は
近
き
に
あ
り
」
と
言
っ
て
お
り
、
長
は
最
も
身
近
な
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
番
身
近
な
人
は
同
じ
家
に
住
ん
で
い
る
人
で

あ
り
、
そ
れ
は
父
母
で
あ
り
、
兄
で
あ
る
。
責
任
者
は
自
分
の
家
の
外
に

い
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
父
母
や
兄
ほ
ど
身
近
な
存
在
で
な
い
。
そ
れ

で
こ
こ
の
長
は
年
上
の
者
と
取
る
べ
き
で
あ
る
。

す
す

⑷
長
む：

進
む

長
、
進
益
也
（
長
、
進
益
な
り
）

通
し
番
号
2
4
4‐

22

朱
注
に
「
方
且
爲
之
曲
爲
辯
說
、
而
沮
其
遷
善
改
過
之
心
、
長
其
飾
非
拒

ま
さ

う
つ

諫
之
惡
（
方
且
に
之
が
爲
に
曲
げ
て
弁
說
を
爲
し
、
其
善
に
遷
り
過
を
改

は
ば

す
す

め
る
の
心
を
沮
み
、
其
非
を
飾
り
諫
を
拒
む
の
悪
を
長
め
ん
と
す
）」
と
あ

る
。

朱

注
1
爾
、
2
邇
、
3
古
字
通
用
、
4
易
、
5
去
聲
、
6
長
、
7
上
聲
、
8
�
親

長
在
人
爲
甚
邇
、
9
親
之
長
之
、
10
在
人
爲
甚
易
、
11
而
道
初
不
外
是
也
、

12
舍
此
而
他
求
、
13
則
遠
且
難
、
14
而
反
失
之
、
15
但
人
人
各
親
其
親
、
16

各
長
其
長
、
17
則
天
下
自
平
矣
、

1
e

�r,2
e

�r,3
gu

�zì
tōng

yòng,4
yì,5

qù
shēng,6

zha ^ng,
7
shàng

shēng,
8

�

qìng
zha ^ng

zaì
rén

w
éi
shèn

e
�r,

9
qìng

zhī
zha ^ng

zhī,10
zaì
rén

w
éi
shèn

yì,
11
ér
daò

chū
bù
w
aì
shì
ye

�,
12
she ^

cı ^

ér
tā
qiú,

13
zé
yua ^n

qie

�

nán,
14
ér
fa ^n
shī
zhī,

15
dàn

rén
rén

ge ^

qìng
qí
qìng,

16
ge ^

zha ^ng
qí
zha ^ng,17

zé
tiān

xià
zì
píng

yı ^,

爾
、
⑴邇

、
古
字
通
用
す
、
易
、
去
声
、
長
、
上
声
、
�
親
長
人
に
在
り
て
甚

ち
か

あ
い

す
す

だ
邇
き
と
爲
す
、
之
を
親
し
之
を
長
む
は
、
人
に
在
り
て
甚
だ
易
き
と
爲
す
、

は
ず

す

而
る
に
道
の
初
は
是
を⑵

外
れ
ざ
る
な
り
、
此
を⑶舍
て
て
他
に
求
め
れ
ば
、
則

か
つ

か
え
っ

も
っ
ぱ
ら

お
の
お
の

あ
い

お
の
お
の

ち
遠
く
且
難
し
、
而
し
て
反
て
之
を
失
う
、⑷

但
人
人
各
其
親
を
親
し
、
各

す
す

其
長
を
長
め
れ
ば
、
則
ち
天
下
自
ず
か
ら
平
か
な
り
、

じ

⑴
邇：

近
い

邇
、
近
也
（
邇
、
近
な
り
）

通
し
番
号
4
9
8‐

1
に
「
武

ち
か

な

王
不
泄
邇
、
不
忘
遠（
武
王
邇
き
に
泄
れ
ず
、
遠
き
を
忘
れ
ず
）」と
あ
る
。

は
ず

⑵
外
る：

は
ず
れ
る

ほ
か
に
す
る

外
、
猶
除
也
（
外
、
猶
除
の
ご
と
き
な

り
）

通
し
番
号
1
8
6‐

16
朱
注
に
「
人
之
所
以
爲
心
、
不
外
乎
是
四
者

は
ず

（
人
の
以
て
心
と
爲
す
所
は
、
是
四
な
る
も
の
を
外
れ
ず
）」
と
あ
る
。

す
⑶
舍
つ：

舍
、
棄
也
（
舍
、
棄
な
り
）

通
し
番
号
96‐

2
に
「
吾
何
以
識
其
不

す

才
而
舍
之
（
吾
何
を
以
て
其
不
才
を
識
り
て
之
を
舍
つ
）」
と
あ
る
。

も
っ
ぱ
ら

⑷
但：

専
ら

獨
、
但
也
（
独
、
但
な
り
）

獨
、
猶
專
也
（
独
、
猶
専
の
ご

と
き
な
り
）

通
し
番
号
1
2
1‐

21
朱
注
に
「
君
之
力
旣
無
如
之
何
、
則

い
か
ん

但
彊
於
爲
善
、
使
其
可
繼
、
而
俟
命
於
天
耳
（
君
の
力
既
に
之
を
如
何
と

も
っ
ぱ
ら

つ
と

も
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
但
善
を
爲
す
に
彊
め
、
其
を
し
て
繼
ぐ
べ

ま

か
ら
し
め
て
命
を
天
に
俟
つ
の
み
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

爾
は
邇
で
あ
り
、
古
字
は
通
じ
る
。
易
は
去
声
で
あ
る
。
長
は
上
声
で
あ
る
。

親
や
年
上
の
者
は
非
常
に
身
近
な
も
の
で
あ
る
。
親
を
愛
し
年
上
の
者
に
譲

る
の
は
非
常
に
な
し
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
道
の
初
め
は
こ
こ
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
を
せ
ず
に
他
を
求
め
る
と
、
道
は
遠
く
な
り
離
れ
て
し
ま
う
。

か
え
っ
て
道
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
人
々
が
そ
の
親
を
愛
し
、
年
上
の

者
に
譲
れ
ば
、
天
下
は
自
ず
と
治
ま
る
。

年
齢
よ
り
も
能
力
を
重
ん
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
年
下
で
も
能
力
が
あ
れ

ば
、
年
長
の
者
に
譲
る
必
要
は
な
い
。
年
下
の
者
が
上
に
立
つ
べ
き
だ
と

現
代
の
人
は
言
う
か
も
し
れ
な
い
。

人
を
ま
っ
た
く
同
列
に
置
く
と
、
自
分
が
上
に
立
と
う
と
し
て
争
い
が

始
ま
る
。
こ
の
争
い
が
内
乱
や
戦
争
の
原
因
に
な
る
。
人
を
争
わ
な
い
よ

う
に
さ
せ
る
に
は
、
人
に
序
列
、
つ
ま
り
上
下
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
人
が
上
だ
か
ら
、
下
の
者
は
上
の
者
に
譲
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
序

列
を
つ
け
る
の
で
あ
る
。
で
は
何
を
基
準
に
し
て
上
下
を
つ
け
る
の
か
。

年
齢
と
い
う
の
は
非
常
に
便
利
な
基
準
な
の
で
あ
る
。
人
は
必
ず
年
を
取

る
。
だ
か
ら
年
齢
で
序
列
を
つ
け
れ
ば
、
若
い
頃
は
下
に
い
る
が
、
年
を

取
れ
ば
必
ず
上
に
な
る
。
ま
た
年
齢
は
客
観
的
な
事
実
だ
か
ら
、
誰
に
も

一
目
瞭
然
の
基
準
に
な
る
。
無
能
な
者
、
無
知
な
者
で
も
年
を
取
れ
ば
上

に
な
る
の
だ
か
ら
、
不
平
を
抱
く
者
も
少
な
い
。
世
の
中
の
争
い
が
少
な

く
な
る
の
で
あ
る
。
能
力
で
序
列
を
つ
け
る
と
、
ど
の
人
が
能
力
が
あ
る

の
か
、
一
目
瞭
然
に
決
め
ら
れ
な
い
。
Ａ
の
人
が
優
れ
て
い
る
所
も
あ
れ

ば
、
Ｂ
の
人
が
優
れ
て
い
る
所
も
あ
る
と
い
う
の
が
、
実
状
で
あ
る
。
一

目
瞭
然
に
Ａ
の
人
が
能
力
が
あ
る
と
言
え
る
も
の
で
な
い
。
基
準
が
あ
い

ま
い
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
あ
い
つ
が
上
に
な
る
の
だ
と
い
う
不
平
を
抱
く

者
が
出
て
く
る
。
こ
れ
が
争
い
の
元
に
な
る
。

人
君
は
年
齢
が
若
く
て
も
賢
人
な
ら
ば
登
用
す
る
の
は
、
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。
年
齢
の
高
い
者
を
上
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で

な
い
。
し
か
し
位
が
上
の
年
の
若
い
者
も
、
自
分
よ
り
年
長
で
自
分
よ
り

位
の
低
い
者
に
は
、
自
分
の
職
権
に
関
す
る
こ
と
で
な
い
限
り
譲
る
の
で

あ
る
。
列
車
に
年
の
若
い
部
長
と
年
長
の
平
の
社
員
が
乗
っ
て
い
た
。
あ

い
に
く
席
が
あ
い
て
お
ら
ず
、
二
人
と
も
立
っ
て
い
た
。
一
つ
席
が
あ
け

ば
、
年
の
若
い
部
長
は
年
長
の
平
の
社
員
に
席
を
譲
る
の
で
あ
る
。
列
車

の
席
に
座
る
こ
と
は
部
長
の
権
限
に
関
す
る
こ
と
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

年
齢
で
人
の
序
列
を
つ
け
る
と
い
う
儒
学
の
考
え
方
は
、
戦
争
を
未
然

に
防
ぐ
優
れ
た
考
え
方
で
あ
る
。

章
番
号
12

章
通
し
番
号
73

通
し
番
号
426
〜
428

章
内
番
号
1
〜
3

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
低
い
地
位
で
上
の
信
任
を
得
ら
れ
な
い
と
、
民
を
治
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
上
に
信
任
さ
れ
る
に
は
道
が
あ
る
。
友
に
信
じ
ら
れ
な
い
と

上
に
信
任
さ
れ
な
い
。
友
に
信
じ
ら
れ
る
の
に
道
が
あ
る
。
親
に
接
し
て
喜
ば

れ
な
い
と
友
に
信
じ
ら
れ
な
い
。
親
に
喜
ば
れ
る
の
に
道
が
あ
る
。
身
に
反
り

自
分
が
理
に
従
う
よ
う
に
し
な
い
と
、
親
に
喜
ば
れ
な
い
。
自
分
が
理
に
従
う

よ
う
に
す
る
の
に
道
が
あ
る
。
理
に
明
ら
か
で
な
い
と
自
分
が
理
に
従
う
よ
う

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
分
に
あ
る
理
は
天
の
道
で
あ
る
。
自
分
に
あ
る

理
で
自
分
を
満
た
そ
う
と
す
る
の
が
、
人
の
道
で
あ
る
。
自
分
に
あ
る
理
を
尽

し
て
動
か
な
い
も
の
は
今
ま
で
に
な
い
。
自
分
に
あ
る
理
を
尽
さ
な
い
で
動
く

も
の
は
今
ま
で
に
な
い
。
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通
し
番
号
426

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
73

識
別
番
号
7
・
12
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
居
下
位
而
不
獲
於
上
、
3
民
不
可
得
而
治

也
、
4
獲
於
上
有
道
、
5
不
信
於
友
、
6
弗
獲
於
上
矣
、

7
信
於
友
有
道
、
8
事
親
弗
悅
、
9
弗
信
於
友
矣
、
10
悅

親
有
道
、
11
反
身
不
誠
、
12
不
悅
於
親
矣
、
13
誠
身
有
道
、

14
不
明
乎
善
、
15
不
誠
其
身
矣
、

1
m
èng

zı ^

yuē,2
jū
xià
w
èi
ér
bù
huò

yú
shàng,3

m
ín

bù
ke

�dé
ér
zhì
ye

�,
4
huò

yú
shàng

you ^

daò,
5
bù
xìn

yú
you ^,

6
fú
huò

yú
shàng

yı ^,
7
xìn

yú
you ^

you ^

daò,
8
shì
qìng

fú
yuè,9

fú
xìn
yú
you ^

yı ^,10
yuè

qìng
you ^

daò,
11
fa ^n

shēn
bù
chéng,

12
bù
yuè

yú
qìng

yı ^,
13
chéng

shēn
you ^

daò,
14
bù
m
íng

hū
shàn,

15
bù

chéng
qí
shēn

yı ^,

え

孟
子
曰
く
、
下
位
に
居
り
て
上
に
獲
ら
れ
ざ
れ
ば
、
民
得
て
治
む
べ
か
ら
ざ

え

る
な
り
、
上
に
獲
ら
れ
る
に
道
有
り
、
友
に
信
ぜ
ら
れ
ざ
れ
ば
、
上
に
獲
ら

つ
か

よ
ろ
こ

れ
ず
、
友
に
信
ぜ
ら
れ
る
に
道
有
り
、
⑴親

に
事
え
て
悦
ば
ざ
れ
ば
、
友
に
信

よ
ろ
こ

よ
ろ
こ

ぜ
ら
れ
ず
、
親
を
悦
ば
す
に
道
有
り
、
身
に
反
り
⑵誠

な
ら
ざ
れ
ば
、
親
に
悦

ば
れ
ず
、
身
に
誠
な
る
に
道
有
り
、
善
に
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
其
身
に
誠

な
ら
ず
、

つ
か

⑴
親
に
事
え
る：

親
に
接
す
る

事
は
「
つ
か
え
る
」
と
読
む
。「
親
に
つ
か
え

る
」
と
言
う
と
い
か
に
も
封
建
的
な
概
念
で
現
代
の
感
覚
か
ら
ず
れ
て
い

る
。
通
し
番
号
8
0
3‐

3
「
所
以
事
天
也
（
以
て
天
に
事
え
る
所
な
り
）」

た
が

で
朱
子
は
「
事
、
則
奉
承
而
不
違
也
（
事
は
、
則
ち
奉
承
し
て
違
わ
ざ
る

な
り
）」（
通
し
番
号
8
0
3‐

5
朱
注
）
と
注
し
て
い
る
。
親
に
も
こ
の
注

の
意
を
取
り
、
親
に
事
え
る
と
は
「
親
の
す
る
こ
と
を
受
容
し
て
親
に
違

わ
な
い
」
こ
と
だ
と
考
え
る
と
現
代
で
も
違
和
感
が
少
な
い
。

⑵
誠：

天
理
の
本
然

実
（
朱
注
）

誠
は
理
が
我
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ

て
実
で
僞
が
な
く
、
天
道
の
本
然
で
あ
る
（
通
し
番
号
4
2
7‐

1
朱
注
）

現
代
日
本
語
で
誠
と
言
う
と
、
嘘
を
つ
か
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
の
意
味
と

は
少
し
違
う
。

誠
者
眞
實
無
妄
之
謂
、
天
理
之
本
然
也
（
誠
は
真
実

無
妄
の
謂
、
天
理
の
本
然
な
り
）（
中
井
履
軒
）

朱

注
1
獲
於
上
、
2
得
其
上
之
信
任
也
、
3
誠
、
4
實
也
、
5
反
身
不
誠
、
6
反

求
諸
身
、
7
而
其
所
以
爲
善
之
心
、
8
有
不
實
也
、
9
不
明
乎
善
、
10
不
能

卽
事
以
窮
理
、
11
無
以
眞
知
善
之
所
在
也
、
12
游
氏
曰
、
13
欲
誠
其
意
、
14

先
致
其
知
、
15
不
明
乎
善
、
16
不
誠
乎
身
矣
、
17
學
至
於
誠
身
、
18
則
安
往

而
不
致
其
極
哉
、
19
以
内
則
順
乎
親
、
20
以
外
則
信
乎
友
、
21
以
上
則
可
以

得
君
、
22
以
下
則
可
以
得
民
矣
、

1
huò

yú
shàng,2

dé
qí
shàng

zhī
xìn
rèn

ye

�,3
chéng,

4
shí
ye

�,5
fa ^n
shēn

bù
chéng,6

fa ^n
qiú
zhū

shēn,7
ér

qí
suo ^

yı ^

w
éi
shàn

zhī
xīn,8

you ^

bù
shí
ye

�,9
bù
m
íng

hū
shàn,

10
bù
néng

jí
shì
yı ^

qióng
lı ^,
11
w
ú
yı ^

zhēn
zhī
shàn

zhī
suo ^

zaì
ye

�,12
yóu

zhī
yuē,13

yù
chéng

qí
yì,14

xiān
zhì
qí
zhī,15

bù
m
íng
hū
shàn,16

bù
chéng

hū
shēn

yı ^,
17
xué

zhì
yú
chéng

shēn,
18
zé
ān
w
a ^ng

ér
bù
zhì
qí
jí
zāi,

19
yı ^

neì
zé
shùn

hū
qìng,

20
yı ^

w
aì
zé
xìn
hū
you ^,21

yı ^

shàng
zé
ke

�yı ^

dé
jūn,22

yı ^

xià
zé
ke

�yı ^

dé
m
ín
yı ^,

上
に
獲
ら
る
は
、
其
上
の
信
任
を
得
る
な
り
、
誠
、
実
な
り
、
身
に
反
り
誠

な
ら
ざ
る
は
、
諸
を
身
に
反
り
求
め
て
、
其
以
て
善
を
爲
す
所
の
心
、
実
な

つ

ら
ざ
る
有
る
な
り
、
善
に
明
か
な
ら
ず
は
、
事
に⑴即
き
以
て
理
を
窮
め
る
こ

と
能
わ
ず
、
以
て
真
に
善
の
在
る
所
を
知
る
こ
と
無
き
な
り
、
游
氏
曰
く
、

其
⑵意

を
誠
に
す
る
こ
と
を
欲
せ
ば
、
先
ず
其
知
を
致
す
、
善
に
明
か
な
ら
ざ

い
ず

れ
ば
、
身
に
誠
な
ら
ず
、
学
び
て
身
を
誠
に
す
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
安
く
に

往
く
と
し
て
其
極
を
致
さ
ざ
ら
ん
や
、
内
以
て
す
れ
ば
則
ち
親
に
順
、
外
以

て
す
れ
ば
則
ち
友
に
信
、
上
以
て
す
れ
ば
則
ち
以
て
君
を
得
る
べ
し
、
下
以

て
す
れ
ば
則
ち
以
て
民
を
得
る
べ
し
、

つ
⑴
即
く：

つ
く

卽
、
就
也
（
即
、
就
な
り
）

通
し
番
号
1
8
9‐

9
朱
注

に
「
知
皆
卽
此
推
廣
、
而
充
滿
其
本
然
之
量
、
則
其
日
新
又
新
（
皆
此
に

つ

ひ
ろ

即
き
推
し
拡
め
る
こ
と
を
知
り
て
、
其
本
然
の
量
を
充
満
す
れ
ば
、
則
ち

其
れ
日
に
新
し
く
又
新
し
）」
と
あ
る
。

⑵
意：

心

意
、
志
也
（
意
、
志
な
り
）

通
し
番
号
2
7
9‐

8
朱
注
に
「
不

我
足
、
謂
不
以
我
滿
足
其
意
也
（
我
を
足
れ
り
と
せ
ず
は
、
我
を
以
て
其

意
を
満
足
せ
ざ
る
を
謂
う
な
り
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

上
に
獲
ら
る
は
、
上
の
信
任
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
誠
は
実
で
あ
る
。
身
に

反
り
誠
な
ら
ざ
る
は
、
こ
れ
を
身
に
返
り
求
め
て
善
を
な
す
心
が
実
で
な
い

も
の
が
あ
る
。
善
に
明
か
な
ら
ず
は
、
事
に
つ
い
て
理
を
窮
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、
善
の
あ
る
所
を
真
に
知
る
こ
と
が
な
い
。
游
氏
は
言
う
。
心
を
実
に

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ま
ず
知
を
致
す
。
善
に
明
ら
か
で
な
い
と
、
身
は
実
で

な
い
。
学
ん
で
身
を
実
に
す
る
と
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
そ
の
極
に
到
ら
な
い

し
た
が

こ
と
が
な
い
。
内
で
は
親
に
順
い
、
外
で
は
友
に
信
じ
ら
れ
、
上
は
君
を
得

て
、
下
は
民
を
得
る
。

通
し
番
号
427

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
73

識
別
番
号
7
・
12
・
2

本

文
1
是
故
誠
者
、
2
天
之
道
也
、
3
思
誠
者
、
4
人
之
道
也
、

1
shì
gù
chéng

zhe ^,
2
tiān

zhī
daò

ye

�,
3
sī
chéng

zhe ^,
4
rén

zhī
daò

ye

�,

是
故
に
誠
は
、
天
の
道
な
り
、
誠
を
思
う
は
、
人
の
道
な
り
、

朱

注
1
誠
者
、
2
理
之
在
我
者
、
3
皆
實
而
無
僞
、
4
天
道
之
本
然
也
、
5
思
誠

者
、
6
欲
此
理
之
在
我
者
皆
實
而
無
僞
、
7
人
道
之
當
然
也
、

1
chéng

zhe ^,
2
lı ^

zhī
zaì
w
o ^

zhe ^,
3
jiē
shí
ér
w
ú
w
e

�i,
4
tiān

daò
zhī
be

�n
rán

ye

�,
5
sī
chéng

zhe ^,
6
yù
cı ^

lı ^

zhī
zaì
w
o ^

zhe ^

jiē
shí
ér
w
ú
w
e

�i,
7
rén

daò
zhī
dāng

rán
ye

�,

誠
は
、
理
の
我
に
在
る
も
の
、
皆
実
に
し
て
僞
無
く
、
天
道
の
⑴本

然
な
り
、

誠
を
思
う
は
、
此
理
の
我
に
在
る
も
の
皆
実
に
し
て
僞
無
く
、
人
道
の
当
然

２３６
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を
欲
す
る
な
り
、

⑴
本
然：

も
と

本
、
根
也
（
本
、
根
な
り
）

本
、
基
也
（
本
、
基
な
り
）

あ
ら
わ

然
、
狀
事
之
詞
也
（
然
、
事
を
状
す
の
詞
な
り
）

朱
注
訳

誠
は
理
が
我
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
実
で
僞
が
な
く
、
天
道
の
本
然

で
あ
る
。
誠
を
思
う
は
、
こ
の
理
の
我
に
あ
る
も
の
が
み
な
実
で
偽
が
な
く

人
道
の
当
然
で
あ
る
こ
と
を
願
う
。

通
し
番
号
428

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
73

識
別
番
号
7
・
12
・
3

本

文
1
至
誠
而
不
動
者
、
2
未
之
有
也
、
3
不
誠
、
4
未
有
能

動
者
也
、

1
zhì
chéng

ér
bù
dòng

zhe ^,
2
w
èi
zhī
you ^

ye
�,

3
bù

chéng,4
w
èi
you ^

néng
dòng

zhe ^

ye

�,

⑴至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る
も
の
は
、
未
だ
之
有
ら
ざ
る
な
り
、
誠
な
ら
ず
し
て
、

未
だ
能
く
動
く
も
の
有
ら
ざ
る
な
り
、

⑴
至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る：

現
代
日
本
語
で
至
誠
と
言
う
と
「
非
常
に
誠
実
で
嘘

を
一
つ
も
言
わ
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
こ
こ
の
至
誠
は
そ
の

意
味
で
な
い
。
自
分
に
あ
る
天
理
を
尽
し
て
い
る
人
で
あ
る
。「
前
に
こ
う

言
っ
た
か
ら
、
そ
の
通
り
に
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
思
う

の
は
、
諒
と
か
小
信
と
か
言
わ
れ
好
ま
し
く
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
。
一
事

に
拘
泥
し
て
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
変
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る
。

通
し
番
号
7
8
3
に
も
、「
孟
子
曰
、
君
子
不
亮
、
惡
乎
執
（
孟

り
ょ
う

に
く

子
曰
く
、
君
子
は
亮
な
ら
ず
、
執
を
悪
む
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
至
、
2
極
也
、
3
楊
氏
曰
、
4
動
便
是
驗
處
、
5
若
獲
乎
上
、
6
信
乎
友
、

7
悅
於
親
之
類
是
也
、
8
�
此
章
述
中
庸
孔
子
之
言
、
9
見
思
誠
爲
脩
身
之

本
、
10
而
明
善
又
爲
思
誠
之
本
、
11
乃
子
思
所
聞
於
曾
子
、
12
而
孟
子
所
受

乎
子
思
者
、
13
亦
與
大
學
相
表
裏
、
14
學
者
宜
潛
心
焉
、

1
zhì,2

jí
ye

�,3
yáng

zhī
yuē,4

dòng
biàn

shì
yàn

chu ^,
5
ruò

huò
hū
shàng,

6
xìn

hū
you ^,

7
yuè

yú
qìng

zhī
lèi
shì
ye

�,
8

�cı ^
zhāng

shù
zhōng

yōng
ko

�ng
zı ^

zhī
yán,

9
jiàn

sī
chéng

w
éi
xiū

shēn
zhī
be

�n,
10
ér
m
íng

shàn
yoù

w
éi
sī
chéng

zhī
be

�n,11
na ^i
zı ^

sī
suo ^

w
én
yú

céng
zı ^,12

ér
m
èng

zı ^

suo ^

shòu
hū
zı ^

sī
zhe ^,13

yì
yu

�

dà
xué

xiàng
biao ^

lı ^,14
xué

zhe ^

yí
qián

xīn
yān,

す
な
わ

し
る
し

と
こ
ろ

至
、
極
な
り
、
楊
氏
曰
く
、
動
は⑴

便
ち
是
れ⑵

験
の
処
な
り
、
上
に
獲
ら
れ
る
、

よ
ろ
こ

友
に
信
じ
ら
れ
る
、
親
に
悦
ば
れ
る
の
類
の
若
き
是
れ
な
り
、
�
⑶此

章
は
中

庸
の
孔
子
の
言
を
述
べ
、
誠
を
思
う
を
身
を
脩
め
る
の
本
と
爲
し
、
而
し
て

善
を
明
ら
か
に
す
る
を
又
誠
を
思
う
の
本
と
爲
す
を
見
る
、
乃
ち
子
思
が
曽

子
に
聞
く
所
に
し
て
、
孟
子
が
子
思
に
受
く
る
所
の
も
の
な
り
、
亦
大
学
と

ひ
そ

相
表
裏
す
、
学
ぶ
者
宜
し
く
心
を
潜
む
べ
し
、

す
な
わ

⑴
便
ち：

す
な
わ
ち

便
、
卽
也
（
便
、
即
な
り
）

通
し
番
号
6
1
4‐

22

朱
注
に
「
乃
推
其
類
、
至
於
義
之
至
精
至
密
之
處
而
極
言
之
耳
、
非
便
以

と
こ
ろ

爲
眞
盜
也
（
乃
ち
其
類
を
推
し
、
義
の
至
精
至
密
の
処
に
至
り
て
之
を
極

す
な
わ

言
す
る
の
み
、
便
ち
以
て
真
の
盗
と
爲
す
に
非
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
。

し
る
し

⑵
験：

し
る
し

驗
、
効
也
（
験
、
効
な
り
）

通
し
番
号
5
1
0‐

15
朱
注

に
「
猶
所
謂
善
言
天
者
、
必
有
驗
於
人
也
（
猶
謂
う
所
の
善
く
天
を
言
う

し
る
し

者
は
、
必
ず
人
に
験
有
る
が
ご
と
き
な
り
）」
と
あ
る
。

⑶
此
章
は
中
庸
の
孔
子
の
言
を
述
ぶ：

『
中
庸
』
に
も
同
様
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
が
、
語
句
は
多
少
違
っ
て
い
る
。『
中
庸
』は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

在
下
位
不
獲
乎
上
、
民
不
可
得
而
治
矣
、
獲
乎
上
有
道
、
不
信
乎
朋
友
、

不
獲
乎
上
矣
、
信
乎
朋
友
有
道
、
不
順
乎
親
、
不
信
乎
朋
友
矣
、
順
乎
親

有
道
、
反
諸
身
不
誠
、
不
順
乎
親
矣
、
誠
身
有
道
、
不
明
乎
善
、
不
誠
乎

身
矣
、
誠
者
、
天
之
道
也
、
誠
之
者
、
人
之
道
也
（
下
位
に
在
り
て
上
に

え

え

獲
ら
れ
ざ
れ
ば
、
民
得
て
治
む
べ
か
ら
ず
、
上
に
獲
ら
れ
る
に
道
有
り
、

朋
友
に
信
ぜ
ら
れ
ざ
れ
ば
、
上
に
獲
ら
れ
ず
、
朋
友
に
信
ぜ
ら
れ
る
に
道

有
り
、
親
に
順
な
ら
ざ
れ
ば
、
朋
友
に
信
ぜ
ら
れ
ず
、
親
に
順
な
る
に
道

有
り
、
諸
を
身
に
反
し
て
誠
な
ら
ざ
れ
ば
、
親
に
順
な
ら
ず
、
身
に
誠
な

る
に
道
有
り
、
善
に
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
身
に
誠
な
ら
ず
、
誠
は
、
天

の
道
な
り
、
之
を
誠
に
す
る
は
、
人
の
道
な
り
）

朱
注
訳

至
は
極
で
あ
る
。
楊
氏
は
言
う
。
動
く
は
効
果
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
上
に

信
任
さ
れ
る
、
友
に
信
じ
ら
れ
る
、
親
に
喜
ば
れ
る
の
類
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
こ
の
章
は
中
庸
の
孔
子
の
言
葉
を
言
う
。
天
の
道
を
思
う
の
が
身
を

修
め
る
本
で
あ
り
、
善
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
天
の
道
を
思
う
本
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
子
思
が
曽
子
に
聞
い
た
こ
と
で
あ
り
、
孟
子
が
子
思
に
受
け

た
も
の
で
あ
る
。
大
学
と
表
裏
を
な
し
て
い
る
。
学
ぶ
者
は
心
を
潜
む
べ
き

で
あ
る
。

章
番
号
13

章
通
し
番
号
74

通
し
番
号
429
〜
431

章
内
番
号
1
〜
3

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
伯
夷
は
紂
を
避
け
て
北
海
の
海
岸
に
い
た
。
文
王
が
興
っ
た

と
聞
い
て
言
っ
た
。「
ど
う
し
て
帰
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
文
王
は
老
い

た
者
を
よ
く
治
め
る
と
聞
い
て
い
る
。」
太
公
望
は
紂
を
避
け
て
東
海
の
海
岸

に
い
た
。
文
王
が
興
っ
た
と
聞
い
て
言
っ
た
。「
ど
う
し
て
帰
ら
な
い
こ
と
が

あ
ろ
う
か
。
文
王
は
老
い
た
者
を
よ
く
治
め
る
と
聞
い
て
い
る
。」
こ
の
二
老

は
天
下
の
優
れ
た
老
人
で
あ
る
。
優
れ
た
老
人
が
文
王
に
帰
す
る
の
は
、
天
下

の
父
が
文
王
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
天
下
の
父
が
帰
す
れ
ば
、
そ
の
子
は
ど
こ

に
行
く
だ
ろ
う
か
。
諸
侯
が
文
王
の
政
を
行
う
な
ら
ば
、
七
年
の
内
に
は
必
ず

天
下
を
治
め
る
こ
と
に
な
る
。

通
し
番
号
429

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
74

識
別
番
号
7
・
13
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
伯
夷
辟
紂
、
3
居
北
海
之
濱
、
4
聞
文
王

作
興
、
5
曰
盍
歸
乎
來
、
6
吾
聞
西
伯
善
養
老
者
、
7
太

公
辟
紂
、
8
居
東
海
之
濱
、
9
聞
文
王
作
興
、
10
曰
盍
歸

乎
來
、
11
吾
聞
西
伯
善
養
老
者
、
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1
m
èng

zı ^

yuē,
2
ba ^i
yí
pì
zhòu,

3
jū
beı ^

haı ^

zhī
bīn,

4
w
én
w
én
w
áng

zuò
xìng,

5
yuē

hé
guī
hū
laí,
6
w
ú

w
én
xī
ba ^i
shàn

ya ^ng
lao ^

zhe ^,
7
tài
gōng

pì
zhòu,

8
jū

dōng
haı ^

zhī
bīn,9

w
én
w
én
w
áng

zuò
xìng,10

yuē
hé

guī
hū
laí,11

w
ú
w
én
xī
ba ^i
shàn

ya ^ng
lao ^

zhe ^,

さ

ほ
と
り

孟
子
曰
く
、
伯
夷
は
紂
を⑴辟
け
、
北
海
の⑵

浜
に
居
る
、
文
王
作
興
す
る
と
聞

な
ん

お
さ

き
、
曰
く
盍
ぞ
帰
ら
ざ
る
⑶（

来
）、
吾
聞
く
、
⑷西

伯
善
く
老
を⑸

養
め
る
者
と
、

さ

ほ
と
り

な
ん

太
公
紂
を
辟
け
、
東
海
の
浜
に
居
る
、
文
王
作
興
す
る
と
聞
き
、
曰
く
盍
ぞ

お
さ

帰
ら
ざ
る
、
吾
聞
く
、
西
伯
善
く
老
を
養
め
る
者
と
、

さ

へ
き

⑴
辟
く：

避
け
る

辟
之
言
、
邊
也
、
屏
於
一
邊
也
（
辟
の
言
、
辺
な
り
、
一

し
り
ぞ

辺
に
屏
く
な
り
）

通
し
番
号
3
5
3‐

1
に
「
段
干
木
踰
垣
而
辟
之
（
段

さ

干
木
は
垣
を
踰
え
て
之
を
辟
く
）」
と
あ
る
。

ほ
と
り

み
ず
ぎ
わ

⑵
浜：

ほ
と
り

水
際

濱
、
涯
也
（
浜
、
涯
な
り
）

涯
、
水
邊
也
（
涯
、

か
ひ
ん

と
う

水
辺
な
り
）
通
し
番
号
1
9
8‐

3
朱
注
に「
陶
于
河
濱（
河
浜
に
陶
す
）」

と
あ
る
。

か
へ
り
な
ん
い
ざ

⑶
来：

催
促
の
辞

陶
淵
明
の
帰
去
来
の
辞
に
「
歸
去
來
兮
」
と
あ
る
が
、
同
じ

用
法
で
あ
る
。

來
、
催
促
之
辭
（
来
は
、
催
促
の
辞
な
り
）（
中
井
履
軒
）

通
し
番
号
9
9
7‐

2
に
「
孔
子
在
陳
曰
、
盍
歸
乎
來
（
孔
子
陳
に
在
り
て

な
ん

曰
く
、
盍
ぞ
帰
ら
ざ
る
（
来
））」
と
あ
る
。

⑷
西
伯：

文
王
の
こ
と
（
朱
注
）

お
さ

⑸
養
め
る：

治
め
る

養
、
猶
治
也
（
養
、
猶
治
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番

お
の
お
の

号
89‐

23
朱
注
に
「
八
家
各
受
私
田
百
畝
、
而
同
養
公
田
（
八
家
各
私
田

お
さ

百
畝
を
受
け
、
同
じ
く
公
田
を
養
め
る
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
辟
、
2
去
聲
、
3
�
作
、
4
興
、
5
皆
起
也
、
6
盍
、
7
何
不
也
、
8
西

伯
、
9
卽
文
王
也
、
10
紂
命
爲
西
方
諸
侯
之
長
、
11
得
專
征
伐
、
12
故
稱
西

伯
、
13
太
公
、
14
姜
姓
、
15
呂
氏
、
16
名
尙
、
17
文
王
發
政
、
18
必
先
鰥
寡

孤
獨
、
19
庶
人
之
老
、
20
皆
無
凍
餒
、
21
故
伯
夷
、
22
太
公
來
就
其
養
、
23

非
求
仕
也
、

1
pì,
2
qù
shēng,

3

�

zuò,
4
xìng,

5
jiē
qı ^
ye

�,
6
hé,

7
hé
bù
ye

�,
8
xī
ba ^i,

9
jí
w
én
w
áng

ye

�,
10
zhòu

m
ìng

w
éi
xī
fāng

zhū
hoú

zhī
zha ^ng,

11
dé
zhuān

zhēng
fá,

12
gù
chēng

xī
ba ^i,13

tài
gōng,14

jiāng
xìng,15

lü ^

zhī,
16
m
íng
shàng,17

w
én
w
áng

fā
zhèng,18

bì
xiān

guān
gua ^

gū
dú,

19
shù

rén
zhī

lao ^,
20
jiē
w
ú
dòng

ne

�i,
21
gù
ba ^i
yí,
22
tài
gōng

laí
jiù
qí
ya ^ng,

23
feī
qiú
shì

ye

�,

辟
、
去
声
、
�
作
、
興
、
皆
起
な
り
、
盍
、
何
不
な
り
、
西
伯
、
即
ち
文
王

な
り
、
紂
命
じ
西
方
の
諸
侯
の
長
と
爲
し
、
征
伐
を
専
ら
に
す
る
こ
と
を
得

り
ょ

る
、
故
に
西
伯
と
称
す
、
太
公
は
、
姜
は
⑴姓

、
呂
は
氏
、
名
は
尙
な
り
、
文

か
ん

だ
い

王
政
を
発
す
る
、
必
ず⑵

鰥
⑶寡
⑷孤
⑸独

を
先
に
し
、
庶
人
の
老
、
皆
凍⑹

餒
す
る
こ

と
無
し
、
故
に
伯
夷
、
太
公
来
り
其
⑺養

に
就
く
、
仕
え
る
こ
と
を
求
め
る
に

非
ざ
る
な
り
、

⑴
姓：

血
筋
を
表
す
呼
称
。
氏
は
家
柄
を
表
す
呼
称
。
た
だ
し
漢
代
以
後
混
用
さ

れ
る
。

天
子
建
德
、
因
生
以
賜
姓
、
胙
之
士
、
而
命
之
氏
（
天
子
徳
を

た
ま

建
て
、
生
に
因
り
以
て
姓
を
賜
う
、
之
に
士
を
胙
い
て
、
之
に
氏
を
命
ず
）

か
ん

⑵
鰥：

老
い
て
妻
の
な
い
者

通
し
番
号
89‐

10
に
「
老
而
無
妻
曰
鰥
（
老
い

か
ん

て
妻
無
し
鰥
と
曰
う
）」
と
あ
る
。

⑶
寡：
老
い
て
夫
の
な
い
者

通
し
番
号
89‐

11
に
「
老
而
無
夫
曰
寡
（
老
い

て
夫
無
し
寡
と
曰
う
）」
と
あ
る
。

⑷
孤：

幼
く
し
て
父
の
な
い
者

通
し
番
号
89‐

13
に
「
幼
而
無
父
曰
孤
（
幼

く
し
て
父
無
し
孤
と
曰
う
）」
と
あ
る
。

⑸
独：

老
い
て
子
の
な
い
者

通
し
番
号
89‐

12
に
「
老
而
無
子
曰
獨
（
老
い

て
子
無
し
独
と
曰
う
）」
と
あ
る
。

だ
い

⑹
餒：

飢
え
る

餒
、
飢
餓
也
（
餒
、
飢
餓
な
り
）

通
し
番
号
92‐

5
に
「
比

お
よ

だ
い

其
反
也
、
則
凍
餒
其
妻
子（
其
反
る
に
比
ぶ
や
、
則
ち
其
妻
子
を
凍
餒
す
）」

と
あ
る
。

⑺
養：

治

養
、
猶
治
也
（
養
、
猶
治
の
ご
と
き
な
り
）

朱
注
訳

辟
は
去
声
で
あ
る
。
作
、
興
は
と
も
に
起
で
あ
る
。
盍
は
何
不
で
あ
る
。
西

伯
は
文
王
で
あ
る
。
紂
の
命
で
文
王
は
西
方
の
諸
侯
の
長
に
な
り
、
征
伐
を

一
存
で
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
西
伯
と
言
っ
た
。
太
公
は
、
姓
は
姜
、

り
ょ

氏
は
呂
、
名
は
尙
で
あ
る
。
文
王
が
政
を
す
る
の
は
、
必
ず
老
い
て
妻
の
い

な
い
者
、
老
い
て
夫
の
い
な
い
者
、
幼
く
し
て
父
の
い
な
い
者
、
老
い
て
子

の
な
い
者
を
先
に
し
た
。
庶
民
の
老
い
て
い
る
者
は
み
な
飢
え
た
り
凍
え
た

り
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
伯
夷
、
太
公
が
来
て
、
文
王
の
治
下
に

入
っ
た
。
仕
え
る
の
を
求
め
て
い
る
の
で
な
い
。

通
し
番
号
430

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
74

識
別
番
号
7
・
13
・
2

本

文
1
二
老
者
、
2
天
下
之
大
老
也
、
3
而
歸
之
、
4
是
天
下

之
父
歸
之
也
、
5
天
下
之
父
歸
之
、
6
其
子
焉
往
、

1
èr
lao ^

zhe ^,2
tiān

xià
zhī
dà
lao ^

ye
�,3

ér
guī
zhī,4

shì
tiān

xià
zhī
fu ^

guī
zhī
ye

�,5
tiān

xià
zhī
fu ^

guī
zhī,6

qí
zı ^

yān
w
a ^ng,

二
老
は
、
天
下
の
大
老
な
り
、
而
し
て
之
に
帰
す
、
是
れ
天
下
の
父
之
に
帰

い
ず

す
る
な
り
、
天
下
の
父
之
に
帰
す
、
其
子
焉
く
に
往
か
ん
、

朱

注
1
焉
、
2
於

反
、
3
�
二
老
、
4
伯
夷
、
5
太
公
也
、
6
大
老
、
7
言
非

常
人
之
老
者
、
8
天
下
之
父
、
9
言
齒
德
皆
尊
、
10
如
衆
父
然
、
11
旣
得
其

心
、
12
則
天
下
之
心
不
能
外
矣
、
13
蕭
何
所
謂
養
民
致
賢
、
14
以
圖
天
下
者
、

15
暗
與
此
合
、
16
但
其
意
則
有
公
私
之
辨
、
17
學
者
又
不
可
以
不
察
也
、

1
yān,

2
yú
qián

fa ^n,
3

�èr
lao ^,

4
ba ^i
yí,
5
tài
gōng

ye

�,6
dà
lao ^,7

yán
feī
cháng

rén
zhī
lao ^

zhe ^,8
tiān

xià
zhī
fu ^,
9
yán

chı ^

dé
jiē
zūn,

10
rú
zhòng

fu ^

rán,
11
jì

dé
qí
xīn,

12
zé
tiān

xià
zhī

xīn
bù
néng

w
aì
yı ^,

13
xiāo

hé
suo ^

w
èi
ya ^ng

m
ín
zhì
xián,14

yı ^

tú
tiān

xià
zhe ^,

15
àn
yu

�cı ^

hé,
16
dàn

qí
yì
zé
you ^

gōng
sī
zhī

biàn,17
xué

zhe ^

yoù
bù
ke

�yı ^

bù
chá

ye

�,

焉
、
於

反
、
�
二
老
は
、
伯
夷
、
太
公
な
り
、
大
老
、
常
人
の
老
な
る
者

た
っ
と

に
非
ざ
る
を
言
う
、
天
下
之
父
は
、
⑴歯

徳
皆
尊
く
、
⑵衆

父
の
如
し
（
⑶然

）
を

は
な

し
ょ
う

か

言
う
、
既
に
其
心
を
得
れ
ば
、
則
ち
天
下
の
心⑷

外
れ
る
こ
と
能
わ
ず
、⑸

蕭
何

謂
う
所
の
民
を
養
い
賢
を
致
し
、
以
て
天
下
を
図
る
も
の
は
、
暗
に
此
と
合

た
だ

う
、
但
し
其
意
則
ち
公
私
の
⑹弁

有
り
、
学
ぶ
者
又
以
て
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ

る
な
り
、

２４０
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⑴
歯：

年
齢

齒
、
年
也
（
歯
、
年
な
り
）

通
し
番
号
2
1
3‐

18
に
「
郷

黨
莫
如
齒
（
郷
党
歯
に
如
く
は
莫
し
）」
と
あ
る
。

⑵
衆
父：

多
く
の
人
の
父

衆
は
「
多
く
の
人
」
の
意
味
。

七
口
以
上
曰
衆
（
七

口
以
上
衆
と
曰
う
）

⑶
然：

「
な
り
」
の
意
味

然
、
猶
也
也
、
決
定
之
詞
（
然
、
猶
也
の
ご
と
き

な
り
、
決
定
の
詞
な
り
）

通
し
番
号
4
1
6‐

3
朱
注
に
「
民
之
所
欲
、

皆
爲
致
之
、
如
聚
斂
然（
民
の
欲
す
る
所
は
、
爲
に
皆
之
を
致
す
こ
と
が
、

し
ゅ
う
れ
ん

な
り

聚
斂
す
る
が
如
き
然
）」
と
あ
る
。

は
な

⑷
外
れ
る：

は
な
れ
る

は
ず
れ
る

ほ
か
に
す
る

外
、
猶
除
也
（
外
、
猶

除
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番
号
1
8
6‐

16
朱
注
に
「
人
之
所
以
爲
心
、

は
ず

不
外
乎
是
四
者（
人
の
以
て
心
と
爲
す
所
は
、是
四
な
る
も
の
を
外
れ
ず
）」

と
あ
る
。

し
ょ
う

か

⑸
蕭
何：

前
漢
建
国
の
名
相

⑹
弁：

別

区
別

辨
、
別
也
（
弁
、
別
な
り
）

朱
注
訳

焉
は
於

反
で
あ
る
。
二
老
は
伯
夷
と
太
公
で
あ
る
。
大
老
は
凡
人
の
老
い

た
者
で
な
い
こ
と
を
言
う
。
天
下
の
父
は
、
年
齢
も
徳
も
尊
く
、
多
く
の
人

の
父
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
天
下
の
父
の
心
を
得
る
と
、
天
下
の
心
は
離

し
ょ
う

か

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
蕭
何
が
言
う
所
の
民
を
養
い
賢
を
致
し
天
下
を
図

る
は
暗
に
こ
れ
と
合
う
。
し
か
し
意
図
し
て
い
る
所
に
公
私
の
別
が
あ
る
。

学
ぶ
者
は
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

通
し
番
号
431

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
74

識
別
番
号
7
・
13
・
3

本

文
1
諸
侯
有
行
文
王
之
政
者
、
2
七
年
之
内
、
3
必
爲
政
於

天
下
矣
、

1
zhū

hoú
you ^

xíng
w
én
w
áng

zhī
zhèng

zhe ^,2
qī
nián

zhī
neì,3

bì
w
éi
zhèng

yú
tiān

xià
yı ^,

諸
侯
文
王
の
政
を
行
う
も
の
有
れ
ば
、
七
年
の
内
、
必
ず
政
を
天
下
に
爲
す
、

朱

注
1
七
年
、
2
以
小
國
而
言
也
、
3
大
國
五
年
、
4
在
其
中
矣
、

1
qī
nián,

2
yı ^
xiao ^

guó
ér
yán

ye

�,
3
dà
guó

w
u

�nián,
4
zaì
qí
zhōng

yı ^,

七
年
、
小
国
以
て
言
う
な
り
、
大
国
五
年
は
、
其
中
に
在
り
、

朱
注
訳

七
年
は
小
国
で
言
う
。
大
国
五
年
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

章
番
号
14

章
通
し
番
号
75

通
し
番
号
432
〜
434

章
内
番
号
1
〜
3

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
冉
求
が
季
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
。
季
氏
の
施
策
を
改
め
る
こ

と
が
で
き
ず
、
税
と
し
て
取
り
上
げ
る
穀
物
は
以
前
の
倍
に
な
っ
た
。
孔
子
は

言
う
。「
冉
求
は
私
の
門
人
で
な
い
。
君
た
ち
、
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
そ
の
罪
を

責
め
て
も
よ
い
。」
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
人
君
が
仁
政
を
行
っ
て
い
な
い
の
に
、

人
君
を
富
ま
す
る
者
は
孔
子
に
捨
て
ら
れ
る
者
で
あ
る
。
人
君
の
た
め
に
戦
う

こ
と
を
強
い
る
。土
地
を
争
っ
て
戦
い
、死
体
が
野
に
満
ち
て
い
る
。城
を
争
っ

て
戦
い
、
死
体
が
城
に
満
ち
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
す
れ
ば
、
当
然
孔
子

に
捨
て
ら
れ
る
。
こ
れ
は
土
地
を
率
い
て
人
の
肉
を
食
べ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
罪
は
死
刑
に
し
て
も
な
お
不
足
で
あ
る
。
だ
か
ら
戦
争
に
巧
み
な
者

は
極
刑
に
す
る
。
諸
侯
を
連
合
さ
せ
る
者
は
そ
の
次
の
刑
に
処
す
る
。
荒
地
を

開
き
、
土
地
を
民
に
耕
作
さ
せ
る
者
は
そ
の
次
の
刑
に
処
す
る
。

通
し
番
号
432

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
75

識
別
番
号
7
・
14
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
求
也
爲
季
氏
宰
、
3
無
能
改
於
其
德
、
4

而
賦
粟
倍
他
日
、
5
孔
子
曰
、
6
求
非
我
徒
也
、
7
小
子

鳴
鼓
而
攻
之
可
也
、

1
m
èng

zı ^

yuē,2
qiú
ye

�w
éi
jì
zhī
zaı ^,3

w
ú
néng

gaı ^

yú
qí
dé,
4
ér
fù
sù
bèi
tā
rì,
5
ko

�ng
zı ^

yuē,
6
qiú
feī

w
o ^

tú
ye

�,7
xiao ^

zı ^

m
íng
gu

�ér
gōng

zhī
ke

�ye
�,

さ
い

⑴孟
子
曰
く
、
求
や
季
氏
の⑵

宰
と
爲
る
、
能
く
其
⑶徳

を
改
め
る
こ
と
無
し
、
而

ぞ
く

ふ

し
て⑷

粟
を⑸賦
す
る
こ
と
⑹他

日
に
倍
す
、
孔
子
曰
く
、
求
は
我
徒
に
非
ざ
る
な

り
、
小
子
鼓
を
鳴
ら
し
て
之
を
⑺攻

め
て
可
な
り
、

⑴
こ
こ
は
、『
論
語
』
先
進
17
の
次
の
一
文
を
も
と
に
し
て
い
る
。「
季
氏
富
於
周

公
、
而
求
也
爲
之
聚
斂
而
附
益
之
、
子
曰
、
非
吾
徒
也
、
小
子
鳴
鼓
而
攻

よ
り

し
ゅ
う
れ
ん

之
、
可
也
（
季
氏
周
公
於
富
む
、
而
る
に
求
や
之
が
爲
に
聚
斂
し
て
之
を

附
益
す
、
子
曰
く
、
吾
が
徒
に
非
ざ
る
な
り
、
小
子
鼓
を
鳴
ら
し
て
之
を

攻
め
て
、
可
な
り
）」

さ
い

⑵
宰：

家
臣
（
朱
注
）

⑶
徳：

行
為

『
論
衡
』
に
「
實
行
爲
德
（
実
行
徳
と
爲
す
）」
と
あ
る
。

通
し
番
号
2
7
9‐

23
に
「
君
子
之
德
風
也
、
小
人
之
德
草
也
（
君
子
の
徳

は
風
な
り
、
小
人
の
徳
は
草
な
り
）」
と
あ
る
。

ぞ
く

⑷
粟：

穀
物
の
実

粟
、
嘉
穀
實
也（
粟
、
嘉
穀
の
実
な
り
）
通
し
番
号
3
4
0

‐

2
に
「
子
不
通
功
易
事
、
以
羡
補
不
足
、
則
農
有
餘
粟
（
子
功
を
通
じ
事

あ
ま
り

ぞ
く

を
易
え
、
羡
を
以
て
不
足
を
補
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
農
余
粟
有
り
）」と
あ
る
。

ふ
⑸
賦
す：

税
を
取
る
。

賦
、
上
之
所
求
於
下
（
賦
、
上
の
下
に
求
め
る
所
な
り
）

税
、
賦
也
（
税
、
賦
な
り
）

通
し
番
号
2
9
3‐

17
朱
注
に
「
賦
無
定
法

（
賦
は
定
法
無
し
）」
と
あ
る
。

た
じ
つ

た
じ
つ

⑹
他
日：

以
前

通
し
番
号
2
7
9‐

2
に
「
吾
他
日
未
嘗
學
問
（
吾
他
日
未

だ
嘗
て
学
問
せ
ず
）」
と
あ
る
。

⑺
攻
め
る：

そ
の
罪
を
言
っ
て
責
め
る
（
朱
注
）

実
際
に
軍
隊
で
攻
撃
す
る
こ

と
で
は
な
い
。

２４２
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朱

注
1
求
、
2
孔
子
弟
子
冉
求
、
3
季
氏
、
4
魯
卿
、
5
宰
、
6
家
臣
、
7
賦
、

8
猶
取
也
、
9
取
民
之
粟
倍
於
他
日
也
、
10
小
子
、
11
弟
子
也
、
12
鳴
鼓
而

攻
之
、
13
聲
其
罪
而
責
之
也
、

1
qiú,2

ko

�ng
zı ^

dì
zı ^

ra ^n
qiú,3

jì
zhī,4

lu ^

qīng,5
zaı ^,

6
jiā
chén,7

fù,8
yóu

qu

�ye

�,9
qu

�m
ín
zhī
sù
bèi
yú
tā

rì
ye

�,
10
xiao ^

zı ^,
11
dì
zı ^

ye

�,
12
m
íng
gu

�ér
gōng

zhī,
13
shēng

qí
zuì
ér
zé
zhī
ye

�,

ぜ
ん

求
、
孔
子
の
弟
子
冉
求
な
り
、
季
氏
は
魯
の
卿
な
り
、
宰
は
家
臣
な
り
、
賦
、

猶
取
の
ご
と
き
な
り
、
民
の
粟
を
取
る
こ
と
他
日
に
倍
す
る
な
り
、
小
子
、

の

弟
子
な
り
、
鼓
を
鳴
ら
し
て
之
を
攻
む
は
、
其
罪
を⑴声
べ
之
を
責
め
る
な
り
、

の
⑴
声
ぶ：

の
べ
る

ふ
れ
る

聲
、
宣
也
（
声
、
宣
な
り
）
通
し
番
号
5
9
3

‐

2
に
「
集
大
成
也
者
、
金
聲
而
玉
振
之
也
（
集
め
て
大
成
す
る
は
、
金
が

お
さ

（
の
）べ
て
玉
が
之
を
振
む
な
り
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

ぜ
ん

求
は
孔
子
の
弟
子
冉
求
で
あ
る
。
季
氏
は
魯
の
卿
で
あ
る
。
宰
は
家
臣
で
あ

る
。
賦
は
取
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
民
の
穀
物
を
税
と
し
て
取
る
こ
と
が

以
前
の
倍
に
な
っ
た
。
小
子
は
弟
子
で
あ
る
。
鼓
を
鳴
ら
し
て
之
を
攻
む
は
、

そ
の
罪
を
言
っ
て
責
め
る
こ
と
で
あ
る
。

通
し
番
号
433

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
75

識
別
番
号
7
・
14
・
2

本

文
1
由
此
觀
之
、
2
君
不
行
仁
政
、
3
而
富
之
、
4
皆
棄
於

孔
子
者
也
、
5
況
於
爲
之
強
戰
、
6
爭
地
以
戰
、
7
殺
人

盈
野
、
8
爭
城
以
戰
、
9
殺
人
盈
城
、
10
此
所
謂
率
土
地

而
食
人
肉
、
11
罪
不
容
於
死
、

1
yóu

cı ^

guàn
zhī,

2
jūn

bù
xíng

rén
zhèng,

3
ér
fù

zhī,
4
jiē
qì
yú
ko

�ng
zı ^
zhe ^

ye

�,
5
kuàng

yú
w
èi
zhī

qia ^ng
zhàn,

6
zhēng

dì
yı ^

zhàn,
7
shā

rén
yíng

ye

�,
8
zhēng

chéng
yı ^
zhàn,

9
shā

rén
yíng

chéng,
10
cı ^

suo ^

w
èi
lǜ
tu ^
dì
ér
shí
rén

ròu,11
zuì
bù
róng

yú
sı ^,

此
に
由
り
之
を
観
れ
ば
、
君
仁
政
を
行
わ
ず
し
て
、
之
を
富
ま
す
は
、
皆
孔

し

子
に
棄
て
ら
れ
る
者
な
り
、
況
ん
や
之
が
爲
に
戦
を⑴強
い
、
地
を
争
い
以
て

み

み

戦
い
、
人
を
殺
し
野
に⑵盈
ち
、
城
を
争
い
以
て
戦
い
、
人
を
殺
し
城
に
盈
つ

る
に
於
て
を
や
、
此
は
謂
う
所
の
土
地
を
率
い
て
人
肉
を
食
べ
る
、
罪
は
死

い
に⑶容
ら
ず
、

し

き
ょ
う

⑴
強
う：

強
い
る

強
、
叚
借
爲

（
強
、
叚
借
し
て

と
爲
す
）

、
迫

也
（

、
迫
な
り
）

み
⑵
盈
つ：

み
ち
る

盈
、
充
也
（
盈
、
充
な
り
）

通
し
番
号
3
6
6‐

4
に

ぼ
く
て
き

み

「
楊
朱
、
墨
翟
之
言
盈
天
下（
楊
朱
、
墨
翟
の
言
天
下
に
盈
つ
）」と
あ
る
。

い

か
ん

⑶
容
る：

い
れ
る

容
、
包
函
也
（
容
、
包
函
な
り
）

函
、
包
也
（
函
、
包

な
り
）

通
し
番
号
2
8
5‐

4
朱
注
に
「
天
理
人
欲
、
不
容
並
立
（
天
理

い

と
人
欲
は
、
並
立
を
容
れ
ず
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
爲
、
2
去
聲
、
3
�
林
氏
曰
、
4
富
其
君
者
、
5
奪
民
之
財
耳
、
6
而
夫

子
猶
惡
之
、
7
況
爲
土
地
之
故
而
殺
人
、
8
使
其
肝
腦
塗
地
、
9
則
是
率
土

地
而
食
人
之
肉
、
10
其
罪
之
大
、
11
雖
至
於
死
、
12
猶
不
足
以
容
之
也
、

1
w
èi,
2
qù
shēng,

3

�

lín
zhī
yuē,

4
fù
qí
jūn

zhe ^,
5
duó

m
ín
zhī
caí
e

�r,6
ér
fū
zı ^

yóu
è
zhī,7

kuàng
w
èi

tu ^

dì
zhī
gù
ér
shā

rén,
8
shı ^

qí
gān

na ^o
tú
dì,
9
zé

shì
lǜ
tu ^

dì
ér
shí
rén

zhī
ròu,

10
qí
zuì
zhī
dà,
11
suī

zhì
yú
sı ^,12

yóu
bù
zú
yı ^

róng
zhī
ye

�,

爲
、
去
声
、
�
林
氏
曰
く
、
其
君
を
富
ま
す
者
は
、
民
の
財
を
奪
う
の
み
、

に
く

た
め

而
る
に
⑴夫

子
猶
之
を
悪
む
、
況
ん
や
土
地
の
爲
の
故
に
し
て
人
を
殺
し
、
⑵其

ま
み

肝
脳
を
し
て
地
に⑶

塗
れ
し
め
ば
、
則
ち
是
れ
土
地
を
率
い
て
人
の
肉
を
食
べ

い

る
、
其
罪
は
大
、
死
に
至
る
と
雖
も
、
猶
以
て
之
を
容
れ
る
に
足
ら
ざ
る
な

り
、

ふ
う
し

⑴
夫
子：

孔
子
の
こ
と

夫
子
、
本
春
秋
時
、
先
生
長
者
之
稱
、
故
孔
門
弟
子
、

も
と

稱
孔
子
皆
曰
夫
子
（
夫
子
、
本
春
秋
の
時
、
先
生
長
者
の
称
、
故
に
孔
門

の
弟
子
、
孔
子
を
称
し
て
皆
夫
子
と
曰
う
）

通
し
番
号
6‐

24
朱
注
に

ま
れ

「
夫
子
罕
言
利
（
夫
子
罕
に
利
を
言
う
）」
と
あ
る
。

ま
み

⑵
其
肝
脳
を
し
て
地
に
塗
れ
し
む：

「
肝
腦
塗
地
」
は
『
史
記
』
劉
敬
伝
に
見
ら

れ
る
。

ま
み

お

⑶
塗
れ
る：

ま
み
れ
る

よ
ご
れ
る

塗
、
汙
也
（
塗
、
汙
な
り
）

朱
注
訳

爲
は
去
声
で
あ
る
。
林
氏
は
言
う
。
そ
の
君
を
富
ま
す
者
は
民
の
財
を
奪
っ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
孔
子
は
こ
れ
さ
え
憎
ん
だ
。
土
地
の
た
め
に

人
を
殺
し
、
人
の
肝
臓
、
脳
が
土
に
ま
み
れ
て
い
る
の
は
、
当
然
憎
む
。
こ

れ
は
土
地
を
率
い
て
人
の
肉
を
食
べ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
罪
は
大

き
く
、
死
刑
に
し
て
も
な
お
不
足
で
あ
る
。

人
間
は
昔
か
ら
戦
争
を
し
て
き
た
。
近
代
は
第
一
次
世
界
大
戦
、
第
二

次
世
界
大
戦
と
い
う
世
界
中
が
戦
争
に
な
る
こ
と
を
経
験
し
た
。
現
代
で

も
局
地
的
に
戦
争
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
戦
争
は
ほ
と
ん
ど
土
地
の

所
有
権
の
争
い
で
あ
る
。
土
地
を
求
め
て
殺
し
合
い
を
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
孟
子
の
言
う
、
土
地
を
率
い
て
人
の
肉
を
食
べ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。
孟
子
の
言
う
よ
う
に
、
こ
れ
は
死
刑
に
し
て
も
な
お
償
い
き
れ
な
い

大
罪
で
あ
る
。

通
し
番
号
434

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
75

識
別
番
号
7
・
14
・
3

本

文
1
故
善
戰
者
服
上
刑
、
2
連
諸
侯
者
次
之
、
3
辟
草
萊
、

4
任
土
地
者
次
之
、

1
gù
shàn

zhàn
zhe ^

fù
shàng

xíng,
2
lián

zhū
hoú

zhe ^

cì
zhī,3

pì
cao ^

laí,4
rèn

tu ^

dì
zhe ^

cì
zhī,

つ
ら

そ
う
ら
い

故
に
善
く
戦
う
者
は
⑴上

刑
に
服
す
、
諸
侯
を
連
ね
る
者
之
に
次
ぐ
、⑵
⑶

草
萊

ひ
ら

を⑷

辟
き
、
土
地
を
⑸任

ず
る
者
は
之
に
次
ぐ
、

２４４
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⑴
上
刑：

重
刑

趙
注
は
「
上
刑
、
重
刑
也
（
上
刑
、
重
刑
な
り
）」
と
す
る
。

そ
う
ら
い

ひ
ら

⑵
草
萊
を
辟
き
、
土
地
を
任
ず
る
者
は
之
に
次
ぐ：

荒
地
を
開
き
、
土
地
を
民
に

与
え
耕
作
さ
せ
る
こ
と
が
、
罪
に
な
る
の
は
、
耕
作
す
る
土
地
が
増
え
る

か
ら
民
の
負
担
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
ら
い

す
た

ら
い

⑶
草
萊：

荒
地

田
廢
生
草
、
謂
之
萊
（
田
廃
れ
草
を
生
ず
、
之
を
萊
と
謂
う
）

ひ
ら

⑷
辟
く：

開
墾
す
る
（
朱
注
）

通
し
番
号
3
8
6‐

5
に
「
田
野
不
辟
（
田
野

ひ
ら辟
け
ず
）」
と
あ
る
。

⑸
任
ず：
土
地
を
民
に
与
え
耕
作
さ
せ
る
（
朱
注
）

朱

注
1
辟
、
2
與
闢
同
、
3
�
善
戰
、
4
如
孫
臏
、
5
吳
起
之
徒
、
6
連
結
諸
侯
、

7
如
蘇
秦
、
8
張
儀
之
類
、
9
辟
、
10
開
墾
也
、
11
任
土
地
、
12
謂
分
土
授

民
、
13
使
任
耕
稼
之
責
、
14
如
李

盡
地
力
、
15
商
鞅
開
阡
陌
之
類
也
、

1
pì,
2
yu

�pì
tóng,

3

�shàn
zhàn,

4
rú
sūn

bìn,
5
w
ú

qı ^

zhī
tú,
6
lián

jié
zhū

hoú,
7
rú
sū
qín,

8
zhāng

yí
zhī
lèi,
9
pì,
10
kaī
ke

�n
ye

�,
11
rèn

tu ^

dì,
12
w
èi
fēn
tu ^

shòu
m
ín,13

shı ^

rèn
gēng

jià
zhī
zé,14

rú
lı ^

kuī
jìn
dì

lì,15
shāng

yāng
kaī
qiān

m
ò
zhī
lèi
ye

�,

び
ん

辟
、
闢
と
同
じ
、
�
善
く
戰
う
は
、
⑴孫

臏
、
⑵呉

起
の
徒
の
如
し
、
諸
侯
を
連

へ
き

結
す
る
は
、
⑶蘇

秦
、
⑷張

儀
の
類
の
如
し
、
辟
、
開
墾
な
り
、
土
地
を
任
ず
る

り
か
い

は
、
⑸土

を
分
け
民
に
授
け
、
⑹耕

稼
の
責
を
任
ぜ
し
む
る
を
謂
う
、⑺李

地
力

し
ょ
う
お
う

せ
ん
ば
く

を
尽
し
、⑻

商
鞅
⑼

阡
陌
を
開
く
の
類
の
如
き
な
り
、

び
ん

ほ
う
け
ん

⑴
孫
臏：

戦
国
時
代
の
斉
の
軍
師
。
学
友
、
龐
涓
に
欺
か
れ
両
足
を
切
断
す
る
刑

を
受
け
た
。
13
年
後
に
魏
が
龐
涓
を
将
軍
と
し
て
韓
を
攻
め
る
と
、
孫
臏

が
軍
師
と
な
っ
て
韓
を
救
援
し
、
馬
陵
の
戦
い
で
大
勝
し
た
。
孫
臏
兵
法

を
残
し
た
。

⑵
呉
起：

戦
国
時
代
の
人
。
魯
や
魏
に
仕
え
戦
功
を
あ
げ
た
。
そ
の
著
『
呉
子
』

は
、
兵
法
書
の
中
で
『
孫
子
』
に
次
ぐ
も
の
と
さ
れ
る
。

⑶
蘇
秦：

戦
国
時
代
の
人
。
燕
、
趙
、
韓
、
魏
、
斉
、
楚
の
六
国
の
合
従
を
成
立

さ
せ
、
秦
に
対
抗
し
た
。

⑷
張
儀：

戦
国
時
代
の
人
。
合
従
を
連
衡
で
打
ち
破
っ
た
。
秦
と
結
ん
で
隣
国
を

攻
め
る
利
を
説
い
て
、
合
従
か
ら
離
脱
さ
せ
た
の
が
連
衡
で
あ
る
。

⑸
土：

田

土
、
田
也
（
土
、
田
な
り
）

⑹
耕
稼：

耕
し
て
植
え
る
こ
と

稼
は
「
植
え
る
」の
意
味
が
あ
る
。

種
曰
稼
、

れ
ん

し
ょ
く

斂
曰
穡
（
種
は
稼
と
曰
う
、
斂
は
穡
と
曰
う
）

通
し
番
号
3
0
1‐

7
朱

ら
い
し

つ
く

か
し
ょ
く

注
に
「
始
爲
耒
耜
、
敎
民
稼
穡
者
也
（
始
め
て
耒
耜
を
爲
り
、
民
に
稼
穡

を
教
え
る
者
な
り
）」
と
あ
る
。

り
か
い

じ
ょ
う
し
ょ
う

⑺
李

：

戦
国
時
代
の
人
。
魏
の
丞
相
と
な
り
、
農
業
生
産
力
の
増
加
を
は
か
り
、

魏
の
富
国
強
兵
に
貢
献
し
た
。

し
ょ
う
お
う

⑻
商
鞅：

戦
国
時
代
の
人
。
秦
に
仕
え
、
秦
を
強
国
に
し
、
後
に
秦
が
天
下
を
統

一
す
る
礎
を
築
い
た
。

せ
ん
ば
く

⑼
阡
陌
を
開
く：

田
の
間
の
道
を
こ
わ
し
、
耕
地
整
理
を
し
て
田
を
増
や
す

阡

陌
は
「
田
の
間
の
道
」
の
こ
と

南
北
曰
阡
、
東
西
曰
陌
、
河
東
以
東

せ
ん

ば
く

西
爲
阡
、
南
北
爲
陌
（
南
北
を
阡
と
曰
い
、
東
西
を
陌
と
曰
う
、
河
東
は

せ
ん

ば
く

東
西
以
て
阡
と
爲
し
、
南
北
陌
と
爲
す
）

朱
注
訳

び
ん

辟
は
闢
と
同
じ
。
善
く
戰
う
は
、
孫
臏
、
呉
起
の
徒
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

へ
き

諸
侯
を
連
結
す
る
は
、
蘇
秦
、
張
儀
の
類
の
よ
う
で
あ
る
。
辟
は
開
墾
で
あ

る
。
土
地
を
任
ず
る
は
、
土
地
を
分
け
て
民
に
与
え
、
耕
作
の
責
を
負
わ
せ

り
か
い

し
ょ
う
お
う

る
こ
と
を
言
う
。
李

が
地
力
を
尽
し
、
商
鞅
が
耕
地
整
理
を
し
た
類
で
あ

る
。

章
番
号
15

章
通
し
番
号
76

通
し
番
号
435
〜
436

章
内
番
号
1
〜
2

本
文
訳

孟
子
が
言
う
。
人
に
あ
る
も
の
の
中
で
瞳
ほ
ど
よ
い
も
の
は
な
い
。
瞳
は
悪

を
隠
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
胸
中
が
正
し
い
と
瞳
は
清
く
明
ら
か
で
あ
る
。
胸

中
が
正
し
く
な
い
と
瞳
は
暗
い
。
そ
の
言
を
聞
き
、
そ
の
瞳
を
見
る
と
、
人
は

ど
う
や
っ
て
そ
の
心
を
隠
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

通
し
番
号
435

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
76

識
別
番
号
7
・
15
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
存
乎
人
者
、
3
莫
良
於
眸
子
、
4
眸
子
不

能
掩
其
惡
、
5
胸
中
正
、
6
則
眸
子
瞭
焉
、
7
胸
中
不
正
、

8
則
眸
子

焉
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
cún

hū
rén

zhe ^,
3
m
ò
liáng

yú
m
oú

zı ^,
4
m
oú
zı ^

bù
néng

ya ^n
qí
è,
5
xiōng

zhōng
zhèng,

6
zé
m
oú
zı ^

lia ^o
yān,

7
xiōng

zhōng
bù
zhèng,

8
zé

m
oú
zı ^

m
aò
yān,

ぼ
う
し
よ
り

お
お

孟
子
曰
く
、
人
に
存
す
る
も
の
は
、⑴

眸
子
於
良
き
は
莫
し
、
眸
子
其
悪
を⑵

掩

あ
き
ら

う
こ
と
能
わ
ず
、
胸
中
正
し
け
れ
ば
、
則
ち
眸
子⑶

瞭
か
な
り
、
胸
中
正
し
か

く
ら

ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
眸
子⑷

し
、

ぼ
う
し

⑴
眸
子：

ひ
と
み
（
朱
注
）

お
お

が
い

⑵
掩
う：

お
お
う

掩
、
蓋
也
（
掩
、
蓋
な
り
）

通
し
番
号
3
2
2‐

12
に

る
い
り

く
つ
が
え

お
お

「
蓋
歸
反

而
掩
之
（（
蓋
）
帰
り

を
反
し
て
之
を
掩
う
）」
と
あ

る
。

あ
き
ら

⑶
瞭
か：

明
ら
か
（
朱
注
）

く
ら

⑷

し：

明
ら
か
で
な
い
（
朱
注
）

朱

注
1
眸
、
2
音
牟
、
3
瞭
、
4
音
了
、
5

、
6
音
耄
、
7
�
良
、
8
善
也
、

9
眸
子
、
10
目
瞳
子
也
、
11
瞭
、
12
明
也
、
13

者
、
14
蒙
蒙
、
15
目
不
明

之
貌
、
16
蓋
人
與
物
接
之
時
、
17
其
神
在
目
、
18
故
胸
中
正
則
神
精
而
明
、

19
不
正
則
神
散
而
昏
、

1
m
oú,
2
yīn

m
ù,
3
lia ^o,

4
yīn

lia ^o,
5
m
aò,
6
yīn

m
aò,

7

�

liáng,
8
shàn

ye

�,
9
m
oú
zı ^,
10
m
ù
tóng

zı ^

ye

�,
11
lia ^o,12

m
íng
ye

�,13
m
aò
zhe ^,

14
m
éng

m
éng,

15
m
ù

bù
m
íng

zhī
m
aò,
16
gaì
rén

yu

�

w
ù
jiē
zhī
shí,

17
qí

shén
zaì
m
ù,
18
gù
xiōng

zhōng
zhèng

zé
shén

jīng
ér

m
íng,19

bù
zhèng

zé
shén

sa ^n
ér
hūn,

眸
、
音
は
牟
、
瞭
、
音
は
了
、

、
音
は
耄
、
�
良
、
善
な
り
、
眸
子
、
目

ど
う
し

ぼ
う

も
う
も
う

の⑴

瞳
子
な
り
、
瞭
、
明
な
り
、

は
、⑵

蒙
蒙
、
目
明
か
な
ら
ず
の
貌
な
り
、

蓋
し
人
が
物
と
接
す
る
の
時
、
其
⑶神

は
目
に
在
り
、
故
に
胸
中
正
し
け
れ
ば

き
よ

く
ら

則
ち
神⑷

精
く
明
か
な
り
、
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
神
⑸散

じ
て⑹

昏
し
、

ど
う
し

⑴
瞳
子：

ひ
と
み

子
は
小
さ
な
も
の
に
添
え
て
用
い
る
。

瞳
、
目
珠
子（
瞳
、

し
ゅ
し

ま
る

目
の
珠
子
な
り
）

凡
物
之
圓
者
、
皆
曰
珠
（
凡
そ
物
の
円
き
も
の
、
皆

珠
と
曰
う
）

子
、
小
稱
也
（
子
、
小
の
称
な
り
）

２４６
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も
う
も
う

⑵
蒙
蒙：

暗
い
さ
ま

蒙
蒙
、
暗
也
（
蒙
蒙
、
暗
な
り
）

⑶
神：

心

魂

神
、
謂
精
魂
（
神
、
精
魂
を
謂
う
）
神
者
、
生
之
本
也
（
神

は
、
生
の
本
な
り
）

通
し
番
号
1
0
1
3‐

16
朱
注
に
「
百
世
之
下
、
必

將
有
神
會
而
心
得
之
者
耳
（
百
世
の
下
、
必
ず
将
に
神
に
会
い
心
に
之
を

得
る
者
有
ら
ん
と
す
る
の
み
）」
と
あ
る
。

き
よ

⑷
精
し：

澄
む

精
、
潔
也
（
精
、
潔
な
り
）

⑸
散
ず：
乱
れ
る

散
、
雑
亂
貌
（
散
、
雑
乱
の
貌
な
り
）

く
ら

⑹
昏
し：
暗
い

通
し
番
号
5
4
0‐

10
に
「
昏
夜
乞
哀
以
求
之
（
昏
夜
に
哀
を

乞
い
以
て
之
を
求
む
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

眸
は
音
は
牟
で
あ
る
。
瞭
は
音
は
了
で
あ
る
。

は
音
は
耄
で
あ
る
。
良
は

ぼ
う

も
う
も
う

善
で
あ
る
。
眸
子
は
目
の
ひ
と
み
で
あ
る
。
瞭
は
明
で
あ
る
。

は
蒙
蒙
と

し
て
目
が
明
る
く
な
い
さ
ま
で
あ
る
。
人
が
物
と
接
す
る
時
、
心
は
目
に
あ

る
。
胸
中
が
正
し
い
と
、
心
は
澄
み
明
る
い
。
正
し
く
な
い
と
心
が
乱
れ
て

暗
い
。

通
し
番
号
436

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
76

識
別
番
号
7
・
15
・
2

本

文
1
聽
其
言
也
、
2
觀
其
眸
子
、
3
人
焉
廋
哉
、

1
tīng

qí
yán

ye

�,2
guàn

qí
m
oú
zı ^,3

rén
yān

sōu
zāi,

ぼ
う
し

い
ず
く

か
く

其
言
を
聴
く
や
、
其
眸
子
を
観
る
、
人
焉
ん
ぞ⑴

廋
さ
ん
や
、

か
く

⑴
廋
す：

か
く
す
（
朱
注
）

通
し
番
号
9
8
1‐

2
に
「
若
是
乎
從
者
之
廋
也

か
く

（
是
の
若
き
か
従
者
の
廋
す
や
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
焉
、
2
於

反
、
3
廋
、
4
音
搜
、
5
�
廋
、
6
匿
也
、
7
言
亦
心
之
所

發
、
8
故

此
以
觀
、
9
則
人
之
邪
正
不
可
匿
矣
、
10
然
言
猶
可
以
僞
爲
、

11
眸
子
則
有
不
容
僞
者
、

1
yān,2

yú
qián

fa ^n,3
sōu,4

yīn
sōu,5

�sōu,6
nì
ye

�,
7
yán

yì
xīn
zhī
suo ^

fā,8
gù
bìng

cı ^
yı ^
guàn,9

zé
rén

zhī
xié
zhèng

bù
ke

�nì
yı ^,
10
rán

yán
yóu

ke

�yı ^

w
e

�i
w
éi,11

m
oú
zı ^

zé
you ^

bù
róng

w
e

�i
zhe ^,

焉
、
於

反
、
廋
、
音
は
搜
、
�
廋
、
⑴匿

な
り
、
言
は
亦
心
の
発
す
る
所
な

あ
わ

か
く

り
、
故
に
此
に⑵

せ
て
以
て
観
れ
ば
、
則
ち
人
の
邪
正
匿
す
べ
か
ら
ず
、
然

れ
ど
も
言
は
猶
僞
以
て
爲
す
べ
し
、眸
子
は
則
ち
僞
を
容
れ
ざ
る
も
の
有
り
、

⑴
匿：

か
く
す

匿
、
隱
也
（
匿
、
隠
な
り
）

通
し
番
号
5
5
1‐

38
朱
注

に
「
藏
怒
、
謂
藏
匿
其
怒
（
怒
を
蔵
す
は
、
其
怒
を
蔵
匿
す
る
を
謂
う
）」

と
あ
る
。

あ
わ

⑵

す：

合
わ
す

、
合
也
（

、
合
な
り
）

通
し
番
号
1
1
2‐

12
朱

あ
わ

注
に
「

燕
而
增
一
倍
之
地
也
（
燕
を

し
て
一
倍
の
地
を
増
す
な
り
）」

と
あ
る
。

朱
注
訳

焉
は
於

反
で
あ
る
。
廋
は
音
は
搜
で
あ
る
。
廋
は
匿
で
あ
る
。
言
も
心
が

発
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
言
と
瞳
を
合
わ
せ
て
見
れ
ば
人
の
邪
正
は
隠

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
言
は
偽
っ
て
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
瞳
は
偽

り
を
入
れ
な
い
。

章
番
号
16

章
通
し
番
号
77

通
し
番
号
437

章
内
番
号
1

本
文
訳

孟
子
が
言
う
。
恭
し
い
人
君
は
人
を
侮
ら
な
い
。
つ
つ
ま
し
い
人
君
は
人
か

ら
奪
わ
な
い
。
人
を
侮
り
人
か
ら
奪
う
人
君
は
、
人
が
従
わ
な
い
こ
と
を
恐
れ
、

声
や
笑
う
さ
ま
で
恭
し
く
つ
つ
ま
し
く
見
せ
る
が
、
ど
う
し
て
恭
し
く
つ
つ
ま

し
く
な
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
恭
し
く
、
つ
つ
ま
し
く
な
る
こ
と
は
、
声
や

笑
う
さ
ま
で
で
き
る
こ
と
で
な
い
。

通
し
番
号
437

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
77

識
別
番
号
7
・
16
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
恭
者
不
侮
人
、
3
儉
者
不
奪
人
、
4
侮
奪

人
之
君
、
5
惟
恐
不
順
焉
、
6
惡
得
爲
恭
儉
、
7
恭
儉
豈

可
以
聲
音
笑
貌
爲
哉
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
gōng

zhe ^

bù
w
u

�rén,
3
jia ^n

zhe ^

bù
duó

rén,
4
w
u

�

duó
rén

zhī
jūn,

5
w
éi
ko

�ng
bù
shùn

yān,
6
w
ū
dé
w
éi
gōng

jia ^n,
7
gōng

jia ^n
qı ^

ke

�

yı ^

shēng
yīn
xiào

m
aò
w
éi
zāi,

孟
子
曰
く
、
恭
な
る
者
人
を
侮
ら
ず
、
倹
な
る
者
人
か
ら
奪
わ
ず
、
人
を
侮

し
た
が

い
ず
く
ん

奪
す
る
の
君
、
⑴惟

順
わ
ざ
る
を
恐
る
、
悪
ぞ
恭
倹
を
爲
す
を
得
ん
、
恭
倹

あ
に

は
豈
声
音
笑
貌
以
て
爲
す
べ
け
ん
や
、

し
た
が

⑴
惟
順
わ
ざ
る
を
恐
る：

人
が
従
わ
な
い
の
を
恐
れ
る
か
ら
声
や
笑
う
さ
ま
で
恭

倹
に
見
せ
る
。

惟
恐
不
順
句
、
暗
含
故
意
作
恭
儉
意
（
惟
順
な
ら
ざ
る

な

を
恐
れ
る
の
句
は
、
暗
に
故
意
に
恭
倹
を
作
す
の
意
を
含
む
）（
中
井
履
軒
）

朱

注
1
惡
、
2
平
聲
、
3
�
惟
恐
不
順
、
4
言
恐
人
之
不
順
己
、
5
聲
音
笑
貌
、

6
僞
爲
於
外
也
、

1
w
ū,2

píng
shēng,3

�w
éi
ko

�ng
bù
shùn,4

yán
ko

�ng
rén

zhī
bù
shùn

jı ^,5
shēng

yīn
xiào

m
aò,6

w
e

�i
w
éi
yú

w
aì
ye

�,

し
た
が

し
た
が

悪
、
平
声
、
�
惟
順
わ
ざ
る
を
恐
る
は
、
人
の
己
に
順
わ
ざ
る
を
恐
れ
る
を

い
つ
わ

言
う
、
声
音
笑
貌
は
、
僞
り
外
に
爲
す
な
り
、

朱
注
訳

し
た
が

悪
は
平
声
で
あ
る
。
惟
順
わ
ざ
る
を
恐
る
は
、
人
が
自
分
に
従
わ
な
い
の
を

恐
れ
る
こ
と
を
言
う
。
声
音
笑
貌
は
、
偽
っ
て
外
に
出
す
の
で
あ
る
。

章
番
号
17

章
通
し
番
号
78

通
し
番
号
438
〜
440

章
内
番
号
1
〜
3

本
文
訳

じ
ゅ
ん

う
こ
ん

淳
于

が
言
う
。「
男
女
が
直
接
物
の
受
け
渡
し
を
し
な
い
の
は
礼
で
す
か
。」

孟
子
が
言
う
。「
礼
で
す
。」
淳
于

が
言
う
。「
兄
嫁
が
溺
れ
た
時
、
そ
の
手

を
引
い
て
救
い
ま
す
か
。」
孟
子
が
言
う
。「
兄
嫁
が
溺
れ
て
手
を
引
い
て
救
わ

２４８
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な
い
の
は
狼
の
す
る
こ
と
で
す
。
男
女
が
直
接
物
の
受
け
渡
し
を
し
な
い
の
は

礼
で
す
。
兄
嫁
の
手
を
引
い
て
救
う
の
は
権
（
常
道
を
離
れ
て
実
状
に
合
う
よ

う
に
す
る
）
で
す
。」
淳
于

が
言
う
。「
今
は
天
下
が
溺
れ
て
い
ま
す
。
先
生

が
救
わ
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。」
孟
子
が
言
う
。「
天
下
が
溺
れ
た
ら
道
で
救

い
ま
す
。
兄
嫁
が
溺
れ
た
ら
手
で
救
い
ま
す
。
あ
な
た
は
手
で
天
下
を
救
お
う

と
す
る
の
で
す
か
。」

通
し
番
号
438

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
78

識
別
番
号
7
・
17
・
1

本

文
1
淳
于

曰
、
2
男
女
授
受
不
親
、
3
禮
與
、
4
孟
子
曰
、

5
禮
也
、
6
曰
、
7
嫂
溺
則
援
之
以
手
乎
、
8
曰
、
9
嫂

溺
不
援
、
10
是
豺
狼
也
、
11
男
女
授
受
不
親
、
12
禮
也
、

13
嫂
溺
援
之
以
手
者
、
14
權
也
、

1
chún

yú
kūn

yuē,
2
nán

nü ^

shòu
shòu

bù
qìng,

3
lı ^

yú,
4
m
èng

zı ^

yuē,
5
lı ^

ye

�,
6
yuē,

7
sa ^o

niào
zé
yuán

zhī
yı ^

shou ^

hū,
8
yuē,

9
sa ^o

niào
bù
yuán,

10
shì
chái

láng
ye

�,
11
nán

nü ^

shòu
shòu

bù
qìng,

12
lı ^

ye

�,
13
sa ^o

niào
yuán

zhī
yı ^

shou ^

zhe ^,14
quán

ye

�,

じ
ゅ
ん

う
こ
ん

み
ず
か

そ
う

淳
于

曰
く
、⑴男
女
授
受⑵

親
ら
せ
ず
、礼
か
、孟
子
曰
く
、礼
な
り
、曰
く
、⑶

嫂

す
く

そ
う

す
く

溺
れ
ば
則
ち
之
を⑷

援
う
に
手
を
以
て
す
る
か
、
曰
く
、
嫂
溺
れ
て
援
わ
ざ
る

さ
い
ろ
う

み
ず
か

す
く

は
、
是
れ⑸

豺
狼
な
り
、
男
女
授
受
親
ら
せ
ず
は
、
礼
な
り
、
嫂
溺
れ
之
を
援

う
に
手
を
以
て
す
る
は
、
権
な
り
、

⑴
男
女：

こ
の
男
女
に
は
夫
婦
、
親
子
は
含
ま
な
い
。

み
ず
か

⑵
親
ら：

み
ず
か
ら

親
、
猶
自
也
（
親
、
猶
自
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番

み
ず
か

号
4
4
1‐

1
朱
注
に
「
不
親
敎
也
（
親
ら
教
え
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
。

そ
う

⑶
嫂：

兄
嫁

謂
兄
之
妻
爲
嫂
（
兄
の
妻
を
謂
い
て
嫂
と
爲
す
）

通
し
番
号

そ
う

せ
い

5
4
8‐

15
に
「
二
嫂
使
治
朕
棲
（
二
嫂
朕
が
棲
を
治
め
し
む
）」
と
あ
る
。

す
く

⑷
援
う：

救
う
（
朱
注
）

さ
い
ろ
う

⑸
豺
狼：

豺
は
ド
ー
ル
（
ア
カ
イ
ロ
オ
オ
カ
ミ
）
で
あ
り
、
狼
は
タ
イ
リ
ク
オ
オ

カ
ミ
（
ハ
イ
イ
ロ
オ
オ
カ
ミ
）
で
あ
る
。
ド
ー
ル
は
食
肉
目
イ
ヌ
科
ド
ー

ル
属
に
な
り
、
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
は
食
肉
目
イ
ヌ
科
イ
ヌ
属
に
な
り
、

ド
ー
ル
と
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
は
属
が
違
う
。
ド
ー
ル
は
赤
褐
色
で
あ
る

が
、
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
は
灰
褐
色
が
多
い
。
ド
ー
ル
は
体
重
10
〜
21
㎏

で
25
〜
50
㎏
の
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
よ
り
小
さ
い
。
ド
ー
ル
は
タ
イ
リ
ク

オ
オ
カ
ミ
よ
り
四
肢
が
短
い
。
ド
ー
ル
は
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
よ
り
乳
首

の
数
が
多
い
。

豺
、
狼
屬
、
犬
聲
（
豺
は
、
狼
の
属
で
、
犬
の
声
な
り
）

狼
、
似
犬
鋭
頭
白
頬
（
狼
は
、
犬
に
似
て
、
鋭
い
頭
に
白
い
頬
な
り
）

朱

注
1
與
、
2
平
聲
、
3
援
、
4
音
爰
、
5
�
淳
于
、
6
姓
、
7

、
8
名
、
9

齊
之
辯
士
、
10
授
、
11
與
也
、
12
受
、
13
取
也
、
14
古
禮
、
15
男
女
不
親
授

受
、
16
以
遠
別
也
、
17
援
、
18
救
之
也
、
19
權
、
20
稱
錘
也
、
21
稱
物
輕
重
、

22
而
往
來
以
取
中
者
也
、
23
權
而
得
中
、
24
是
乃
禮
也
、

1
yú,
2
píng

shēng,
3
yuán,

4
yīn
yuán,

5

�chún
yú,

6
xìng,7

kūn,8
m
íng,9

qí
zhī
biàn

shì,
10
shòu,

11
yu

�

ye
�,12

shòu,13
qu

�ye

�,14
gu

�lı ^,15
nán

nü ^

bù
qìng

shòu
shòu,

16
yı ^

yua ^n
bié

ye

�,
17
yuán,

18
jiù

zhī
ye

�,
19
quán,

20
chēng

chuí
ye

�,
21
chēng

w
ù
qīng

zhòng,

22
ér
w
a ^ng

laí
yı ^

qu

�

zhòng
zhe ^

ye

�,
23
quán

ér
dé

zhòng,24
shì
na ^i
lı ^

ye

�,

与
、
平
声
、
援
、
音
は
爰
、
�
淳
于
は
、
姓
、

は
、
名
、
斉
の
弁
士
、
授
、

み
ず
か

わ
か

与
な
り
、
受
、
取
な
り
、
古
礼
、
男
女
親
ら
授
受
せ
ず
、
以
て
遠
ざ
け
別
つ

は
か
り

お
も
り

は
か

な
り
、
援
、
之
を
救
う
な
り
、
権
、⑴

称
の⑵

錘
な
り
、
物
の
軽
重
を
称
り
て
、
⑶往

あ
た

あ
た

来
し
以
て⑷

中
る
を
取
る
も
の
な
り
、
権
に
し
て
中
る
を
得
る
、
是
れ
乃
ち
礼

な
り
、

は
か
り

し
ょ
う

⑴
称：

は
か
り

稱
、
權
衡
也
、
俗
作
秤
（
称
、
権
衡
な
り
、
俗
に
秤
に
作
る
）

お
も
り

⑵
錘：

お
も
り

錘
、
重
也
（
錘
、
重
な
り
）

⑶
往
来：

お
も
り
を
加
え
た
り
減
ら
し
た
り
す
る

往
、
去
也
（
往
、
去
な
り
）

来
、
至
也
（
来
、
至
な
り
）

あ
た

⑷
中
る：

あ
た
る

中
、
當
也
（
中
、
当
な
り
）

通
し
番
号
1
9
4‐

3
に

あ
た

「
發
而
不
中
（
発
し
て
中
ら
ず
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

与
は
平
声
で
あ
る
。
援
は
音
は
爰
で
あ
る
。
淳
于
は
姓
で
あ
り
、

は
名
で

あ
る
。
斉
の
弁
士
で
あ
る
。
授
は
与
で
あ
る
。
受
は
取
で
あ
る
。
古
の
礼
で

は
男
女
は
直
接
物
を
受
け
渡
し
し
な
か
っ
た
。男
女
を
遠
ざ
け
分
け
て
い
る
。

援
は
救
う
。
権
は
は
か
り
の
お
も
り
で
あ
る
。
物
の
重
さ
を
は
か
る
に
、
お

も
り
を
加
え
た
り
減
ら
し
た
り
し
て
当
る
も
の
を
物
の
重
さ
と
す
る
。
お
も

り
を
加
え
た
り
減
ら
し
た
り
し
て
当
る
も
の
を
取
る
の
が
礼
で
あ
る
。

古
来
中
国
で
は
男
女
を
分
け
る
と
い
う
考
え
方
が
主
流
で
あ
る
。『
礼

記
』
内
則
に
も
「
七
年
、
男
女
不
同
席
」（
七
年
に
し
て
、
男
女
席
を
同

じ
く
せ
ず
）（
生
ま
れ
て
七
年
で
男
女
は
敷
物
を
と
も
に
す
る
こ
と
を
し

な
い
）
と
あ
る
。
男
女
を
分
け
る
の
を
見
て
す
ぐ
に
封
建
的
だ
と
非
難
す

る
の
は
、
こ
の
考
え
方
の
深
慮
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
自
分
に
近
い
も
の
は
尊
ば
ず
、
自
分
か
ら
遠
い
も
の
を
尊
ぶ

傾
向
が
あ
る
。「
従
僕
に
英
雄
な
し
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
世
間
に
英

雄
と
言
わ
れ
る
人
で
も
、
そ
の
英
雄
の
世
話
を
し
て
い
る
従
僕
か
ら
見
れ

ば
た
だ
の
人
で
あ
り
、
と
て
も
英
雄
に
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

多
く
の
人
が
尊
ぶ
人
で
も
、
毎
日
接
し
て
い
る
従
僕
や
家
族
か
ら
見
れ
ば

そ
の
欠
点
ば
か
り
が
見
え
て
と
て
も
尊
ぶ
気
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
私

た
ち
は
多
く
の
金
を
か
け
て
遠
い
国
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
や
エ
ジ
プ

ト
に
旅
行
に
行
く
。
自
分
が
見
た
こ
と
も
な
い
遠
い
国
、
自
分
が
見
た
こ

と
も
な
い
も
の
に
は
あ
こ
が
れ
る
の
で
あ
る
。

男
女
を
分
け
る
と
男
性
は
女
性
が
自
分
に
遠
い
も
の
と
な
り
、
女
性
は

男
性
が
自
分
に
遠
い
も
の
と
な
る
。
遠
い
も
の
だ
か
ら
あ
こ
が
れ
が
生
じ

る
。
あ
こ
が
れ
る
か
ら
強
く
結
び
つ
こ
う
と
す
る
。
結
び
つ
け
よ
う
と
す

る
な
ら
、
近
づ
け
る
の
で
な
く
逆
に
離
す
の
で
あ
る
。
離
す
と
か
え
っ
て

強
く
結
び
つ
こ
う
と
す
る
。

現
代
日
本
は
独
身
の
男
女
が
多
い
。
結
婚
し
て
も
結
婚
す
る
年
齢
が
高

い
。
当
然
の
結
果
と
し
て
出
生
率
が
低
下
す
る
。
現
代
日
本
の
出
生
率
で

は
若
い
者
の
数
が
ど
ん
ど
ん
減
り
日
本
が
衰
亡
す
る
こ
と
は
目
に
見
え
て

い
る
。
出
生
率
低
下
の
原
因
は
独
身
者
の
増
加
と
晩
婚
化
で
あ
る
。
な
ぜ

２５０
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独
身
者
が
増
加
し
晩
婚
化
が
進
ん
だ
の
か
。男
性
は
女
性
に
あ
こ
が
れ
ず
、

女
性
は
男
性
に
あ
こ
が
れ
ず
、
結
婚
し
よ
う
と
す
る
願
望
が
薄
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
な
ぜ
男
性
は
女
性
に
あ
こ
が
れ
ず
、
女
性
は
男
性
に
あ
こ
が
れ

な
い
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
男
女
を
分
け
ず
、
男
女
が
一
緒
に
成
長
す
る

よ
う
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
い
つ
も
一
緒
に
い
る
身
近
な
人
に
は
あ
こ
が

れ
な
い
の
で
あ
る
。
従
僕
に
英
雄
が
い
な
い
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

戦
前
は
男
子
校
、
女
子
校
が
あ
り
、
男
女
を
分
け
て
教
育
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
戦
後
ア
メ
リ
カ
が
日
本
を
男
女
共
学
に
し
た
の
で
あ
る
。
男

女
共
学
に
す
る
と
、
男
女
が
い
つ
も
一
緒
に
い
る
た
め
女
性
に
あ
こ
が
れ

た
り
男
性
に
あ
こ
が
れ
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
。
結
果
と
し
て
独

身
者
が
増
え
、
晩
婚
化
が
進
む
。

日
本
に
は
1
9
4
7
年
か
ら
1
9
4
9
年
に
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ

る
時
代
が
あ
っ
た
。こ
の
期
間
に
生
ま
れ
た
世
代
を
団
塊
の
世
代
と
言
う
。

1
9
4
9
年
の
出
生
数
は
2
6
9
万
6
6
3
8
人
で
あ
る
。
1
9
4
7
年

か
ら
1
9
4
9
年
に
子
供
を
生
ん
だ
人
々
は
戦
前
に
教
育
を
受
け
た
者
で

あ
る
。
男
女
別
学
の
教
育
を
受
け
た
か
ら
異
性
に
あ
こ
が
れ
強
く
結
び
つ

い
た
の
で
あ
る
。

出
生
率
を
上
げ
る
簡
単
な
方
法
が
あ
る
。
男
女
別
学
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
古
人
が
な
ぜ
男
女
を
分
け
た
の
か
。
そ
の
深
慮
を
も
う
一
度
よ
く
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
男
女
を
結
び
つ
か
せ
る
た
め
に
、
男
女
を
遠
ざ
け
た

の
で
あ
る
。

通
し
番
号
439

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
78

識
別
番
号
7
・
17
・
2

本

文
1
曰
、
2
今
天
下
溺
矣
、
3
夫
子
之
不
援
、
4
何
也
、

1
yuē,2

jīn
tiān

xià
niào

yı ^,3
fū
zı ^

zhī
bù
yuán,

4
hé

ye

�,

す
く

曰
く
、
今
天
下
溺
る
、
⑴夫

子
の
援
わ
ざ
る
、
何
ぞ
や
、

ふ
う
し

⑴
夫
子：

先
生
、
長
者
の
尊
称

夫
子
、
本
春
秋
時
、
先
生
長
者
之
稱（
夫
子
、

も
と本
春
秋
の
時
、
先
生
長
者
の
称
な
り
）

通
し
番
号
2
6
3‐

3
に
「
夫
子

ふ
う
し

若
有
不
豫
色
然
（
夫
子
不
予
の
色
有
る
が
若
し
（
然
））」
と
あ
る
。

朱

注
1
言
今
天
下
大
亂
、
2
民
遭
陷
溺
、
3
亦
當
從
權
以
援
之
、
4
不
可
守
先
王

之
正
道
也
、

1
yán

jīn
tiān

xià
dà
luàn,

2
m
ín
zaō

xiàn
niào,

3
yì

dāng
cóng

quán
yı ^

yuán
zhī,

4
bù
ke

�shou ^

xiān
w
àng

zhī
zhèng

daò
ye

�,

言
え
ら
く
、
今
天
下
大
い
に
乱
る
、
民
⑴陥

溺
に
遭
う
、
亦
当
に
権
に
従
い
以

す
く

て
之
を
援
い
、
先
王
の
正
道
を
守
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、

⑴
陥
溺：

落
と
し
溺
れ
さ
せ
る

陷
、
墜
也
（
陥
、
墜
な
り
）

通
し
番
号
26

‐

1
に
「
彼
陷
溺
其
民
（
彼
其
民
を
陥
溺
す
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

次
の
よ
う
に
言
う
。
天
下
は
大
い
に
乱
れ
、
民
は
穴
に
落
ち
込
ん
だ
り
溺
れ

た
り
し
て
い
る
。
権
で
民
を
救
う
べ
き
で
あ
り
、
先
王
の
道
を
守
る
の
は
不

可
で
あ
る
。

通
し
番
号
440

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
78

識
別
番
号
7
・
17
・
3

本

文
1
曰
、
2
天
下
溺
、
3
援
之
以
道
、
4
嫂
溺
、
5
援
之
以

手
、
6
子
欲
手
援
天
下
乎
、

1
yuē,

2
tiān

xià
niào,

3
yuán

zhī
yı ^

daò,
4
sa ^o

niào,
5
yuán

zhī
yı ^

shou ^,6
zı ^

yù
shou ^

yuán
tiān

xià
hū,

す
く

曰
く
、
天
下
溺
る
れ
ば
、
之
を
援
う
に
道
を
以
て
す
、
嫂
溺
る
れ
ば
、
之
を

す
く

援
う
に
手
を
以
て
す
、
子
は
手
に
て
天
下
を
援
わ
ん
と
欲
す
る
か
、

朱

注
1
言
天
下
溺
、
2
惟
道
可
以
救
之
、
3
非
若
嫂
溺
可
手
援
也
、
4
今
子
欲
援

天
下
、
5
乃
欲
使
我
枉
道
求
合
、
6
則
先
失
其
所
以
援
之
之
具
矣
、
7
是
欲

使
我
以
手
援
天
下
乎
、
8
�
此
章
言
直
己
守
道
、
9
所
以
濟
時
、
10
枉
道
殉

人
、
11
徒
爲
失
己
、

1
yán

tiān
xià
niào,

2
w
éi
daò

ke

�yı ^

jiù
zhī,

3
feī
ruò

sa ^o
niào

ke

�

shou ^

yuán
ye

�,
4
jīn
zı ^

yù
yuán

tiān
xià,

5
na ^i
yù
shı ^

w
o ^

w
a ^ng

daò
qiú
hé,6

zé
xiān

shī
qí
suo ^

yı ^

yuán
zhī
zhī
jù
yı ^,
7
shì
yù
shı ^

w
o ^

yı ^

shou ^

yuán
tiān

xià
hū,
8

�cı ^

zhāng
yán

zhí
jı ^

shou ^

daò,
9
suo ^

yı ^

jı ^

shí,10
w
a ^ng

daò
xùn

rén,11
tú
w
éi
shī
jı ^,

言
え
ら
く
、
天
下
溺
る
れ
ば
、
惟
道
以
て
之
を
救
う
べ
し
、
嫂
溺
れ
手
に
て

す
く

す
く

援
う
べ
き
が
若
き
に
非
ざ
る
な
り
、
今
子
天
下
を
援
わ
ん
と
欲
す
、
乃
ち
我

ま

す
く

を
し
て
道
を⑴枉
げ
合
う
を
求
め
し
め
ん
と
欲
す
、
則
ち
先
ず
以
て
之
を
援
う

そ
な

所
の⑵

具
え
を
失
う
、
是
れ
我
を
し
て
手
以
て
天
下
を
援
わ
し
め
ん
と
欲
す
る

す
く

か
、
�
此
章
言
え
ら
く
、
己
を
直
に
し
て
道
を
守
る
は
、
以
て
時
を⑶

済
う
所

ま

し
た
が

た
だ

な
り
、
道
を
枉
げ
人
に⑷

殉
う
は
、
徒
己
を
失
な
う
こ
と
を
爲
す
、

ま
⑴
枉
ぐ：

曲
げ
る

枉
、
曲
也
（
枉
、
曲
な
り
）

通
し
番
号
5
7
8‐

1
に

ま

「
吾
未
聞
枉
己
而
正
人
者
也
（
吾
未
だ
己
を
枉
げ
て
人
を
正
す
者
を
聞
か

ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
。

そ
な

⑵
具
え：

そ
な
え

具
、
猶
備
也
（
具
、
猶
備
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番
号

2
6
7‐

8
朱
注
に
「
然
天
意
未
可
知
、
而
其
具
又
在
我
（
然
れ
ど
も
天
の

そ
な

意
は
未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
其
具
え
は
又
我
に
在
り
）」
と
あ
る
。

す
く

せ
い

し
ゅ
う

⑶
済
う：

救
う

濟
、
賙
救
也
（
済
、
賙
救
な
り
）

賙
、
救
也
（
賙
、
救
な

り
）

通
し
番
号
2
6
2‐

1
朱
注
に
「
此
章
見
聖
賢
行
道
濟
時
、
汲
汲
之

す
く

本
心
、
愛
君
澤
民
、
惓
惓
之
餘
意
（
此
章
は
聖
賢
が
道
を
行
い
時
を
濟
う

き
ゅ
う
き
ゅ
う

う
る
お

け
ん
け
ん

の
、
汲
汲
の
本
心
、
君
を
愛
し
民
を
沢
す
の
、
惓
惓
の
余
意
を
見
ゆ
）」
と

あ
る
。

し
た
が

⑷
殉
う：

従
う

殉
、
從
也
（
殉
、
従
な
り
）

朱
注
訳

次
の
よ
う
に
言
う
。
天
下
が
溺
れ
ば
た
だ
道
で
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
兄
嫁

が
溺
れ
て
手
で
救
う
よ
う
な
も
の
で
な
い
。
今
あ
な
た
は
天
下
を
救
う
た
め

に
、
私
に
道
を
曲
げ
世
に
合
う
よ
う
に
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ

れ
を
す
れ
ば
天
下
を
救
う
道
具
を
失
う
。
道
具
が
な
く
、
私
に
手
で
天
下
を

救
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
か
。

こ
の
章
は
言
う
。
己
を
直
に
し
て
道
を
守
る
の
が
今
の
時
代
を
救
う
こ
と
で

２５２
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あ
り
、
道
を
曲
げ
て
人
に
従
う
の
は
己
を
失
う
だ
け
で
あ
る
。

共
産
主
義
は
世
の
中
の
仕
組
み
を
変
え
れ
ば
理
想
社
会
が
出
現
す
る
と

考
え
た
。
労
働
者
の
政
権
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
。
ロ
シ
ア
革
命
で
共
産
主

義
国
家
ソ
連
が
誕
生
し
た
。
中
国
で
も
北
朝
鮮
で
も
共
産
主
義
国
家
が
成

立
し
た
。
共
産
主
義
国
家
に
な
る
と
、
理
想
社
会
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

指
導
者
の
間
の
抗
争
と
反
対
勢
力
の
粛
清
、
上
層
部
の
腐
敗
、
民
衆
の
苦

難
と
、
理
想
社
会
か
ら
は
程
遠
い
現
実
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
社
会
制
度

を
変
え
る
だ
け
で
は
、
決
し
て
理
想
社
会
は
出
現
し
な
か
っ
た
。
孟
子
は

理
想
社
会
を
つ
く
る
の
に
ど
う
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
社
会
体
制
を
変
え

よ
う
と
せ
ず
、
自
分
に
求
め
よ
う
と
し
た
。
朱
子
は
言
う
。「
己
を
直
に

す
く

し
て
道
を
守
る
は
、
以
て
時
を
濟
う
所
な
り
」『
大
学
』
は
言
う
。「
古
の

明
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
国
を
治
む
、
其

と
と
の

と
と
の

国
を
治
め
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
家
を
斉
う
、
其
家
を
斉
え
ん
と
欲

す
る
者
は
、
先
ず
其
身
を
修
む
、
其
身
を
修
め
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず

其
心
を
正
す
、
其
心
を
正
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
意
を
誠
に
す
、

其
意
を
誠
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
知
を
致
す
、
知
を
致
す
は
物

い
た

に
格
る
に
在
り
」。
社
会
を
救
お
う
と
す
れ
ば
、
社
会
を
変
え
よ
う
と
せ

ず
、
自
分
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
知
を
致
し
自
分
の
心
を
理
で
満
た
し
て

は
じ
め
て
理
想
社
会
に
近
付
く
。
己
に
求
め
ず
に
、
た
だ
社
会
を
変
え
よ

う
と
す
る
だ
け
で
は
、
決
し
て
理
想
社
会
は
実
現
せ
ず
、
ま
す
ま
す
理
想

社
会
か
ら
遠
ざ
か
る
。

章
番
号
18

章
通
し
番
号
79

通
し
番
号
441
〜
444

章
内
番
号
1
〜
4

本
文
訳

公
孫
丑
が
言
う
。「
君
子
が
自
分
の
子
を
教
え
な
い
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
。」

孟
子
は
言
う
。「
自
然
の
勢
で
で
き
な
い
の
だ
。
教
え
る
の
は
正
し
い
こ
と

を
教
え
る
。
正
し
い
こ
と
を
し
な
い
と
師
は
責
め
る
。
親
が
子
を
責
め
る
と
愛

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
子
は
『
父
は
私
に
正
し
い

こ
と
を
教
え
る
の
に
、
し
て
い
る
こ
と
は
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
言
え
な
い
。』

と
思
う
。
こ
う
な
る
と
父
子
が
害
し
合
う
こ
と
に
な
る
。
父
子
が
害
し
合
う
の

は
よ
く
な
い
。
古
は
子
を
換
え
て
教
え
た
。
父
子
の
間
で
は
善
を
責
め
な
い
。

善
を
責
め
る
と
父
子
が
離
れ
る
。
父
子
が
離
れ
る
ほ
ど
不
吉
な
こ
と
は
な
い
。」

通
し
番
号
441

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
79

識
別
番
号
7
・
18
・
1

本

文
1
公
孫
丑
曰
、
2
君
子
之
不
敎
子
、
3
何
也
、

1
gōng

sūn
chou ^

yuē,2
jūn
zı ^

zhī
bù
jiāo

zı ^,3
hé
ye

�,

公
孫
丑
曰
く
、
君
子
の
子
を
教
え
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
、

朱

注
1
不
親
敎
也
、

1
bù
qìng

jiāo
ye

�,

み
ず
か

⑴

親
ら
教
え
ざ
る
な
り
、

み
ず
か

⑴
親
ら：

み
ず
か
ら

親
、
猶
自
也
（
親
、
猶
自
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番

み
ず
か

号
4
3
8‐

2
に
「
男
女
授
受
不
親
（
男
女
授
受
親
ら
せ
ず
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

自
分
か
ら
教
え
な
い
。

通
し
番
号
442

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
79

識
別
番
号
7
・
18
・
2

本

文
1
孟
子
曰
、
2
勢
不
行
也
、
3
敎
者
必
以
正
、
4
以
正
不

行
、
5
繼
之
以
怒
、
6
繼
之
以
怒
、
7
則
反
夷
矣
、
8
夫

子
敎
我
以
正
、
9
夫
子
未
出
於
正
也
、
10
則
是
父
子
相
夷

也
、
11
父
子
相
夷
、
12
則
惡
矣
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
shì

bù
xíng

ye

�,
3
jiào

zhe ^

bì
yı ^

zhèng,
4
yı ^

zhèng
bù
xíng,

5
jì
zhī
yı ^

nù,
6
jì
zhī
yı ^

nù,
7
zé
fa ^n
yí
yı ^,
8
fū
zı ^

jiāo
w
o ^

yı ^

zhèng,
9
fū
zı ^

w
èi
chū

yú
zhèng

ye

�,10
zé
shì
fu ^

zı ^

xiàng
yí
ye

�,11
fu ^

zı ^

xiàng
yí,12

zé
è
yı ^,

孟
子
曰
く
、
勢
行
わ
れ
ざ
る
な
り
、
教
え
は
必
ず
正
以
て
す
、
正
以
て
行
わ

か
え
っ

そ
こ
な

れ
ず
、之
に
継
ぐ
に
⑴怒

以
て
す
、之
に
継
ぐ
に
怒
以
て
す
れ
ば
、則
ち
反
て⑵

夷

う
、
⑶夫

子
我
に
教
え
る
に
正
以
て
す
、
夫
子
未
だ
正
に
出
で
ざ
る
な
り
、
則

そ
こ
な

あ
い

あ

ち
是
れ
父
子
相
夷
う
な
り
、
父
子
相
夷
え
ば
、
則
ち
悪
し
、

⑴
怒：

せ
む

い
か
る

怒
、
責
也
（
怒
、
責
な
り
）
趙
注
は
「
教
以
正
道
、

而
不
得
行
、
則
責
怒
之
（
教
え
る
に
正
道
以
て
し
て
、
行
う
こ
と
を
得
ざ

れ
ば
、
則
ち
之
を
責
怒
す
）」
と
す
る
。

そ
こ
な

⑵
夷
う：

そ
こ
な
う
（
朱
注
）

ふ
う
し

⑶
夫
子：

先
生
、
長
者
の
尊
称
だ
が
、
こ
の
場
合
は
父
の
こ
と

夫
子
、
本
春

も
と

秋
時
、
先
生
長
者
之
稱
、（
夫
子
、
本
春
秋
の
時
、
先
生
長
者
の
称
）

朱

注
1
夷
、
2
傷
也
、
3
敎
子
者
、
4
本
爲
愛
其
子
也
、
5
繼
之
以
怒
、
6
則
反

傷
其
子
矣
、
7
父
旣
傷
其
子
、
8
子
之
心
又
責
其
父
曰
、
9
夫
子
敎
我
以
正

道
、
10
而
夫
子
之
身
未
必
自
行
正
道
、
11
則
是
子
又
傷
其
父
也
、

1
yí,
2
shāng

ye

�,
3
jiāo

zı ^

zhe ^,
4
be

�n
w
èi
ài
qí
zı ^

ye

�,
5
jì
zhī
yı ^

nù,6
zé
fa ^n
shāng

qí
zı ^

yı ^,7
fu ^

jì
shāng

qí
zı ^,
8
zı ^

zhī
xīn

yoù
zé
qí
fu ^

yuē,
9
fū
zı ^

jiāo
w
o ^

yı ^

zhèng
daò,

10
ér
fū
zı ^

zhī
shēn

w
èi
bì
zì
xíng

zhèng
daò,11

zé
shì
zı ^

yoù
shāng

qí
fu ^

ye

�,

夷
、
傷
な
り
、
子
に
教
え
る
は
、
本
は
其
子
を
愛
す
る
爲
な
り
、
之
に
継
ぐ

に
怒
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
反
て
其
子
を
傷
つ
け
る
、
父
既
に
其
子
を
傷
つ

け
る
、
子
の
心
又
其
父
を
責
め
て
曰
く
、
夫
子
我
に
教
え
る
に
正
道
を
以
て

す
、
而
る
に
夫
子
の
身
未
だ
必
ず
し
も
自
ら
正
道
を
行
わ
ず
、
則
ち
是
れ
子

又
其
父
を
傷
つ
け
る
な
り
、

朱
注
訳

夷
は
傷
で
あ
る
。
子
に
教
え
る
の
は
、
も
と
は
自
分
の
子
を
愛
す
る
た
め
で

２５４
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あ
る
。
教
え
て
責
め
れ
ば
自
分
の
子
を
傷
つ
け
る
。
父
は
子
を
傷
つ
け
た
。

子
は
そ
の
心
の
中
で
ま
た
父
を
責
め
て
思
う
。「
父
は
私
に
正
し
い
道
を
教

え
た
。
父
は
自
ら
は
必
ず
し
も
正
し
い
道
を
実
行
し
て
い
な
い
。」
こ
れ
は

子
も
ま
た
父
を
傷
つ
け
る
の
で
あ
る
。

通
し
番
号
443

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
79

識
別
番
号
7
・
18
・
3

本

文
1
古
者
易
子
而
敎
之
、

1
gu

�zhe ^

yì
zı ^

ér
jiāo

zhī,

か

古
は
子
を⑴易
え
て
之
を
教
え
る
、

か
⑴
易
う：

換
え
る

交
換
す
る

換
、
易
也
（
換
、
易
な
り
）

通
し
番
号
40

か

‐

3
に
「
以
小
易
大
（
小
以
て
大
に
易
う
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
易
子
而
敎
、
2
所
以
全
父
子
之
恩
、
3
而
亦
不
失
其
爲
敎
、

1
yì
zı ^

ér
jiāo,

2
suo ^

yı ^

quán
fu ^

zı ^

zhī
ēn,
3
ér
yì
bù

shī
qí
w
éi
jiaò,

子
を
易
え
て
教
え
る
は
、
父
子
の
⑴恩

を
全
く
し
て
、
亦
其
教
え
を
爲
す
を
失

わ
ざ
る
所
以
な
り
、

⑴
恩：

お
も
い
や
り

恩
者
仁
也
（
恩
は
仁
な
り
）

通
し
番
号
2
1
1‐

6

に
「
父
子
主
恩
（
父
子
恩
を
主
と
す
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

子
を
換
え
て
教
え
る
の
は
、
父
子
の
間
の
思
い
や
り
を
全
く
し
て
、
教
え
る

こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

通
し
番
号
444

章
内
番
号
4

章
通
し
番
号
79

識
別
番
号
7
・
18
・
4

本

文
1
父
子
之
閒
不
責
善
、
2
責
善
則
離
、
3
離
則
不
祥
莫
大

焉
、1

fu ^

zı ^

zhī
jiān

bù
zé
shàn,

2
zé
shàn

zé
lí,
3
lí
zé
bù

xiáng
m
ò
dà
yān,

よ

父
子
の
間
は
善
を
責
め
ず
、
善
を
責
め
れ
ば
則
ち
離
る
、
離
る
れ
ば
則
ち⑴祥

こ
れ

な

か
ら
ざ
る
は⑵

焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
、

よ
⑴
祥
し：

よ
い

祥
、
善
也
（
祥
、
善
な
り
）

こ
れ

⑵
焉：

こ
れ

通
し
番
号
2
7
9‐

21
に
「
上
有
好
者
、
下
必
有
甚
焉
者
（
上

こ
れ

好
む
者
有
れ
ば
、
下
必
ず
焉
よ
り
甚
だ
し
き
者
有
り
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
責
善
、
2
朋
友
之
道
也
、
3
�
王
氏
曰
、
4
父
有
爭
子
、
5
何
也
、
6
所

謂
爭
者
、
7
非
責
善
也
、
8
當
不
義
則
爭
之
而
已
矣
、
9
父
之
於
子
也
如
何
、

10
曰
、
11
當
不
義
、
12
則
亦
戒
之
而
已
矣
、

1
zé
shàn,

2
péng

you ^

zhī
daò

ye

�,
3

�w
áng

zhī
yuē,

4
fu ^

you ^

zhēng
zı ^,5

hé
ye

�,
6
suo ^

w
èi
zhēng

zhe ^,
7
feī

zé
shàn

ye

�,
8
dāng

bù
yì
zé
zhēng

zhī
ér
yı ^

yı ^,
9
fu ^

zhī
yú
zı ^
ye

�rú
hé,10

yuē,11
dāng

bù
yì,
12
zé
yì
jiè

zhī
ér
yı ^
yı ^,

善
を
責
む
る
は
、
朋
友
の
道
な
り
、
�
王
氏
曰
く
、
⑴父

に
争
子
有
り
、
何
ぞ

や
、
謂
う
所
の
争
は
、
善
を
責
む
る
に
非
ざ
る
な
り
、
不
義
に
当
れ
ば
則
ち

い
さ

之
を⑵

争
め
る
の
み
、
父
の
子
に
於
け
る
や
如
何
、
曰
く
、
不
義
に
当
れ
ば
、

つ

則
ち
亦
之
に⑶戒
ぐ
る
の
み
、

⑴
父
争
子
有
り：

孝
経
に
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
孝
経
に
は
「
父
有
爭
子
、
則
身
不

陷
於
不
義
、
故
當
不
義
、
則
子
不
可
以
不
爭
於
父
（
父
争
子
有
れ
ば
、
則

い
さ

ち
身
不
義
に
陥
ら
ず
、
故
に
不
義
に
当
れ
ば
、
則
ち
子
以
て
父
に
争
め
ざ

る
べ
か
ら
ず
）」
と
あ
る
。

い
さ

⑵
争
め
る：

諫
め
る

争
、
諫
也
（
争
、
諫
な
り
）

つ
⑶
戒
ぐ：

告
げ
る

戒
、
警
也
、
告
也
（
戒
、
警
な
り
、
告
な
り
））

通
し

つ

番
号
86‐

2
に
「
大
戒
於
國
（
大
い
に
国
に
戒
ぐ
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

善
を
責
め
る
の
は
、
友
人
の
間
の
道
で
あ
る
。
王
氏
は
言
う
。
父
に
諫
め
る

子
あ
り
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
諫
め
る
と
い
う
の
は
、
善
を
責
む
る
こ
と

で
な
い
。
不
義
に
当
る
と
諫
め
る
だ
け
で
あ
る
。
父
は
子
に
対
し
て
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
。
不
義
に
当
る
と
子
に
言
う
だ
け
で
あ
る
。

厳
父
慈
母
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
父
は
子
に
対
し
て
厳
し
い
の

が
よ
い
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
子
供
が
少
し
で
も
間
違
っ
た
こ
と
を

す
れ
ば
、
厳
し
く
叱
責
す
る
の
が
、
よ
い
し
つ
け
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
孟
子
は
父
は
子
に
善
を
責
め
な
い
と
言
う
。
善
を
責
め
れ

ば
愛
を
損
う
か
ら
で
あ
る
。
不
義
と
言
え
る
大
き
な
過
ち
が
あ
っ
た
時
に

だ
け
子
供
に
注
意
す
る
。
孟
子
の
こ
こ
の
指
摘
は
一
般
的
に
信
じ
ら
れ
て

い
る
家
庭
教
育
に
大
き
な
修
正
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
子
供
に
や
さ
し
く

接
す
る
こ
と
は
決
し
て
子
供
を
甘
や
か
す
こ
と
で
な
い
。Spare

the
rod

and
spoil

the
child.

（

を
惜
し
む
と
、
子
供
は
だ
め
に
な
る
）

と
い
う
西
洋
の
諺
は
ま
っ
た
く
の
間
違
い
で
あ
る
。
子
供
を

で
打
つ
よ

う
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
親
子
関
係
が
大
き
く
破
綻
し
大
き
な
不
幸
が
訪
れ

る
。
父
子
の
間
で
一
番
大
事
な
も
の
は
愛
情
で
あ
る
。
愛
情
を
損
な
わ
な

い
た
め
に
、
小
さ
な
不
善
で
子
供
を
う
る
さ
く
責
め
な
い
。
こ
れ
が
正
し

い
家
庭
教
育
な
の
で
あ
る
。

章
番
号
19

章
通
し
番
号
80

通
し
番
号
445
〜
448

章
内
番
号
1
〜
4

本
文
訳

孟
子
が
言
う
。
尽
す
こ
と
で
何
が
大
き
い
も
の
か
。
親
に
尽
す
こ
と
が
大
き

い
こ
と
で
あ
る
。
守
る
こ
と
で
何
が
大
き
い
こ
と
か
。
自
分
の
義
を
守
る
こ
と

が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
義
を
失
わ
ず
に
親
に
尽
す
こ
と
が
で
き
た
者

を
私
は
聞
い
て
い
る
。
自
分
の
義
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
親
に
尽
す

こ
と
が
で
き
た
者
を
私
は
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
尽
す
こ
と
に
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
親
に
尽
す
の
が
尽
す
こ
と
の
本
で
あ
る
。
守
る
こ
と
に
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
自
分
の
義
を
守
る
の
が
守
る
こ
と
の
本
で
あ
る
。
曽
子
が
曽
皙

２５６
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を
養
う
に
は
必
ず
酒
肉
を
出
し
た
。
膳
を
下
げ
よ
う
と
す
る
時
は
必
ず
誰
に
与

え
る
の
か
聞
い
た
。
余
り
が
あ
る
か
と
聞
か
れ
る
と
、
必
ず
あ
る
と
答
え
た
。

曽
皙
が
死
に
曽
元
が
曽
子
を
養
っ
た
。
曽
元
も
必
ず
酒
肉
を
出
し
た
が
、
膳
を

下
げ
よ
う
と
す
る
時
に
誰
に
与
え
る
か
聞
か
な
か
っ
た
。
余
り
が
あ
る
か
と
聞

か
れ
る
と
無
い
と
答
え
た
。
曽
子
に
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と
を
進
め
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
体
を
養
う
こ
と
で
あ
る
。
曽
子
の
よ
う
に
す
る

の
は
、
心
を
養
う
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
親
に
尽
す
の
は
曽
子
の
よ
う
に
す
る

と
可
で
あ
る
。

通
し
番
号
445

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
80

識
別
番
号
7
・
19
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
事
孰
爲
大
、
3
事
親
爲
大
、
4
守
孰
爲
大
、

5
守
身
爲
大
、
6
不
失
其
身
、
7
而
能
事
其
親
者
、
8
吾

聞
之
矣
、
9
失
其
身
、
10
而
能
事
其
親
者
、
11
吾
未
之
聞

也
、1

m
èng

zı ^

yuē,
2
shì
shú

w
éi
dà,
3
shì
qìng

w
éi
dà,

4
shou ^

shú
w
éi
dà,
5
shou ^

shēn
w
éi
dà,
6
bù
shī
qí

shēn,7
ér
néng

shì
qí
qìng

zhe ^,8
w
ú
w
én
zhī
yı ^,9

shī
qí
shēn,10

ér
néng

shì
qí
qìng

zhe ^,11
w
ú
w
èi
zhī
w
én

ye

�,

い
ず

孟
子
曰
く
、
事
え
る
孰
れ
か
大
と
爲
す
、
親
に
事
え
る
大
と
爲
す
、
守
る
孰

れ
か
大
と
爲
す
、
⑴身

を
守
る
大
と
爲
す
、
其
身
を
失
わ
ず
し
て
、
能
く
其
親

に
事
え
る
者
は
、
吾
之
を
聞
く
、
其
身
を
失
な
い
て
、
能
く
其
親
に
事
え
る

者
は
、
吾
未
だ
之
を
聞
か
ざ
る
な
り
、

⑴
身：

自
分

我

身
、
我
也
（
身
は
我
な
り
）

通
し
番
号
9
1
2‐

2
に

「
天
下
有
道
、
以
道
殉
身
、
天
下
無
道
、
以
身
殉
道
（
天
下
道
有
れ
ば
、

し
た
が

道
以
て
身
に
殉
わ
し
む
、
天
下
道
無
け
れ
ば
、
身
以
て
道
に
殉
わ
し
む
）」

と
あ
る
。

朱

注
1
守
身
、
2
持
守
其
身
、
3
使
不
陷
於
不
義
也
、
4
一
失
其
身
、
5
則
虧
體

辱
親
、
6
雖
日
用
三
牲
之
養
、
7
亦
不
足
以
爲
孝
矣
、

1
shou ^

shēn,2
chí
shou ^

qí
shēn,3

shı ^

bù
xiàn

yú
bù
yì

ye

�,
4
yī
shī
qí
shēn,

5
zé
kuī
tı ^

ru

�qìng,
6
suī
rì
yòng

sān
shēng

zhī
ya ^ng,7

yì
bù
zú
yı ^

w
éi
xiào

yı ^,

身
を
守
る
は
、
其
身
を
持
守
し
、
不
義
に
陥
ら
ざ
ら
し
め
る
な
り
、
一
た
び

そ
こ
な

せ
い

や
し
な

其
身
を
失
え
ば
、
則
ち
体
を⑴

虧
い
親
を
辱
め
る
、
⑵日

に
⑶三

牲
の
養
い
を
用
い

る
と
雖
も
、
亦
以
て
孝
と
爲
す
に
足
ら
ず
、

そ
こ
な

き

⑴
虧
う：

そ
こ
な
う

か
く

虧
、
損
也
（
虧
、
損
な
り
）
通
し
番
号
1
5
3

‐

10
朱
注
に「
而
又
無
所
作
爲
以
害
之
、
則
其
本
體
不
虧
而
充
塞
無
閒
矣（
又

か

作
爲
し
て
以
て
之
を
害
す
る
所
無
け
れ
ば
、
則
ち
其
本
体
虧
け
ず
し
て
充

塞
し
間
無
し
）」
と
あ
る
。

⑵
日
に
三
牲
の
養
を
用
い
る
と
雖
も：

こ
れ
は
『
孝
経
』
に
出
て
く
る
。

『
孝

経
』
で
は
「
三
者
不
除
、
雖
日
用
三
牲
之
養
、
猶
爲
不
孝
也
（
三
な
る
も

の
除
か
ざ
れ
ば
、
日
に
三
牲
の
養
を
用
い
る
と
雖
も
、
猶
不
孝
と
爲
す
な

り
）」
と
あ
る
。

せ
い

ぶ
た

⑶
三
牲：
牛
、
羊
、
豕

こ
の
場
合
は
ご
馳
走
の
こ
と

牛
、
羊
、
豕
、
曰
牲

（
牛
、
羊
、
豕
を
牲
と
曰
う
）

朱
注
訳

身
を
守
る
は
、
そ
の
身
を
守
り
不
義
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
一
た
び
身

を
失
う
と
体
を
そ
こ
な
い
親
を
辱
め
る
。
牛
、
羊
、
豚
で
親
を
養
う
と
も
な

お
不
孝
で
あ
る
。

通
し
番
号
446

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
80

識
別
番
号
7
・
19
・
2

本

文
1
孰
不
爲
事
、
2
事
親
、
3
事
之
本
也
、
4
孰
不
爲
守
、

5
守
身
、
6
守
之
本
也
、

1
shú

bù
w
éi
shì,2

shì
qìng,3

shì
zhī
be

�n
ye

�,4
shú

bù
w
éi
shou ^,5

shou ^

shēn,6
shou ^

zhī
be

�n
ye

�,

孰
れ
か
事
え
る
と
爲
さ
ざ
ら
ん
、
親
に
事
え
る
は
、
事
え
る
の
本
な
り
、
孰

れ
か
守
る
と
爲
さ
ざ
ら
ん
、
身
を
守
る
は
、
守
る
の
本
な
り
、

朱

注
1
事
親
孝
、
2
則
忠
可
移
於
君
、
3
順
可
移
於
長
、
4
身
正
、
5
則
家
齊
、

6
國
治
、
7
而
天
下
平
、

1
shì
qìng

xiào,
2
zé
zhōng

ke

�yí
yú
jūn,

3
shùn

ke

�yí
yú
zha ^ng,4

shēn
zhèng,5

zé
jiā
qí,6

guó
zhì,7

ér
tiān

xià
píng,

親
に
事
え
孝
な
れ
ば
、
則
ち
忠
は
君
に
移
る
べ
し
、
順
は
長
に
移
る
べ
し
、

と
と
の

身
正
し
け
れ
ば
、
則
ち
家⑴

斉
い
、
国
治
ま
り
て
、
天
下
平
ら
か
な
り
、

と
と
の

⑴
斉
う：

と
と
の
う

齊
、
整
也
（
斉
、
整
な
り
）

朱
注
訳

親
に
尽
し
て
孝
で
あ
れ
ば
、
君
に
対
し
て
は
忠
に
な
り
、
年
上
の
者
に
対
し

て
は
順
に
な
る
。
自
分
が
正
し
い
と
、
家
が
整
い
、
国
が
治
ま
り
、
天
下
が

治
ま
る
。

通
し
番
号
447

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
80

識
別
番
号
7
・
19
・
3

本

文
1
曾
子
養
曾
皙
、
2
必
有
酒
肉
、
3
將
徹
、
4
必
請
所
與
、

5
問
有

、
6
必
曰
有
、
7
曾
皙
死
、
8
曾
元
養
曾
子
、

9
必
有
酒
肉
、
10
將
徹
、
11
不
請
所
與
、
12
問
有

、
13

曰
亡
矣
、
14
將
以
復
進
也
、
15
此
所
謂
養
口
體
者
也
、
16

若
曾
子
、
17
則
可
謂
養
志
也
、

1
céng

zı ^

ya ^ng
céng

xī,
2
bì
you ^

jiu

�ròu,
3
jiāng

chè,
4
bì
qı ^ng

suo ^

yu

�,
5
w
èn
you ^

yú,
6
bì
yuē

you ^,
7
céng

xī
sı ^,
8
céng

yuán
ya ^ng

céng
zı ^,
9
bì
you ^

jiu

�

ròu,
10
jiāng

chè,
11
bù
qı ^ng

suo ^

yu

�,
12
w
èn
you ^

yú,
13
yuē

w
áng

yı ^,
14
jiāng

yı ^

fù
jìn
ye

�,
15
cı ^

suo ^

w
èi

ya ^ng
kou ^

tı ^

zhe ^

ye

�,16
ruò

céng
zı ^,17

zé
ke

�w
èi
ya ^ng

zhì
ye

�,
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せ
き

曽
子
が
曽
皙
を
養
う
、
必
ず
酒
肉
有
り
、
将
に
⑴徹

せ
ん
と
し
、
必
ず
与
え
る

所
を
請
う
、
余
有
る
や
を
問
え
ば
、
必
ず
有
り
と
曰
う
、
曽
皙
死
す
、
曽
元

が
曽
子
を
養
う
、
必
ず
酒
肉
有
り
、
将
に
徹
せ
ん
と
し
、
与
え
る
所
を
請
わ

な

ま
た

ず
、
余
有
る
や
を
問
え
ば
、⑵亡
し
と
曰
う
、
将
に
以
て
復
進
め
ん
と
す
る
な

り
、
此
謂
う
所
の
口
体
を
養
う
者
な
り
、
曽
子
の
若
き
は
、
則
ち
志
を
養
う

と
謂
う
べ
き
な
り
、

⑴
徹
す：

取
り
去
る

徹
、
除
也
（
徹
、
除
な
り
）

な
⑵
亡
し：

無
い

亡
、
無
也
（
亡
、
無
な
り
）

通
し
番
号
3
5
4‐

6
に
「
陽

な

う
か
が

貨

孔
子
之
亡
也
、
而
饋
孔
子
蒸
豚
（
陽
貨
孔
子
の
亡
き
を

い
て
孔
子

む
し
ぶ
た

お
く

に
蒸
豚
を
饋
る
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
養
、
2
去
聲
、
3
復
、
4
扶
又
反
、
5
�
此
承
上
文
事
親
言
之
、
6
曾
皙
、

7
名
點
、
8
曾
子
父
也
、
9
曾
元
、
10
曾
子
子
也
、
11
曾
子
養
其
父
、
12
每

食
必
有
酒
肉
、
13
食
畢
將
徹
去
、
14
必
請
於
父
曰
、
15
此
餘
者
與
誰
、
16
或

父
問
此
物
尙
有
餘
否
、
17
必
曰
有
、
18
恐
親
意
更
欲
與
人
也
、
19
曾
元
不
請

所
與
、
20
雖
有
言
無
、
21
其
意
將
以
復
進
於
親
、
22
不
欲
其
與
人
也
、
23
此

但
能
養
父
母
之
口
體
而
已
、
24
曾
子
則
能
承
順
父
母
之
志
、
25
而
不
忍
傷
之

也
、1

ya ^ng,
2
qù
shēng,

3
fù,
4
fú
yoù

fa ^n,
5

�cı ^

chéng
shàng

w
én
shì
qìng

yán
zhī,

6
céng

xī,
7
m
íng

dia ^n,
8
céng

zı ^

fu ^

ye

�,
9
céng

yuán,
10
céng

zı ^
zı ^
ye

�,
11
céng

zı ^

ya ^ng
qí
fu ^,12

m
e

�i
shí
bì
you ^

jiu

�ròu,13
shí

bì
jiāng

chè
qù,14

bì
qı ^ng

yú
fu ^

yuē,15
cı ^
yú
zhe ^

yu

�

shéi,16
huò

fu ^

w
èn
cı ^

w
ù
shàng

you ^

yú
pı ^,
17
bì
yuē

you ^,18
ko

�ng
qìng

yì
gēng

yù
yu

�rén
ye

�,
19
céng

yuán
bù
qı ^ng

suo ^

yu

�,
20
suī
you ^

yán
w
ú,
21
qí
yì
jiāng

yı ^

fù
jìn
yú
qìng,

22
bù
yù
qí
yu

�rén
ye

�,
23
cı ^
dàn

néng
ya ^ng

fu ^

m
u ^

zhī
kou ^

tı ^

ér
yı ^,

24
céng

zı ^
zé
néng

chéng
shùn

fu ^

m
u ^

zhī
zhì,25

ér
bù
re

�n
shāng

zhī
ye

�,

⑴養
、
去
声
、
復
、
扶
又
反
、
�
此
は
上
文
の
親
に
事
え
る
を
承
け
、
之
を
言

う
、
曽
皙
、
名
は
点
、
曽
子
の
父
な
り
、
曽
元
、
曽
子
の
子
な
り
、
曽
子
其

お
わ

父
を
養
う
は
、
食
の
每
に
必
ず
酒
肉
有
り
、
食⑵

畢
り
将
に
徹
去
せ
ん
と
す
、

な
お

必
ず
父
に
請
い
て
曰
く
、
此
余
り
は
誰
に
与
え
ん
、
父
此
物
尚
余
り
有
る
や

あ

さ
ら

否
や
を
問
う
こ
と
或
れ
ば
、
必
ず
有
り
と
曰
う
、
恐
ら
く
は
、
親
の
意⑶

更
に

人
に
与
え
ん
と
欲
す
る
な
り
、
曽
元
与
え
る
所
を
請
わ
ず
、
有
る
と
雖
も
無

ま
た

し
と
言
う
、
其
意
将
に
以
て
復
親
に
進
め
ん
と
し
、
其
を
人
に
与
え
る
こ
と

た
だ

を
欲
せ
ざ
る
な
り
、
此
但
能
く
父
母
の
口
体
を
養
う
の
み
、
曽
子
則
ち
能
く

父
母
の
志
に
承
順
し
て
、
之
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
忍
び
ざ
る
な
り
、

⑴
養
、
去
声：

現
代
中
国
語
で
はya ^ng

と
第
三
声
（
上
声
）
に
発
音
す
る
た
め
、

第
三
声
で
ピ
ン
イ
ン
を
つ
け
る
。

お
わ

ひ
つ

⑵
畢
る：

終
わ
る

畢
、
終
也
（
畢
、
終
な
り
）

通
し
番
号
2
9
9‐

6
に

お
わ

「
公
事
畢
、
然
後
敢
治
私
事
（
公
事
畢
る
、
然
る
後
敢
て
私
事
を
治
む
）」

と
あ
る
。

さ
ら

⑶
更
に：

さ
ら
に

更
、
再
也
、
復
也
（
更
、
再
な
り
、
復
な
り
）

通
し
番

さ
ら

号
3
9
3‐

5
朱
注
に
「
二
端
之
外
、
更
無
他
道
（
二
端
の
外
、
更
に
他
の

道
無
し
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

養
は
去
声
で
あ
る
。
復
は
扶
又
反
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
文
の
親
に
尽
す
こ
と

を
受
け
て
言
う
。
曽
皙
は
名
は
点
で
曽
子
の
父
で
あ
る
。
曽
元
は
曽
子
の
子

で
あ
る
。
曽
子
が
そ
の
父
を
養
う
の
は
、
食
の
た
び
に
必
ず
酒
肉
を
出
し
た
。

食
事
が
終
わ
り
膳
を
下
げ
よ
う
と
す
る
時
、
必
ず
父
に
尋
ね
た
。「
余
っ
た

も
の
は
誰
に
与
え
ま
し
ょ
う
か
。」
父
が
余
り
が
あ
る
か
と
聞
く
と
必
ず
あ

る
と
答
え
た
。
お
そ
ら
く
親
は
さ
ら
に
人
に
与
え
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
曽
元
は
誰
に
与
え
る
の
か
を
聞
か
な
か
っ
た
。
余
り
が
あ
っ
て
も
な

い
と
言
っ
た
。
親
に
ま
た
進
め
よ
う
と
考
え
人
に
与
え
た
く
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
父
母
の
体
を
養
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
曽
子
は
父
母
の
心
に
従
い
、
父
母

の
心
を
傷
つ
け
る
の
が
忍
び
な
い
の
で
あ
る
。

通
し
番
号
448

章
内
番
号
4

章
通
し
番
号
80

識
別
番
号
7
・
19
・
4

本

文
1
事
親
若
曾
子
者
、
2
可
也
、

1
shì
qìng

ruò
céng

zı ^

zhe ^,2
ke

�ye

�,

親
に
事
え
る
こ
と
曽
子
の
若
き
者
は
、
可
な
り
、

朱

注
1
言
當
如
曾
子
之
養
志
、
2
不
可
如
曾
元
但
養
口
體
、
3
程
子
曰
、
4
子
之

身
所
能
爲
者
、
5
皆
所
當
爲
、
6
無
過
分
之
事
也
、
7
故
事
親
若
曾
子
、
8

可
謂
至
矣
、
9
而
孟
子
止
曰
可
也
、
10
豈
以
曾
子
之
孝
爲
有
餘
哉
、

1
yán

dāng
rú
céng

zı ^

zhī
ya ^ng

zhì,
2
bù
ke

�rú
céng

yuán
dàn

ya ^ng
kou ^

tı ^,
3
chéng

zı ^

yuē,
4
zı ^

zhī
shēn

suo ^

néng
w
éi
zhe ^,5

jiē
suo ^

dāng
w
éi,6

w
ú
guò

fēn
zhī

shì
ye

�,7
gù
shì
qìng

ruò
céng

zı ^,8
ke

�w
èi
zhì
yı ^,9

ér
m
èng

zı ^

zhı ^

yuē
ke

�ye

�,10
qı ^

yı ^

céng
zı ^

zhī
xiào

w
éi

you ^

yú
zāi,

た
だ

言
え
ら
く
、
当
に
曽
子
の
志
を
養
う
如
く
す
べ
し
、
曽
元
の
但
口
体
を
養
う

如
く
す
べ
か
ら
ず
、
程
子
曰
く
、
子
の
身
能
く
爲
す
所
の
も
の
は
、
皆
当
に

爲
す
べ
き
所
に
し
て
、
分
に
過
ぐ
る
の
事
無
き
な
り
、
故
に
親
に
事
え
る
こ

た
だ

と
曽
子
の
若
く
し
て
、
至
れ
る
と
謂
う
べ
し
、
而
る
に
孟
子⑴

止
可
と
曰
う
な

り
、
豈
曽
子
の
孝
以
て
⑵余

有
り
と
爲
さ
ん
や
、

た
だ

⑴
止：

た
だ

通
し
番
号
3
6
7‐

29
朱
注
に
「
故
孟
子
止
闢
楊
墨
（
故
に
孟

た
だ

し
り
ぞ

子
止
楊
墨
を
闢
く
）」
と
あ
る
。

⑵
余：

残
り

餘
、
殘
也
（
余
、
残
な
り
）

通
し
番
号
6
0
3‐

26
朱
注
に

わ
い
じ
ん

「
今
之
禮
書
、
皆
掇
拾
於

燼
之
餘
（
今
の
礼
書
は
、
皆

燼
の
余
に
於

そ
う
て
つ

て
掇
拾
す
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

曽
子
が
心
を
養
う
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
曽
元
が
た
だ
体
を
養
う
よ
う
に

し
て
は
い
け
な
い
と
言
う
。
程
子
が
言
う
。
子
が
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の

は
、
み
な
な
す
べ
き
で
あ
り
、
分
に
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
親
に
尽
す
の
が

曽
子
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
至
れ
り
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
孟
子
は
た
だ
可
と

言
っ
て
い
る
が
、
曽
子
の
孝
が
足
ら
な
い
所
が
あ
ろ
う
か
。
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章
番
号
20

章
通
し
番
号
81

通
し
番
号
449

章
内
番
号
1

本
文
訳

た
い

孟
子
は
言
う
。
人
は
責
め
る
に
足
ら
な
い
。
政
は
責
め
る
に
足
ら
な
い
。
大

じ
ん人
で
な
い
と
、
人
君
の
心
の
非
を
正
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
君
が
仁
に
な
れ

ば
、
仁
で
な
い
こ
と
は
な
い
。
人
君
が
義
で
あ
れ
ば
、
義
で
な
い
こ
と
は
な
い
。

人
君
が
正
し
い
と
正
し
く
な
い
こ
と
は
な
い
。
一
た
び
人
君
を
正
す
と
国
は
治

ま
る
。

通
し
番
号
449

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
81

識
別
番
号
7
・
20
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
人
不
足
與
適
也
、
3
政
不
足
閒
也
、
4
惟

大
人
爲
能
格
君
心
之
非
、
5
君
仁
莫
不
仁
、
6
君
義
莫
不

義
、
7
君
正
莫
不
正
、
8
一
正
君
而
國
定
矣
、

1
m
èng

zı ^

yuē,
2
rén

bù
zú
yu

�shì
ye

�,
3
zhèng

bù
zú

jiàn
ye

�,4
w
éi
dà
rén

w
éi
néng

gé
jūn
xīn
zhī
feī,5

jūn
rén

m
ò
bù
rén,

6
jūn

yì
m
ò
bù
yì,
7
jūn

zhèng
m
ò
bù

zhèng,8
yī
zhèng

jūn
ér
guó

dìng
yı ^,

も
っ

せ

そ
し

孟
子
曰
く
、
人
は⑴

与
て⑵適
む
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
、
政
は⑶

間
る
に
足
ら
ざ
る

た
だ

た
だ

な
り
、
惟
大
人
能
く
君
心
の
非
を⑷

格
す
こ
と
を
爲
す
、
君
仁
な
れ
ば
仁
な
らな

ざ
る
莫
し
、
君
義
な
れ
ば
義
な
ら
ざ
る
莫
し
、
君
正
な
れ
ば
正
な
ら
ざ
る
莫

し
、
一
た
び
君
を
正
し
て
国
定
ま
る
、

も
っ

⑴
与
て：

與
、
猶
以
也
（
与
、
猶
以
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番
号
94‐

8
朱
注

も
っ

に
「
不
足
與
有
爲
可
知
矣
（
与
て
爲
す
有
る
に
足
ら
ず
、
知
る
べ
し
）」
と

あ
る
。

せ
⑵
適
む：

咎
め
る
（
朱
注
）

朱
子
は
こ
の
適
と
次
の
間
を
人
君
を
咎
め
、
謗
る

と
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
賢
人
を
登
用
す
る
こ
と
、
よ
い
政
治
を
す
る
こ

と
は
、
人
君
の
最
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
で
き

な
い
な
ら
、
人
君
は
当
然
咎
め
ら
れ
、
謗
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
の

咎
め
る
は
人
を
咎
め
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
の
謗
る
は
政
を
謗
る
の
で
あ
る
。

行
政
に
従
事
す
る
人
は
咎
め
る
に
足
ら
な
い
、
政
策
は
謗
る
に
足
ら
な
い
、

人
君
が
仁
で
義
に
な
れ
ば
国
は
治
ま
る
、
た
だ
し
人
君
を
仁
と
義
に
す
る

に
は
、
大
人
の
徳
が
必
要
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
趙
注
は

「
時
皆
小
人
居
位
、
不
足
過
責
也
、
政
敎
不
足
復
非

（
時
に
皆
小
人
位

ま
た

に
居
る
は
、
過
責
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
、
政
教
は
復
非

ゆ
う

す
る
に
足
ら

ず

、
過
也
（

、
過
な
り
））」
と
す
る
。

そ
し

⑶
間
る：

謗
る
（
朱
注
）

通
し
番
号
6
1
2‐

4
朱
注
に
「
但
無
以
言
語
閒
而

た
だ

そ
し

し
り
ぞ

卻
之
（
但
言
語
以
て
間
る
こ
と
無
く
て
之
を
卻
く
）」
と
あ
る
。

た
だ

⑷
格
す：

正
す
（
朱
注
）

通
し
番
号
91‐

36
朱
注
に
「
孟
子
與
人
君
言
、
皆
所

以
擴
充
其
善
心
、
而
格
其
非
心
（
孟
子
が
人
君
と
言
え
ば
、
皆
以
て
其
善

た
だ

心
を
拡
充
し
、
其
非
心
を
格
す
所
な
り
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
適
、
2
音
謫
、
3
閒
、
4
去
聲
、
5
�
趙
氏
曰
、
6
適
、
7
過
也
、
8
閒
、

9
非
也
、
10
格
、
11
正
也
、
12
徐
氏
曰
、
13
格
者
、
14
物
之
所
取
正
也
、
15

書
曰
、
16
格
其
非
心
、
17
愚
謂
閒
字
上
亦
當
有
與
字
、
18
言
人
君
用
人
之
非
、

19
不
足
過

、
20
行
政
之
失
、
21
不
足
非
閒
、
22
惟
有
大
人
之
德
、
23
則
能

格
其
君
心
之
不
正
、
24
以
歸
於
正
、
25
而
國
無
不
治
矣
、
26
大
人
者
、
27
大

德
之
人
、
28
正
己
而
物
正
者
也
、
29
�
程
子
曰
、
30
天
下
之
治
亂
、
31
繫
乎

人
君
之
仁
與
不
仁
耳
、
32
心
之
非
、
33
卽
害
於
政
、
34
不
待
乎
發
之
於
外
也
、

35
昔
者
孟
子
三
見
齊
王
而
不
言
事
、
36
門
人
疑
之
、
37
孟
子
曰
、
38
我
先
攻

其
邪
心
、
39
心
旣
正
、
40
而
後
天
下
之
事
可
從
而
理
也
、
41
夫
政
事
之
失
、

42
用
人
之
非
、
43
知
者
能
更
之
、
44
直
者
能
諫
之
、
45
然
非
心
存
焉
、
46
則

事
事
而
更
之
、
47
後
復
有
其
事
、
48
將
不
勝
其
更
矣
、
49
人
人
而
去
之
、
50

後
復
用
其
人
、
51
將
不
勝
其
去
矣
、
52
是
以
輔
相
之
職
、
53
必
在
乎
格
君
心

之
非
、
54
然
後
無
所
不
正
、
55
而
欲
格
君
心
之
非
者
、
56
非
有
大
人
之
德
、

57
則
亦
莫
之
能
也
、

1
shì,

2
yīn
zhí,

3
jiàn,

4
qù
shēng,

5

�zhaò
zhī
yuē,

6
shì,

7
guò

ye

�,
8
jiàn,

9
feī
ye

�,
10
gé,
11
zhèng

ye

�,
12
xú
zhī
yuē,

13
gé
zhe ^,

14
w
ù
zhī
suo ^

qu

�zhèng
ye

�,
15
shū

yuē,16
gé
qí
feī
xīn,17

yú
w
èi
jiàn

zì
shàng

yì
dāng

you ^

yu

�zì,18
yán

rén
jūn
yòng

rén
zhī
feī,
19
bù

zú
guò

zhé,
20
xíng

zhèng
zhī
shī,

21
bù
zú
feī
jiàn,

22
w
éi
you ^

dà
rén

zhī
dé,23

zé
néng

gé
qí
jūn
xīn
zhī

bù
zhèng,24

yı ^

guī
yú
zhèng,25

ér
guó

w
ú
bù
zhì
yı ^,

26
dà
rén

zhe ^,
27
dà
dé
zhī
rén,

28
zhèng

jı ^

ér
w
ù

zhèng
zhe ^

ye

�,
29

�chéng
zı ^

yuē,
30
tiān

xià
zhī
zhì

luàn,
31
jì
hū
rén

jūn
zhī
rén

yu

�bù
rén

e

�r,
32
xīn
zhī

feī,
33
jí
hài
yú
zhèng,

34
bù
dài
hū
fā
zhī
yú
w
aì
ye

�,
35
xī
zhe ^

m
èng

zı ^

sān
jiàn

qí
w
áng

ér
bù
yán

shì,
36
m
én
rén

yí
zhī,37

m
èng

zı ^

yuē,38
w
o ^

xiān
gōng

qí
xié
xīn,

39
xīn

jì
zhèng,

40
ér
hòu

tiān
xià
zhī
shì
ke

�

cóng
ér
lı ^

ye

�,
41
fū
zhèng

shì
zhī
shī,

42
yòng

rén
zhī

feī,
43
zhī
zhe ^

néng
gēng

zhī,
44
zhí
zhe ^

néng
jiàn

zhī,
45
rán

feī
xīn

cún
yān,

46
zé
shì

shì
ér
gēng

zhī,
47
hòu

fù
you ^

qí
shì,

48
jiāng

bù
shèng

qí
gēng

yı ^,
49
rén

rén
ér
qù
zhī,

50
hòu

fù
yòng

qí
rén,

51
jiāng

bù
shèng

qí
qù
yı ^,52

shì
yı ^

fu ^

xiàng
zhī
zhí,53

bì
zaì

hū
gé
jūn

xīn
zhī

feī,
54
rán

hòu
w
ú
suo ^

bù
zhèng,

55
ér
yù
gé
jūn

xīn
zhī
feī
zhe ^,

56
feī
you ^

dà
rén

zhī
dé,57

zé
yì
m
ò
zhī
néng

ye

�,

適
、
音
は
謫
、
⑴間

、
去
声
、
�
趙
氏
曰
く
、
適
、
⑵過

な
り
、
閒
、
非
な
り
、

格
、正
な
り
、徐
氏
曰
く
、格
は
、物
が
正
を
取
る
所
な
り
、書
に
曰
く
、⑶其
⑷非

た
だ

心
を
格
す
、
愚
謂
え
ら
く
、
間
の
字
の
上
亦
当
に
与
の
字
有
る
べ
し
、
言
え

た
く

ら
く
、
人
君
人
を
用
い
る
の
非
、⑸過

す
る
に
足
ら
ず
、
政
を
行
う
の
失
、⑹非

た
だ

間
す
る
に
足
ら
ず
、
惟
大
人
の
徳
有
れ
ば
、
則
ち
能
く
其
君
の
心
の
正
し
か

た
だ

ら
ざ
る
を
格
し
、
以
て
正
に
帰
す
、
而
し
て
国
治
ら
ざ
る
こ
と
無
し
、
大
人

な
る
者
は
、
大
徳
の
人
、
己
を
正
し
て
物
正
し
き
者
な
り
、
�
程
子
曰
く
、

つ
な

天
下
の
治
乱
、
人
君
の
仁
と
不
仁
に⑺

繫
が
る
の
み
、
心
の
非
は
、
即
ち
政
に

む
か
し

於
て
害
あ
り
、
之
を
外
に
発
す
る
こ
と
を
待
た
ざ
る
な
り
、
昔
者
孟
子
斉
王

ま

に
三
見
し
て
事
を
言
わ
ず
、
門
人
之
を
疑
う
、
孟
子
曰
く
、
我
先
ず
其
邪
心

お
さ

た
だ

そ
れ

を⑻

攻
む
、
心
既
に
正
し
、
而
し
て
後
天
下
の
事
従
い
て⑼

理
す
べ
き
な
り
、
夫

あ
ら
た

い
さ

政
事
の
失
、
人
を
用
い
る
の
非
、
知
者
能
く
之
を⑽

更
め
、
直
者
能
く
之
を
諫

あ
ら
た

ま
た

む
、
然
れ
ど
も
非
心
存
す
れ
ば
、
則
ち
事
事
に
之
を
更
め
、
後
に
復
其
事
有

た

ま
た

り
、
将
に
其
更
に⑾勝
え
ざ
ら
ん
と
す
、
人
人
に
之
を
去
り
、
後
に
復
其
人
を

用
う
、
将
に
其
去
に
勝
え
ざ
ら
ん
と
す
、
是
を
以
て
輔
相
の
職
は
、
必
ず
君

２６２
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た
だ

心
の
非
を
格
す
こ
と
に
在
り
、
然
る
後
正
し
か
ら
ざ
る
所
無
し
、
而
し
て
君

た
だ

た
も

心
の
非
を
格
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
大
人
の
徳
を
有
つ
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち

な

亦
之
を
能
く
す
る
こ
と
莫
き
な
り
、

⑴
間
、
去
声：

「
謗
る
」
の
意
味
の
時
はjiàn

と
第
四
声
（
去
声
）
で
あ
る
。「
隔

て
る
」
の
意
味
の
時
も
第
四
声
に
な
る
。「
あ
い
だ
」
の
意
味
の
時
はjiān

と
第
一
声
（
平
声
）
で
あ
る
。

⑵
過：

咎
め
る

過
、
責
也
（
過
、
責
な
り
）

通
し
番
号
86‐

37
朱
注
に
「
然

と
が

其
心
則
何
過
哉
（
然
れ
ど
も
其
心
則
ち
何
を
過
め
る
か
な
）」
と
あ
る
。

け
い
め
い

⑶
其
非
心
を
格
す：
周
書
の
冏
命
に
あ
る
。

⑷
非
心：

道
で
な
い
心

心
に
は
道
、
道
理
の
意
味
が
あ
る
。
心
、
或
作
道（
心
、

或
い
は
道
に
作
る
）

た
く

⑸
過

：

せ
め
る

と
が
め
る

過
も

も
「
せ
め
る

と
が
め
る
」
の
意
味

た
く

が
あ
る
。

過
、
責
也
（
過
、
責
な
り
）

謫
、
或
作

（
謫
、
或
い
は

た
く

に
作
る
）

謫
、
責
也
（
謫
、
責
な
り
）

⑹
非
間：

そ
し
る

非
も
間
も
「
そ
し
る
」
の
意
味
が
あ
る
。

非
者
、
譏
也
（
非

は
、
譏
な
り
）

閒
、
非
也
（
間
、
非
な
り
）

つ
な

⑺
繫
が
る：

つ
な
が
る

繫
、
因
、
皆
連
接
也
（
繫
、
因
、
皆
連
接
な
り
）

通
し
番
号
8
9
1‐

11
朱
注
に
「
言
人
之
居
處
、
所
繫
甚
大
（
言
え
ら
く
、

つ
な
が

人
の
居
処
、
繫
る
所
甚
だ
大
な
り
）」
と
あ
る
。

お
さ

⑻
攻
む：

治
め
る

攻
、
治
也
（
攻
、
治
な
り
）

通
し
番
号
3
2
3‐

12
朱

注
に
「
蓋
因
其
本
心
之
明
、
以
攻
其
所
學
之
蔽
（
蓋
し
其
本
心
の
明
に
因

お
さ

り
、
以
て
其
学
ぶ
所
の
蔽
を
攻
む
）」
と
あ
る
。

た
だ

⑼
理
す：

正
す

理
、
正
也
（
理
、
正
な
り
）

あ
ら
た

⑽
更
む：

改
め
る

更
、
改
也
（
更
、
改
な
り
）

通
し
番
号
7
7
2‐

4
朱

あ
ら
た

注
に
「
欲
更
稅
法
、
二
十
分
而
取
其
一
分
（
税
法
を
更
め
、
二
十
分
に
し

て
其
一
分
を
取
ら
ん
と
欲
す
）」
と
あ
る
。

た
⑾
勝
え
る：

勝
、
堪
也
（
勝
、
堪
な
り
）

通
し
番
号
1
0
4‐

4
に
「
工
師
得

大
木
、
則
王
喜
、
以
爲
能
勝
其
任
也
（
工
師
大
木
を
得
れ
ば
、
則
ち
王
喜

た

び
、
以
て
能
く
其
任
に
勝
え
る
と
爲
す
な
り
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

適
は
音
は
謫
で
あ
る
。
間
は
去
声
で
あ
る
。
趙
氏
は
言
う
。
適
は
過
で
あ
る
。

間
は
非
で
あ
る
。
格
は
正
で
あ
る
。
徐
氏
は
言
う
。
格
は
物
が
正
し
い
も
の

を
取
る
。
書
経
に
言
う
。
心
の
非
を
正
す
。
私
が
思
う
に
、
間
の
字
の
上
に

ま
た
与
の
字
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
言
う
。
人
君
が
人
を
用
い

る
非
は
責
め
る
に
足
ら
な
い
。
政
の
失
敗
は
謗
る
に
足
ら
な
い
。
た
だ
大
人

の
徳
が
あ
る
と
、
君
の
心
の
正
し
く
な
い
も
の
を
正
す
こ
と
が
で
き
て
、
人

君
を
正
し
い
も
の
に
す
る
。
人
君
の
心
が
正
し
い
と
国
は
治
ま
ら
な
い
こ
と

が
な
い
。
大
人
は
徳
の
大
き
い
人
で
あ
り
、
己
を
正
し
物
が
正
し
く
な
る
者

で
あ
る
。

程
子
は
言
う
。
天
下
の
治
乱
は
人
君
の
仁
と
不
仁
に
か
か
る
。
心
に
非
が
あ

る
と
、
心
の
非
が
外
に
出
て
く
る
の
を
待
た
ず
に
政
に
害
が
あ
る
。
昔
、
孟

子
は
斉
王
に
三
回
会
っ
た
が
、
政
の
こ
と
を
言
わ
な
か
っ
た
。
門
人
が
変
に

思
う
と
、
孟
子
は
言
っ
た
。「
私
は
王
の
邪
心
を
正
し
て
い
る
。
心
が
正
し

く
な
れ
ば
、
天
下
の
こ
と
は
そ
れ
に
よ
り
正
す
こ
と
が
で
き
る
。」
政
の
失

敗
、
人
を
用
い
る
非
は
、
知
者
が
改
め
る
こ
と
が
で
き
、
実
直
な
者
が
諫
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
心
に
非
が
あ
る
と
、
多
く
の
こ
と
を
改
め
て
も

ま
た
改
め
る
こ
と
が
出
て
来
る
。
改
め
尽
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
多
く
の
用

い
る
べ
き
で
な
い
人
を
除
い
て
も
、ま
た
用
い
る
べ
き
で
な
い
人
を
用
い
る
。

除
き
尽
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
君
を
補
佐
す
る
職
に
な
れ
ば
、
君
の

心
の
非
を
正
す
。
君
の
心
が
正
し
く
な
れ
ば
、
正
し
く
な
い
も
の
が
な
い
。

君
の
心
の
非
を
正
そ
う
と
す
る
者
は
、
大
人
の
徳
を
持
っ
て
い
な
い
と
で
き

な
い
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
や
名
誉
革
命
の
よ
う
な
市
民
革
命
を
民
衆
の
革
命
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
が
、
こ
こ
の
市
民
は
民
衆
の
こ
と
で
な
い
。

お
金
持
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
現
代
の
平
均
的
な
収
入
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

は
こ
こ
の
市
民
に
な
ら
な
い
。
王
制
は
世
襲
制
で
あ
る
。
王
の
子
が
王
に

な
る
。
す
る
と
立
派
な
王
も
出
て
来
る
が
、
無
能
な
王
も
出
て
来
る
。
無

能
な
王
で
も
逆
ら
う
と
殺
さ
れ
る
か
ら
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
金

を
持
っ
て
い
る
裕
福
な
者
は
、
自
分
の
ほ
う
が
王
よ
り
ず
っ
と
能
力
あ
る

の
に
ど
う
し
て
こ
ん
な
無
能
な
王
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
不

満
が
つ
の
る
。
そ
の
不
満
が
爆
発
し
た
の
が
市
民
革
命
で
あ
る
。
裕
福
な

者
が
ト
ッ
プ
を
選
び
そ
の
ト
ッ
プ
が
政
治
を
す
る
と
い
う
体
制
に
な
っ

た
。
こ
れ
が
現
代
の
選
挙
で
ト
ッ
プ
を
選
ぶ
制
度
で
あ
る
。
現
代
は
普
通

選
挙
で
あ
り
、
裕
福
な
者
が
ト
ッ
プ
を
選
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
は
な

い
か
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
選
挙
に
は
金
が
必
要
で
あ
り
、
候

補
者
は
金
が
集
ま
る
よ
う
に
行
動
す
る
。
事
実
上
裕
福
な
者
が
ト
ッ
プ
を

選
ん
で
い
る
。

現
代
で
は
選
挙
で
ト
ッ
プ
に
選
ば
れ
て
も
任
期
が
4
年
く
ら
い
で
あ

る
。
ま
た
選
挙
に
は
か
な
り
の
費
用
が
か
か
る
。
こ
う
い
う
状
況
で
ト
ッ

プ
に
な
っ
た
者
は
ど
う
い
う
政
治
を
す
る
だ
ろ
う
か
。
次
の
選
挙
で
当
選

す
る
よ
う
に
有
権
者
が
気
に
入
る
政
治
を
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
大
金
持

ち
の
利
益
に
な
る
政
治
を
し
て
、た
く
さ
ん
献
金
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
。

4
年
と
い
う
短
い
期
間
で
は
、
人
に
気
に
入
ら
れ
る
こ
と
を
し
よ
う
と
し

て
、
国
家
百
年
の
計
に
立
っ
た
政
治
な
ど
は
と
て
も
で
き
な
い
。
政
治
と

い
う
の
は
必
ず
反
対
す
る
者
が
出
て
来
る
。
河
の
こ
こ
に
橋
を
か
け
よ
う

と
す
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
上
流
の
人
は
、
ど
う
し
て
自
分
の
所
に
か
け
て
く

れ
な
い
の
か
と
反
対
す
る
。
そ
れ
よ
り
下
流
の
人
も
ど
う
し
て
自
分
の
所

に
か
け
て
く
れ
な
い
の
か
と
反
対
す
る
。
優
れ
た
指
導
者
は
遠
慮
深
謀
に

基
き
、
人
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
す
る
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
4
年
毎
に

選
挙
で
選
ば
れ
る
不
安
定
な
ト
ッ
プ
で
は
、
人
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
に
は
、
世
襲
の
王
の
よ

う
な
安
定
し
た
地
位
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
現
代
の
選
挙
で
ト
ッ

プ
を
選
ぶ
制
度
で
は
、
安
定
し
た
地
位
が
な
い
た
め
、
ど
う
し
て
も
大
衆

や
金
持
ち
に
媚
る
こ
と
だ
け
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
孟
子
が
言
う
よ
う
に

ト
ッ
プ
が
正
し
け
れ
ば
国
は
治
ま
る
。
ト
ッ
プ
が
正
し
く
な
れ
ば
国
は
治

ま
ら
な
い
。
現
代
の
制
度
で
は
ト
ッ
プ
は
制
度
上
正
し
く
な
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
よ
っ
て
国
が
治
ま
る
こ
と
は
な
い
。

章
番
号
21

章
通
し
番
号
82

通
し
番
号
450

章
内
番
号
1

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
思
い
も
よ
ら
ず
に
誉
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
全
き
を
求
め

て
い
る
の
に
謗
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

２６４
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通
し
番
号
450

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
82

識
別
番
号
7
・
21
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
有
不
虞
之
譽
、
3
有
求
全
之
毀
、

1
m
èng

zı ^

yuē,2
you ^

bù
yú
zhī
yù,3

you ^

qiú
quán

zhī
huı ^,

は
か

ほ
ま
れ

ま
っ
た

そ
し

孟
子
曰
く
、⑴

虞
ら
ざ
る
の⑵

誉
有
り
、
全
き
を
求
め
る
の⑶

毀
り
有
り
、

は
か

⑴
虞
る：

は
か
る
（
朱
注
）

ほ
ま
れ

⑵
誉：

ほ
め
ら
れ
る
こ
と

譽
、
稱
也
（
誉
、
称
な
り
）

通
し
番
号
9
4
1

い
つ
わ

‐

7
朱
注
に
「
好
名
之
人
、
矯
情
干
譽
（
名
を
好
む
の
人
は
、
情
を
矯
り
誉

も
と

を
干
む
）」
と
あ
る
。

そ
し

ぼ
う

⑶
毀
り：

謗
り

毀
、
謗
也
（
毀
、
謗
な
り
）

通
し
番
号
4
2
2‐

5
朱
注

に
「
自
害
其
身
者
、
不
知
禮
義
之
爲
美
而
非
毀
之
（
自
ら
其
身
を
害
す
る

ひ

き

者
は
、
礼
義
の
美
と
爲
す
を
知
ら
ず
し
て
之
を
非
毀
す
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
虞
、
2
度
也
、
3
呂
氏
曰
、
4
行
不
足
以
致
譽
、
5
而
偶
得
譽
、
6
是
謂

不
虞
之
譽
、
7
求
免
於
毀
、
8
而
反
致
毀
、
9
是
謂
求
全
之
毀
、
10
言
毀
譽

之
言
、
11
未
必
皆
實
、
12
脩
己
者
、
13
不
可
以
是
遽
爲
憂
喜
、
14
觀
人
者
、

15
不
可
以
是
輕
爲
進
退
、

1
yú,
2
dù
ye

�,
3
lü ^

zhī
yuē,

4
xíng

bù
zú
yı ^

zhì
yù,

5
ér
o

�u
dé
yù,
6
shì
w
èi
bù
yú
zhī
yù,
7
qiú
m
ia ^n
yú

huı ^,
8
ér
fa ^n

zhì
huı ^,

9
shì

w
èi
qiú

quán
zhī

huı ^,
10
yán

huı ^

yù
zhī
yán,11

w
èi
bì
jiē
shí,12

xiū
jı ^

zhe ^,

13
bù
ke

�yı ^

shì
jù
w
éi
yoū

xı ^,14
guàn

rén
zhe ^,15

bù
ke

�yı ^

shì
qīng

w
éi
jìn
tuì,

た
ま
た
ま

虞
、
度
な
り
、
呂
氏
曰
く
、
行
以
て
誉
を
致
す
に
足
ら
ず
、
而
る
に⑴

偶
誉

は
か

そ
し

を
得
る
、
是
れ
虞
ら
ざ
る
の
誉
と
謂
う
、
毀
り
を
免
れ
る
こ
と
を
求
む
、
而

ま
っ
た

そ
し

る
に
反
て
毀
を
致
す
、
是
れ
全
き
を
求
め
る
の
毀
り
と
謂
う
、
毀
誉
の
言
、

に
わ
か

未
だ
必
ず
し
も
皆
実
な
ら
ざ
る
を
言
う
、
己
を
脩
め
る
は
、
是
を
以
て⑵

遽
に

憂
喜
を
爲
す
べ
か
ら
ず
、
人
を
観
る
は
、
是
を
以
て
軽
く
進
退
を
爲
す
べ
か

ら
ず
、

た
ま
た
ま

⑴
偶：

た
ま
た
ま

通
し
番
号
33‐

45
朱
注
に
「
孟
子
之
言
、
豈
偶
然
而
已
哉

た
ま
た
ま

（
孟
子
の
言
、
豈
に
偶
然
る
の
み
か
な
）」
と
あ
る
。

に
わ
か

き
ょ

⑵
遽
に：

に
わ
か
に

遽
、
疾
（
遽
、
疾
な
り
）

通
し
番
号
4
0
4‐

33
朱

注
に
「
然
或
者
不
脩
其
本
、
而
遽
欲
勝
之
、
則
未
必
能
勝
、
而
適
以
取
禍

あ
る
い
は

に
わ
か

（
然
れ
ど
も
或
者
其
本
を
脩
め
ず
し
て
、
遽
に
之
に
勝
た
ん
と
欲
せ
ば
、

ま
さ

則
ち
未
だ
必
ず
し
も
勝
つ
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
適
に
以
て
禍
を
取
ら
ん
と

す
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

虞
は
度
で
あ
る
。
呂
氏
は
言
う
。
し
て
い
る
こ
と
は
誉
を
受
け
る
ほ
ど
で
な

は
か

い
の
に
、
誉
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
虞
ら
ざ
る
の
誉
と
言
う
。
謗

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
に
、
か
え
っ
て
謗
ら
れ
る
。

そ
し

こ
れ
を
全
き
を
求
め
る
の
毀
り
と
言
う
。
ほ
め
た
り
謗
っ
た
り
す
る
言
葉
は

必
ず
し
も
実
に
当
た
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
言
う
。
己
を
修
め
る
の
は
人
の

毀
誉
で
す
ぐ
に
憂
え
た
り
喜
ん
だ
り
し
て
は
い
け
な
い
。
人
を
見
る
の
は
毀

誉
だ
け
で
軽
々
し
く
人
を
進
め
た
り
退
け
た
り
し
て
は
い
け
な
い
。

章
番
号
22

章
通
し
番
号
83

通
し
番
号
451

章
内
番
号
1

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
人
が
軽
々
し
く
言
う
の
は
、
そ
れ
を
実
行
し
よ
う
と
し
な
い

か
ら
で
あ
る
。

通
し
番
号
451

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
83

識
別
番
号
7
・
22
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
人
之
易
其
言
也
、
3
無
責
耳
矣
、

1
m
èng

zı ^

yuē,2
rén

zhī
yì
qí
yán

ye

�,3
w
ú
zé
e

�r
yı ^,

お
ろ
そ

孟
子
曰
く
、
人
の
其
言
に⑴

易
か
な
る
は
、
⑵責

無
き
の
み
、

お
ろ
そ

⑴
易
か：

お
ろ
そ
か

易
、
忽
也
（
易
、
忽
な
り
）

通
し
番
号
1
5
7‐

35

朱
注
に
「
又
知
其
害
於
政
事
之
決
然
而
不
可
易
者
如
此
（
又
其
政
事
に
於

お
ろ
そ

て
害
あ
る
は
決
然
と
し
て
易
か
に
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
こ
と
此
の
如

し
）」
と
あ
る
。

⑵
責：

負
債

言
っ
た
こ
と
を
後
に
実
行
す
る
の
を
負
債
と
し
て
い
る
。

責
、

債
之
本
字
、
義
實
相
通
、
言
人
若
持
左
券
、
責
於
其
後
、
則
必
不
能
易
言

矣
、
惟
無
此
、
故
人
多
易
言
也（
責
は
、
債
の
本
字
、
義
は
実
に
相
通
ず
、

言
え
ら
く
、
人
若
し
左
券
を
持
ち
、
其
後
に
責
あ
れ
ば
、
則
ち
必
ず
言
を

お
ろ
そ

お
ろ
そ

易
か
に
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
惟
此
無
し
、
故
に
人
多
く
言
を
易
か
に
す
る

な
り

左
券：

割
符
の
左
半
分
）（
中
井
履
軒
）

朱

注
1
易
、
2
去
聲
、
3
�
人
之
所
以
輕
易
其
言
者
、
4
以
其
未
遭
失
言
之
責
故

耳
、
5
蓋
常
人
之
情
、
6
無
所
懲
於
前
、
7
則
無
所
警
於
後
、
8
非
以
爲
君

子
之
學
、
9
必
俟
有
責
、
10
而
後
不
敢
易
其
言
也
、
11
然
此
豈
亦
有
爲
而
言

之
與
、

1
yì,
2
qù
shēng,

3

�

rén
zhī
suo ^

yı ^

qīng
yì
qí
yán

zhe ^,
4
yı ^

qí
w
èi
zaō

shī
yán

zhī
zé
gù
e

�r,
5
gaì
cháng

rén
zhī

qíng,
6
w
ú
suo ^

chéng
yú
qián,

7
zé
w
ú
suo ^

jı ^ng
yú
hòu,

8
feī
yı ^

w
éi
jūn

zı ^

zhī
xué,

9
bì
sì
you ^

zé,10
ér
hòu

bù
ga ^n

yì
qí
yán

ye

�,11
rán

cı ^

qı ^

yì
you ^

w
èi
ér
yán

zhī
yú,

い

易
、
去
声
、
�
人
の
其
言
を
⑴軽

易
す
る
所
以
は
、
其
未
だ
失
言
の
責
に
遭
わ

お
そ

ざ
る
故
を
以
て
す
る
の
み
、
蓋
し
常
人
の
情
、
前
に⑵

懲
れ
る
所
無
け
れ
ば
、

そ
な

ま

則
ち
後
に⑶

警
え
る
所
無
し
、
以
て
君
子
の
学
は
、
必
ず
責
有
る
を⑷俟
ち
て
、

お
ろ
そ

そ
れ

後
敢
え
て
其
言
を
易
か
に
せ
ざ
る
を
爲
す
に
非
ざ
る
な
り
、
然
れ
ば
此
は⑸

豈

た
め

亦
爲
に
す
る
こ
と
有
り
て
之
を
言
う
か
、

い

⑴
軽
易：

軽
く
お
ろ
そ
か
に
す
る

易
は
「
お
ろ
そ
か
」の
意
味
が
あ
る
。

易
、

忽
也
（
易
、
忽
な
り
）

お
そ

ち
ょ
う

⑵
懲
れ
る：

恐
れ
る

懲
、
恐
也
（
懲
、
恐
な
り
）

そ
な

⑶
警
え
る：

備
え
る

警
、
戒
也

ま

し

⑷
俟
つ：

待
つ

俟
、
待
也
（
俟
、
待
な
り
）

通
し
番
号
4
7
9‐

5
朱
注

か
ん
い
く
く
ん
と
う

に
「
養
、
謂
涵
育
薰
陶
、
俟
其
自
化
也
（
養
は
涵
育
薰
陶
し
、
其
自
ず
か

ま

ら
化
す
る
を
俟
つ
を
謂
う
な
り
）」
と
あ
る
。

そ
れ

が
い

⑸
豈：

そ
れ

発
語
の
辞

豈
、
猶
其
也
（
豈
、
猶
其
の
ご
と
き
な
り
）

通

そ
れ

し
番
号
2
7
7‐

21
朱
注
に
「
豈
曾
子
嘗
誦
之
、
以
告
其
門
人
歟
（
豈
曽
子

２６６
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い

嘗
て
之
を
誦
い
、
以
て
其
門
人
に
告
ぐ
る
か
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

易
は
去
声
で
あ
る
。
人
が
言
葉
に
軽
々
し
い
の
は
、
ま
だ
失
言
を
責
め
ら
れ

た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
凡
人
は
前
に
恐
れ
る
こ
と
が
な
い
と
、
後
ろ

に
備
え
な
い
。
君
子
の
学
は
失
言
を
責
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
言
を

軽
々
し
く
し
な
い
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
何
か
の
た
め
に
言
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

章
番
号
23

章
通
し
番
号
84

通
し
番
号
452

章
内
番
号
1

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
人
の
病
気
は
好
ん
で
人
の
師
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

通
し
番
号
452

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
84

識
別
番
号
7
・
23
・
1

本

文
孟
子
曰
、
2
人
之
患
、
3
在
好
爲
人
師
、

1
m
èng

zı ^

yuē,2
rén

zhī
huàn,3

zaì
haò

w
éi
rén

shī,

⑴孟
子
曰
く
、
人
の
患
、
好
ん
で
人
の
師
と
爲
る
こ
と
に
在
り
、

⑴
人
の
師
と
な
る
の
が
よ
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
な
い
。
好
ん
で
人
の
師
と

な
る
こ
と
は
よ
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
病
根
は
「
好
ん
で
」

に
あ
る
。

好
字
是
病
根
矣
、
驕
吝
實
相
長
、
不
然
可
爲
人
師
而
爲
師
、

り
ん
み

す
す

亦
何
害
（
好
の
字
是
れ
病
根
な
り
、
驕
吝
実
ち
て
相
長
む
、
然
ら
ず
し
て

り
ん

人
の
師
と
爲
る
べ
く
し
て
師
と
爲
る
、
亦
何
の
害
ぞ

吝
、
貪
也
（
吝
、

貪
な
り
））（
中
井
履
軒
）

朱

注
1
好
、
2
去
聲
、
3
�
王
勉
曰
、
4
學
問
有
餘
、
5
人
資
於
己
、
6
不
得
已

而
應
之
可
也
、
7
若
好
爲
人
師
、
8
則
自
足
而
不
復
有
進
矣
、
9
此
人
之
大

患
也
、

1
haò,2

qù
shēng,3

�w
áng

m
ia ^n
yuē,4

xué
w
èn
you ^

yú,5
rén

zī
yú
jı ^,6

bù
dé
yı ^

ér
yīng

zhī
ke

�ye

�,7
ruò

haò
w
éi
rén

shī,
8
zé
zì
zú
ér
bù
fù
you ^

jìn
yı ^,
9
cı ^

rén
zhī
dà
huàn

ye

�,

と

好
、
去
声
、
�
王
勉
曰
く
、
学
問
余
有
り
、
人
己
に⑴資
る
、
已
む
を
得
ず
し

て
之
に
応
ず
る
は
可
な
り
、
若
し
人
の
師
と
爲
る
こ
と
を
好
め
ば
、
則
ち
自

ま
た

ら
足
り
て
復
進
む
こ
と
有
ら
ず
、
此
は
人
の
大
患
な
り
、

と
⑴
資
る：

取
る

資
、
取
也
（
資
、
取
な
り
）

通
し
番
号
6
0
5‐

9
朱
注

と

に
「
不
資
其
勢
而
利
其
有
（
其
勢
を
資
ら
ず
し
て
其
有
を
利
と
す
）」
と
あ

る
。

朱
注
訳

好
は
去
声
で
あ
る
。
王
勉
は
言
う
。
己
の
学
問
に
余
り
が
あ
り
、
人
が
己
に

取
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
や
む
を
得
ず
に
そ
れ
に
応
じ
る
の
は
可
で
あ
る
。
人

の
師
に
な
る
こ
と
を
好
め
ば
、
自
ら
に
満
足
し
て
進
む
こ
と
が
な
い
。
こ
れ

は
人
の
大
患
で
あ
る
。

章
番
号
24

章
通
し
番
号
85

通
し
番
号
453
〜
455

章
内
番
号
1
〜
3

本
文
訳

し
ご
う

楽
正
子
は
子
敖
に
従
い
斉
に
行
く
。
楽
正
子
は
孟
子
に
会
う
。
孟
子
は
言
う
。

「
私
に
も
会
い
に
来
た
の
か
。」
楽
正
子
は
言
う
。「
先
生
は
ど
う
し
て
そ
う

お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。」
孟
子
が
言
う
。「
君
が
来
た
の
は
い
つ
だ
。」
楽
正

子
が
言
う
。「
昨
日
で
す
。」
孟
子
が
言
う
。「
昨
日
来
た
の
な
ら
私
が
こ
う
言

う
の
も
も
っ
と
も
だ
。」
楽
正
子
が
言
う
。「
宿
屋
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。」
孟
子
が
言
う
。「
君
は
宿
屋
が
決
ま
っ
て
か
ら
師
に
会
う
と
聞
い
て

い
る
の
か
。」
楽
正
子
は
言
う
。「
私
に
罪
が
あ
り
ま
す
。」

通
し
番
号
453

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
85

識
別
番
号
7
・
24
・
1

本

文
1
樂
正
子
從
於
子
敖
之
齊
、

1
lè
zhèng

zı ^

cóng
yú
zı ^

áo
zhī
qí,

が
く
せ
い
し

し
ご
う

ゆ

楽
正
子
子
敖
に
従
い
斉
に
之
く
、

朱

注
1
子
敖
、
2
王
驩
字
、

1
zı ^

áo,2
w
áng

huān
zì,

か
ん

子
敖
、
王
驩
の
字
な
り
、

朱
注
訳

か
ん

子
敖
、
王
驩
の
字
で
あ
る
。

通
し
番
号
454

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
85

識
別
番
号
7
・
24
・
2

本

文
1
樂
正
子
見
孟
子
、
2
孟
子
曰
、
3
子
亦
來
見
我
乎
、
4

曰
、
5
先
生
何
爲
出
此
言
也
、
6
曰
、
7
子
來
幾
日
矣
、

8
曰
、
9
昔
者
、
10
曰
、
11
昔
者
、
12
則
我
出
此
言
也
、

13
不
亦
宜
乎
、
14
曰
、
15
舍
館
未
定
、
16
曰
、
17
子
聞
之

也
、
18
舍
館
定
、
19
然
後
求
見
長
者
乎
、

1
lè
zhèng

zı ^

jiàn
m
èng

zı ^,2
m
èng

zı ^

yuē,3
zı ^

yì
laí

jiàn
w
o ^

hū,
4
yuē,

5
xiān

shēng
hé
w
éi
chū

cı ^

yán
ye

�,
6
yuē,

7
zı ^

laí
jı ^

rì
yı ^,
8
yuē,

9
xī
zhe ^,

10
yuē,

11
xī

zhe ^,
12
zé
w
o ^

chū
cı ^

yán
ye

�,
13
bù
yì
yí
hū,
14
yuē,

15
shè

gua ^n
w
èi
dìng,16

yuē,17
zı ^

w
én
zhī
ye

�,18
shè

gua ^n
dìng,19

rán
hòu

qiú
jiàn

zha ^ng
zhe ^

hū,

ま
み

あ

楽
正
子
孟
子
に
見
ゆ
、
孟
子
曰
く
、
子
⑴亦

来
り
我
に
見
う
か
、
曰
く
、
先
生

な
ん
す
れ

い
く

き
の
う

何
爲
ぞ
此
言
を
出
す
や
、
曰
く
、
子
来
る
幾
日
ぞ
、
曰
く
、⑵昔
者
な
り
、
曰

き
の
う

う
べ

く
、
昔
者
な
ら
ば
、
則
ち
我
此
言
を
出
す
や
、
亦
宜
な
ら
ざ
る
か
、
曰
く
、⑶舍

館
未
だ
定
ま
ら
ず
、
曰
く
、
子
之
を
聞
く
や
、
舍
館
定
ま
り
、
然
る
後
⑷長

者

ま
み

に
見
ゆ
る
を
求
め
る
か
、
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⑴
亦：

何
か
の
用
事
が
あ
り
来
た
つ
い
で
に
孟
子
の
所
に
も
行
っ
た
の
で
あ
る
。

本
来
な
ら
孟
子
の
所
に
す
ぐ
に
行
く
べ
き
な
の
だ
が
、
何
か
孟
子
が
い
る

所
の
近
く
で
楽
正
子
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
用
事
が
あ
り
、
そ
の
用
事

を
す
る
時
に
孟
子
の
所
に
行
け
ば
よ
い
と
楽
正
子
は
考
え
孟
子
の
所
へ
行

く
の
を
遅
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

亦
字
、
與
下
來
見
緊
接
矣
、
不
連
上
子

字
、
若
與
子
字
連
者
、
是
他
人
來
見
、
而
樂
正
子
亦
來
見
也
、
此
不
然
已
、

あ

言
樂
正
子
別
有
營
爲
也
、
而
亦
來
見
我
耳
（
亦
の
字
、
下
の
来
り
見
う
と

つ
ら

も
し

緊
接
す
、
上
の
子
の
字
と
連
な
ら
ず
、
若
子
の
字
と
連
な
る
も
の
な
ら
ば
、

あ

あ

是
れ
他
人
が
来
り
見
い
、
樂
正
子
亦
来
り
見
う
な
り
、
此
は
然
ら
ざ
る
のあ

み
、
言
え
ら
く
、
楽
正
子
別
に
営
爲
有
る
な
り
、
而
し
て
亦
来
り
我
に
見

う
）（
中
井
履
軒
）

き
の
う

き
の
う

⑵
昔
者：

昨
日
（
朱
注
）

通
し
番
号
2
0
9‐

3
に
「
昔
者
辭
以
病
（
昔
者
は

辞
す
る
に
病
を
以
っ
て
す
る
）」
と
あ
る
。

⑶
舍
館：

宿
屋

旅
館

舍
に
も
館
に
も
「
宿
屋
」
の
意
味
が
あ
る
。

舍
、

と
こ
ろ

行
所
解
止
之
處
（
舍
、
行
き
解
止
す
る
所
の
処
な
り

解
、
與
休
止
同
義

（
解
、
休
止
と
同
義
な
り
））

館
、
舍
（
館
は
、
舍
な
り
）（
通
し
番
号

9
8
0‐

1
朱
注
）

通
し
番
号
2
8
6‐
31
朱
注
に
「
中
以
二
十
畝
爲
廬

ろ
し
ゃ

舍
（
中
二
十
畝
以
て
廬
舍
と
爲
す
）」
と
あ
る
。

通
し
番
号
7
3
1‐

2

す
う

ま
み

に
「
交
得
見
於
鄒
君
、
可
以
假
館
（
交
は
鄒
君
に
見
え
る
こ
と
を
得
ば
、

以
て
館
を
仮
る
べ
し
）」
と
あ
る
。

⑷
長
者：

師

此
長
者
は
師
を
以
て
云
え
り
（
中
村
惕
斎
）

朱

注
1
長
、
2
上
聲
、
3
�
昔
者
、
4
前
日
也
、
5
館
、
6
客
舍
也
、
7
王
驩
、

8
孟
子
所
不
與
言
者
、
9
則
其
人
可
知
矣
、
10
樂
正
子
乃
從
之
行
、
11
其
失

身
之
罪
大
矣
、
12
又
不
早
見
長
者
、
13
則
其
罪
又
有
甚
者
焉
、
14
故
孟
子
姑

以
此
責
之
、

1
zha ^ng,

2
shàng

shēng,
3

�

xī
zhe ^,

4
qián

rì
ye

�,
5
gua ^n,

6
kè
shè

ye

�,
7
w
áng

huān,
8
m
èng

zı ^

suo ^
bù

yu

�yán
zhe ^,

9
zé
qí
rén

ke

�zhī
yı ^,
10
lè
zhèng

zı ^
na ^i

cóng
zhī
xíng,

11
qí
shī
shēn

zhī
zuì
dà
yı ^,
12
yoù

bù
zao ^

jiàn
zha ^ng

zhe ^,13
zé
qí
zuì
yoù

you ^
shèn

zhe ^

yān,
14
gù
m
èng

zı ^

gū
yı ^

cı ^

zé
zhī,か

く
し
ゃ

か
ん

と
も

長
、
上
声
、
�
昔
者
、
前
日
な
り
、
館
、⑴

客
舍
な
り
、
王
驩
、
孟
子
与
に
言

わ
ざ
る
所
の
者
な
り
、
則
ち
其
人
知
る
べ
し
、
楽
正
子
乃
ち
之
に
従
い
行
く
、

さ
ら

其
⑵身

を
失
う
の
罪
大
な
り
、
又
早
く
長
者
に
見
え
ず
、
則
ち
其
罪⑶

又
に
甚
だ

し
ば
ら

し
き
も
の
有
り
、
故
に
孟
子⑷

姑
く
此
を
以
て
之
を
責
む
、

か
く
し
ゃ

⑴
客
舍：

宿
屋

⑵
身：

自
分

我

身
、
我
也
（
身
は
我
な
り
）

通
し
番
号
4
4
5‐

4
に

「
守
孰
爲
大
、
守
身
爲
大
（
守
る
孰
れ
か
大
と
爲
す
、
身
を
守
る
大
と
爲

す
）」
と
あ
る
。

さ
ら

⑶
又
に：

さ
ら
に

又
、
猶
更
也
（
又
、
猶
更
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番
号

8
6
1‐

2
朱
注
に
「
東
山
、
蓋
魯
城
東
之
高
山
、
而
太
山
則
又
高
矣
（
東

さ
ら

山
、
蓋
し
魯
の
城
東
の
高
山
な
り
、
太
山
は
則
ち
又
に
高
し
）」
と
あ
る
。

し
ば
ら

⑷
姑
く：

し
ば
ら
く

姑
、
且
也
（
姑
、
且
な
り
）

通
し
番
号
3
2
1‐

35

た
だ

し
ば
ら

朱
注
に
「
但
其
施
之
之
序
、
姑
自
此
始
耳
（
但
其
之
を
施
す
の
序
、
姑
く

よ
此
自
り
始
め
る
の
み
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

長
は
上
声
で
あ
る
。
昔
者
は
前
日
で
あ
る
。
館
は
宿
屋
で
あ
る
。
王
驩
は
孟

子
が
話
を
し
な
い
人
だ
か
ら
そ
の
人
と
な
り
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
楽
正

し
ご
う

子
は
子
敖
に
従
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
自
分
の
身
を
失
っ
て
お
り
、
そ
の
罪

は
大
き
い
。
さ
ら
に
早
く
師
に
会
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
罪
は
さ
ら
に
大
き
い
。

だ
か
ら
孟
子
は
こ
の
よ
う
に
責
め
る
。

通
し
番
号
455

章
内
番
号
3

章
通
し
番
号
85

識
別
番
号
7
・
24
・
3

本

文
1
曰
、
2
克
有
罪
、

1
yuē,2

kè
you ^

zuì,

こ
く

曰
く
、⑴

克
罪
有
り
、

こ
く

⑴
克：

楽
正
子
の
名

克
、
樂
正
子
名（
克
、
楽
正
子
の
名
）（
通
し
番
号
1
2
7

‐

9
朱
注
）

朱

注
1
陳
氏
曰
、
2
樂
正
子
固
不
能
無
罪
矣
、
3
然
其
勇
於
受
責
如
此
、
4
非
好

善
而
篤
信
之
、
5
其
能
若
是
乎
、
6
世
有
強
辯
飾
非
、
7
聞
諫
愈
甚
者
、
8

又
樂
正
子
之
罪
人
也
、

1
chén

zhī
yuē,

2
lè
zhèng

zı ^

gù
bù
néng

w
ú
zuì
yı ^,

3
rán

qí
yo

�ng
yú
shòu

zé
rú
cı ^,
4
feī
hào

shàn
ér
du ^

xìn
zhī,

5
qí
néng

ruò
shì
hū,
6
shì
you ^

qia

�ng
biàn

shì
feī,
7
w
én
jiàn

yù
shèn

zhe ^,
8
yoù

lè
zhèng

zı ^

zhī
zuì

rén
ye

�,

も
と

陳
氏
曰
く
、
楽
正
子
固
よ
り
罪
無
き
こ
と
能
わ
ず
、
然
れ
ど
も
其
責
を
受
く

あ
つ

る
に
⑴勇

な
る
こ
と
此
如
し
、
善
を
好
み
て
篤
く
之
を
信
ず
る
に
非
ざ
れ
ば
、

そ

ま
す
ま
す

其
れ
能
く
是
の
若
き
か
、
世
強
弁
し
て
非
を
飾
り
、
諫
を
聞
き⑵

愈
甚
だ
し

き
者
有
り
、
又
楽
正
子
の
罪
人
な
り
、

⑴
勇：

意
志
の
果
敢
な
こ
と

勇
、
志
之
所
以
敢
也
（
勇
、
志
の
以
て
敢
な
る

所
な
り
）

ま
す
ま
す

⑵
愈：

ま
す
ま
す

愈
、
益
也
（
愈
、
益
な
り
）

通
し
番
号
2
4
4‐

11
朱

し
た
が

注
に
「
順
而
爲
之
辭
、
則
其
過
愈
深
矣
（
順
い
て
之
が
辞
を
爲
せ
ば
、
則

あ
や
ま

ま
す
ま
す

ち
其
過
ち
愈
深
し
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

陳
氏
は
言
う
。
楽
正
子
は
も
と
よ
り
罪
が
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
責
め

ら
れ
そ
れ
を
す
ぐ
に
受
け
る
志
が
こ
の
よ
う
に
あ
る
。
善
を
好
み
善
を
信
じ

る
こ
と
が
篤
く
な
い
と
、
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
世
に
は

強
弁
し
て
非
を
飾
り
、
諫
言
を
受
け
て
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
者
が
い
る
。
こ

う
い
う
人
は
楽
正
子
の
罪
人
で
あ
る
。

章
番
号
25

章
通
し
番
号
86

通
し
番
号
456

章
内
番
号
1

本
文
訳

し
ご
う

孟
子
が
楽
正
子
に
言
う
。「
君
が
子
敖
に
従
っ
て
来
た
の
は
、
た
だ
飲
食
の

た
め
だ
。
私
は
君
が
古
の
道
を
学
ん
で
飲
食
だ
け
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」

２７０

７ 離婁章句上 通し番号４５４７ 離婁章句上 通し番号４５４～４５６

２７１



通
し
番
号
456

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
86

識
別
番
号
7
・
25
・
1

本

文
1
孟
子
謂
樂
正
子
曰
、
2
子
之
從
於
子
敖
來
、
3
徒

啜

也
、
4
我
不
意
子
學
古
之
道
、
5
而
以

啜
也
、

1
m
èng

zı ^

w
èi
lè
zhèng

zı ^

yuē,2
zı ^

zhī
cóng

yú
zı ^

áo
laí,
3
tú
bū
chuò

ye

�,
4
w
o ^

bù
yì
zı ^

xué
gu

�

zhī
daò,

5
ér
yı ^

bū
chuò

ye
�,

し
ご
う

た
だ

ほ
せ
つ

孟
子
楽
正
子
に
謂
い
て
曰
く
、
子
の
子
敖
に
従
い
来
る
は
、
徒
⑴餔

啜
す
る

お
も

な
り
、
我
は
、
子
が
古
の
道
を
学
び
て
、
以
て
餔
啜
す
る
と⑵

意
わ
ざ
る
な
り
、

ほ
せ
つ

⑴
餔
啜：

飲
食

餔
が
食
で
啜
が
飲
（
朱
注
）

お
も

⑵
意
う：

思
う

意
、
思
念
也
（
意
、
思
念
な
り
）
通
し
番
号
6
1
3‐

3
9

お
も

た
だ
え
ん
じ

朱
注
に
「
而
愚
意
、
其
直
爲
衍
字
耳
（
而
る
に
愚
意
う
に
、
其
直
衍
字
を

爲
す
の
み
）」
と
あ
る
。

朱

注
1
餔
、
2
博
孤
反
、
3
啜
、
4
昌
悅
反
、
5
�
徒
、
6
但
也
、
7
餔
、
8
食

也
、
9
啜
、
10
飮
也
、
11
言
其
不
擇
所
從
、
12
但
求
食
耳
、
13
此
乃
正
其
罪

而
切
責
之
、

1
bū,
2
bó
gū
fa ^n,

3
chuò,

4
chāng

yuè
fa ^n,

5

�

tú,
6
dàn

ye

�,
7
bū,
8
shí
ye

�,
9
chuò,

10
yı ^n

ye

�,
11
yán

qí
bù
zé
suo ^

cóng,
12
dàn

qiú
shí
e

�r,
13
cı ^

na ^i
zhèng

qí
zuì
ér
qiè
zé
zhī,

餔
、
博
孤
反
、
啜
、
昌
悦
反
、
�
徒
、
但
な
り
、
餔
、
食
な
り
、
啜
、
飮
な

た
だ

り
、
言
え
ら
く
、
其
従
う
所
を
択
ば
ざ
る
は
、
但
食
を
求
め
る
の
み
、
此
乃

ち
其
罪
を
正
し
て
切
に
之
を
責
む
、

朱
注
訳

餔
は
博
孤
反
で
あ
る
。
啜
は
昌
悦
反
で
あ
る
。
徒
は
但
で
あ
る
。
餔
は
食
で

あ
る
。
啜
は
飮
で
あ
る
。
従
う
所
を
択
ば
な
い
の
は
、
た
だ
食
を
求
め
る
だ

け
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
そ
の
罪
を
正
し
て
切
に
責
め
る
。

会
社
に
就
職
す
る
の
は
給
料
を
も
ら
う
の
が
一
つ
の
目
的
で
あ
る
。
だ

か
ら
高
給
を
出
せ
ば
た
く
さ
ん
の
人
が
や
っ
て
来
る
。
し
か
し
給
料
の
た

め
に
就
職
す
る
な
ら
、
こ
れ
は
飲
食
の
た
め
に
就
職
し
た
の
と
同
じ
で
あ

る
。
会
社
に
就
職
す
る
前
に
長
い
間
教
育
を
受
け
て
来
た
。
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
、
大
学
と
十
二
年
以
上
の
教
育
を
受
け
て
来
た
。
そ
れ
で
給

料
の
た
め
に
会
社
に
就
職
す
る
な
ら
、
こ
れ
は
飲
食
の
た
め
に
長
い
間
教

育
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
単
に
飲
食
の
た
め
に
教
育
を
受
け
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

章
番
号
26

章
通
し
番
号
87

通
し
番
号
457
〜
458

章
内
番
号
1
〜
2

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
不
孝
に
三
つ
あ
る
。
子
孫
が
絶
え
る
の
が
一
番
大
き
な
不
孝

で
あ
る
。
舜
が
親
に
告
げ
ず
に
娶
っ
た
の
は
子
孫
が
絶
え
る
た
め
で
あ
る
。
君

子
は
告
げ
た
よ
う
な
も
の
だ
と
す
る
。

通
し
番
号
457

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
87

識
別
番
号
7
・
26
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
不
孝
有
三
、
3
無
後
爲
大
、

1
m
èng

zı ^

yuē,2
bù
xiào

you ^

sān,3
w
ú
hòu

w
éi
dà,

孟
子
曰
く
、
不
孝
に
三
有
り
、
後
無
き
大
と
爲
す
、

朱

注
1
趙
氏
曰
、
2
於
禮
有
不
孝
者
三
事
、
3
謂
阿
意
曲
從
、
4
陷
親
不
義
、
5

一
也
、
6
家
貧
親
老
、
7
不
爲
祿
仕
、
8
二
也
、
9
不
娶
無
子
、
10
絶
先
祖

祀
、
11
三
也
、
12
三
者
之
中
、
13
無
後
爲
大
、

1
zhaò

zhī
yuē,2

yú
lı ^

you ^

bù
xiào

zhe ^

sān
shì,

3
w
èi

ā
yì
qū
cóng,4

xiàn
qìng

bù
yì,
5
yī
ye

�,
6
jiā
pín
qìng

lao ^,
7
bù
w
éi
sì
shì,

8
èr
ye

�,
9
bù
qu

�

w
ú
zı ^,
10
jué

xiān
zu ^

sì,11
sān

ye

�,12
sān

zhe ^

zhī
zhōng,

13
w
ú
hòu

w
éi
dà,

お
も
ね

趙
氏
曰
く
、
礼
に
於
て
不
孝
は
三
事
有
り
、
謂
え
ら
く
、
意
に⑴

阿
り
曲
従
し
、

お
と
し
い

親
を
不
義
に
陥
れ
る
は
、
一
な
り
、
家
貧
し
く
親
老
い
、
⑵禄

仕
を
爲
さ
ざ
る

め
と

ま
つ
り

は
、
二
な
り
、
娶
ら
ず
し
て
子
無
く
、
先
祖
の
祀
を
絶
つ
は
、
三
な
り
、
三

な
る
も
の
の
中
で
、
後
無
き
を
大
と
爲
す
、

お
も
ね

⑴
阿
る：

お
も
ね
る

阿
、
隨
也
（
阿
、
随
な
り
）

通
し
番
号
1
6
5‐
8

朱
注
に
「
假
使
汙
下
、
必
不
阿
私
所
好
而
空
譽
之
（
仮
に
汙
下
な
ら
し
む

お
も
ね

と
も
、
必
ず
私
の
好
む
所
に
阿
り
て
之
を
空
誉
せ
ず
）」
と
あ
る
。

⑵
禄
仕：

禄
の
た
め
に
仕
え
る

朱
注
訳

趙
氏
は
言
う
。
礼
に
お
い
て
は
不
孝
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
親
に
お
も
ね
り

従
い
親
を
不
義
に
陥
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
め
は
家
が
貧
し
く
親
が
老
い

て
い
る
の
に
、
仕
え
て
禄
を
も
ら
お
う
と
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
め
は

結
婚
し
な
い
で
子
が
な
く
先
祖
を
祭
る
こ
と
が
絶
え
る
こ
と
で
あ
る
。
三
つ

の
中
で
子
が
な
い
こ
と
を
一
番
大
き
な
不
孝
と
す
る
。

通
し
番
号
458

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
87

識
別
番
号
7
・
26
・
2

本

文
1
舜
不
告
而
娶
、
2
爲
無
後
也
、
3
君
子
以
爲
猶
告
也
、

1
shùn

bù
gaò

ér
qu

�,
2
w
èi
w
ú
hòu

ye

�,
3
jūn

zı ^

yı ^

w
éi
yóu

gaò
ye

�,

２７２
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め
と

舜
告
げ
ず
し
て
娶
る
は
、
後
無
き
爲
な
り
、
君
子
以
て
猶
告
ぐ
る
が
ご
と
き

と
爲
す
な
り
、

朱

注
1
爲
無
之
爲
、
2
去
聲
、
3
�
舜
告
焉
、
4
則
不
得
娶
、
5
而
終
於
無
後
矣
、

6
告
者
禮
也
、
7
不
告
者
權
也
、
8
猶
告
、
9
言
與
告
同
也
、
10
蓋
權
而
得

中
、
11
則
不
離
於
正
矣
、
12
�
范
氏
曰
、
13
天
下
之
道
、
14
有
正
有
權
、
15

正
者
萬
世
之
常
、
16
權
者
一
時
之
用
、
17
常
道
人
皆
可
守
、
18
權
非
體
道
者
、

19
不
能
用
也
、
20
蓋
權
出
於
不
得
已
者
也
、
21
若
父
非
瞽

、
22
子
非
大
舜
、

23
而
欲
不
告
而
娶
、
24
則
天
下
之
罪
人
也
、

1
w
èi
w
ú
zhī
w
èi,2

qù
shēng,3

�shùn
gaò

yān,4
zé

bù
dé
qu

�,
5
ér
zhōng

yú
w
ú
hòu

yı ^,
6
gaò

zhe ^

lı ^

ye

�,
7
bù
gaò

zhe ^

quán
ye

�,
8
yóu

gaò,
9
yán

yu

�

gaò
tóng

ye

�,
10
gaì
quán

ér
dé
zhòng,

11
zé
bù
lí
yú
zhèng

yı ^,
12

�

fàn
zhī
yuē,

13
tiān

xià
zhī
daò,

14
you ^

zhèng
you ^

quán,15
zhèng

zhe ^

w
àn
shì
zhī
cháng,16

quán
zhe ^

yī
shí
zhī
yòng,

17
cháng

daò
rén

jiē
ke

�shou ^,
18
quán

feī
tı ^

daò
zhe ^,19

bù
néng

yòng
ye

�,20
gaì
quán

chū
yú

bù
dé
yı ^

zhe ^

ye

�,
21
ruò

fu ^

feī
gu

�

so

�u,
22
zı ^

feī
dà

shùn,23
ér
yù
bù
gaò

ér
qu

�,24
zé
tiān

xià
zhī
zuì
rén

ye

�,

爲
無
の
爲
、
去
声
、
�
舜
告
ぐ
れ
ば
、
則
ち
娶
る
こ
と
を
得
ず
、
而
し
て
後

無
き
に
終
る
、
告
ぐ
る
は
礼
な
り
、
告
げ
ざ
る
は
権
な
り
、
猶
告
は
、
告
と

あ
た

同
じ
を
言
う
な
り
、
蓋
し
権
に
し
て
中
る
を
得
れ
ば
、
則
ち
正
か
ら
離
れ
ず
、

�
范
氏
曰
く
、
天
下
の
道
は
、
正
有
り
権
有
り
、
正
は
万
世
の
常
、
権
は
一

時
の
用
、
常
道
は
人
皆
守
る
べ
し
、
権
は
道
を
体
す
る
者
に
非
ざ
れ
ば
、
用

い
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
、蓋
し
権
は
已
む
を
得
ざ
る
も
の
に
出
ず
る
な
り
、

も
し

こ
そ
う

若
父
瞽

に
非
ず
、
子
大
舜
に
非
ず
し
て
、
告
げ
ず
し
て
娶
ら
ん
と
欲
せ
ば
、

則
ち
天
下
の
罪
人
な
り
、

朱
注
訳

爲
無
の
爲
は
去
声
で
あ
る
。
舜
が
親
に
言
え
ば
娶
る
こ
と
が
で
き
ず
子
孫
が

絶
え
た
。
結
婚
を
親
に
言
う
の
は
礼
で
あ
る
。
結
婚
を
親
に
言
わ
な
い
の
は

権
で
あ
る
。
猶
告
ぐ
る
が
ご
と
き
は
、
告
げ
る
の
と
同
じ
と
言
う
。
権
で
宜

に
当
た
っ
て
お
れ
ば
正
か
ら
離
れ
て
い
な
い
。
范
氏
は
言
う
。
天
下
の
道
に

は
、
正
と
権
が
あ
る
。
正
は
万
世
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
権
は
一
時
に

用
い
る
も
の
で
あ
る
。
常
道
は
人
は
み
な
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
権
は
道
を

得
て
い
る
者
で
な
い
と
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
権
は
や
む
を
得
な
い
こ

こ
そ
う

と
か
ら
出
て
来
る
。
父
が
瞽

で
子
が
舜
で
な
い
の
に
、
親
に
告
げ
ず
に
娶

ろ
う
と
す
れ
ば
天
下
の
罪
人
で
あ
る
。

現
代
日
本
は
出
生
率
の
低
下
に
苦
し
ん
で
い
る
。
子
供
が
少
な
く
人
口

が
減
少
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
女
性
が
働
い
て
も
安
心
し
て
出
産
で
き
る

環
境
が
な
い
か
ら
、
出
生
率
が
低
下
す
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
女

性
の
育
児
休
暇
の
充
実
、
保
育
園
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し

か
し
出
生
率
低
下
の
一
番
の
原
因
は
別
の
所
に
あ
る
。
社
会
の
考
え
方
で

あ
る
。
私
た
ち
の
今
の
社
会
で
は
、
自
分
が
楽
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
重
ん

じ
ら
れ
て
い
る
。
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
、
よ
い
も
の
を
着
て
、
よ
い
家

に
住
み
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
一
日
を
過
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
う

考
え
方
だ
と
子
供
は
邪
魔
な
の
で
あ
る
。
子
供
を
育
て
る
に
は
手
間
が
か

か
る
か
ら
、
自
分
の
時
間
を
奪
わ
れ
る
。
子
供
は
教
育
費
が
ず
い
ぶ
ん
と

か
か
る
。
だ
か
ら
子
供
が
お
れ
ば
、
自
分
が
使
え
る
お
金
が
減
り
、
う
ま

い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
も
よ
い
も
の
を
着
る
こ
と
も
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
代
の
日
本
に
は
、
孟
子
の
頃
の
よ
う
な
子
孫
を
絶
や
す
こ
と

は
大
変
な
親
不
孝
だ
と
い
う
考
え
方
は
微
塵
も
な
い
。
そ
れ
で
出
生
率
が

落
ち
る
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
圏
は
出
生
率
が
高
い
。
コ
ー
ラ
ン
に
は「
善

良
な
者
は
結
婚
せ
よ
」
と
あ
り
、
結
婚
を
重
ん
じ
る
考
え
方
が
あ
る
。
こ

の
考
え
方
が
出
生
率
が
高
い
一
因
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
子
孫
が

な
い
の
は
、
大
き
な
親
不
孝
だ
」
と
い
う
考
え
方
が
ま
た
復
活
し
な
い
限

り
、
日
本
の
出
生
率
の
向
上
は
望
み
に
く
い
。

章
番
号
27

章
通
し
番
号
88

通
し
番
号
459
〜
460

章
内
番
号
1
〜
2

本
文
訳

孟
子
は
言
う
。
仁
の
実
は
親
に
尽
す
こ
と
で
あ
る
。
義
の
実
は
兄
に
従
う
こ

と
で
あ
る
。
智
の
実
は
こ
の
二
つ
を
知
っ
て
去
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
礼
の
実

は
こ
の
二
つ
を
節
す
る
こ
と
で
あ
る
。
音
楽
の
実
は
こ
の
二
つ
を
楽
し
む
こ
と

で
あ
る
。
楽
し
め
ば
生
じ
る
。
生
じ
れ
ば
ど
う
し
て
や
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う

か
。
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
、
知
ら
ず
に
足
が
こ
れ
を
踏
み
手
が
こ
れ

に
舞
う
。

通
し
番
号
459

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
88

識
別
番
号
7
・
27
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
仁
之
實
、
3
事
親
是
也
、
4
義
之
實
、
5

從
兄
是
也
、

1
m
èng

zı ^

yuē,2
rén

zhī
shí,3

shì
qìng

shì
ye

�,4
yì
zhī

shí,5
cóng

xiōng
shì
ye

�,

孟
子
曰
く
、
仁
の
実
、
親
に
事
え
る
是
れ
な
り
、
義
の
実
、
兄
に
従
う
是
れ

な
り
、

朱

注
1
仁
主
於
愛
、
2
而
愛
莫
切
於
事
親
、
3
義
主
於
敬
、
4
而
敬
莫
先
於
從
兄
、

5
故
仁
義
之
道
、
6
其
用
至
廣
、
7
而
其
實
不
越
於
事
親
從
兄
之
閒
、
8
蓋

良
心
之
發
、
9
最
爲
切
近
而
精
實
者
、
10
有
子
以
孝
弟
爲
爲
仁
之
本
、
11
其

意
亦
猶
此
也
、

1
rén

zhu ^

yú
ài,
2
ér
ài
m
ò
qiè
yú
shì
qìng,

3
yì
zhu ^

yú
jìng,

4
ér
jìng

m
ò
xiān

yú
cóng

xiōng,
5
gù
rén

yì
zhī
daò,6

qí
yòng

zhì
gua ^ng,7

ér
qí
shí
bù
yuè

yú
shì

qìng
cóng

xiōng
zhī
jiān,

8
gaì
liáng

xīn
zhī
fā,
9
zuì

w
éi
qiè
jìn
ér
jīng

shí
zhe ^,

10
you ^

zı ^

yı ^

xiào
dì
w
éi

w
éi
rén

zhī
be

�n,11
qí
yì
yì
yóu

cı ^

ye

�,

２７４
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な

仁
は
愛
を
主
と
す
、
而
し
て
愛
は
親
に
事
え
る
よ
り
⑴切

な
る
こ
と
莫
し
、
義

も
と

は
敬
を
主
と
す
、
而
し
て
敬
は
兄
に
従
う
よ
り
先
に
す
る
こ
と
莫
し
、⑵

故
よ

し
か

り
仁
義
の
道
は
、
其
用
至
り
て
広
し
、
而
る
に
其
実
は
親
に
事
え
兄
に
従
う

の
間
を
越
え
ず
、
蓋
し
良
心
の
発
す
る
は
、
切
近
に
し
て
精
実
な
る
こ
と
を

最
も
爲
す
、
⑶有

子
は
孝
弟
以
て
仁
を
爲
す
の
本
と
爲
す
、
其
意
亦
猶
此
ご
と

き
な
り
、

⑴
切：

身
近

切
、
近
也
（
切
、
近
な
り
）

通
し
番
号
4
9
4‐

10
朱
注
に

「
而
人
倫
尤
切
於
身
（
而
る
に
人
倫
尤
も
身
に
切
な
り
）」
と
あ
る
。

も
と

⑵
故
よ
り：

も
と
よ
り

故
、
猶
本
也
（
故
、
猶
本
の
ご
と
き
な
り
）

⑶
有
子
孝
弟
以
て
仁
を
爲
す
の
本
と
爲
す：

『
論
語
』學
而
2
の
次
の
一
文
を
言
っ

て
い
る
。「
有
子
曰
、
其
爲
人
也
孝
弟
、
而
好
犯
上
者
鮮
矣
。
不
好
犯
上
、

而
好
作
亂
者
未
之
有
也
、
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
、
孝
弟
也
者
、
其
爲

仁
之
本
與
（
有
子
曰
く
、
其
人
と
爲
り
や
孝
弟
、
而
し
て
上
を
犯
す
を
好

す
く
な

な

む
者
鮮
し
。
上
を
犯
す
を
好
ま
ず
、
而
し
て
乱
を
作
す
を
好
む
者
未
だ
之

有
ら
ざ
る
な
り
、
君
子
は
本
を
務
む
、
本
立
ち
て
道
生
ず
、
孝
弟
な
る
や
、

其
仁
を
爲
す
の
本
か
）」

朱
注
訳

仁
は
愛
を
主
と
す
る
。
愛
は
親
に
尽
す
ほ
ど
身
近
な
も
の
は
な
い
。
義
は
敬

を
主
と
す
る
。
敬
は
兄
に
従
う
ほ
ど
先
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
仁
義
の
道
の

用
途
は
も
と
よ
り
こ
の
上
な
く
広
い
。
し
か
し
そ
の
実
は
親
に
尽
し
兄
に
従

う
こ
と
を
越
え
な
い
。
人
の
良
心
が
出
て
来
る
の
は
、
近
い
こ
と
で
最
も
精

に
な
り
実
に
な
る
。
有
子
が
孝
弟
を
仁
を
な
す
の
本
と
し
た
の
は
ま
た
同
じ

意
味
で
あ
る
。

通
し
番
号
460

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
88

識
別
番
号
7
・
27
・
2

本

文
1
智
之
實
、
2
知
斯
二
者
弗
去
是
也
、
3
禮
之
實
、
4
節

文
斯
二
者
是
也
、
5
樂
之
實
、
6
樂
斯
二
者
、
7
樂
則
生

矣
、
8
生
則
惡
可
已
也
、
9
惡
可
已
、
10
則
不
知
足
之
蹈

之
、
11
手
之
舞
之
、

1
zhì
zhī
shí,2

zhī
sī
èr
zhe ^

fú
qù
shì
ye

�,
3
lı ^

zhī
shí,

4
jié
w
én
sī
èr
zhe ^

shì
ye

�,5
yuè

zhī
shí,6

lè
sī
èr
zhe ^,

7
lè
zé
shēng

yı ^,8
shēng

zé
w
ū
ke

�yı ^

ye

�,9
w
ū
ke

�yı ^,
10
zé
bù
zhī
zú
zhī
da ^o

zhī,11
shou ^

zhī
w
u

�zhī,

こ
の

智
の
実
、
斯
二
な
る
も
の
を
知
り
、
去
ら
ざ
る
是
れ
な
り
、
礼
の
実
、
斯
二

が
く

な
る
も
の
を
⑴節

文
す
る
是
れ
な
り
、
楽
の
実
、
斯
二
な
る
も
の
を
楽
し
む
、

楽
し
め
ば
則
ち
生
ず
、
生
ず
れ
ば
則
ち
悪
ぞ
已
む
べ
け
ん
や
、
悪
ぞ
已
む
べ

く
ん
ば
、
則
ち
足
の
之
を
踏
み
、
手
の
之
に
舞
う
を
知
ら
ず
、

⑴
節
文：

区
別
し
ほ
ど
よ
く
し
あ
や
を
な
す
（
朱
注
）

通
し
番
号
3
0
0‐

58

ま
た

朱
注
に
「
制
度
節
文
不
可
復
考
（
制
度
の
節
文
復
考
う
べ
か
ら
ず
）」
と
あ

る
。

朱

注
1
樂
斯
、
2
樂
則
之
樂
、
3
音
洛
、
4
惡
、
5
平
聲
、
6
�
斯
二
者
、
7
指

事
親
從
兄
而
言
、
8
知
而
弗
去
、
9
則
見
之
明
、
10
而
守
之
固
矣
、
11
節
文
、

12
謂
品
節
文
章
、
13
樂
則
生
矣
、
14
謂
和
順
從
容
、
15
無
所
勉
強
、
16
事
親

從
兄
之
意
、
17
油
然
自
生
、
18
如
草
木
之
有
生
意
也
、
19
旣
有
生
意
、
20
則

其
暢
茂
條
達
、
21
自
有
不
可
遏
者
、
22
所
謂
惡
可
已
也
、
23
其
又
盛
、
24
則

至
於
手
舞
足
蹈
而
不
自
知
矣
、
25
�
此
章
言
事
親
從
兄
、
26
良
心
眞
切
、
27

天
下
之
道
、
28
皆
原
於
此
、
29
然
必
知
之
明
、
30
而
守
之
固
、
31
然
後
節
之

密
、
32
而
樂
之
深
也
、

1
lè
sī,
2
lè
zé
zhī
lè,
3
yīn

luò,
4
w
ū,
5
píng

shēng,
6

�sī
èr
zhe ^,7

zhı ^

shì
qìng

cóng
xiōng

ér
yán,

8
zhī

ér
fú
qù,

9
zé
jiàn

zhī
m
íng,

10
ér
shou ^

zhī
gù
yı ^,

11
jié
w
én,
12
w
èi
pı ^n

jié
w
én
zhāng,

13
lè
zé
shēng

yı ^,
14
w
èi
hé
shùn

cóng
róng,

15
w
ú
suo ^

m
ia ^n
qia ^ng,

16
shì

qìng
cóng

xiōng
zhī

yì,
17
yóu

rán
zì
shēng,

18
rú
cao ^

m
ù
zhī
you ^

shēng
yì
ye

�,
19
jì
you ^

shēng
yì,

20
zé
qí
chàng

m
aò
tiaó

dá,
21
zì
you ^

bù
ke

�

è
zhe ^,

22
suo ^

w
èi
w
ū
ke

�yı ^

ye

�,23
qí
yoù

chéng,24
zé
zhì
yú

shou ^

w
u

�

zú
da ^o

ér
bù
zì
zhī
yı ^,
25

�

cı ^

zhāng
yán

shì
qìng

cóng
xiōng,

26
liáng

xīn
zhēn

qiè,
27
tiān

xià
zhī

daò,
28
jiē
yuán

yú
cı ^,
29
rán

bì
zhī

zhī
m
íng,

30
ér
shou ^

zhī
gù,
31
rán

hòu
jié
zhī
m
ì,
32
ér
lè
zhī

shēn
ye

�,

楽
斯
、
楽
則
の
楽
、
音
は
洛
、
悪
、
平
声
、
�
斯
二
者
は
、
親
に
事
え
、
兄

に
従
う
を
指
し
て
言
う
、
知
り
て
去
ら
ず
、
則
ち
之
を
見
る
こ
と
明
か
に
し

て
、
之
を
守
る
こ
と
固
し
、
節
文
、
⑴品

節
⑵文

章
を
謂
う
、
楽
し
め
ば
則
ち
生

し
ょ
う
よ
う

ず
は
、
和
順⑶

従
容
と
し
て
、
勉
強
す
る
所
無
き
を
謂
う
、
親
に
事
え
兄
に
従

ゆ
う
ぜ
ん

う
の
⑷意

、⑸

油
然
と
し
て
自
ず
か
ら
生
ず
、
草
木
の
生
ず
る
意
有
る
が
如
き
な

ち
ょ
う

も

じ
ょ
う
た
つ

と
め

り
、
既
に
生
ず
る
意
有
れ
ば
、
則
ち
其⑹

暢
茂
⑺

條
達
し
、
自
ず
か
ら⑻

遏
る
べ

さ
ら

か
ら
ざ
る
も
の
有
り
、
謂
う
所
の
悪
ぞ
已
む
べ
け
ん
や
な
り
、
其⑼

又
に
盛
な

み
ず
か

れ
ば
、
則
ち
手
舞
い
足
踏
み
て
自
ら
知
ら
ざ
る
に
至
る
、
�
此
章
言
え
ら
く
、

ま
こ
と

み
な
も
と

親
に
事
え
兄
に
従
う
は
、
⑽良

心
が⑾

真
で
⑿切

な
り
、
天
下
の
道
、
皆
此
を⒀

原
と

す
、
然
れ
ば
必
ず
之
を
知
る
こ
と
明
か
に
し
て
、
之
を
守
る
こ
と
固
く
す
、

こ
ま

然
る
後
之
を
節
す
る
こ
と⒁

密
か
に
し
て
、
之
を
楽
し
む
こ
と
深
き
な
り
、

⑴
品
節：

区
別
し
ほ
ど
よ
く
す
る

品
、
謂
階
格
也
（
品
、
階
格
を
謂
う
な
り
）

節
、
猶
適
也（
節
、
猶
適
の
ご
と
き
な
り
）
通
し
番
号
14‐

69
朱
注
に「
此

言
盡
法
制
品
節
之
詳
（
此
言
は
法
制
品
節
の
詳
を
尽
す
）」
と
あ
る
。

⑵
文
章：

あ
や
を
な
す

青
と
赤
の
あ
や
が
文
で
、
赤
と
白
の
あ
や
が
章
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
あ
や
の
こ
と
も
言
う
。

青
與
赤
謂
之
文
、
赤
與
白
謂
之
章（
青

と
赤
之
を
文
と
謂
う
、
赤
と
白
之
を
章
と
謂
う
）

通
し
番
号
3
3
4‐

20

く

ふ
ふ
つ

つ
く

朱
注
に
「
使

以
爲
黼
黻
文
章
（

り
て
以
て
黼
黻
文
章
を
爲
ら
し
む
）」

と
あ
る
。

し
ょ
う
よ
う

じ
ょ

⑶
従
容：

ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま

從
容
、
舒
緩
貌
（
従
容
、
舒
緩
の
貌
な
り
）

し
ょ
う
よ
う

あ
た

通
し
番
号
9
7
2‐

4
朱
注
に
「
從
容
中
道
（
従
容
と
し
て
道
に
中
る
）」

と
あ
る
。

⑷
意：

心

意
、
志
也
（
意
、
志
な
り
）

通
し
番
号
2
7
9‐

8
朱
注
に
「
不

我
足
、
謂
不
以
我
滿
足
其
意
也
（
我
を
足
れ
り
と
せ
ず
は
、
我
を
以
て
其

意
を
満
足
せ
ざ
る
を
謂
う
な
り
）」
と
あ
る
。

ゆ
う
ぜ
ん

⑸
油
然：

ひ
と
り
で
に
起
こ
る
さ
ま

ち
ょ
う

も

⑹
暢
茂：

伸
び
茂
る

暢
茂
、
長
盛
也（
暢
茂
、
長
盛
な
り
）（
通
し
番
号
3
0
7

ち
ょ
う

も

‐

19
朱
注
）

通
し
番
号
3
0
7‐

5
に
「
草
木
暢
茂
（
草
木
暢
茂
す
）」
と

あ
る
。

じ
ょ
う
た
つ

⑺
條
達：

木
の
枝
が
伸
び
る
よ
う
に
四
方
に
の
び
通
ず
る

條
に
は
「
木
の
枝
」

の
意
味
が
あ
る
。

條
、
小
枝
也
（
條
、
小
枝
な
り
）

と

あ
つ

⑻
遏
む：

止
め
る

遏
、
止
也
（
遏
、
止
な
り
）

通
し
番
号
3
6
5‐

10
朱

と

注
に
「
遏
人
欲
於
橫
流
（
人
欲
を
横
流
に
於
て
遏
む
）」
と
あ
る
。

２７６
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さ
ら

⑼
又
に：

さ
ら
に

又
、
猶
更
也
（
又
、
猶
更
の
ご
と
き
な
り
）

通
し
番
号

さ
ら

3
5
4‐

7
朱
注
に
「
此
又
引
孔
子
之
事
、
以
明
可
見
之
節
也
（
此
又
に
孔

あ

子
の
事
を
引
き
て
、
以
て
見
う
べ
き
の
節
を
明
か
に
す
る
な
り
）」と
あ
る
。

⑽
良
心：

善
心

良
心
者
、
本
然
之
善
心
、
卽
所
謂
仁
義
之
心
也
（
良
心
は
、

本
然
の
善
心
、
即
ち
謂
う
所
の
仁
義
の
心
な
り
）（
通
し
番
号
6
7
8‐

4

朱
注
）

通
し
番
号
6
7
8‐

3
に
「
其
所
以
放
其
良
心
者
、
亦
猶

斤
之

於
木
也
（
其
以
て
其
良
心
を
放
つ
所
の
者
、
亦
猶

斤
の
木
に
於
る
が
ご

と
き
な
り
）」
と
あ
る
。

ま
こ
と

⑾
真：

ま
こ
と

真
、
偽
之
反
也
（
真
、
偽
の
反
な
り
）

⑿
切：

近
い

切
、
近
也
（
切
、
近
な
り
）

通
し
番
号
3
2
2‐

41
朱
注
に

「
哀
痛
迫
切
（
哀
痛
迫
切
す
）」
と
あ
る
。

み
な
も
と

⒀
原：

源

原
、
本
作
源
（
原
、
本
源
に
作
る
）

通
し
番
号
1
4
8‐

6
朱

み
な
も
と

注
に
「
其
原
蓋
出
於
此
（
其
原
蓋
し
此
に
出
ず
）」
と
あ
る
。

こ
ま

⒁
密
か：

細
か

密
、
疏
之
對
也
（
密
、
疏
の
対
な
り
）

通
し
番
号
4
6
1

‐

10
朱
注
に
「
爲
人
、
蓋
泛
言
之
、
爲
子
則
愈
密
矣
（
人
と
爲
る
は
、
蓋
し

ひ
ろ

さ
ら

こ
ま

泛
く
之
を
言
う
、
子
と
爲
る
は
則
ち
愈
に
密
か
な
り
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

楽
斯
、
楽
則
の
楽
は
音
は
洛
で
あ
る
。
悪
は
平
声
で
あ
る
。
斯
二
者
は
親
に

尽
す
と
兄
に
従
う
こ
と
を
指
し
て
言
う
。
知
っ
て
去
ら
な
い
と
見
る
こ
と
が

明
ら
か
で
守
る
こ
と
が
固
い
。節
文
は
区
別
し
あ
や
を
つ
け
る
こ
と
を
言
う
。

楽
し
め
ば
則
ち
生
ず
は
、
や
わ
ら
ぎ
、
従
い
、
ゆ
っ
た
り
し
て
お
り
、
強
い

て
努
め
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
言
う
。
親
に
尽
し
兄
に
従
う
気
持
は
自
然
に

起
こ
る
。
草
木
に
生
じ
る
心
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
生
じ
る
心
が
あ

れ
ば
、
伸
び
茂
り
四
方
に
伸
び
る
。
自
ず
か
ら
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

悪
ぞ
已
む
べ
け
ん
や
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
盛
ん
に
な
る
と
、
手
が

舞
い
足
が
踏
ん
で
も
知
ら
な
い
よ
う
に
な
る
。

こ
の
章
は
言
う
。
親
に
尽
し
兄
に
従
う
こ
と
は
、
真
心
か
ら
出
る
こ
と
で
あ

り
身
近
な
こ
と
で
あ
る
。
天
下
の
道
は
み
な
こ
れ
を
源
と
す
る
。
そ
れ
で
必

ず
こ
れ
を
明
ら
か
に
知
り
こ
れ
を
固
く
守
っ
て
後
に
、
こ
れ
を
節
す
る
こ
と

が
細
か
く
こ
れ
を
楽
し
む
こ
と
が
深
く
な
る
。

章
番
号
28

章
通
し
番
号
89

通
し
番
号
461
〜
462

章
内
番
号
1
〜
2

本
文
訳

孟
子
が
言
う
。
天
下
は
大
い
に
悦
ん
で
自
分
に
帰
そ
う
と
す
る
。
天
下
が
悦

ん
で
自
分
に
帰
す
る
の
を
見
る
こ
と
が
草
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
で
き

る
の
は
舜
だ
け
で
あ
る
。
親
の
心
を
得
な
い
と
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

親
に
順
で
な
い
と
子
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
舜
は
親
に
接
す
る
道
を
尽
し

こ
そ
う

て
父
の
瞽

は
喜
ん
だ
。
瞽

が
喜
ん
で
天
下
は
そ
れ
に
感
化
さ
れ
た
。
瞽

が
喜
ん
で
天
下
の
父
子
と
い
う
も
の
が
定
ま
っ
た
。
こ
れ
を
大
孝
と
言
う
。

通
し
番
号
461

章
内
番
号
1

章
通
し
番
号
89

識
別
番
号
7
・
28
・
1

本

文
1
孟
子
曰
、
2
天
下
大
悅
而
將
歸
己
、
3
視
天
下
悅
而
歸

己
、
4
猶
草
芥
也
、
5
惟
舜
爲
然
、
6
不
得
乎
親
、
7
不

可
以
爲
人
、
8
不
順
乎
親
、
9
不
可
以
爲
子
、

1
m
èng

zı ^
yuē,2

tiān
xià
dà
yuè

ér
jiāng

guī
jı ^,
3
shì

tiān
xià
yuè

ér
guī
jı ^,4

yóu
cao ^

jiè
ye

�,5
w
éi
shùn

w
éi

rán,
6
bù
dé
hū
qìng,

7
bù
ke

�yı ^

w
éi
rén,

8
bù
shùn

hū
qìng,9

bù
ke

�yı ^

w
éi
zı ^,

孟
子
曰
く
、
天
下
大
い
に
悦
び
て
将
に
己
に
帰
さ
ん
と
す
、
天
下
悦
び
て
己

た
だ

に
帰
す
る
を
視
る
こ
と
、
猶
⑴草

芥
の
ご
と
き
な
り
、
惟
舜
然
り
と
爲
す
、
親

に
得
ら
れ
ざ
れ
ば
、
以
て
人
と
爲
る
べ
か
ら
ず
、
親
に
順
な
ら
ざ
れ
ば
、
以

て
子
と
爲
る
べ
か
ら
ず
、

か
い

⑴
草
芥：

草

そ
の
ま
ま
読
め
ば
「
草
、
あ
く
た
」
か
と
思
う
。
こ
れ
は
芥
が
現

代
で
は
「
あ
く
た
」
の
意
味
で
使
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
芥
の
元
の
意
味

は
草
で
あ
る
。
中
村
惕
斎
は
「
草
芥
と
は
共
に
草
な
り
、
至
り
て
軽
賤
な

る
者
を
云
う
」
と
注
す
。

芥
、
草
也
（
芥
、
草
な
り
）

朱

注
1
言
舜
視
天
下
之
歸
己
如
草
芥
、
2
而
惟
欲
得
其
親
而
順
之
也
、
3
得
者
、

4
曲
爲
承
順
、
5
以
得
其
心
之
悅
而
已
、
6
順
則
有
以
諭
之
於
道
、
7
心
與

之
一
、
8
而
未
始
有
違
、
9
尤
人
所
難
也
、
10
爲
人
、
11
蓋
泛
言
之
、
12
爲

子
則
愈
密
矣
、

1
yán

shùn
shì
tiān

xià
zhī
guī
jı ^

rú
cao ^

jiè,
2
ér
w
éi

yù
dé
qí
qìng

ér
shùn

zhī
ye

�,3
dé
zhe ^,4

qū
w
éi
chéng

shùn,
5
yı ^

dé
qí
xīn
zhī
yuè

ér
yı ^,
6
shùn

zé
you ^

yı ^

yù
zhī
yú
daò,

7
xīn
yu

�zhī
yī,
8
ér
w
èi
shı ^

you ^

w
éi,

9
yóu

rén
suo ^

nán
ye

�,
10
w
éi
rén,

11
gaì
fàn
yán

zhī,
12
w
éi
zı ^

zé
yù
m
ì
yı ^,

か
い

た
だ

言
え
ら
く
、
舜
天
下
の
己
に
帰
す
る
を
視
る
こ
と
草
芥
の
如
く
し
て
、
惟
其

つ
ぶ
さ

親
を
得
て
⑴之

に
順
な
る
こ
と
を
欲
す
る
な
り
、
得
は
、⑵

曲
に
承
順
を
爲
し
、

以
て
其
心
の
悦
ぶ
こ
と
を
得
る
の
み
、
順
な
れ
ば
則
ち
以
て
⑴之

を
道
に
於
て

み
ち
び

⑶

諭
く
こ
と
有
り
、
心
は
⑴之

と
一
に
し
て
、
未
だ
始
め
よ
り
違
う
こ
と
有
ら
ず
、

も
っ
と

ひ
ろ

尤
も
人
の
難
と
す
る
所
な
り
、
人
と
爲
る
は
、
蓋
し⑷

泛
く
之
を
言
う
、
子
と

さ
ら

こ
ま

爲
る
は
則
ち⑸

愈
に⑹

密
か
な
り
、

⑴
之：

親
を
さ
す

つ
ぶ
さ

⑵
曲
に：

つ
ぶ
さ
に

曲
、
猶
小
小
之
事
也
（
曲
、
猶
小
小
の
事
の
ご
と
き
な

り
）

通
し
番
号
6
9
5‐

19
に
「
程
子
又
發
明
之
、
曲
盡
其
指
（
程
子
又

つ
ぶ
さ

之
を
発
明
し
、
曲
に
其
指
を
尽
す
）」
と
あ
る
。

み
ち
び

⑶
諭
く：

導
く

諭
、
導
也
（
諭
、
導
な
り
）

ひ
ろ

⑷
泛
く：

広
く

さ
ら

⑸
愈
に：

さ
ら
に

愈
、
益
也
（
愈
、
益
な
り
）

通
し
番
号
4
5
5‐

6
朱

注
に
「
世
有
強
辯
飾
非
、
聞
諫
愈
甚
者
（
世
強
弁
し
て
非
を
飾
り
、
諫
を

さ
ら

聞
き
愈
に
甚
だ
し
き
者
有
り
）」
と
あ
る
。

こ
ま

⑹
密
か：

細
か

密
、
疏
之
對
也
（
密
、
疏
の
対
な
り
）

通
し
番
号
4
6
0こま

‐

31
朱
注
に
「
然
後
節
之
密
、
而
樂
之
深
也
（
然
る
後
之
を
節
す
る
こ
と
密

か
に
し
て
、
之
を
楽
し
む
こ
と
深
き
な
り
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

次
の
よ
う
に
言
う
。
舜
は
天
下
が
自
分
に
帰
す
る
の
を
見
る
こ
と
が
草
を
見

る
よ
う
で
あ
り
、
た
だ
親
の
心
を
得
て
親
に
順
な
る
こ
と
を
願
っ
た
。
得
は

つ
ぶ
さ
に
従
い
親
の
心
が
悦
ぶ
こ
と
を
得
る
。
順
で
あ
れ
ば
親
を
道
に
導
く

こ
と
が
あ
る
。
心
は
親
と
一
で
あ
り
、
始
め
か
ら
違
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
は
人
が
最
も
難
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
と
爲
る
は
、
広
く
言
っ
て
い

る
。
子
と
爲
る
は
さ
ら
に
細
か
い
。

２７８
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通
し
番
号
462

章
内
番
号
2

章
通
し
番
号
89

識
別
番
号
7
・
28
・
2

本

文
1
舜
盡
事
親
之
道
、
2
而
瞽

豫
、
3
瞽

豫
、
4

而
天
下
化
、
5
瞽

豫
、
6
而
天
下
之
爲
父
子
者
定
、

7
此
之
謂
大
孝
、

1
shùn

jìn
shì
qìng

zhī
daò,

2
ér
gu

�so

�u
zhı ^

yù,
3
gu

�

so

�u
zhı ^

yù,
4
ér
tiān

xià
huà,

5
gu

�

so

�u
zhı ^

yù,
6
ér

tiān
xià
zhī
w
éi
fu ^

zı ^

zhe ^

dìng,7
cı ^

zhī
w
èi
dà
xiào,

こ
そ
う
よ
ろ
こ

い
た

よ
ろ
こ
び

い
た

舜
親
に
事
え
る
の
道
を
尽
し
て
、⑴瞽
⑵

予
び
を⑶

す
、
瞽

予
を

し
て
、

よ
ろ
こ

い
た

た

天
下
化
す
、
瞽

予
び
を

し
て
、
天
下
の
父
子
爲
る
者
定
ま
る
、
此
を
之

大
孝
と
謂
う
、

こ
そ
う

⑴
瞽

：

舜
の
父
（
朱
注
）

よ
ろ
こ

⑵
予
び：

喜
び
楽
し
む
（
朱
注
）

通
し
番
号
81‐

13
に
「
吾
王
不
豫
、
吾
何
以

た
の
し

助
（
吾
王
予
ま
ざ
れ
ば
、
吾
何
以
て
助
か
ら
ん
）」
と
あ
る
。

い
た

⑶

す：

致
す
（
朱
注
）

朱

注
1
底
、
2
之
爾
反
、
3
�
瞽

、
4
舜
父
名
、
5

、
6
致
也
、
7
豫
、
8

悅
樂
也
、
9
瞽

至
頑
、
10
嘗
欲
殺
舜
、
11
至
是
而

豫
焉
、
12
書
所
謂
不

格
姦
、
13
亦
允
若
是
也
、
14
蓋
舜
至
此
而
有
以
順
乎
親
矣
、
15
是
以
天
下
之

爲
子
者
、
16
知
天
下
無
不
可
事
之
親
、
17
顧
吾
所
以
事
之
者
未
若
舜
耳
、
18

於
是
莫
不
勉
而
爲
孝
、
19
至
於
其
親
亦

豫
焉
、
20
則
天
下
之
爲
父
者
、
21

亦
莫
不
慈
、
22
所
謂
化
也
、
23
子
孝
父
慈
、
24
各
止
其
所
、
25
而
無
不
安
其

位
之
意
、
26
所
謂
定
也
、
27
爲
法
於
天
下
、
28
可
傳
於
後
世
、
29
非
止
一
身

一
家
之
孝
而
已
、
30
此
所
以
爲
大
孝
也
、
31
�
李
氏
曰
、
32
舜
之
所
以
能
使

瞽

豫
者
、
33
盡
事
親
之
道
、
34
共
爲
子
職
、
35
不
見
父
母
之
非
而
已
、

36
昔
羅
仲
素
語
此
云
、
37
只
爲
天
下
無
不
是
底
父
母
、
38
了
翁
聞
而
善
之
曰
、

39
惟
如
此
而
後
、
40
天
下
之
爲
父
子
者
定
、
41
彼
臣
弑
其
君
、
42
子
弑
其
父

者
、
43
常
始
於
見
其
有
不
是
處
耳
、

1
dı ^,
2
zhī
e

�r
fa ^n,

3

�gu

�so

�u,
4
shùn

fu ^

m
íng,

5
zhı ^,

6
zhì
ye

�,7
yù,8

yuè
lè
ye

�,9
gu

�so

�u
zhì
w
án,10

cháng
yù
shā

shùn,
11
zhì
shì
ér
zhı ^

yù
yān,

12
shū

suo ^

w
èi

bù
gé
jiān,13

yì
yu

�n
ruò

shì
ye

�,
14
gaì
shùn

zhì
cı ^

ér
you ^

yı ^

shùn
hū
qìng

yı ^,
15
shì
yı ^

tiān
xià
zhī
w
éi
zı ^

zhe ^,
16
zhī
tiān

xià
w
ú
bù
ke

�shì
zhī
qìng,

17
gù
w
ú

suo ^

yı ^
shì
zhī
zhe ^

w
èi
ruò

shùn
e

�r,
18
yú
shì
m
ò
bù

m
ia ^n

ér
w
éi
xiào,

19
zhì

yú
qí
qìng

yì
zhı ^

yù
yān,

20
zé
tiān

xià
zhī
w
éi
fu ^

zhe ^,
21
yì
m
ò
bù
cí,
22
suo ^

w
èi
huà

ye

�,
23
zı ^

xiào
fu ^

cí,
24
ge ^

zhı ^

qí
suo ^,

25
ér

w
ú
bù
ān
qí
w
èi
zhī
yì,
26
suo ^

w
èi
dìng

ye

�,
27
w
éi
fa ^

yú
tiān

xià,28
ke

�chuán
yú
hòu

shì,
29
feī
zhı ^

yī
shēn

yī
jiā
zhī

xiào
ér
yı ^,
30
cı ^

suo ^

yı ^

w
éi
dà
xiào

ye

�,
31

�lı ^

zhī
yuē,

32
shùn

zhī
suo ^

yı ^

néng
shı ^

gu

�so

�u
zhı ^

yù
zhe ^,33

jìn
shì
qìng

zhī
daò,34

gòng
w
éi
zı ^

zhí,
35
bù
jiàn

fu ^

m
u ^

zhī
feī
ér
yı ^,
36
xī
luō
zhòng

sù
yu

�

cı ^

yún,37
zhı ^

w
éi
tiān

xià
w
ú
bù
shì
dı ^

fu ^

m
u ^,38

lia ^o

w
ēng

w
én
ér
shàn

zhī
yuē,

39
w
éi
rú
cı ^

ér
hòu,

40
tiān

xià
zhī
w
éi
fu ^

zı ^

zhe ^

dìng,
41
bı ^

chén
shì
qí

jūn,42
zı ^

shì
qí
fu ^

zhe ^,43
cháng

shı ^

yú
jiàn

qí
you ^

bù
shì
chu ^

e

�r,

い

底
、
之
爾
反
、
�
瞽

、
舜
の
父
の
名
、

、
致
な
り
、
予
、
悦
楽
な
り
、

が
ん

よ
ろ
こ
び

い
た

瞽

至
り
て⑴

頑
な
り
、
嘗
て
舜
を
殺
さ
ん
と
欲
す
、
是
に
至
り
て
予
を

す
、

い
た

し
ん

し
た
が

書
謂
う
所
の
⑵姦

に⑶

格
ら
ず
、
⑷亦
⑸

允
じ⑹

若
う
、
是
れ
な
り
、
蓋
し
舜
此
に
至

た

つ
か

り
て
以
て
親
に
順
な
る
こ
と
有
り
、
是
を
以
て
天
下
の
子
爲
る
者
、
天
下
事

お
も

う
べ
か
ら
ざ
る
の
親
無
き
を
知
る
、⑺

顧
う
に
、
吾
以
て
事
え
る
所
の
者
未
だ

な

舜
の
若
か
ら
ざ
る
の
み
と
、
是
に
於
て
勉
め
て
孝
を
爲
さ
ざ
る
莫
し
、
其
親

よ
ろ
こ
び

い
た

亦
豫
を

す
に
至
る
、
則
ち
天
下
の
父
爲
る
者
、
亦
慈
な
ら
ざ
る
莫
し
、

お
の
お
の

謂
う
所
の
化
な
り
、
子
は
孝
、
父
は
慈
、
各
其
所
に
止
ま
る
、
而
し
て
其

位
に
安
ら
か
に
せ
ざ
る
の
意
無
し
、
謂
う
所
の
定
な
り
、
法
を
天
下
に
爲
し
、

と
ど

後
世
に
伝
う
べ
し
、
一
身
一
家
の
孝
に⑻

止
ま
る
に
非
ざ
る
の
み
、
此
大
孝
と

よ
ろ
こ
び

い
た

爲
す
所
以
な
り
、
�
李
氏
曰
く
、
舜
の
能
く
瞽

を
し
て
豫
を

さ
し
め
る

た

つ
つ
し

所
以
は
、
親
に
事
え
る
の
道
を
尽
し
、
⑼子

爲
る
の
⑽職

を⑾

共
み
、
父
母
の
非
を

い
た

見
ざ
る
の
み
、
昔
、
羅
仲
素
此
を
語
り
て
云
く
、
只
天
下⑿

不
是
底
る
の
父
母

り
ょ
う
お
う

よ

無
し
と
爲
す
、⒀

了
翁
聞
き
て
之
を
善
し
と
し
て
曰
く
、
惟
此
如
く
し
て
後
、

た

か
の

し
い

天
下
の
父
子
爲
る
も
の
定
ま
る
、⒁

彼
臣
其
君
を
弑
し
、
子
其
父
を
弑
す
る
者

と
こ
ろ

は
、
常
に
其
是
な
る
ざ
る
処
有
る
を
見
る
こ
と
に
於
て
始
ま
る
の
み
、

が
ん

⑴
頑：

愚
か

頑
、
愚
也
（
頑
は
愚
な
り
）

頑
者
、
無
知
覺
（
頑
は
、
知
り

さ
と覚
る
こ
と
無
し
）（
通
し
番
号
5
8
8‐

10
朱
注
）

通
し
番
号
5
8
8‐

17

が
ん
ぷ

れ
ん

だ

ふ

に
「
頑
夫
廉
、
懦
夫
有
立
志
（
頑
夫
は
廉
、
懦
夫
は
志
を
立
て
る
こ
と
有

り
）」
と
あ
る
。

い
た

ぐ
し
ょ

⑵
姦
に
格
ら
ず：

『
書
経
』
虞
書
の
堯
典
か
ら
の
引
用

い
た

⑶
格
る：

至
る

格
、
至
也
（
格
、
至
な
り
）

通
し
番
号
8
0
2‐

19
朱
注

い
た

い
い

に「
知
性
則
物
格
之
謂（
性
を
知
る
は
則
ち
物
格
る
の
謂
な
り
）」と
あ
る
。

し
ん

し
た
が

ぐ
し
ょ

た
い
う

ぼ

こ

し
ん

し
た
が

⑷
亦
允
じ
若
う：

『
書
経
』
虞
書
の
大
禹
謨
に
あ
る
「
瞽
亦
允
若
（
瞽
亦
允
じ
若

う
）」
か
ら
の
引
用

し
ん

い
ん

⑸
允：

信
じ
る

允
、
信
也
（
允
、
信
な
り
）

し
た
が

⑹
若
う：

し
た
が
う

若
、
叚
借
爲
順
（
若
、
叚
借
し
て
順
と
爲
す
）

お
も

⑺
顧
う：

思
う

顧
、
念
也
（
顧
、
念
な
り
）

⑻
止
ま
る：

と
ど
ま
る

止
、
猶
居
也
（
止
、
猶
居
の
ご
と
き
な
り
）

通
し

と
ど

番
号
2
9
5‐

18
朱
注
に
「
其
貢
亦
不
止
什
一
矣
（
其
貢
亦
什
一
に
止
ま
ら

ず
）」
と
あ
る
。

た

つ
つ
し

⑼
子
爲
る
の
職
を
共
む：

萬
章
章
句
上

通
し
番
号
5
4
2‐

18
の
引
用
で
あ
る
。

な

⑽
職：

つ
と
め

職
、
謂
守
與
任
（
職
、
守
り
任
を
与
す
を
謂
う

與
、
猶
爲

也
（
与
、
猶
爲
の
ご
と
き
な
り
））

通
し
番
号
2
2
4‐

3
朱
注
に
「
子

之
失
伍
、
言
其
失
職
（
子
の
伍
を
失
な
う
は
、
其
職
を
失
な
う
を
言
う
）」

と
あ
る
。

つ
つ
し

⑾
共
む：

つ
つ
し
む

共
、
叚
借
爲
恭
（
共
、
叚
借
し
て
恭
と
爲
す
）

ふ

ぜ

⑿
不
是：

是
で
な
い

正
し
く
な
い

不
善

り
ょ
う
お
う

ち
ん
か
ん

⒀
了
翁：

宋
の
陳

の
号

か
の

⒁
彼：

か
の

事
物
を
示
す
代
名
詞

通
し
番
号
5
5
2‐

9
に
「
豈
得
暴
彼
民

か
の

そ
こ
な

哉
（
豈
彼
民
を
暴
う
こ
と
を
得
ん
や
）」
と
あ
る
。

朱
注
訳

底
は
之
爾
反
で
あ
る
。
瞽

は
舜
の
父
の
名
で
あ
る
。

は
致
で
あ
る
。
予

は
悦
楽
で
あ
る
。
瞽

は
至
っ
て
愚
か
で
あ
る
。
か
つ
て
舜
を
殺
そ
う
と
し

た
。
こ
こ
に
至
っ
て
喜
ん
だ
。
書
経
に
「
姦
に
至
る
こ
と
が
な
い
。」「
ま
こ

と
と
し
従
う
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
舜
は
親
が
こ
の
よ
う
で
も
、

親
に
順
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
た
め
に
天
下
の
子
は
み
な
尽
す
こ
と
の
で
き
な

２８０
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い
親
は
天
下
に
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
自
分
が
尽
す
親
の
こ
と
を
考
え

て
み
る
に
舜
の
親
の
よ
う
で
な
い
。
こ
れ
が
た
め
に
努
め
て
孝
を
な
さ
な
い

こ
と
が
な
い
。
そ
の
親
が
喜
び
を
致
す
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
天
下
の

父
は
ま
た
子
に
慈
愛
を
抱
か
な
い
者
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
化
で
あ
る
。
子
が

孝
、
父
が
慈
で
あ
る
の
で
、
そ
の
い
る
べ
き
所
に
い
る
。
そ
の
分
を
乱
す
心

が
な
い
。
い
わ
ゆ
る
定
で
あ
る
。
天
下
の
見
本
と
な
り
後
世
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
、
自
分
や
自
分
の
家
の
孝
に
留
ま
ら
な
い
。
そ
れ
で
大
孝
と
な
す
。

李
氏
は
言
う
。
舜
が
瞽

が
喜
ぶ
よ
う
に
で
き
た
の
は
、
親
に
接
す
道
を
尽

し
、
子
の
務
め
を
慎
み
、
父
母
の
非
を
見
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
昔
、
羅

仲
素
は
言
っ
た
。「
天
下
に
至
っ
て
不
善
の
父
母
は
い
な
い
。」
了
翁
は
こ
れ

を
よ
い
言
と
し
て
言
っ
た
。「
た
だ
こ
の
よ
う
に
し
た
後
に
天
下
の
父
子
た

る
も
の
が
定
ま
る
。
臣
が
そ
の
君
を
殺
し
、
子
が
そ
の
父
を
殺
す
の
は
、
父

母
に
不
善
が
あ
る
と
す
る
所
か
ら
始
ま
る
。」

儒
学
は
親
に
対
す
る
孝
を
非
常
に
重
ん
じ
る
。
親
に
孝
に
す
れ
ば
単
に

親
子
の
間
が
良
好
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
天
下
が
治
ま
る
と
す
る
。
舜
の

こ
そ
う

父
、
瞽

は
舜
を
殺
そ
う
と
し
た
。
通
常
な
ら
、
警
察
を
呼
び
、
瞽

を

捕
え
、
瞽

を
監
獄
に
ぶ
ち
込
も
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
舜
は
そ

ん
な
父
に
孝
を
尽
し
父
が
喜
ぶ
よ
う
に
し
た
。
孝
は
こ
こ
ま
で
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

現
代
は
孝
は
重
ん
じ
ら
れ
な
い
。
学
校
教
育
で
も
孝
は
ほ
と
ん
ど
教
え

ら
れ
な
い
。
子
供
は
年
の
い
っ
た
親
の
面
倒
を
見
よ
う
と
し
な
い
。
親
に

介
護
が
必
要
に
な
れ
ば
、
す
ぐ
に
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
健
）
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。

現
代
で
は
親
に
孝
に
す
る
こ
と
と
政
治
と
は
ま
っ
た
く
別
の
こ
と
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
親
に
孝
な
ど
尽
さ
な
く
て
も
、
政
治
活
動
に
励

め
ば
国
は
治
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
で
は
な
い
、
親
に
孝
に
す

る
と
い
う
身
近
な
こ
と
、
本
と
な
る
こ
と
に
努
め
て
初
め
て
国
は
治
ま
る

と
儒
学
は
考
え
る
。
親
に
孝
に
す
る
と
い
う
身
近
な
こ
と
、
本
と
な
る
こ

と
を
怠
る
な
ら
、
ど
ん
な
に
政
治
活
動
を
し
て
も
国
は
治
ま
ら
な
い
と
儒

学
は
主
張
す
る
。
今
ま
で
の
歴
史
、
現
代
の
社
会
を
見
る
と
、
儒
学
の
主

張
の
ほ
う
が
正
し
い
。
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